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Nihon.Miと

新聞の新しい魅力、提案します。

切抜き速報⑮シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用して頂きやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1 970年の創業以来多くの方にご愛読頂いております。

~ ~ KirinL… 
お
仕
事
・
ご
興
味
に
あ
わ
せ
て
併
読
も
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す

。

お
申
込

、

お
問
い
合
わ
せ
は
下
記
窓
口
か

H
P

ま
で
!

切fi:き速報@

社会版
政治経済法棒、固僚関係、歴史など.

時事問題の総覧と比較からニュースを

深く理解し‘より良い社会を考える.

.A4 サイズ /96 頁月刊

.1李間情続料 18.000 同 情処，.届7岡+劃

.送料サービス

切扱き速報⑮

教育版
学校経営運営、教職員、学校貴金、

生徒指導、学習指湧など、学綬教員

子どもを取り巻く問題の、傾向と対策.

.A4 サイズ / 168 頁月刊
・年間鏑観料 27.720 同 国修 25届7門+酎

.送料サービス

切按き速報@

食と生活版
童の安全、食品流通や食の歴史文化、

童膏、給食など.栄養官理指導や

康庭科教育に掛わる方、食品業界の方にも.

・A4サイズ /96 頁月刊
.年間購院制 18.000 円 揮徐"田7門+劃
・送料サービス

切銭き速報@

健康りてらしい
こころとからだの健康情報、医学基礎知班、

生活習慣改善、健庫教育保健指導など、

セルフケアの実践に向けて.

.A4サイ ;( /96 頁月刊

・年間IIII!料 18.000 円 団体"曲7阿+酎
.送料サービス

切篠宮速報⑮

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動害実践から

子育ての知恵まで、保育士、幼稚園教績

はもちろん、子育て中の保腫者にも.

.A4 サイズ /96頁月刊

・年間情続料 18.000 円 幅修"曲ア阿+船
・送料サービス

切銭き速報@

科学と環境版
新発見や研究成果、研究者、科学用語や

原理の解りやすい解説など、自然科学

技術に関する知讃欲を刺激する情報11;.

・A4サイズ /96頁月刊
・年間踊続料 18.000 円 抽鉢 ，..曲?内+蜘

.送軒サービス

切篠宮遮縄@

福祉ニュース障害福祉編
保育、教育、就労、福祉施股の取り組み、

行政の動きなど.さまざまな実践、報遍から、

よりよい陣害福祉を考える.

.A4サイズ /96 頁 月刊

.年間踊概料 18.000 円 情依，.曲7門+劃

.送料サービス

切自主き速報⑮

福松ニュース高齢福祉編
高齢化社会の問題、介寝施般の取り組み、

社会保障行政など、介穫者と高齢者を

とりまく幅広い冨題を掲蔵.

.A4ザイズ /96頁月刊

.年間胸膜軒 18.000 同 情偽，..曲7内+酎

.送料サービス

コラム歳時記
全国の地方紙 1 面コラムを

毎月ゆ0*厳選.地域の話題、心動かされ

るエピソ ドや時.問題など、

幅広い蹄題を幅広い視点で.

.A5 サイ文 /208 貰月刊

・年間購腕料 15.000 円 同体"田9 門+割}
・送料サービス

切fi:き速報@

医療と安全管理総集版
病院運営、医療技術 倫理、医療従事者の

育成。労働環境入串者心理主援など.

医療に挽わるすべての方に.

.A4サイズハ 20頁月刊
・年間鴎観料 23.940 円 惜偽 22. 1 67 阿+観}

.送料サービス

本S志は、発行日に確実にお手元にお送りするために予約購読での販売と、購読期間の自動継続システムをとっております. ご購読いただいてい

る雑院が途切れることがないよう、 お申し込みいただいた定期.a期聞が満了する 1 ヶ月ほど前に、 郵便で継続のご寮内を差し上げます. お客

さまから特に送本停止のご連絡がない限り定期園田院を継続更新させていただきます. 定期限読期聞を気にして、 メールや電話葉書などでご連

絡いただく必要がないシステムです.

0 1 冊980丹 (志依907円+税)

0特別製作による題字銀文字表示

銘柄により、ファイルへの収納冊数が異なります.

fファイル1 冊の収納敏》
『教育版1.6冊(半年分)

I医療と貴金管理輯曜版16冊(半年分)
その他銘綱可志 (1コラム揖時121を酷()'''12冊 (1 年分)

『医療と安全管理総集版』 継続特典
『医樟と安全管理総集版』を輯腕頂いた方に 1 冊プレゼン卜機ご場留の方は野社まで必ずご遵椅くださし、

切抜き速報についての詳しい内容・最新情報は | http://www 山口n一mic.co .jp/

送料送り先

大阪府 日00円

900円近眠中国四国東海(静岡量知三重瞳阜)北陸(石川福井富山)

九州 1 .000円

1 . 100円

関東甲惜越(山梨新潟長野)

東北

専用フ7イルのご案内

生斗l

北海道沖縄

~[ニホンミツク

1 .400円



CKUP 下OPCS⑫
[今号の話題5選]

終末期のあり方@
思いを生かせる社会ヘ
人の数だけ生き方があるように、それぞれに思う死に方があり、また、それが間関の状況

や家族への遠慮から出たものではなく、本当にその人が望む姿であるように.家族、医療

者ともに、その思いを尊重して支援できる社会を、様々な終末期、死との向き合い方から

考えます。

日本の保健を海外に @ 
ミャンマーや中固など、保健医療が普及していないアジア

の国々に、日本の保健を「輸出」する動きが。住民ボラン

ティアを育成し、健康教育、母子保健、健診など、人々が健

康で暮らすための取り組みを広げています。

医療従事者の戦争 @ 
戦時中、医師や看護婦は、戦線に送られ軍医や従軍看護婦

となりました。また、戦争の狂気は、生体解剖という禁忌を

犯させました。医療従事者にとっての戦争を、 t辰り返りま

す@

がん患者相談支援 @ 
がんと診断された患者やその家族は、治療方法や今後の生

活など、様々な不安を抱えます。主治医には聞きづらい質

問、誰かに打ち明けたい心の痛みや混乱 さまざまな形で

受け止める、がん患者の相談支援をまとめました。

重症児の在宅ケア @ 
たん吸引など、医療的ケアを受けながら在宅で過ごす重症

児が増えています。医療技術の進歩によって救われた命で

すが、介護を担う家族への支援はいまだ不十分。短期入居

施設や訪問医療など、体制の整備が求められています。

KE ZOKU TOP CS 
[継続卜ヒ。ツクス/毎月知りたいキーワード]

医療従事者 . .. . ......………・・…・……・・…….-46

養成-研修................... ・ H ・-……・…・・・…… ....52

技術-療法一・・・・・・・ H ・ H ・.....…・………・・・・…… 58

病院運営. • • • • • • • • • • • .・ H ・-………………...・H ・ ...68

地域医療を支える-一・ ・ …・ . .....…………ー 73

在宅医療・・……………... . ......… ..............76 

患者・家族支援……・・…....・ H ・-…い H ・ H ・ ..........78

ターミナルケア-緩和ケア………………………..84

医療倫理一................・・・ー……・……・・…… 86

救急医療...・H ・- ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …・-一....・H ・-一…・ 90

医薬品……............一-…………・………92

医療行政・人事. • • • . • • • • • • .一…・…....・ H・-………94

意見・社説......... . ・・・・… ・-………・…….100

医療ニュースー..........…・…・……・………… ・ 1 02

海外の話題・…....・ H ・......…-一…......・… 1 04

医療事故・訴訟・…・…......……..… ..... . ..... 1 06

医療安全....・ H ・.....……・… ・ … .....・ H ・ . ....... . . .1 08

医薬品技術の安全-・・・ ・. . . ..…・・・…・・……… 1 10

災害に備える. • • • • • • • • • • • . • .…-……………… 112 

キーワードは随時入れ替わります
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テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など一部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。N下ENTS
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ヤ
ル
ワ
|
カ
1
8

・
幻
読
売
新
開
(
和
歌
山
)

技
術
・
療
法

市
年
度
か
ら
先
進
医
療パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

l
p
S

移
植
8

・
市
京
都
新
聞-
j
i

-
-
:
:

腎
臓
再
生
「
夢
で
は
な
い
」
:
j
i

--
j
a
-
-
:

・
・7

・
幻
北
海
道
新
問
。
:
・

連
哉
・
が
ん
攻
略

日
経
産
察
衛
聞

t

脂
阻
婦
に
叢
届
け
る

カ
プ
セ
ル
・
血
管
の
盤
遭
遇

6

・
4
:
:
-
j
i
-
-
i
j
i
-
-
-
ω

2

脳
内
転
曽
帯
、
低
園
田
昌
"
が
蹴
園

細
胞
移
動
防
ぐ
治
銀
研
究
6
-
s
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-・
:
ω

3

「
観
玉
」
分
割
促
し
、
震
動
高
め
る
-
-
-
j
i
-
-
:・
:
・-
e

・
e

・-
j
i
-
-
-
-
-
-
j
i
-
-

・
:
:
引

4
E
常
細
胞
へ
の
浸
潤
防
げ
先
導
役
の
た
ん
ぱ
〈
質
御
制6

・
叩j
i
-
-
・:
:
:
-
j
i
-
-

引

5

「
か
さ
ぶ
た
」
有
無
で
思
憧
割
判
別
噌
殖
速
度
の
差
を
利
用6

・
刊

6

懲
ら
し
め
す
ぎ
ず
、
な
だ
め
る

6

・
ロ

2

7

良
住
の
腿
錫
な
ぜ
感
性
に
?

書
提
化
す
る
遺
伝
子
睡
蓮6
・
U
j
i
j
i
-
j
i
-
-
:
:

伺

8

恵
盤
細
胞
万
能
の
i
p
s

に

届
朝
治
徳
治
信
立
に
温6

・
円
・
・
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
・
:
:
臼

54 

9

慢
性
炎
症
・
リ
ス
ク
高
め
る

56 

叩
が
ん
細
胞
へ
の
情
縄
遮
断

56 

刊
細
胞
の
変
形
、
性
質
に
膨
智
?

56 

採
血
1

回
が
ん
氾
種
類
判
定
へ

57 

他
人
の
軟
骨
細
胞
移
植

57 

心
臓
病
児
本
人
の
血
管
移
植

小
児
へ
生
体
ド
ミ
ノ
肝
移
植

58 

主
砲
御
え
る
薦
剤
で
対
広6

・
叩

受
書
体
が
編
曲
需
の
領
的
に6

・
叩

正
常
化
さ
信
る
治
疲
に
期
待6

・
却

8

・
叩
朝
日
新
聞
(
東
京
)

高
齢
者
の
ひ
ざ
痛
治
療

・

8

・

市
読
売
新
聞
(
東
京
)

新
生
児
で
初
の
成
功

8
-
m読
売
新
聞
(
大
阪
)

8

・

m
m読
売
新
聞
(
東
京
)

新
生
児
に
幹
細
胞
移
植

低
酸
素
性
脳
症
秋
か
ら
臨
床
研
究
8

・

U
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

58 

病
院
運
営

増
え
る
治
療
費
未
払
い

南
相
馬
・

一
部
の
復
興
関
係
作
業
員8

・
6

福
島
民
友

社
会
福
祉
法
人
企
業
が
再
生

[
き
ょ
う
の
乙
と
ば
]
社
会
福
祉
法
人

小
児
科
通
い
続
け
る
大
人
た
ち

「
乙
こ
が
あ
る
か
ら
働
け
る
」

62 

花
や
野
菜
、
心
も
癒
や
す

地
減
医
療
を
支
え
る

離
島
の
精
神
科
医
療
に
光

京
都
の
病
院
初
の
私
的
整
理
8
8

日
本
経
済
新
聞
・
・

:
8

・
8

日
本
経
済
新
聞

医
療
進
歩、

治
療
し
な
が
ら
成
長8
・
1

朝
日
新
聞
(
東
京
)

:
:
:

8

・

ー
新
潟
日
報

屋
上
緑
化
鉢
植
え
ず
ら
り

7

・

却
西
日
本
新
聞

月
1

回
、

医
師
巡
回

8

・
什
琉
球
新
報

向
き
合
い
築
く
信
頼

広
が
る
住
民
の
理
解

8

・
什
琉
球
新
報

4 

64 64 65 65 66 66 66 67 68 68 69 70 71 72 73 74 



テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など一部掲載期間外の新聞記事も掲戴いたします.NTENTS 

在
宅
医
療

訪
問
服
薬
指
導
普
及
に
地
域
差

8

・

u山
東
奥
日
報

薬
剤
師
不
足
ネ
ッ
ク

在
宅
療
養
者
に
栄
養
指
導

・
:
j

i
-
-
j
i

-
-
-
j
i

-
-・
:
:
・

7

・
9

山
陽
新
聞
:
:
:
・

患
者
・
家
族
支
鑓

が
ん
患
者
病
院
で
就
活

ハ
ロ
l

ワ
ー
ク
と
連
携

8

・
川
日
本
経
済
新
聞

働
く
が
ん
患
者
障
害
年
金
知
っ
て

:
:
・
7

・

白
山
陽
新
開
:・・
・ji
-
-

闘
病
の
子
に
楽
し
い
体
験

小
児
科
病
棟
へ
の
訪
問
活
動

7

・

m
O中
日
新
聞

親
子
の
緋
深
め
発
達
促
す

:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
-

8

・
9

神
戸
新
聞
:
:
・

認
知
症
の
告
知
本
人
と
家
族
の
不
安
と
恐
怖

:
・
・
・
・
8

・

引
産
経
新
聞
(
東
京
)・
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

広
が
る
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス

最
期
の
「
家
」
を
求
め
て

8

・
2

中
日
新
聞
:
:

医
療
倫
理

佐
世
保
事
件
守
秘
義
務
の
壁

8

・

8

朝
日
新
聞
(
福
岡
)

官
民
の
数
万
人
対
象
「
適
正
評
価
」
に
批
判

8

・

お
朝
日
新
聞
(
東
京
)

生
殖
医
療
は
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
?

8

・

包
毎
日
新
聞
(
東
京
)

救
急
医
療

心
停
止
担
分
奇
跡
の
生
還救
命
連
携
後
遺
症
な
し

:
・

8

・
9

愛
媛
新
聞
:
:

[
取
材
最
前
線
]
「
奇
跡
」
の
理
由

76 

救
急
車
6

時
間
入
れ
ず

市
民
病
院
、
進
入
路
水
没

・
:

77 

医
薬
品

。
薬
薬連
携
。
で
地
減
貢
献

8

・

2
愛
媛
新
聞

8

・

2
京
都
新
聞

院
外
処
方
筆
に
検
査
値
表
示
8
8

中
部
経
済
新
聞

78 

薬
剤
師
、
患
者
と
交
流
会

地
減
住
民
と
信
頼
関
係
築
く

79 

医
療
行
政
・
人
事

80 

難
病
助
成

1
1
0

疾
患
決
ま
る

8

・
旬
日
経
流
通
新
聞
M
J

8

-

m
読
売
新
聞
(
東
京
)

81 

難
病
新
助
成
負
担
増
に
不
安

疾
患
の
選
定
明
暗

:
:
8

-

m
読
売
新
聞
(
東
京
)

82 

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
医
療
費
抑
制

都
道
府
県
に
数
値
目
標
8

・

叩
読
売
新
聞
(
東
京
)

91 91 92 92 94 94 96 

病
院
減
で
も
医
療
費
増

入
院
費
用
膨
ら
む
・
・

・
・
8

・

日
日
本
経
済
新
聞

97 

[
け
い
ざ
い
解
読
]
健
康
長
寿
で
医
療
費
は
減
る
?

84 

医
療
費
負
担
増
次
は
高
齢
者

厚
労
省

、

年
内
に
も
議
論
へ
8

・
2

朝
日
新
聞
(
東
京
)

叩
割
負
担
で
通
院
受
診
も

8

・
叩
日
本
経
済
新
聞

老
健
医
師
が
対
応
で
き
ぬ
診
療
7

・

お
中
日
新
聞

86 

意
見
・
社
説

87 

[
興
味
深
人
]
子
ど
も
た
ち
に
が
ん
の
教
育
を
・

・

88 

7

・

引
北
海
道
新
聞
・

・

97 98 99 100 

県
、
が
ん
教
育
推
進
授
業
で
医
師
や
患
者
講
演

:
-
j
e
-
-8

・

U
茨
城
新
聞
:
:
:
:
・

101 

医
療
ニ
ュ
ー
ス

90 

歯
科
医
が
「
し
わ
取
り
」
急
増

8

・
市
読
売
新
聞
(
東
京
)

102 

5 



Nihon-Miと

甲
状
腺
が
ん
疑
い
含
め
1
0
4
人
福
島

子
ど
も
却
万
人
調
査
8
・
剖
朝
日
新
聞

(東
京
)

子
ど
も
1
0
0
0
人
に
X

線
撮
影

原
爆
調
査
無
用
の
被

曝
8
2
中
国
新
聞

・
・
・
・
・

海
外
の
話
題

エ
ポ
ラ
水
際
で

警
戒

8
・
行
朝
日
新
聞
(
大
阪)

患
者
2
0
0
0
人
超

エ
ボ
ラ
早
期
診
断
北
大
が
一
役

8
-
H
朝
日
新
聞
(札
幌
)

医
療
事
故
・
訴
訟

心
臓
に
市
年
間
手
術
針
発
見
5

年
後
に
摘
出

8

・

2
佐
賀
新
聞

・

ワ
ク
チ
ン
接
種
ミ
ス
J
J

・
-

:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:

8

・

市
山
梨
日
日
新
聞:
:
・

市
、

賠
償
金
1
1
5
万
円
支
払
い
へ
・
:
e
i
-

-
:
j

i
-
-
:
:

8
・
引
中
日
新
聞

・

医
療
ミ
ス

、

4
0
0
万
円
賠
償

8
・
お
岐
阜
新
聞

女
性
患
者
が
死
亡

胸
腔
に
点
滴
液
心
停
止

8
・

n
毎
日
新
聞

(大
阪
)

患
者
に
薬
剤
重
複
投
与

8

-

m
山
梨
日
日
新
聞

医
療
安
全

医
療
事
故
調
査
不
信
ぬ
ぐ
え
る
か

来
秋
か
ら
新
制
度

8
・
引
日
本
経
済
新
聞

医
療
事
故
調
運
用
指
針

・

8
・

U
読
売
新
聞

(東
京
)

医
業
品
・
技
術
の
安
全

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
ど
う
使
う
?

:
:
:
・

・
・
:
:
・
6

・
市
北
海
道
新
聞

102 103 104 105 106 106 106 106 107 107 108 109 110 

「
漢
方
ク
リ
ー
ム
」
に
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ぜ
被
害
鉱
大
:
:

・
6

・
5
朝
日
新
聞
(
東
京
)

災
害
に
備
え
る

災
害
ナ
|
ス
い
つ
も
そ
ば
に

目
時
間
避
難
所
で
ケ
ア
8
・
m
朝
日
新
聞
(
福
岡
)

災
害
医
療
苦
悩
の
現
場

医
師
「
大
量
土
砂

、

近
づ
け
ず
」
8
-
m
読
売
新
聞
(
東
京
)

病
気

、

生
活
機
能
低
下
防
ぐ

8
-
m
福
井
新
聞

避
難
所
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

負
傷
度
判
断
住
民
が
一
役

災
害
時

、

医
師
に
先
駆
け

8
・

3

朝
日
新
聞
(
名
古
屋

)

市
民
に
よ
る
被
災
者
心
の
ケ
ア

:
・
:
:
:

・
:

・
・

8
・
引
毎
日
新
聞
(
東
京
)

人
工
呼
吸
器
使
用
の
在
宅
難
病
患
者
8
-
m
河
北
新
報

災
害
時
タ
ク
シ
ー
移
送

プ
レ
ー
パ
ッ

ク
1
週
間
2
0
1
4
年
8

/
2
1
8

/
8
8
・
9
朝
日
新
聞
(
東
京
)

プ
レ
|
パ
ッ
ク
1
週
間
2
0
1
4
年
8

/
9
1
8

/
市
8

・

泊
朝
日
新
聞
(東
京
)
・
:

プ
レ
|
パ
ッ

ク
1
週
間
2
0
1
4
年
8

/
市
|
8
/
2
8

・

幻
朝
日
新
聞(東
京
)

プ
レ
|
バ
ッ

タ
ー
週
間
2
0
1
4
年
8

/
お
|
8
/
羽
8
・
叩
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・
・

コ
ス
モ
ス
ゆ
ら
り

8

・
7

室
蘭
民
報

は
や
立
秋

キ

ワ

ド
検
索

6 

1
 

1
 

1
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超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
最
期
を
ど
う
迎
え
る
か

に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
病
院
側
も
終

末
期
医
療
の
あ
り
方
を
槙
索
し
て
い
る
。
自
力
で

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
容
体
が
急
変
し
た
り

し
た
場
合
、
ど
こ
ま
で
の
延
命
治
療
を
望
む
の
か
。

患
者
や
家
族
に
事
前
に
文
書
で
確
認
し
て
い
る
病

院
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。
(
樋
口
郁
子
)

と安全管理総集版 2014年 11 号

「
こ
れ
が
人
工
呼
吸
器
で
、

の
ど
か
ら
入
れ
る
と
、
話
し
た

り
食
べ
た
り
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
一
度
入
れ
た
ら
外

せ
ま
せ
ん
」
。
石
川
県
能
美
市

の
芳
珠
記
念
病
院
で7
月
、
青

島
敬
二
内
科
部
長
が
、
岡
市
の

川
原
き
よ
さ
ん
(
位
)
に
写
真
を

見
せ
な
が
ら
説
明
し
た
。
川
原

さ
ん
は
心
臓
に
持
病
が
あ
り
、

物
忘
れ
も
目
立
ち
始
め
た
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
も
こ
ん
な
ん

し
と
っ
た
の
覚
え
と
る
?
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
し
た
い
か
?
」
。

傍
ら
に
付
き
添
う
長
女
で
、
同

院
職
員
で
も
あ
る
村
本
恵
美
子

さ
ん
(
日
)
が
問
い
か
け
る
と
、

川
原
さ
ん
は
「
何
も
し
と
う
な

い
」
と
キ
ッ
パ
リ
言
う
。

こ
の
日
は
約
却
分
間
の
説
明

で
い
っ
た
ん
終
わ
っ
た
。
村
本

さ
ん
の
父
親
は
難
病
で
、
人
工

呼
吸
器
を
装
着
し
て
叩
年
間
寝

た
き
り
で
過
ご
し
、
亡
く
な
っ

た
。
「
父
は
装
着
を
望
ま
な
か

っ
た
が
、
も
う
少
し
生
き
て
ほ

終末期医療模索する病院
し
い
思
い
と
、
か
わ
い
そ
う
と

の
思
い
が
交
錯
し
、
葛
藤
し
た
。

母
に
は
本
人
が
望
ま
な
い
延
命

は
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
村
本

さ
ん
。
青
島
医
師
か
ら
「
意
思

確
認
書
」
を
手
渡
さ
れ
る
と
、

「
家
族
と
話
し
合
っ
て
、
後
日
、

提
出
し
ま
す
」
と
答
え
た
。

主
に
高
齢
者
が
対
象

同
院
が
意
思
確
認
書
を
導
入

し
た
の
は2
0
0
8

年
。
長
期

入
院
や
入
退
院
を
繰
り
返
す
患

者
の
う
ち
、
主
に
高
齢
者
が
対

象
だ
。
容
体
が
急
変
し
た
時
の

「
延
命
」

病
状
や
気
持
ち
の
変
化
に
よ
り

何
度
で
も
変
更
も
司
能
だ
。

導
入
前
は
、
救
急
搬
送
さ
れ

た
患
者
の
延
命
治
療
を
め
ぐ
り

ト
ラ
ブ
ル
や
誤
解
も
あ
っ
た
。

普
段
の
病
状
や
本
人
の
意
思
を

知
る
家
族
か
ら
「
延
命
は
し
な

い
で
ヤ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、

別
の
親
族
は
考
え
が
違
い
も
め

た
こ
と
も
。
「
家
族
が
そ
ろ
う

ま
で
持
た
せ
て
」
と
懇
願
さ
れ

て
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
た
の

に
、
退
院
で
き
る
ま
で
持
ち
直

す
と
「
こ
の
状
態
で
は
介
護
で

き
な
い
。
外
せ
る
と
思
っ
て
た
」

書
面
作
成
「1
割
未
満
」

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
広
が

り
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
多
く
は

な
い
。
厚
生
労
働
省
が
3

月
に

ま
と
め
た
調
査
で
は
、
医
師
の

ワ
割
が
事
前
に
意
思
表
示
の
書

面
を
作
る
こ
と
に
賛
成
す
る
一

方
、
実
際
に
作
成
し
て
い
る
の

は
、
う
ち
1

割
未
満
。
同
院
に

は
、
県
外
の
病
院
や
介
護
施
設

か
ら
も
「
参
考
に
し
た
い
」
と

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
。

病
院
な
ど
が
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
背
震
に
は
、
終
末
期
の

患
者
側
と
事
前
に
文
書

延
命
治
療
や
、
自
分
で
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
た
時
の
栄
養
補
給

に
は
ど
ん
な
選
捉
肢
が
あ
る
か

を
説
明
し
、
ど
こ
ま
で
治
療
を

望
む
か
、
本
人
や
家
族
に
書
面

で
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

「
言
葉
で
説
明
し
て
も
イ
メ
ー

ジ
し
づ
ら
い
」
(
青
島
医
師
)

た
め
、
独
自
に
写
真
付
き
の
説

明
書
も
作
っ
た
。

発
案
者
で
あ
る
青
島
医
師
は

「
延
命
治
療
の
効
果
や
リ
ス
ク

を
正
し
く
理
解
し
た
う
え
で
、

本
人
と
家
族
で
話
し
合
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
」
と
話
す
。

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

m
w年
以
降
、
意
思
確
認
書
を

提
出
し
た
の
は
約23
0

人
。

当
初
は
「
な
ぜ
今
、
こ
ん
な
も

の
を
書
か
せ
る
の
か
」
と
の
声

も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
、
延
命

治
療
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
少

な
く
な
っ
た
と
い
う
。

「
延
命
治
療
は
し
な
い
」
と

提
出
し
た
心
臓
病
の
女
性
(
卯
)

の
娘
夫
婦
は
「
危
篤
に
な
っ
て

説
明
さ
れ
て
も
冷
静
に
判
断
で

き
な
い
し
、
本
人
の
意
見
も
聞

け
な
い
。
事
前
に
家
族
で
話
し

合
え
て
よ
か
っ
た
」
と
話
す
。

終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

i

とはが医
は如何側同同制・し 、な療

:?雪望号里ニJ 芯:;Tra?"棺... てたいに
ニz:.h，.叩畑一 もとこっ

EJtz-ヱzm?託?山… 、えとい., .~...... 医家がて
z::uzztJ 師族あ明

一二一工')山山川輔 がにる確
- Ef-……‘ ー頼。な
Jオ九fI田町一 度ま現 Jレ

. 酎与二ニ二町一.~-- 装争状 l
司 二ごてこ，. 着たでル

芳殊記念病院の延命治療につ
いての説明書匪と意思確認・

し
た
人
工
呼
吸
器
を
外
せ
ば
、

殺
人
罪
に
問
わ
れ
る
可
能
性
が

否
定
で
き
な
い
か
ら
だ
。

厚
労
省
は
例
年
、
終
末
期
医

療
を
中
止
す
る
際
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

し
た
が
、
同
調
査
で
も
「
参
考

に
し
て
い
る
」
医
師
は2
割
に

と
ど
ま
り
、
3

割
は
「
知
ら
な

い
」
と
回
答
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

そ
の
も
の
も
、
人
工
呼
吸
器
を

外
す
際
の
具
体
的
な
条
件
な
ど

に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

青
島
医
師
は
「
意
思
確
認
奮

が
あ
れ
ば
、
患
者
や
家
族
の
思

い
を
穏
重
し
、
医
療
側
も
一
刻

を
争
う
場
面
で
判
断
し
や
す
く

な
る
。
全
国
に
広
げ
る
に
は
、

今
後
、
法
律
の
整
備
と
と
も
に

延
命
処
置
に
つ
い
て
一
般
の
人

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

火口
同

同
門

年AU守タ京東売l豆

7 
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終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
ヘ
ー

今
週
は
お
盆
休
み
と
い-2刀
も
多
い

だ
ろ
う。
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
霊
魂

を
迎
え
、
供
養
す
る
こ
の
時
期
に
、
自

ら
の
死
に
つ
い
て
も
思
い
を
め
ぐ
ら
せ

て
み
て
は
ど
う
戸
ょ
っ
う
か

。

日
本
人
の
8

劃
は
病
院
で
亡
く
な

る
。

終
末
期
に
入
院
す
る
人
が
増
え
続

け
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て
は
病
院
の
ベ

ッ
ド
が
足
り
な
く
な
る
お
そ
れ
が
出
て

く
る
。
「
最
期
は
自
宅
で
迎
え
た
い
」

お
盆
に
「
死
」
を
考
え
て
み
よ
う

日
本
で
は
今
、
年
間
で
1
3
0

万
人

近
い
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

人
口
の

高
齢
化
と
と
も
に
亡
く
な
る
人
は
増
え

続
け
て
お
り
、2
0
3
0

年
ご
ろ
に
は

1
6
0

万
人
を
超
え
る
亮
込
み
だ
。

延命処置なき
旅立ち

最
期
は

ど
ζ

で

2

月
の
あ
る
日
、
久
万

高
原
町
露
峰
の
大
野
昌
利

『
ヤ
ん
(
花
)
が
、

1

月
に
何

歳
で
亡
く
な
っ
た
母
・
元

と
希
望
す
る
人
は
多
い
の
で
、
そ
れ
で

も
問
題
な
い
と
の
見
方
も
で
き
よ
う

。

し
か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
独
居
や
高

齢
夫
婦
だ
り
の
世
帯
が
増
え
る
。

自
宅

も
簡
単
で
は
な
い
。

国
は
高
齢
者
向
け

栄
ペ
ヤ
ん
の
遺
品
を
整
理
し

て
い
た
時
の
こ
と。
害
類

を
と
じ
た
フ
ァ
イ
ル
の
中

か
ら
手
書
き
の
紙
が
出
て

き
た
。「私

は
現
在
元
気
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
が
、
重
病

に
な
り
再
起
な
い
と
す
れ

ば
、
延
命
処
置
を
し
な
い

で
ほ
し
い」

ヲー

で

つ
い
の
す
み
か
探
し
て

住
宅
も
増
や
し
て
い
る
。

ど
ん
な
選
択

肢
が
あ
る
の
か
調
べ
た
り
、
考
え
た
り

し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ。

ど
ん
な
、
必
つ
に
愚
期
を
迎
え
た
い
の

か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

で
き
る
治
療

は
す
べ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え

方
も
あ
れ
ば
、
自
然
な
経
過
に
任
せ
た

い
と
い
う
人
も
い
る。

現
状
で
は
こ
う
い
う
本
人
の
意
向
が

医
療
現
場
で
き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
な
い

場
合
が
珍
し
く
な
い
。

病
状
や
認
知
症

が
進
行
し
て
必
要
な
と
き
に
意
思
表
示

で
き
な
い
た
め
だ
。

終
末
期
に
延
命
治
療
を

望
む
か
ど
う
か
を
記
し
た

嘗
面
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ビ

ン
グ
ウ
イ
ル
(
事
前
垣
ホ

書
)
」
だ
っ
た
。

日
付
は2
0
0
7

年
2

月
日
目。
作
成
の
き
っ
か

け
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ

の
1

年
前
、
体
調
を
崩
し

訪
問
介
護
を
受
け
始
め
て い

る
。

み
と
ら
れ
方
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
家
族

に
伝
え
て
お
き
た
い
と
思

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

昌
利
ペ
ヤ
ん
は
正
直
驚
い

た
。

層
し
て
い
た
が
、

書
面
の
こ
と
は
知
ら
な
か

っ
た。
が
、
す
ぐ
べ
盗
品
、

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
し
い
」

と
納
得
し
た。

厚
生
併
働
省
が5年
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
終
末

期
医
療
に
関
す
る
意
識
調

査
に
よ
る
と
、20
1
3

年
は
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
の

作
成
に7
割
が
賛
成
す
る

終
末
期
に
ど
の
よ
う
な
医
療
を
施
す

の
か。
判
断
の
最
も
大
切
な
基
準
は
本

人
の
意
思
と
さ
れ
る
。

本
人
の
意
思
を

確
認
で
き
な
い
と
き
は
、
家
族
が
そ
の

意
向
を
推
定
す
る
。

そ
れ
も
で
き
な
い

場
合
に
は
、
本
人
に
と
っ
て
何
が
最
善

か
、
家
族
や
医
療
関
係
者
が
話
し
合
っ

て
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

周
り
の
人
を
戸
惑
わ
せ
な
い
た
め
、

不
必
要
な
治
療
を
受
げ
な
い
た
め
、
何

よ
り
も
自
分
自
身
の
た
め
、
自
分
は
ど

ん
な
最
期
を
迎
え
た
い
の
か
を
考
え
、

身
近
な
人
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
書

「病
院
は
い
や。
家
で

養
生
す
る」
が
元
栄
さ
ん

の
口
癖
だ
っ
た
。

開
年
に

亡
く
な
っ
た
夫
は
4

カ
月

入
院
し
、
最
期
ま
で
積
極

的
な
医
療
を
受
け
た
。

孫

の
石
丸
明
美
さ
ん
(
必
)
H

同
町H
は

「少
し
苦
し
そ

う
で
し
た。
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
そ
れ
を
見
と
っ
た
か

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
は
ど

う
作
れ
ば
い
い
の
か
。

書

式
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
例
文
な

ど
を
参
考
に
自
分
で
作
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
主
な
ずか

8 

き
留
め
て
お
い
た
り
す
る
こ
と
は
大
切

だ
。

葬
儀
や
相
続
な
ど
に
つ
い
て
も
決

め
て
お
く
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

同
時
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に
生
き
て
き

た
の
か
、
大
切
な
も
の
は
何
な
の
か
な

ど
振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
、

よ
り
よ
く
最
期
ま
で
生
き
る
の
に
役
立

つ
か
も
し
れ
な
い
。

ら
、
な
お
さ
ら
延
命
措
置

は
お
断
り
だ
っ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す」と
振
り
返
る
。

元
栄
さ
ん
は
訪
問
震

と
訪
問
介
護
を
受
け
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

過
ご
し
、
家
族
が
見
守
る

中
、
穏
や
か
な
表
情
で
旅

立
っ
た。

「自
然
な
み
と
り
や
っ

い
る
一
律
の「尊
厳
死
の

宣
言
轡
」
に
サ
イ
ン
(
年

会
費
2

千
円
)
②
公
証

役
場
で
「尊
厳
死
事
冨
公

正
証
書
」
を
作
る
(
日
本

公
証
人
連
合
会
が
ホ
!

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月

M
日
{
木
)

た
。

ほ
ん
ま
、
え
え
往
生

ゃ
っ
た」
と
昌
利
充
。

「ば
あ
ち
ゃ
ん
が
家
族
に

嘗
面
を
手
渡
す
こ
と
は
な

か
っ
た
け
ど
、
希
望
通
り

の
最
期
を
迎
え
ら
れ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
5

日
(
火
)

知
症
に
な
り
、
老
人
医
療
施
設

に
。
そ
こ
で
見
た
光
景
に
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
。

「
呼
吸
器
を
つ
け
た
人
や
、

体
に
何
本
も
の
チ
ュ
ー
ブ
が
取

り
付
け
ら
れ
、
身
動
き
で
き
な
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「母
は
尊
厳
死
を
希
望
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
意
思
を
尊

重
す
る
の
か
、
悩
み
、
苦
し
み

ま
し
た
」
。
的
歳
の
母
を
み
と

っ
た
板
倉
葉
主
」
ん
(印
)
H字

和
島
市H
が
、
あ
の
日
の
こ
と

を
思
い
起
こ
す
。

3

年
前
の
冬
だ
っ
た
。

心
不

全
で
入
院
し
た
目
、
主
治
医
か

ら

「高
齢
な
の
で
い
つ
容
体
が

急
変
し
て
も
お
か
し
く
な
い

。

少
し
で
も
長
く
生
還
こ
と
を

望
み
ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た

。

延
命
措
置
の
希
望
確
認
だ
っ

た
。

即
答
で
き
な
か
っ
た
。

板
倉

『
瓦
夫
婦
は
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル

(事
前
掲
示
曾)
を
作
り
、
母

も
2

人
に
な
ら
っ
て
い
た
。

心

積
も
り
は
で
き
て
い
た
は
ず
だ

が
、
気
持
ち
は
揺
れ
動
き
、

「本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か」と
自

問
自
答
し
た。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
人
の

願
い
を
な
い
が
し
ろ
に
は
で
き

な
い
。

夫
の
正
建
瓦
(札
)
と

話
し
合
い
、「過
剰
な
延
命
措

置
は
希
望
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
が

母
と
私
た
ち
夫
婦
の
意
思
で

す
」
と
伝
え
た。

入
院
か
ら1
週
間

国第5部切ピシグ歩イ平調

「お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と

う
」
の
言
事
乞
萌
し
、
眠
る
よ

う
に
逝
っ
た。
最
期
ま
で
母
親

ら
し
く
気
丈
に
生
き
た
。

振
り
返
る
と
、「こ
れ
で
よ

か
っ
た」
と
心
底
思
う。
あ
の

時
の
判
断
は
間
違
っ
て
い
な
か

っ
た。
「
母
が
望
ん
だ
通
り
の

旅
芸
り
で
し
た
。

理
想
的
な
死

と
い
う
か。

自
分
た
ち
の
手
本

で
す」

一
方
、
実
際
に
書
面
を
作

成
し
て
い
る
の
は3
%
に

と
ど
ま
っ
た。

方
法
は
次
の
二
つ
。

①
日
本
尊
厳
死
協
会
に

入
会
し
、
協
会
が
決
め
て

リピンクウイルの作成は必要か?
(厚生労働省の終末期医療に関する意織綱査よ り)

，2 .3 附

I 28:0 I 
一2.4

・ 14.01

.2.4 

・ 13.21

, 2 .9 

1蜘年 47.6 34.8 .1'4071 

| 口質成ロ・面にまでする必要慈し・反対ロ分がら忽い・無回答 |

諜 13 年と 08 年以前で回答項目が一部興なる
担軽小数第 2位を四捨五入のため、放値の合計が l∞%にならない
ことがある

21.8 

25.2 59.1 
の
場
附
に「私
が
気
を
失
っ
て

い
て
も
絶
対
に
蘇
生
さ
せ
な
い

で
く
だ
さ
い」
と
普
い
た
ボ
ー

ド
を
つ
っ
て
い
る
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
子
ど
も
た

ち
に
宛
て
た「別
れ
の
手
紙」

を
置
き
、
希
望
す
る
散
骨
や
遺

品
整
理
に
備
え
た
連
絡
先
も
記

し
て
い
る。

終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

j

• 臨

襲撃

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
を
作
る
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

板
書
」
ん
夫
婦
は
昨
年
、
字

和
島
市
内
で
あ
っ
た
会
合
で
、

61.9 

作成はわ賛成7割
ム
ペ
ー
ジ
上
で
例
文
を
公

開
費
用
は
文
章
の
長

さ
な
ど
で
変
わ
る
が
、
お

お
む
ね
1

万
5

千
円
以

内
)
。

公
正
証
書
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
松
山
公

証
人
合
同
役
場
(
松
山
市

二
番
町1
丁
目)
の
実
績

は
年
間
数
件
程
度
。

篠
崎

和
人
公
証
人
は「法
的
な

効
力
は
な
い
が
、
公
文
曾

な
の
で
、
自
分
で
作
っ
た

宣
言
曹
に
比
べ
る
と
、
医

療
現
場
な
ど
で
本
人
の
意

思
が
尊
重
寄
」
れ
や
す
い

」

と
話
す。

死
に
方
に
も
責
任
を
持
つ

か
く
し
ゃ
く
と
し
た一人
の
女

性
に
出
会
っ
た
。

日
本
尊
厳
死
協
会
の
元
副
理

事
長
、
松
根
敦
子
さ
ん
(凱
)
H

川
崎
市。
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
は

自
分
ら
し
い
最
期
を
迎
え
る
た

め
の
意
思
表
示
で
あ
り
、
ひ
い

て
は
家
族
へ
の
最
大
の
思
い
や

り
な
の
だ
と
い
う
。

「
一
番
大
切
な
死
の
瞬
間
を

自
分
の
意
思
で
な
く
、
人
に
任

せ
る
な
ん
て
、
お
か
し
な
話
じ

ゃ
な
い
で
す
か」
と
明
快
に
話

す
。
「
人
は
隻
元
だ
け
で
な

く
、
死
に
方
に
も
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

一
人
で
暮
ら
す
自
宅
マ
ン

シ

ョ
ン
は
、
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ

• 鵬

警懇

松
警
」
ん
は19
7
8

年
、

設
立
聞
も
な
い
尊
厳
死
協
会
に

入
っ
た。

き
っ
か
げ
は
、
夫
の
両
親
の

死。
百
年
に
嬰V〈
が
体
調
を
崩

し
て
入
院
し
、1
週
間
で
他
界

し
た
。

そ
の
直
後
、
義
母
が
認 い

人
が
た
く
さ
ん
い
て
。

そ
の

時
、
思
っ
た
ん
で
す
よ
。

生
さ

る
こ
と
の
意
味
っ
て
何
だ
ろ

う
、
死
ぬ
こ
と
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
な
ん
だ
ろ
う
、
っ
て
」

そ
れ
か
ら
叩
年
余
り
。

実
父

が
入
院
し
た
際
、
自
宅
で
み
と

る
こ
と
に
し
た。

尊
厳
死
の
宣

言
雪
作
り
、
残
さ
れ
た
最
期

を
穏
や
か
に
過
ご
し
た
い
と
希

望
し
て
い
た。

「退
院
後
、
父
の
顔
が
す
が

す
が
し
い
表
情
に
な
り
ま
し
て

ね
」
。庭
手
眺
め
な
が
ら
過
ご

し
、
床
に
つ
い
た
の
は
最
期
の

4

日
間。

「死
は
必
ず
迎
え
る
も
の
だ

か
ら
、
自
然
な
形
で
受
け
入
れ

た
い
。

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
、

大
切
な
人
た
ね
ぷ
逼
ご
せ
た
ら

い
い
じ
ゃ
な
い」

ﾗ

ﾗ

 

病
気
の
回
復
の
見
込
み
が
な

く
、
末
期
状
態
に
な
っ
た
ら
延

命
措
置
を
と
つ
す
る
か

。

連
載

第
5

部
は
、
最
期
の
迎
え
方
を

自
己
決
定
す
る「リ
ビ
ン
グ
ウ

イ
ル
」
を
取
り
上
げ
る
。

(岡
敦
司)

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
5

日
(
火
)

9 
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終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
ヘ
ー

lま

ど
~ 

で、

つ
い
の
す
み
か
探
し
て

終
末
期
の
延
命
治
療
を
ど
つ

す
る
か。
認
知
症
や
意
識
障
害

な
ど
で
本
人
の
希
望
が
分
か
ら

ず
、
家
族
が
判
断
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

「命
の
選
択
と
い
う
か
、
重

い
決
断
で
し
た」
。
認
知
症
の

母
を
み
と
っ
た
長
男
(
臼
)

日

松

山
市H
が
静
か
な
口
調
で
話
し

始
め
る。

回
歳
の
母
は
介
護
施
設
で
5

年
閉
暮
ら
し
、
昨
年
5

月
、
息

を
引
き
取
っ
た。
「
十
分
長
生

き
し
て
く
れ
た。
苦
し
い
思
い

を
さ
せ
た
く
な
い」
と
、
過
剰

な
延
命
措
置
は
控
え
た
。

口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

た
時
、
お
な
か
に
聞
け
た
穴
か

ら
栄
養
を
直
接
入
れ
る「胃
ろ

う
」を
つ
く
る
の
か。
水
分
補
給

の
点
滴
は
ど
う
す
る
の
か
。

主

治
医
と
何
度
も
話
し
合
っ
た
。

自
然
な
経
過
に
任
せ
る
と
決

め
、
そ
の
時
は
納
得
す
る
の
だ

が
、
や
せて
い
く
母
を
見
る
の

が
し
の
び
な
か
っ
た
。

「苦
し
い
も
ん
な
ん
で
し
ょ

う
か
?」

図l 第5部切ピシグ材彊|
「胃
ろ
う
を
し
た
ら
元
気
に

な
り
ま
す
か
?」

終
末
塑
乞
ど
う
迎
え
た
い
の

か
、
母
に
聞
い
た
こ
と
は
一
度

も
な
い。
無
意
識
に
避
け
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「精
神
的
に
き
っ
か
っ
た
で

す
ね。
元
気
な
時
に
意
思
確
認

し
て
い
れ
ば
、
違
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」• 韓

襲撃

県
内
の
一
部
病
院
で
は
、
患

者
本
人
が
判
断
で
き
る
う
ち
に

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
(
事
前
指
示 雪

克
正
弘
教
授(
臼
)は
「本
H

は
2

月
、
誤
腕
(
ご
え
ん)

人
の
意
思
が
分
か
ら
な
い
た
性
肺
炎
の
再
発
で
一
時
入
院
し

め
、
終
末
期
の
治
壁
刀
針
に
っ
た
際
、
希
望
調
査
票
を
提
出
し

い
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
が
た
。

昨
年
5

月
に
入
院
し
た
時

判
断
に
困
り
、
苦
悩
す
る
場
面
も
担
当
医
か
ら
尋
ね
ら
れ
た

が
た
び
た
立
の
っ
た」と
説
明
が
、
そ
の
時
は
返
事
を
濁
し
、

し
、
患
者
の
自
己
決
定
壁
轟
や
り
過
ご
し
て
い
た

。

重
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
日
年
ほ
ど
前
、
手
足
の
ま
ひ

セ
ン
ト
(十
分
な
説
明
と
同
意
)
が
起
こ
る
神
経
難
病
と
診
断
さ

と
も
位
置
付
け
る
。

れ
た。
今
は
車
椅
子
生
活
だ
が
、

調
査
票
は
選
択
式
で
、
心
臓
入
浴
や
排
せ
つ
は
簡
単
な
手
助

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇
生
け
が
あ
れ
ば
問
題
な
い

。

章
事

マ
延
命
の
た
め
の
人
工
呼
吸
器
は
一
人
で
玄
」
る

。

マ
鼻
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
栄
養
補
妻
の
起
代
子
さ
ん
(
花
)
は

給
ー

な
ど
8

項
目。
担
当
医
と
「ま
だ
ま
だ
元
気
な
の
に
終
末

看
護
師
が
確
認
し
、
カ
ル
テ
に
期
医
療
の
希
望
な
ん
て

。

帰

保
管
す
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
リ
造
、
思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た

」

全
員
が
情
報
を
共
有
す
る

。

と
当
時
の
心
情
を
明
か
す。

こ
れ
ま
で
に
約
加
入
が
提
出
そ
れ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

し
た。
終
末
期
と
い
う
言
葉
に
当
り
、
み
と
り
を
経
験
し
た
知
人

初
戸
惑
う
本
人
や
家
族
は
少
な
に
聞
い
た
り
す
る

2
り
「じ
っ

終
末
期
に
ど
ん
な
医
療

M
W
を
受
げ
た
い
の
か
、
受
け

1
・

J
た
く
な
い
の
か。
い
ろ
ん

F
E
qな
選
択
が
あ
っ
て
い
い
o

l
-
-

厚
生
労
働
省
の
意
識
調
査

む
也
(
2
0
1
3年)
で
は
、

1
E，
約
4

割
が
「
家
族
と
話
し

副
司
合
っ
た
こ
とg
Z
」
と

←
川
畠回
答。
社
会
の
高
齢
化
に

司
H

伴
い
、
み
と
り
方
や
み
と

z
b

ら
れ
方
へ
の
関
心
が
高
ま

ゐ
品
店っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

.‘3

え
る。

」
司

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
(
事

問
、
前
橿
ホ
曾
)
を
作
成
し
た

(

後
、
病
状
や
環
境
の
変
化

F
J
な
ど
で
本
人
の
意
思
が
変

ν

わ
る
こ
と
も
あ
る
。

リ
ビ

'
M

ン
グ
ウ
イ
ル
の
大
原
則
は

「い
つ
で
も
修
正
・
撤
回

元
気
な
う
ち

大
切
な
人
と

書
)
を
作
っ
て
も
主
ね
う
と
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
動
き
も
出
て
い
る
。

愛
媛
大
医
学
部
付
属
病
院

(
東
温
市
)
の
薬
物
療
法

・

神
経

内
斜
は2
0
1
1

年
か
ら
、
患

者
の
一
部
に
終
末
期
医
療
の
希

望
調
査
票
を
配
布
し
て
い
る

。

く
な
い
が
、
雪
元
教
授
は

「最
期
く
り
考
え
る
時
聞
が
で
き
て

を
ど
う
生
者
》
⑤
の
か

。

自
分
ら
よ
か
っ
た」
と
思
う
、
よ
う
に
な

し
い
最
期
と
は
。

元
気
な
う
ち
に
っ
た。

大
切
な
人
と
考
え
る
き
っ
か
け
調
査
票
に
あ
る
延
命
措
置

に
し
て
ほ
し
い」と
期
待
す
る。

の
一
つ
一
つ
に
目
を
通
す
。

胃

-

醜

鰻

ろ
う
を
ど
う
す
る
か
考
え
て

い
た
時
、
ふ
と
昔
を
思
い
出
し

志
磨
高
ベ
ヤ
ん
(
河
)

日

松
山
市
た。

松
山
市
中
心
部
の
繁
華
街

。

時
代
は
昭
和
。

先
代
か
ら
継
い

だ
旅
館
を
夫
婦
で
営
み
、
板
前

の
膏
ヤ
ん
が
糾
理
に
腕
を
振
る

っ
て
い
る。

「
料
理
人
だ
っ
た
夫
に
、
昧

が
分
か
ら
な
い
胃
ろ
う
は
ど
う

か
と
甲
山Tつ
ん
で
す
け
ど
:」

で
き
る」
こ
と
で
、
愛
媛

大
医
学
部
付
属
病
院
薬
物

療
法
・

神
経
内
糾
の
希
望

調
査
票
に
も
明
記
さ
れ
て

い
る。愛

媛
大
病
院
が
参
考
に

し
た
の
は
、
全
国
に
先
駆

け
回
年
に
導
入
し
た
国
立

長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

(
愛
知
県
)
の
取
り
組
み
。

間
セ
ン
タ
ー

在
宅
連
携
医

療
部
は
「終
末
期
医
療
の

混
乱
の
要
因
の
一
つ
が
、

本
人
の
意
思
が
確
認
で
き

て
い
な
い
こ
と
。

取
り
組

み
の
延
長
線
上
に
は
、
患

者
の
意
思
を
尊
重
し
た
高

齢
者
医
療・
ケ
ア
の
実
践

が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
で
重
要
な

の
は
、
価
値
観
や
生
き
方
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
。

大
切
な
人
と

一
緒
に
考
多
安
」
と
皇
恵
昧
が

分
か
っ
た
気
が
し
た
。(

岡
敦
司
)

愛
媛
新
聞
・

朝
刊

2
0

1
4

年
8

月
6

日

(
水
)

10 



最
つ
い
の
す
み
か
探
し
て

「
延
命
措
置
は
行
わ
ず
、
尊

厳
を
保
っ
た
安
ら
か
な
死
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ご
配

慮
く
だ
さ
い。
私
の
要
望
に
従

っ
て
す
る
(
家
族
や
医
師
の
)

行
為
の
一
切
の
責
任
は
私
自
身

に
あ
り
ま
す
・
-
目

」

7

月
中
旬
、
新
居
浜
市
内
の

病
院。

ベ
ッ
ド
の
上
の
片
山
智

雄
ペ
ヤ
ん
(
日
)
が
、
公
証
人
の
読

み
上
げ
る
「
尊
厳
死
塞
冨
公
正

証
書
」
の
内
容
を
確
認
し
て
い

た
。

A
4

判
5

枚
。

す
べ
て
聞

き
終
え
る
と
、
代
理
署
名
し
て

も
ら
っ
た。• 臨

警護

と安全管理 総集版 2014年 11 号

昨
年6
月
、
進
行
性
の
神
経

難
病
の
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

(A
L
S
)と
診
断
さ
れ
た。

五
感
や
意
識
は
保
た
れ
る
が
、

全
身
の
筋
閃
が
次
第
に
動
か
な

く
な
っ
て
い
く。

「右
手
の
親
指
か
ら
始
ま
っ

て
、
右
足
に
き
て
、
左
足
、
左

手
と
い
う
具
合
に
き
と
る
け
ん

ね
」い

ま
は
左
指2
本
が
わ
ず
か

国| 問問的視
に
動
く
だ
け。
会
話
は
で
き
る

が
、
呼
吸
を
補
助
す
る
算
マ
ス

ク
が
常
時
欠
か
せ
な
い

。

自
発
呼
吸
が
難
し
く
な
る

と
、
気
管
を
切
開
し
て
人
工
呼

吸
器
務
者
げ
る
か
ど
う
か
、
命

の
選
択
を
迫
ら
れ
る
。

装
着
す

れ
ば
延
命
は
で
き
が
、
覇

の
時
ま
で
外
せ
な
い
。

少
し
で
も
長
く
家
族
と
一
緒

に
い
た
い。

寝
ミ
り
で
意
思

陳
通
が
困
難
に
な
る
こ
と
に
耐

え
ら
れ
る
の
か
|
。

葛
藤
の
日

々
が
続
い
た
が
、「着
げ
て
か

ら
後
悔
し
て
も
い
か
ん
」
と
結

論
を
出
し
た。
妻
の
佳
子
『
」
ん

(臼
)と
2

人
の
子
ど
も
た
ち
も

「父
『
瓦
の
気
持
ち
が
一
番
じ だ

が
、
「呼
吸
器
に
は
毎
月
日

万
円
ほ
ど
か
か
る
。

そ
れ
は
で

き
ん
」
と
思
っ
た。

公
正
証
書
の
原
文
は
、
知
人

の
司
法
書
士
に
希
望
を
伝
え
て

作
っ
て
も
ら
っ
た。
「死
が
近
づ

い
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
縁
起

担
ぎ
わ
兼
ね
て」
。人
生
を
し
っ

か
り
見
つ
@
り
れ
る
と
思
っ
た

。

7

割
が
呼
吸
器
を
着
け
ず

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

(
A
L
S
)の
患
者
数
は
全

国
に
約9
千
人
、
県
内
は
約

1
0
0

人
(
う
ち
約7
劃
が

在
宅
療
養
)。
年
間
、
叩
万

人
に1
人
が
発
症
す
る
と
い

う
。

進
行
を
や
や
遅
ら
せ
る

薬
は
あ
る
が
、
根
本
的
な
治

療
法
は
な
い
。

• 臨

襲撃

自
覚
症
状
が
あ
っ
た
の
は
昨

年
春。
右
手
と
右
足
に
し
び
れ

が
あ
っ
た。
脳
梗
塞
の
症
状
を
だ
が
、
そ
の
通
り
だ
っ
た
ο

疑
い
、
検
査
し
た
が
異
常
は
な
日
月
に
両
手
足
の
筋
力
低
下
が

い
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
階
段
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
翌
月
に

を
上
れ
な
か
っ
た
り
、
つ
ま
ず
は
ト
イ
レ

・

主
事
の
全
介
助
。

い
て
こ
け
た
り
も
し
た
。

年
が
明
け
る
と
、
ス
ト
レ
ッ
チ

検
査
の
た
め
大
学
病
院
に
入
ャ
l

で
の
移
動
に
な
っ
た
。

院
し
、3
週
間
た
っ
た
こ
ろ
、
訪
問
看
護
を
週
3

目
、
訪
問

担
当
医
に
呼
ば
れ
た
。
「
そ
ろ
介
護
は
週5
日
利
用
す
る
が
、

そ
ろ
退
院
か
さ
と
思
い
、
部
家
族
が
ほ
ぼ
付
き
っ
当
り

。

介

屋
に
入
る
と
重
々
し
い
雰
囲
気
護
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
智
雄

が
伝
わ
っ
て
き
た
。

ペ
ヤ
ん
は
自
宅
で
1

カ
月
過
ご
す

半
年
で
車
椅
子
に
な
り
、
ー
と
、
次
の

2

週
間
は
家
族
の
休

専
門
医
によ
る
と
、
発
症

後
の
生
存
期
間
は
、
個
人
差

が
あ
る
が
、
人
工
呼
吸
器
を

蓋
留
す
れ
ば
叩im
年
、
着

け
な
け
れ
ば3
1

5

年
と
さ

れ
る。
患
者
の
約3
割
が
装

着
す
る
が
、
約7
割
は
着
け

ず
に
亡
く
な
っ
て
い
く
と
い

『
つ。

日
本A
L
S

協
会
の
川
口

重
李
理
事
は
「剖
時
間
の

介
護
サー
ビ
ス
が
保
障
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
家
族
の
介

護
負
担
を
考
え
、
呼
吸
器
を

着
け
た
い
と
言
え
な
い
患
者

も
い
る
」
と
し
、
介
護
福
祉

サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
求
め
て

い
る。

「守
っ
て
あ
げ
隊」
の
理
事
長
ん
の
は
、
つ
ら
い
ね
え
」

と
し
て
活
躍
し
、
2
0
0
4

年
地
区
の
運
動
会
や
ア
ジ
サ
イ

の
活
動
開
始
か
ら
叩
年
、
先
頭
祭
り
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

に
立
っ
て
、
が
む
し
ゃ
ら
に
走
し
て
き
た

。

っ
て
き
た。
「

世
聞
か
ら
置
い
て
い
か
れ

県
内
で
初
め
て
、
自
家
用
車
る
ん
が
い
や
よ

。

そ
れ
に
参
加

な
ど
に
青
色
回
転
灯
を
付
け
て
で
き
ん
の
が
、
不
思
議
で
し
ょ

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
ー
が
な
い

」

通
称
・

車
問
パ
ト
存
導
入
し
た

。

片
山
さ
ん
が
続
け
て
話
す

。

「見
せ
る
防
犯」
と
し
て
注
目
「声
が
出
る
う
ち
に
、
子
ど
も

さ
れ
、
そ
の
活
動
は
県
内
各
地
や
女
房
、
次
達
に
伝
え
な
い
と

に
広
が
り
、
講
演
や
テ
レ
ビ
出
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る

」
。こ

ら
え
て
い
た
涙
が
あ
、
小
れ
そ
う

に
な
っ
た
。
(

岡
敦
司)

A
L
S
 命の
選
択
に
葛
藤

ゃ
け
ん」
と
言
っ
て
く
れ
た。

呼
吸
器
を
謹
告
す
る
と
、
た

ん
吸
引
が
頻
繁
に
必
要
に
な

り
、
家
族
の
負
担
は
増
す
。

医

療
費
は
現
在
、
全
額
公
費
負
担 年

後
に
は
呼
吸
器
の
世
話
に
な

る
:
。
「
素
直
に
は
聞
け
ま
せ

ん
よ
ね。
嫁
さ
ん
と
ぼ
ー
っ
と

し
て
」
。
突
然
2
局
を
受
け

止
め
き
れ
な
か
っ
た
。

息
の
た
め
の「レ
ス
パ
イ
ト
入

院
」
を
し
て
い
る。

圃

輯

襲撃

新
居
浜
市
のN
P
O

法
人

終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
ヘ
ー

演
で
大
忙
し
だ
っ
た
。

そ
の
職
も7
月
上
旬
に
交
代

し
た。

「
ず
っ
と
背
負
っ
て
き

た
荷
物
を
降
九
ピ
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。

青
パ
卜
の
ハ
ン
ド
ル
握
れ

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
8

日
(
金
)
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終
末
期
の
あ
り
方

i

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

i

.,.. 

で

つ
い
の
す
み
か
探
し
て

6

月
上
旬
、
豆
尽・
港
区。

日
本
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
研
究
会

の
会
合
に
、
全
国
の
医
療
・

介

護
関
係
者
や
市
民
ら
約
2
0
0

人
が
集
ま
っ
た
。

紋
急
現
場
の

終
末
期
問
題
に
議
論
が
集
中

し
、
事
例
を
基
に
パ
ネ
リ
ス
ト

と
会
場
全
体
で
討
論
す
る

。

尊
厳
死
の
宣
言
曹
を
持
っ
て

い
た
叩
識
の
女
性
の
ケ
l

ス
。

昨
年
末
、
自
宅
で
突
然
倒
れ
て

心
肺
停
止
し
、
慌
て
た
家
族
が

救
急
車
を
呼
ん
だ
。

人
工
呼
吸

器
が
装
着
さ
れ
、

搬
送
先
の
病

院
で
本
人
の
意
思
を
伝
え
た

が
、
担
当
医
は「
一
度
着
け
る

と
外
せ
な
い。
犯
罪
に
な
る」

と
受
け
付
け
な
か
っ
た
。

家
族
は
「こ
ん
な
自
に
あ
わ

せ
て
し
ま
い
申
し
訳
な
い
」
と

後
悔
し
た
と
い
う
。

女
性
は3

週
間
後
に亡
く
な
っ
た。

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル(事
前
指

示
嘗)
は
、
な
ぜ
生
か
さ
れ
な

か
っ
た
の
か。

壇
上
か
ら
口
火
を
切
っ
た
の

は
、
長
尾
和
宏
医
師(日
)
U兵

固|問切似彊
し
な
い
と
指
摘
し
た。「家
族
、

救
急
隊
員
、
医
師
と
も
に
適
切

な
初
期
対
応
を
し
た」と
し
、

「救
命
処
置
と
延
命
措
置
を
混

同
し
て
は
い
け
な
い」と
説
い

た
。

会
場
か
ら
も
発
言
が
相
次
い

だ
。

大
阪
府
の
呼
吸
器
内
糾
医

は
「救
急
現
場
は
自
の
前
に
い

る
患
者
を
助
け
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
る」
と
強
調
し
、「年

齢
は
関
係
な
い
。

叩
代
で
も
呼

吸
器
+
乞
着
け
る
こ
と
で
、

1
日

や
2

日
で
よ
く
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
」
と
話
し
た。

• 
機

関

「法
に
触
れ
て
い
な
い
か
が

常
に
頭
を
毒
葛
」
「
呼
吸
器

は
外
せ
な
い
ま
で
も
、
点
滴
量

を
絞
る
な
ど
し
て
治
療
を
控
え

て
い
く
こ
と
は
あ
る」
:・。
会

場
の
医
師
た
ち
が
現
場
の
声
を

代
弁
し
た。

2
0
0
6

年
に
発
覚
し
た
射

水
市
民
病
院
(富
山
県)
の
終

末
期
患
者7
人
へ
の
呼
吸
器
外

し
問
題
で
は
、
医
師
2

人
が
殺

人
容
疑
で
曾
墾
語
検
さ
れ
た

。

延
命
措
置
の
中
止
を
め
ぐ
る
議

論
に
一石
を
投
じ
た
こ
の
間
題

は
不
起
訴
処
分
と
な
り
、
医
師

の
刑
事
責
任
を
間
わ
な
い
こ
と

で
終
止
符
が
打
た
れ
た

。

し
か
し
、
そ
の
波
紋
は
消
え

て
い
な
い。• • 警護

進む指針づくり「終末期」

射
水
市
民
病
院(富
山

県
)
で
の
人
工
呼
吸
器
取

り
外
し
問
題
が
発
覚
し
た

2
0
0
6

年
以
降
、
終
末

期
医
療
に
関
す
る
ル
l

ル

づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
的
年
5

月
、
患
者
本
人
の
意
思
決

定
を
基
本
と
し
、
医
揮
付

為
の
不
開
始
や
中
止
は
医

療
・
ケ
ア
チi
ム
が
慎
重

に
判
断
す
る
と
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
(指
針)
を
公
表

し
た。
終
末
期
医
療
に
関

す
る
国
の
初
の
指
針
と
な

っ
た
が
、
終
末
期
の
定
襲

や
延
命
措
置
の
中
身
、
具

体
的
な
中
止
手
順
に
触
れ

て
お
ら
ず
、
現
場
に
は
あ

ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
。

国
の
指
針
か
ら
一
歩
踏

み
込
ん
だ
の
が
、
的
年
日

月
の
日
本
救
急
医
学
会

などを選択肢として容認(※日本救急医
学会、日本集中治療医学会、日本循環楊
学会は今年秋にも共同指針を決定。 3学会
で異なっていた表現を統一する)

終末期の高働者医療・ケアで、胃ろうなど

の人工栄養の差し控えや中止を渇択肢に
盛り込む

末期がんや合併症の悪化などによる末期
患者への人工透析の不開始・中止を1I択
肢として認める

終
末
期
医
療
を
め
ぐ
っ
て

は
、

医
師
の
独
断
多
誹
除
す
る

た
め
、
国
や
各
学
会
な
ど
が
ガ

だ
。

終
末
期
を
明
確
に
定
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る

載
し
、
呼
吸
器
取
り
外
し
と
き
に
は
、
胃
ろ
う
の
中

な
ど
延
命
措
置
の
中
止
の
止
も
可
能
と
す
る
指
針
を

選
択
肢
を
盟
起
し
た
。

公
表。
患
者
の
意
思
を
よ

日
本
老
年
医
学
会
は
ロ

り
明
確
に
す
る
た
め
、
事

年
、
本
人
の
尊
厳
を
損
な
前
指
示
轡
な
ど
の
導
入
も

つ
お
香
痛
存
増
大
さ
せ
検
討
す
べ
き
だ
と
し
た

。

期
と
認
め
た
場
合
、
医
師
は
延

命
措
置
を「不
開
始」
(
第
1

案
)
、
ま
た
は「中
止」
(
第

2

き
す
る
こ
と
が
で
当
」
る
。

医
師
が
責
任
を
関
わ
れ
な
い
免

責
も
定
め
た。

人
は
ど
こ
ま
で
死
に
関
与
で

き
る
の
か。
終
末
期
医
療
の
在

り
方
を
め
ぐ
り
模
索
が
続
く

。

(岡
敦
司)

呼
吸
器
外
し
の
波
紋
今
も

議
論
の
根
底
に
は
、
患
者
本

人
の
意
思
に
基
づ
当
」
、
い
っ
た

ん
始
め
た
延
命
措
置
を
中
止

玄
」
る
の
か
、
と
い
う
問
い
掛

け
が
あ
る。
特
に
人
工
呼
吸
器 イ

ド
ラ
イ
ン
(指
針
)
を
策
定
は
「問
題
な
の
は
、
一
度
装
着
律
案
、
い
わ
ゆ
る
尊
厳
死
法
案

。

す
る
な
ど
、
ル
ー
ル
づ
く
り
は
し
た
呼
吸
器
を
取
り
外
す
行
超
党
派
の
国
会
議
員
連
践
が

進
ん
で
い
る。

為
。

医
師
の
免
責
を
規
定
し
何
年
か
ら
検
討
を
始
め
、
昨
年

終
末
期
患
者
の
高
齢
化
も
あ
な
い
と
、
な
か
な
か
中
止
は
で

6

月
ま
で
に2
案
を
ま
と
め

り
、
本
人
の
意
思
を
受
け
、
胃
き
な
い
」
と
し
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
た。
早
け
れ
ば
秋
の
臨
時
国
会

12 
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庫
県。
終
末
期
に
は
過
剰
な
医

療
を
控
-
え
る
在
宅
み
と
り
に
力

を
入
れ
る
が
、
こ
の
ケ
l

ス
は

「不
治
か
つ
末
期」
に
は
該
当

記者オ論
つじとき己

辻外記子

の
取
り
外
し
は
死
に
直
結
す

る
。

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
に
法

的
な
効
力
が
あ
る
わ
け
で
も
な

る
つ
な
ど
の
人
工
栄
養
を
中
止

す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
な
く
な

っ
た。
だ
が
、
日
本
尊
舞
協

会
の
岩
尾
総
一
郎
理
事
長
(同
)
者るイ

議集 。 広
恩期岳
Z22 制
雲居化
言需を
関 35 強
すけ < 
重量ま

に
提
出
す
る
考
『
え
だ

。

法
案
は
、
患
者
(
団
歳
以
上

が
対
象)
が
書
面
で
意
思
表
示

し
、
2

人
以
上
の
医
師
が
終
末

尊
厳
死
法
案

人
生
の
最
後
を
ど
う
生
き
る
か

科学医療部

終
末
期
の
医
療
に
お
け
る
患
者

の
意
思
の
尊
重
に
関
す
る
法
律

案
。

い
わ
ゆ
る
「
尊
厳
死
法
案
」

が
、
早
け
れ
ば
今
国
会
に
、
議
員

立
法
と
し
て
提
出
さ
れ
そ
う
だ
。

私
は
「
延
命
治
療
が
患
者
の
苦

し
み
を
長
引
か
せ
る
こ
と
が
あ

る
」
と
考
え
、
法
案
が
早
く
提
出

さ
れ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
っ
て
き

た
。

だ
が
、
超
党
派
の
議
員
連
盟

が
で
き
て9
年
。

い
ま
も
反
対
の

声
が
根
強
い
状
視
を
見
る
に
つ

け
、
何
か
が
足
り
な
い
と
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た。

こ
の
法
案
は
、
本
人
が
延
命
治 療

を
望
ま
な
い
こ
と
が
書
面
な
ど

で
明
ら
か
で
、
回
復
の
見
込
み
が

な
く
死
期
が
間
近
と2
人
以
上
の

医
師
が
判
断
し
た
場
合
、
延
命
治

療
を
や
め
て
も
、
医
師
は責任
を

問
わ
れ
な
い
と
い
う
も
の
だ。

し
か
し
、
事
実
上「死
を
急
が

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

不
安
は
消
え
な
い。

中
で
も
障
害

者
団
体
は
「
生
き
る
権
利
が
奪
わ

れ
る
」
と
強
く
反
対
す
る
。
患
者

本
位
と
い
う
が
、
一
部
の
患
者
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
る
だ
け
で
は
な

い
か
。

そ
ん
な
疑
念
が
、
こ
の
法

案
へ
の
理
解
を
妨
げ
て
い
る。

米
国
で
始
ま
っ
た
「
エ
ン
ド
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
」
と
い
う
考

え
方
が
あ
る。

人
生
の
最
終
段
階

を
迎
え
た
患
者
が
、
ど
ん
な
ケ
ア

を
受
げ
た
い
か。

看
護
師
ら
の
チ

ー
ム
が
、
本
人
の
希
望
の
把
渥
に

努
め
る。
価
値
観
を
重
視
す
る
た

め
、
同
じ
病
状
で
あ
っ
て
も
、

人

に
よ
っ
て
選
択
は
異
な
る
。

国
内

で
も
採
り
入
れ
る
病
院
が
出
て
き

た
が
、
ま
だ
少
な
い。

「
尊
厳
あ
る
死
」
の
前
に
、

「
尊
厳
あ
る
人
生
の
最
終
段
階
」

を
担
保
す
る
、
こ
う
し
た
ケ
ア
を

広
め
る
こ
と
が
重
要
だ。

終
末
期
の
あ
り
方

i

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
ヘ
ー

厚
生
労
働
省
が
昨
年
度
、
「
終

末
期
」
と
い
う
呼
び
方
を
「
人
生

の
俵
終
段
階
」
に
変
え
よ
う
と
提

案
し
た
の
も
、
医
療
行
為
だ
け
で

な
く
、
個
人
の
生
き
方
に
着
目
す

べ
き
だ
と
の
考
え
か
ら
だ
ろ
う
。

医
療
技
術
の
進
化
と
共
に
、
私

た
ち
の
選
択
肢
は
広
が
る
一
方

だ
。

「
も
う
治
療
は
不
要
。

穏
や

か
な
最
期
を
迎
え
た
い
」
と
い
う

願
い
と
同
時
に
、
「
も
っ
と
生
き

た
い
。

頑
張
る
」
と
い
う
思
い
を

か
な
え
る
道
も
必
要
だ
ろ
う
。

患

者
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
、

様
々

な
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
態
勢
づ

く
り
を
急
い
で
ほ
し
い。

意
識
障
害
や
認
知
症
の
た
め
、

本
人
の
希
望
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
難
題
も
あ
る。
回
復
の
見
込
み

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
9

日
(
土
)

が
な
く
な
っ
た
時
に
ど
こ
ま
で
治

療
を
し
て
ほ
し
い
か
、
家
族
ら
と

事
前
に
話
し
合
い
、
恩
い
を
共
有

し
て
お
く
こ
と
も
大
事
だ

。

よ
り
よ
い
最
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
反
映
さ
れ
て
こ
そ
。
一

般
の
人
に
、
こ
の
法
案
に
も
っ
と

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ

し
て
様
々
な
揚
面
で
、
患
者
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
る
工
夫
を
、

ひ
と

つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
た
い

。

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4
年
4月
日
間
日
(
水
)

13 
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終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

1

呼
吸
器
命
の
選
択

昨
年
四
月3
日
正
午
す
ぎ
、

滋
賀
県
守
山
市
の
県
立
成
人
病

セ
ン
タ
ー
に
救
急
搬
送
さ
れ
た

明
美
さ
ん
(
印
)
は
、
肺
炎
で
呼

股
不
全
に
陥
っ
て
い
た
。

意
識
も
う
ろ
う
の
ま
ま
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
1

に
乗
せ
ら
れ
処
置

室
へ
。
廊
下
に
立
ち
つ
く
す
長

女
恥
愛
押
さ
ん
(
お
)
に
男
性
医

師
が
早
口
で
尋
ね
た
。

「
呼
股
器
の
こ
と
、
ご
本
人

は
ど
う
言
っ
て
る
ん
で
す
か
」

「
お
母
さ
ん
は
つ
げ
な
い
っ

て
:
・
・
。

で
も
私
は
つ
け
て
ほ

し
い
」「

ご
本
人
は
っ
け
な
い
と
言

っ
て
る
ん
で
す
ね
」

明
美
さ
ん
は2
0
0
6

年
2

月
、

難
病
「
筋
萎
縮
性
側
界
硬

他
症
」
(
A
L
S
)と
診
断
さ

れ
た。治

療
法
は
な
い
。
運
動
神
経

の
異
常
で
徐
々
に
筋
肉
が
動
か

な
く
な
る。

横
隔
膜
な
ど
呼
吸

に
使
う
筋
肉
も
例
外
で
は
な

い
。

呼
股
が
十
分
に
で
き
な
く

な
り
、
や
が
て
死
を
迎
え
る

。

診
断
を
下
さ
れ
た
患
者
は
、

自
発
呼
吸
が
難
し
く
な
る
と
、

生
命
を
維
持
す
る
人
工
呼
吸
器

を
つ
け
る
か
否
か
の
決
断
を
迫

ら
れ
る。

専
門
医
に
よ
る
と
、
発
症
後

の
生
存
期
間
は
個
人
差
が
あ
る

が
、
呼
吸
器
を
つ
け
れ
ばm
s

m
年
、
つ
廿
な
け
れ
ば3
1
4

だ
け
ど
生
き
た

滋
賀
県
の
明
美
さ
ん
(
印
)
は

2
0
0
4

年
冬
、
左
腕
を
上
げ

づ
ら
く
な
り
、
自
身
の
体
の
異

変
に
気
づ
い
た。

ム
の
仕
事
を2
年
前
に
退
職。

ヘ
ル
パ
1が
見
つ
か
ら
な
い
平

日
の
午
後5
時
半
以
降
と
、
土

日
の
終
日
の
介
護
を
、
ほ
ほ
一

年
と
い
わ
れ
る。
だ
が
装
着
す

れ
ば
二
度
と
呼
吸
器
を
外
せ
な

い
。

医
師
な
ど
外
し
た
人
は
、

現
行
法
で
は
殺
人
罪
に
問
わ
れ

か
ね
な
い
か
ら
だ。

明
美
さ
ん
は
装着
を
拒
否
し

た
。

現
在
の
医
療
現
場
で
は
、
本

人
の
意
思
を
最
大
限
に
尊
重
し

て
処
置
す
る。
し
か
し
患
者
が

意
識
不
明
に
陥っ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
。

装
着
す
れ
ば
、
明
美

さ
ん
の
呼
吸
は
戻
る
。

千
葉
美

さ
ん
は
装
着
に
こ
だ
わ
っ
た

。

決
着
を
つ
け
た
の
は
、
あ
と

か
ら
駆
け
つ
け
た
次
女
(
却
)
だ

っ
た。

「
母
か
ら
の
言
づ
て
で

す
」。

医
師
に
告
げ
た。

「
万

が
一
、
お
母
さ
ん
が
『
苦
し

い
』

『
助
け
て
』
と
言
っ
て

も
、
病
院
に
は
呼
吸
器
は
つ
け な

い
と
話
し
て
い
た
と
伝
え
る

よ
う
に
」

夫
(
印
)
も
加
わ
り
容
体
を
見

守
る
な
か
、
明
美
さ
ん
は
呼
吸

器
を
つ
け
な
い
ま
ま
回
復
。

2

カ
月
後
に
退
院
し
て
自
宅
に
戻

っ
た
。

家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
。

で
も
愛
す
る
人
と
も
っ
と

一
緒
に
い
た
い
。

A
L
S
患
者

は
命
の
選
択
に
摺
れ
る

。

患
者
は
全
国
で9
千
人
超。

日
本
A
L
S
協
会
に
よ
る
と
、

全
国
の
保
健
所
を
対
象
に
し
た

旧
年
の
調
査
で
呼
吸
器
を
装
着

す
る
患
者
は
却
・8
%
だ
っ

た
。

現
在
も3
割
が
装
着
し
、

7

割
が
非
韮着
の
ま
ま
時
を
過

ご
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

(久
永
盛一
)

だ
け
ど

、し
8 A で
歳当 L つ
、時 S ま
長、とず
男長診い
帯そ女断た
大:奈さ 。

リオ1， 09 
さ払た年
んさ。 11
はん月
6 ~ま

Aで
も
、
生
き
続
け
る
っ
て

こ
と
は
家
族
の
自
由
を
奪
っ
て

し
ま
う
v

Aい
く
ら
考
え
て
も
わ
か
ら

。

人
は
自
身
の
砂

命
の
選
択。

に
ど
こ
ま
で
か
か
わ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か。

患
者
本
人
の意

思
を
尊
重
し
て
延
命
治
療
の
中

止
を
認
め
る
「
尊
厳
死
法
」

が
、
超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ

り
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ひ
と
た

び
人
工
呼
股
器
を
つ
け
れ
ば
、

最
期
の
そ
の
と
き
ま
で
外
す
こ

と
が
で
き
な
い
A
L
S
患
者
の

葛
藤
を
通
し
て
考
え
た
い
。

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
4

月
四
日
(
水
)

間
介
護
と
な
り
、
母
(
日
)
が
横

浜
か
ら
泊
ま
り
込
み
で
介
護
す

る
よ
う
に
な
っ
た。

画
面
上
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
視

14 
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2

年
後
、
徐
々
に
筋
肉
が
や

せ
て
動
か
な
く
な
る
難
病
「
筋

萎
縮
性
側
紫
硬
佑
症
」(
A
L

S
)
と
診
断
さ
れ
た
こ
ろ
に

は
、
杖
で
歩
き
、
ろ
れ
つ
が
回

ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
今
は
両

手
足
が
動
か
ず
、
寝
た
き
り
で

話
す
こ
と
も
で
き
な
い
。

人
工
呼
吸
器
を
つ
貯
れ
ば
死

期
は
遠
の
く
。
だ
が
明
美
さ
ん

は
非
装
着
を
貫
く
。

「
ど
う
し
て
で
す
か
?
」
。

療
養
す
る
自
宅
で
、
私
の
問
い

に
印
音
を
並
べ
た
透
明
の
文
字

盤
で
答
え
た
。

ま
だ
目
は
動
く
。
介
護
す
る

長
女
の
不
動
勢
さ
ん
(
お
)
が
持

つ
盤
の
文
字
に
視
線
を
合
わ
せ

る
。
千
菜
美
さ
ん
が
読
み
取

り
、
声
に
出
し
て
確
認
す
る
。

合
っ
て
い
れ
ば
、
ま
ば
た
き
し

て
次
の
文
字
に
移
る
。
間
違
い

な
ら
視
線
を
動
か
さ
な
い
。

-
字
ず
っ
、
ゆ
っ
く
り
と
答

え
が
返
っ
て
き
た

。

「娘
に
は
普
通
に
、
自
然
に

結
婚
し
て
ほ
し
い
か
ら
。
働
い

て
ほ
し
い
か
ら
」

独
身
の
千
葉
美
さ
ん
は
母
の

発
症
後
、
家
族
の
中
心
に
な
っ

て
介
護
を
担
っ
て
き
た
。
妹

(
叩
)
は
結
婚
し
て
家
を
離
れ
、

子
ど
もZ
人
を
育
て
て
い
る
。

父
は
会
社
勤
め
だ
。

千
菜
美
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ 手

に
引
き
受
け
る
。

一
日
の
大
半
を
母
の
介
護
ベ

ッ
ド
が
あ
る1
階
居
間
で
過
ご

す
。

夜
は
ベ
ッ
ド
脇
に
敷
い
た

布
団
で
寝
る
。
恋
人
と
別
れ
て

4

年
。
今
は出
会
い
の
機
会
も

E

、

。

ゅ
ん
'
v

「
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

の
」
。
文
字
盤
を
通
し
て
明
美

さ
ん
は
言
っ
た
。
呼
吸
器
を
つ

け
れ
ば
長
く
生
き
る
分
、
娘
を

縛
る
こ
と
に
な
る
。
で
も
、
も

っ
と
生
き
て
い
た
い
気
持
ち
も

あ
る
。

京
都
の
兄
夫
婦
と
住
む
母
親

(
但
)
は
認
知
症
が
進
む
。
「
『
私

が
面
倒
を
み
た
か
っ
た
』
っ

て
、
お
母
さ
ん
は
言
う
ん
で

す
」。
千
葉
美
さ
ん
が
言
う
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
『
元
気
な

体
で
産
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
く

て
、
ご
め
ん
な
あ
』
っ
て
、
今

で
も
言
う
ん
で
す
よ
」
。
明
美

さ
ん
が
う
め
く
よ
う
な
声
を
あ

げ
て
泣
き
始
め
た
。
「
お
母
さ

ん
、
親
よ
り
先
に
逝
く
の
は
親

不
孝
ゃ
か
ら
、
し
た
く
な
い
ん

で
す
」

病
気
の
進
行
を
抑
え
よ
う

と
、
明
美
さ
ん
は
車
で
1

時
間

半
の
京
都
の
秘
録
院
に
通
う
。

滋
賀
の
診
療
所
で
も
週
1

回
の

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る。

口

口

(迷惑かけたくないっけない選択 l 
「一一ぢ夜認互訪弓

東
京
都
江
戸
川
区
の
酒
井
ひ

と
み
さ
ん
(
担
)
は
呼
吸
器
を
つ

7

た
。

歯
和
衛
生
士
だ
っ
た
肝
年
1

月
、
左
足
が
上
が
り
づ
ら
く
な

り
、
職
場
の
何
で
も
な
い
湯
所

蔵
。
診
断
を
受
げ
て
始
め
た
ブ

ロ
グ
「
し
あ
わ
せ
生
活
の
み
つ

目
か
た
S

難
病
A
L
S
の
私
」

に
は
、
子
ど
も
へ
の
思
い
を
つ

づ
っ
た。

Aど
ん
な
仕
事
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
人
と
結
婚
す
る
の
?

や
っ
ぱ
り
生
き
て
見
届
け
た

終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
ヘ
ー

な
い
。

で
も
一
つ
出
た
答
え
は

今
を
生
き
る
こ
と
。
今
で
き
る

こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
す
る
、
楽

し
む
V

U
年
1

月
、
呼
股
器
を
装

着
。
気
管
を
切
開
し
声
を
失
っ

た
。

自
然
に
飲
み
込
め
な
い
唾

艇
や
痴
は
、
の
ど
に
詰
ま
る
と

窒
息
死
の
恐
れ
が
あ
る
。
担
時 線

を
合
わ
せ
操
作
す
る
障
害

者
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
メ

ー
ル
で
近
視
を
伝
え
て
く
れ

た

「
こ
の
間
、
上
の
子
が
中
学

校
の
制
服
を
つ
く
っ
て
。

呼
吸

器
を
つ
け
な
か
っ
た
ら
、
も
う

こ
の
世
に
い
な
い
だ
ろ
う
私
に

と
っ
て
特
別
だ
っ
た
」

尊厳死法議論で検討
こうした現状を変えようと、一度装

着しでも外すことができる「尊厳死
法」が自民、民主など超党派の「尊厳

死法制イじを考える議員連盟」で検討さ
れている。

患者の対象は15歳以上で、 2 人以上
の医師が回復の見込みがない「終末期」
と判定し、書面などで本人の意思表示
があれば、延命措置を中止できるとい

う案が論じられている。議連会長の増
子輝彦参院議員(民主)は「自分の死に

方を選択できるようにしたいJと話す。
一方で、慎重論も根強い。 日本AL

S協会の川口有美子理事は「装着しな
い患者の中には、家族に負担をかける
のが嫌だという人もいる。 公的なサポ
ート不足を棚上げして、人間の生死が
左右される現実を放置することになら

ないかJ と話す。(久永陵ー)

呼吸器外す権利
ALS患者が装着する人工呼吸縛に

限らず、胃ろうや人工透析など、医療

技術の発達で多くの人が当面の死を遠

ざけられる時代になった。 しかし、あ
えてそうした治療の中止を選ぶ患者の
権利を認める圏内法はない。 だから患

者は、治療を選択するそのときに重い
決断を迫られる。
実際の医療現場では、本人の意思を

受けて胃ろうや人工透析を中止するケ
ースは珍しくない。 しかし呼吸様の取
り外しには、医師の抵抗感が強い。
「人工呼吸器は中止が死に直結し、

刑事責任の対象になりうるから」と、

静岡大の神烏幸一准教授(医事法)は
言う。 08年、富山県射水市民病院の医
師 2 人が末期がん患者ら 7 人の呼吸器

を外したとして、殺人容疑で書類送検

された。 不起訴となったが、罪に問わ

れる懸念が医師を縛る。

日(大阪)・朝刊| 初14年4月 16 日(水) I 
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終
末
期
の
あ
り
方

i

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

i

自
分
の
最
期

自
ら
決
定

「
靖
子
は
『
痛
み
で
心
が
折

れ
て
し
ま
う
前
に
、
人
生
を
終

わ
ら
せ
た
い
』
と
強
く
願
っ
て

い
ま
し
た
」

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
泥
が
オ
ラ

ン
ダ
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
た
4

月
半
ば
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
近

郊
、
ア
ム
ス
テ
ル
フ
ェl
ン
市

の
住
宅
街
に
あ
る
ネlダ
コ
ー

ル
ン
家
の
居
間
で
、
ロ
ブ
さ
ん

(
印
)
が
安
楽
死
で
逝
っ
た
妻
に

思
い
を
は
せ
た
。

叩
代
で
海
を
越
弔
え
た
す
子
通
を

始
め
、1
9
7
2

年
夏
に
待
ち

合
わ
せ
た
ロ
ン
ド
ン
で
恋
に
落

ち
て
、
ロ
月
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
で
挙
式
し
た
。
ロ
ブ
さ
ん
は

高
校
の
英
語
教
師
、
靖
子
さ
ん

ー-，

は
日
本
入
学
校
で
音
楽
を
教
え

な
が
ら
2

人
の
子
供
に
恵
ま
れ

た
が
、
前
年
に
甲
状
腺
に
が
ん

が
見
つ
か
っ
た
。

手
術
や
放
射
糠
治
療
で
闘
病

を
続
け
、
回
歳
を
迎
え
た
肝
年

春
に
骨
転
移
が
見
つ
か
る
。
想

像
を
絶
す
る
痛
み
に
襲
わ
れ
、

「
打
つ
手
が
な
い
」
と
告
げ
ら

れ
た
。

安
楽
死
は
語
り
尽
く
し
た
末

の
選
摂
だ
っ
た
。

「
迷
い
は
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
靖
子
は
自
分
の
病
状
も
知

ら
ず
に
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
姉

の
最
期
を
悲
嘆
し
て
、
『
自
分

の
最
期
は
自
ら
決
め
る
』
と
思

い
を
募
ら
せ
、
私
は
そ
れ
を
尊

重
し
ま
し
た
」

夏
が
終
わ
り
、
痛
み
は
限
界

に
達
し
て
裏
弱
が
進
ん
だ
。
医

師
の
同
意
を
得
て
「
安
楽
死
の

要
請
書
」
を
作
成
し
た
。

そ
し
て
9

月
げ
自
の
夕
刻
、

別
れ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い

た
。
家
族
と
友
人
が
ベ
ッ
ド
を

囲
み
、
ワ
イ
ン
で
乾
杯
。
ロ
ブ

さ
ん
が
マ
グ
ロ
の
す
し
を
靖
子

さ
ん
の
口
に
運
ぶ
と
、
「
(
し
よ

う
ゆ
の
)
つ
け
す
ぎ
」
と
つ
ぶ や

い
て
、
小
さ
く
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

午
後
8

時
、
医
師
が
来
訪
。

子
供
と
友
人
は
夫
婦
を
居
間
に

残
し
て
キ
ッ
チ
ン
に
移
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
「
ま
た
一

緒
に
な
ろ
う
」
。
手
を
握
っ
て

受
わ
し
た
最
期
の
会
話
。
「
ド

ク
タ
ー
が
注
射
を
打
っ
と
、
ま

る
で
人
形
の
よ
う
に
目
を
閉
じ

て
、
穏
や
か
に
患
を
引
き
取
り

ま
し
た
・
・
・
・
・
・
」

あ
の
日
か
ら
げ
年
。
ロ
ブ
さ

ん
は
時
折
涙
を
浮
か
べ
な
が

ら
、
記
憶
の
糸
を
紡
い
だ
。

靖
子
さ
ん
は
家
族
に
残
し
た

日
記
に
、
感
謝
と
別
れ
の
言
葉

を
つ
づ
り
、
と
う
結
ん
で
い
る
。

〈
あ
と
十
分
で
逝
き
ま
す
。
本 当

に
あ
り
が
と
う〉

「
人
生
の
し
ま
い
方
に
つ
い

て
考
え
て
み
な
い
か
」

今
春
、
長
野
県
松
本
市
に
あ

る
神
宮
寺
の
住
職
、
高
橋
卓
志

さ
ん
(
町
)
に
誘
わ
れ
て
旅
に
出

た
。
終
末
期
の
緩
和
ケ
ア
に
取

り
組
む
英
国
と
、
安
楽
死
を
認

め
る
ス
イ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
を
巡

り
、
「
い
の
ち
」
と
向
き
合
う

人
々
に
出
会
っ
た
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
5

月
四
日
(
目
)

ーーーーー...... ‘ 

人
称
」で
見
直
す

者
」
と
呼
ば
れ
た
先
車
は
、
還
暦
を
前
に
末
期

が
ん
を
患
い
、
最
期
の
日
々
を
「
生
き
る
者
の

記
録
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
新
聞
連
載
し
た
。

私
は
ペ
ン
を
持
て
な
く
な
っ
た
先
輩
に
代
わ

り
、
病
床
の
傍
ら
で
口
述
筆
記
を
続
げ
て
い
た
。

臨
終
の
前
日
。
呼
吸
困
難
に
陥
っ
た
先
単
に

「
い
よ
い
よ
か
?
」
と
問
わ
れ
た
私
は
「
鎮
痛

剤
を
も
っ
と
摺
や
す
と
そ
の
ま
ま
眠
り
に
つ
け

る
そ
う
で
す
」
と
医
師
の
言
葉
を
伝
え
、
先
輩 い

か
け
は
、
先
輩
の
享
年
に
並
ぼ
う
と
す
る
今

日
ま
で
、
続
い
て
い
る
。

片
や
高
橋
さ
ん
は
、
一
貫
し
て
「
生
老
病
死
」

の
現
場
に
関
わ
っ
て
き
た
。
終
末
医
療
や
葬
儀

に
つ
い
て
意
思
表
明
を
す
る
「
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ

ル
」
の
普
及
に
努
め
、
地
域
の
お
年
寄
り
の
た

め
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

ア
ル
バ
ム
を
広
げ
な
が
ら
故
人
の
思
い
出
に

耳
を
傾
け
、
故
人
や
遺
族
の
意
思
を
く
ん
だ
葬 16 

「
こ
れ
ま
で
多
く
の
死
に
接
し
て
き
た
が
、

死
を
ま
る
で
人
ご
と
の
よ
う
に
三
人
称
の
ま
な

ざ
し
で
見
て
い
た
。
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し

た
今
、
一
人
称
の
視
線
で
死
を
見
詰
め
直
そ
う

と
思
つ
」

昨
秋
、
長
野
県
松
本
市
の
住
職
、
高
橋
卓
志

さ
ん
(
町
)
は
こ
う
一
言
っ
て
、
旅
を
持
ち
か
け
て

き
た
。
「
一
人
称
の
ま
な
ざ
し
」
と
い
う
言
葉

に
、
私
は
心
を
か
き
た
て
ら
れ
る
思
い
が
し
た
。
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高
橋
さ
ん
と
の
出
会
い
は
ロ
年
前
、
「
兄
貴

分
」
と
慕
う
佐
藤
健
記
者
に
紹
介
さ
れ
た
。

自
ら
の
得
度
体
験
を
記
事
に
し
て
「
宗
教
記 は

迷
う
そ
ぶ
り
も
見
せ
ず
に
「
そ
れ
を
頼
む
」

と
即
答
し
た
。

あ
れ
は
「
死
の
選
摂
」
だ
っ
た
の
か
0
・

終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

f
〉

街中にある広大な公営基地。その一角は芝生が広がり、土中には遺骨が埋葬

されていた。乙の日も野辺の送りが行われていた=いずれもチューリヒで 問

儀
を
営
み
、
寺
の
財
政
や
葬
祭
賞
を
全
て
公
開

し
て
、
寺
の
在
り
方
を
模
索
し
た
。

旅
を
発
起
し
た
原
点
に
は
、
先
代
の
父
親
(
享

年
目
)
の
死
が
あ
っ
た
。

1
9
9
2

年
に
前
立
腺
が
ん
で
倒
れ
た
先
代

は
、
激
痛
に
襲
わ
れ
て
も
周
囲
を
気
遣
い
、
下

の
世
話
を
し
て
く
れ
る
看
護
師
を
「
と
れ
が
本

当
の
く
そ
坊
主
」
と
言
っ
て
笑
わ
せ
た
。

高
橋
さ
ん
は
そ
と
に
「
禅
僧
」
の
盗
を
彊
ね

た
が
、
後
に
母
親
か
ら
先
代
の
残
し
た
メ
モ
を

見
せ
ら
れ
て
が
く
ぜ
ん
と
し
た
。

体
の
痛
み
や
不
調
を
書
き
連
ね
、
最
後
に
「
精

神
的
不
安
定
と
い
う
か
、
万
事
ア
セ
リ
感
じ
る
」

と
記
し
、
「
ア
セ
リ
」
の
脇
に
波
線
が
あ
っ
た
。

「
父
は
常
々
『
死
と
は
、
げ
た
を
履
い
て
隣

家
に
行
く
よ
う
な
も
の
だ
』
と
話
し
、
臨
終
の

際
ま
で
そ
れ
を
演
じ
た
。
で
も
内
心
は
不
安
や

苦
し
み
で
あ
ふ
れ
で
い
た
の
だ
ろ
う
」

か
く
し
て
、
高
橋
さ
ん
の
胸
中
に
「
一
人
称

の
死
」
が
芽
吹
い
て
い
っ
た
。

の取材は

議定撞也(東京社会部部長委員)
1980年入社。 社会部、外信部副部長などを経て

20日年から現職。 03年の連載企画「生きる者の

記録Jで早稲田ジャーナリズム大賞を受賞。東日

本大震災で長期連載した「三陸物語」には日本記

者クラブ賞が贈られた。今回、写真も担当した。

今回の

〔次ページにつづく〕

17 
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終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

i

〔
前
ベl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

旅
に
は
、2
人
の
同
伴
者
が
加
わ
っ
た
。

第
一
生
命
経
済
研
翠
附
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

研
究
本
部
主
任
研
究
員
の
小
谷
み
ど
り
さ
ん

(
伍
)
。
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
同

い
年
の
夫
が
東
京
都
内
の
自
宅
で
急
逝
し
た
の

は
、
3

年
前
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
ひ
と
月
後

の
と
と
だ
っ
た
。

「
朝
、
起
き
て
と
な
い
の
で
部
屋
を
の
ぞ
い

た
ら
、
亡
く
な
っ
て
い
た
。
変
死
扱
い
さ
れ
て
、

司
法
解
剖
に
回
さ
れ
、
『
内
臓
は
5

年
間
保
管

し
ま
す
』
と
言
わ
れ
て
、
抜
げ
殻
の
よ
う
に
な

っ
て
戻
っ
て
き
た
」

中
間
管
理
職
の
夫
は
多
忙
な
決
算
期
に
加
え

て
、
福
島
第l
原
発
の
放
射
能
汚
染
を
恐
れ
て

外
国
人
上
司
が
圏
外
に
脱
出
し
た
た
め
、
休
日

返
上
の
激
務
が
続
い
て
い
た
。

「
後
で
労
災
と
認
定
さ
れ
、
死
亡
診
断
書
に

は
『
心
不
全
』
と
あ
っ
た
廿
ど
、
そ
の
原
因
は

分
か
ら
な
い
ま
ま
。
安
」
う
し
た
ん
』
と
夫
に

聞
と
う
に
も
返
事
は
な
い
」

釈
然
と
し
な
い
気
持
ち
は
、
今
も
心
に
こ
ひ

り
つ
い
た
ま
ま
だ
。

名
古
屋
で
医
世
間
関
係
の
翻
訳
業
を
し
て
い
る

辻
本
淳
也
さ
ん
(
犯
)
は
、
出
発
直
前
に
メ
ン
バ

ー
に
加
わ
っ
た
。

母
好
子
さ
ん
(
享
年
昭
)
の
墓
が
あ
る
高
橋

さ
ん
の
寺
を
訪
ね
、
旅
に
誘
わ
れ
た
。
「
母
が

結
ん
で
く
れ
た
縁
」
と
直
感
し
た
そ
う
だ
。
高

橋
さ
ん
と
好
子
さ
ん
は
「
志
を
ひ
と
つ
に
す
る

盟
友
」
だ
っ
た
。

3

年
前
に
が
ん
で
逝
っ
た
好
子
さ
ん
は
、
医

個
人
の
人
格
、
思

英
国
北
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
首
都
エ
デ
ィ

ン
パ
ラ
は
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
寒
の
戻
り
に
震
え

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

最
初
に
訪
ね
た
が
ん
患
者
支
援
施
設
「
マ
ギ

ー
ズ
セ
ン
タ
ー
」
は
、
地
域
の
基
幹
病
院
の
敷

地
に
あ
っ
た
。
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
木
造

2

階
建
て
の
ド
ア
を
開
廿
る
と
、
あ
ち
と
ち
で
来

訪
者
や
ス
タ
ッ
フ
が
談
笑
し
、
さ
な
が
ら
サ
ロ

ン
の
趣
だ
っ
た
。

療
を
消
費
者
の
視
点
で
と
ら
え
る
活
動
の
先
駆

者
だ
っ
た
。
医
師
の
見
立
て
に
患
者
が
も
の
を

言
い
づ
ら
か
っ
た
叩
年
代
に
、
「
賢
い
患
者
に

な
っ
て
、
医
療
者
と
の
対
等
な
関
係
を
築
乙
う
」

と
N
P
O

を
組
織
し
て
、
患
者
回
線
で
医
療
機

関
の
評
価
を
し
、
両
者
の
橋
渡
し
役
を
務
め
た
。

2
0
1
0

年
夏
に
進
行
性
の
胃
が
ん
の
転
移

が
見
付
か
り
、
余
命
を
告
げ
ら
れ
た
。
『
人
退
院

を
繰
り
返
し
、
大
阪
の
自
宅
に
戻
っ
た
時
は
、

淳
也
さ
ん
が
泊
ま
り
込
み
で
介
護
し
た
。

「
母
は
闘
病
中
も
、
人
の
前
で
は
仮
面
を
か

ぶ
る
よ
う
に
し
て
朗
ら
か
で
賢
い
患
者
を
装
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
医
療
者
や
患
者

仲
間
に
弱
っ
た
姿
を
見
せ
た
く
な
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」

淳
也
さ
ん
の
述
懐
だ
。

好
子
さ
ん
は
、
医
師
の
立
ち
会
い
で
延
命
治

療
の
拒
否
と
葬
儀
と
相
続
に
つ
い
て
の
指
示
を

い
を
尊
重

「
だ
っ
て
、
人
が
死
ぬ
時
は
一
人
に
決
ま
っ
て

い
る
じ
ゃ
な
い
」
。
何
度
も
そ
ん
な
言
葉
を
耳

に
し
た
。

「
文
化
や
歴
史
の
遣
い
も
あ
り
、
我
が
国
で

は
安
楽
死
は
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
た

だ
、
本
人
の
希
望
で
苦
痛
を
取
り
除
く
た
め
に

医
者
が
モ
ル
ヒ
ネ
な
ど
を
増
置
し
、
結
果
的
に

死
が
早
ま
る
と
と
は
あ
り
ま
す
。
安
楽
死
を
認

め
る
と
と
が
死
の
選
捉
を
尊
重
す
る
こ
と
だ
と す

が
、
私
た
ち
は
安
楽
死
を
耐
え
難
い
痛
み
を

艦
和
す
る
た
め
の
選
摂
肢
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

緩
和
ケ
ア
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
で
は
、
国
民
の8
割
近
く
が
私
た
ち
の

活
動
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」

「
自
殺
の
助
長
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
」
「
社

会
的
弱
者
や
貧
困
は
理
由
に
な
り
ま
す
か
」
。

私
た
ち
は
質
問
し
た
。

「
自
殺
イ
コ
ー
ル
安
楽
死
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 記

し
た
「
事
前
指
示
書
」
を
作
成
し
て
い
る
。

日
本
で
は
法
的
に
来
襲
備
だ
が
、
欧
米
で
は
法

的
効
力
を
持
つ
と
い
う
事
前
指
示
書
に
は
、
意

識
を
失
っ
た
場
合
の
代
理
人
と
し
て
淳
也
さ
ん

ら
の
名
が
あ
っ
た
。

霞
後
に
帰
宅
し
た
際
の
母
親
の
姿
は
、
淳
也

さ
ん
の
ま
ぶ
た
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

「
『
ト
イ
レ
だ
け
は
自
分
で
{
タ
\
』
と
繰
り

返
し
て
き
た
母
が
、
『
手
伝
っ
て
』
と
弱
音
を

吐
い
て
、
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
し
て
連
れ
て

行
き
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
に
戻
っ
て
、
し
ば
ら
く

黙
り
込
ん
で
か
ら
、
『
帰
る
』
と
つ
ぶ
や
い
て

病
院
に
戻
り
ま
し
た
。
寂
し
げ
な
横
顔
を
賞
え

て
い
ま
す
。
心
が
折
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

2

週
間
後
、
好
子
さ
ん
は
淳
也
さ
ん
に
み
と

ら
れ
て
患
を
引
き
取
っ
た
。

人
生
の
し
ま
い
方
を
考
え
る
欧
州
の
旅
。
そ

れ
ぞ
れ
に
向
き
合
う
死
の
風
景
が
あ
っ
た
。

良
い
の
だ
』
と
感
じ
た
し
、
キ
ッ
チ
ン
で
待
機

し
て
い
た
子
供
た
ち
ゃ
靖
子
の
友
達
に
は
『
み

ん
な
で
祝
福
し
て
ほ
し
い
』
と
声
を
掛
け
た
」

哀
愁
を
得
び
た
口
調
は
私
た
ち
の
心
に
刻
ま

れ
て
い
る
。

価
値
観
や
先
入
観
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
2

週
間

の
旅
を
終
え
、
私
た
ち
の
ま
な
ざ
し
は
確
か
に

変
わ
っ
た
。

「
気
付
き
ゃ
学
び
の
多
い
旅
で
し
た
。
死
ん

だ
母
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
断
絶
し
て
と
ら
え
て
い
た
生
と
死
が
、 18 
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著
名
な
建
築
評
論
家
が
が
ん
で
逝
っ
た
妻
の

遺
志
を
く
み
、
前
年
に
エ
デ
ィ
ン
パ
ラ
で
開
所

し
た
。
開
放
的
な
建
物
に
は
中
庭
や
睦
炉
付
き

の
リ
ビ
ン
グ
や
キ
ッ
チ
ン
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
1

ム
を
完
備
。
現
在
は
圏
内
回
カ
所
に
広
が

り
、
海
外
で
も
開
所
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

が
ん
専
門
の
看
謹
師
や
臨
床
心
理
士
が
常
駐

し
、
病
院
の
患
者
に
限
ら
ず
誰
も
が
自
由
に
出

入
り
し
て
、
医
療
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

セ
ミ
ナ
ー
を
無
料
で
受
け
ち
れ
る
。
年
間
別
億

円
の
運
営
費
や
人
件
費
は
全
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

で
ま
か
な
わ
れ
、
そ
れ
が
社
会
に
認
知
さ
れ
た

証
し
と
な
っ
て
い
る
。

「
患
者
や
家
族
に
診
断
や
治
療
に
つ
い
て
の

正
し
い
情
報
を
分
か
り
ゃ
す
く
伝
え
、
不
安
や

悲
し
み
を
抱
え
る
人
に
は
気
持
ち
を
吐
き
出
せ

る
場
所
を
提
供
す
る
。
童
ホ
は
せ
ず
、
相
手
の

人
格
と
思
い
を
尊
重
し
て
支
援
し
ま
す
」

却
代
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
施
設
長
は
、
仕
事
に

誇
り
を
持
っ
て
い
た
。

日
本
と
同
様
に
財
源
の
確
保
や
地
域
格
差
の

問
題
は
存
在
す
る
が
、
英
国
に
は
無
償
で
在
宅

医
療
や
訪
問
介
護
を
行
う
国
営
医
療
制
度
が
あ

り
、
-
人
暮
ら
し
で
も
担
時
間
介
護
が
可
能
だ
。

高
齢
者
の
多
く
が
自
分
の
家
で
暮
ち
し
、
家

で
逝
く
と
と
を
望
み
、
病
院
で
亡
く
な
る
高
齢

者
は
半
数
を
切
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
死
者
の

8

割
が
病
院
で
亡
く
な
る
。

英
国
の
介
護
体
制
を
下
支
え
す
る
の
が
支
援

施
設
だ
。
が
ん
以
外
に
も
心
身
に
病
や
障
が
い

を
抱
え
る
人
々
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設

が
各
地
に
存
在
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
訪
問
や

相
談
に
当
た
っ
て
い
た
。

「
孤
独
死
」
は
、
よ
ほ
ど
の
社
会
的
背
景
が

な
い
限
り
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
乙
と
は
な
い
。

す
れ
ば
、
私
た
ち
の
活
動
は
生
き
よ
う
と
す
る

意
欲
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
」

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
に
安
楽
死
に
つ
い
て
尋

ね
た
際
の
答
え
だ
っ
た
。

四
方
を
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
固
ま
れ
た
ス
イ

ス
中
部
の
都
市
ヂ
ュl
リ
ヒ
は
、
春
の
陽
気
だ

っ
た
。
花
々
に
彩
ら
れ
た
広
大
な
公
営
墓
地
を

抜
け
た
住
宅
地
の
中
に
、
白
壁
の
2

階
屋
が
現

れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
プ
レ
ー
ト
に
、
「
E

X
I
T
(出
口
)
」
の
文
字
。
自
発
的
安
楽
死

に
取
り
組
むN
P
O

だ
っ
た
。

病
気
や
け
が
で
心
身
に
回
復
し
難
い
苦
痛
を

抱
え
る
人
々
が
、
自
ら
の
人
生
に
終
止
符
を
打

と
う
と
決
断
し
た
時
、
手
助
げ
を
し
て
い
る
。

呼
び
鈴
を
押
す
と
ド
ア
が
開
き
、
統
括
責
任

者
の
ハ
ン
ス
さ
ん
が
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ

た
。
叩
年
代
に
日
本
で
英
語
占
先
生
を
し
た
経

験
が
あ
る
と
い
う
。

会
員
は
ス
イ
ス
国
籍
か
永
住
権
の
所
有
者

で
、
平
均
年
齢
は
回
歳
。
人
口

8
0
0

万
人
の
国

で
会
員
は7
万
人
を
数
え
る
。
医
師
の
同
意
を

得
て
、
自
ら
人
生
を
終
え
る
意
思
を
「
事
前
指
示

書
」
で
表
明
す
る
。
会
費
は
約
3
0
0
0

円
。

昨
年
は
約8
0
0

人
が
「
協
力
」
を
依
頼
し
、

半
数
近
く
が
実
行
レ
た
。
そ
の
多
く
は
自
宅
で

家
族
や
友
人
に
別
れ
を
告
げ
、
薬
を
飲
ん
で
人

生
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
事
後
、
E
X
I
T

が
醤
察
に
届
け
出
て
、
合
法
性
の
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

ハ
ン
ス
さ
ん
は
デl
タ
を
一
示
し
な
が
ら
説
明

し
て
く
れ
た
。

「
賛
否
両
論
が
あ
る
と
と
は
家
知
し
て
い
ま

伴
侶
を
失
っ
て
後
追
い
を
考
え
る
人
ゃ
、
失
業

や
失
恋
を
理
由
に
死
を
望
む
人
が
来
て
、
苦
し

み
に
耳
を
傾
け
る
乙
と
は
あ
っ
て
も
、
自
殺
を

手
伝
う
と
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
私
た
ち
の
活
動
は
、
一
種
の
自
殺
予
防
だ

と
思
い
ま
す
。
安
楽
死
を
す
る
か
し
な
い
か
で

は
な
く
、
選
摂
肢
を
持
っ
と
と
で
多
く
の
人
が

心
の
や
す
ら
ぎ
を
得
て
い
ま
す
」

「
直
前
に
中
止
す
る
人
も
い
ま
す
。
気
持
ち

が
揺
れ
る
の
は
当
然
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
も

本
人
の
選
摂
と
、
尊
重
し
ま
す
」

「
個
人
の
尊
厳
」
を
重
ん
じ
る
価
値
観
に
根

ざ
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
た
。

同
じ
印
象
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
あ
る
「

N

V
V
E
」
で
も
感
じ
た
。
「
オ
ラ
ン
ダ
死
の
権

利
更
さ
の
略
称
だ
。
人
口16
0
0

万
人
の

国
で
日
万
人
が
会
員
に
登
録
し
て
い
る
。
活
動

内
容
は
「E
X
I
T
」
と
同
様
だ
。

「
初
年
近
く
議
論
を
麗
ね
て
、
旧
年
に
安
楽
死

案
合
認
す
る
法
俸
が
成
立
し
ま
し
た
。
個
人
の

尊
厳
と
権
利
を
噂
重
す
る
と
と
に
重
き
を
置
く

国
居
住
が
、
(
死
の
)
自
己
決
定
を
可
能
に
し
ま

し
た
。
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
る
と
と
と
、
尊
厳
を

持
っ
て
死
ぬ
と
と
は
隣
り
合
わ
せ
な
の
で
す
」

運
河
の
ほ
と
り
の
ビ
ル
に
あ
る
本
部
で
、
最

高
責
任
者
の
ペ
ト
ラ
さ
ん
は
そ
う
言
っ
た
。

そ
し
て
、
旅
の
終
わ
り
に
私
た
ち
は
、
前
年

に
妻
を
安
楽
死
で
見
送
っ
た
ロ
ブ
さ
ん
を
訪
ね

た
。
安
楽
死
を
容
認
す
る
法
律
の
成
立
前
で
は

あ
っ
た
が
、
す
で
に
事
実
上
許
容
さ
れ
て
い
た
。

ロ
ブ
さ
ん
は
言
っ
た
。

「
私
た
ち
は
、
痛
み
や
死
に
つ
い
て
、
深
く

語
り
合
っ
た
。
そ
し
て
、
お
互
い
の
考
え
方
を

理
解
し
、
不
安
や
恐
れ
を
分
か
ち
合
っ
た
。
だ

か
ら
、
靖
子
の
患
が
止
ま
っ
た
時
は
『
と
れ
で
、

終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
ヘ
ー

今
は
つ
な
が
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
。
と
れ
は
淳
也
さ
ん
の
感
慨
で
あ
る
。

小
谷
さ
ん
は
言
う
。

「
欧
州
の
人
々
の
思
い
に
触
れ
て
、
日
本
人

は
死
を
残
さ
れ
た
者
の
視
点
で
論
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
い
の
ち
に
対
す
る
個
人
の
尊
厳
や

自
己
決
定
は
根
付
か
な
い
と
思
い
ま
す
」

そ
し
て
、
高
橋
さ
ん
は
帰
国
後
、
松
本
に
が

ん
患
者
の
支
援
施
設
を
設
立
す
る
準
備
を
始
め

て
い
た
。

「
生
き
方
や
死
に
方
を
一
人
称
の
ま
な
ざ
し

で
論
じ
合
え
る
場
所
づ
く
り
を
し
た
い
。
何
事

も
先
入
観
を
持
た
ず
、
目
を
そ
ろ
さ
ず
に
い
き

ま
し
ょ
う
よ
」

「
安
楽
死
」
と
い
う
日
本
語
は
英
語
の
「

O

E
Z
5
8
E

」
の
翻
訳
で
、
語
源
は
「
よ
き

Z

を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
に
由
来
す
る
。

病
苦
や
死
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
、
安
ら
か
に

逝
き
た
い
と
い
う
願
い
は
、
古
来
続
く
万
国
共

通
の
思
い
で
あ
る
。

「
よ
き
死
」
と
は
何
か
?

「
よ
き
生
」
と
は
何
か
?

の
ど
元
に
突
き
つ
け
ろ
れ
た
間
い
で
あ
る
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
5

月
市
臼
(
日
)
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る
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会
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ー
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事
前
書
面
賛
成
7
i
8

割
も
作
成
5
%
止
ま
り

人
生
の
最
期
を
思
う
と
、
意
思
表

示
は
し
て
お
い
た
方
が
良
い
と
は
思

う
が
、
実
際
に
書
面
を
作
る
に
は
至

っ
て
い
な
い。
家
族
の
介
護
負
担
を

思
っ
て
か
、
家
で
最
期
を
過
ご
し
た

い
と
も
言
い
切
れ
な
い:
。

そ
ん
な

揺
れ
る
気
持
ち
が
、
先
月
末
ま
と
ま

っ
た
「人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

医
療
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告
書」

か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た。(佐

藤
好
美)

調
査
は
、
一
般
国
民
、
医
師
、
看

護
師
、
介
護
職
に
分
け
て
デ
l

タ
を

取
っ
て
お
り
、
ほ
ぽ5
年
に
1

回
行

わ
れ
る。

「リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル」
な
ど
、
受

け
た
い
治
療
や
受
け
た
く
な
い
治
療

を
あ
ら
か
じ
め
書
面
に
し
て
お
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
職
種
で
も

「賛
成
」
が
7
1
8

割
。

だ
が
、
実

際
に
作
成
し
て
い
る
人
は
わ
ず
か

で
、
最
多
の
医
師
で
も5
w
m止
ま
り

H

グ
ラ
フ
。

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
た。

「あ
な
た
は
人
生
の
最
終
段
階
を

ど
こ
で
過
ご
し
た
い
で
す
か」
。
5

つ
の
状
態
像
に
つ
い
て
、
医
療
機
関

「人生の最終段階」意識調査

ゅうゅうLife

か
、
介
護
施
設
か
、
家
か
を
聞
い

た
。
①
末
期
が
ん
だ
が
、
食
事
は
よ

く
取
れ
、
痛
み
も
な
く
、
意
識
や
判

断
力
は
健
康
時
と
同
様
の
場
合②
末

期
が
ん
で
、
食
事
や
呼
吸
は
不
自
由

だ
が
、
痛
み
は
な
く
、
意
識
や
判
断

力
は
健
康
時
と
同
様
の
場
合③重
度

の
心
臓
病
で
、
身
の
回
り
の
手
助
け

が
必
要
だ
が
、
意
識
や
判
断
力
は
健

康
時
と
同
様
の
場
合④
認
知
症
が
進

行
し
、
身
の
回
り
の
手
助
廿
が
必
要

で
、

か
な
り
衰
弱
が
進
ん
で
き
た
場

合
品業
V〈
通
事
故
で
意
識
が
な
く
、
管

か
ら
栄
養
を
取
り
、
衰
弱
が
進
ん
で

い
る
場
合。

①
は
国
民
、
専
門
職
と
も
「家
」

を
望
む
人
が
巌
多
で71
9

割
。
④

は
国
民
、
専
門
職
と
も
「介
護
施

設
」
が
最
多
で6
i
8

割
。
⑤
は
国

民
、

専
門
職
と
も
「医
療
機
関」
が

最
多
で4
1
7

割
。

だ
が
、
②
と
③
は
一
般
国
民
と
専

門
職
で
結
果
が
割
れ
た。
②
は
、
一

般
国
民
は
「医
療
機
関」
を
希
望
す

る
人
が
最
多
(灯
・
3

w
m
)だ
が
、

専
門
職
は
「家
」
を
希
望
す
る
人
が

最
多
(医
師
日
・
5

w
n、
看
護
師m

・
6

w
m、
介
護
職
問
・6
勿
)
だ
っ

た
。
③
も
、
一
般
国
民
は
「医
療
機

関
」
を
希
望
す
る
人
が
最
多
だ
が
、

専
門
職
は
「家
」
を
希
望
す
る
人
が

多
か
っ
た

。

調
査
結
果
か
ら
は、
国
民
と
専
門

職
の
聞
に
、
医
療
機
関
で
で
き
る
こ

と
、
家
で
で
き
る
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ

に
差
が
あ
る
こ
と
も
-
っ
か
が
え
る

。

報
告
書
を
ま
と
め
た
有
識
者
の
検
討

会
で
は
「希
望
を
か
な
え
る
に
は
何

が
必
要
か
と
い
-
2刀
向
で
考
え
る
こ

と
が
大
切
」
「
自
宅
や
施
設
以
外

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
帰
る
と
い

う
概
念
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

人生の量終段階の意識調査より
{憲思表示の・薗を作成しておくことにQ1) Fついてどう思いますか

反対である一-11わからない

賛成である 2.3斗翠扇臼 1.0
無回答 J

5.3 

0.9 

同日 80 田

栄端数処理により100%になら怠いところがある。

6.4 

1.2 

8.2 

1.0 

8.5 
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昨
年
末
、
こ
の
欄
で
滋
賀
県
東
近

江
市
の
永
源
寺
地
区
を
取
り
上
げ

た
。

自
宅
で
亡
く
な
る
人
が4
1
5

割
に
上
る
地
域
だ
が
、
永
源
寺
診
療

所
の
花
戸
貴
司
医
師
に
よ
る
と
、
事

前
に
書
面
を
用
意
し
て
い
る
人
は
ほ

ぼ
い
な
い。
紹
介
し
切
れ
な
か
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
お
伝
え
す

る
。昨

年
秋
、
肺
が
ん
の
男
性
患
者

(
柁
)
宅
で
診
察
を
終
え
た
花
戸
医
師

は
、
こ
う
話
し
掛
げ
た。
「
抗
が
ん

剤
で
が
ん
を
減
ら
す
の
は
難
し
い
と

思
う。
が
ん
が
あ
っ
て
も
、
せ
き
を

止
め
る
と
か
、
息
苦
し
い
の
を
止
め

る
と
か
、
痛
い
の
を
止
め
る
と
か
は

で
き
る
と
思
う」

男
性
は
隠
さ
ず
話
し
て
ほ
し
い
と

求
め
、
淡
々
と
言
っ
た。

「
余
命
の

治
療
は
し
て
ほ
し
く
な
い。
歩
け
ん

よ
う
な
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
静
か

に
家
に
い
た
い。
覚
悟
も
し
て
ま
す

ん
で
」

本
音
は
自
宅
、
家
族
に
遠
慮

サ
ー
ビ
ス
と
実
体
験
が
必
要

花
戸
医
師
が
「最
期
が
近
い
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
ど
こ
で
最
期
が
い
い

?

」
と
問
う
と
、
日
頃
は

「家
が
い

い
」
と
言
う
男
性
が
、
こ
う
答
え

た
。

「
最
期
は
病
院
が
い
い
か
も
し

れ
ん
」

聞
を
置
い
て
、
花
戸
医
師
が
声
を

掛
け
た
。
「
お
ば
さ
ん
や
息
子
さ
ん

に
は
負
担
が
か
か
ら
ん
よ
う
に
、
ぼ

く
が
往
診
し
た
り
と
か
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
さ
ん
が
調
整
し
た
り
と
か
し

て
く
れ
る
と
思
う
」

「そ
ゃ
な
、
家
に
居
づ
ら
い
こ
と

は
な
い
ね
ん
け
ど
な。

孫
が
大
切
に

し
て
く
れ
ま
す
ね
ん。
病
院
は
隣
の

ベ
ッ
ド
が
近
い
か
ら
、
せ
き
も3
回

に
2

回
に
し
と
こ
う
と
思
っ
た
り
す

る
し
な
」

男
性
の
心
を
見
透
か
し
て
か
、
妻

が
会
話
に
割
っ
て
入
っ
た。
「
訪
問

入
浴
も
訪
問
看
護
も
来
て
く
れ
る

し
、
で
き
る
だ
け
家
で
診
て
も
ら
っ

た
ら
い
い
。

娘
も
帰
っ
て
き
て
く
れ

る
と
言
っ
て
る
さ
か
い
に
、
で
き
る

だ
け
家
に
お
っ
た
ら
い
い」

男
性
宅
で
は
そ
の
夜
、
同
居
の
息

子
が
ベ
ッ
ド
の
隣
に
布
団
を
敷
い
て

寝
た
。

親
子
で
「最
期
を
ど
こ
で
迎

え
た
い
か
」
を
話
し
、
約
1

カ
月

後
、
男
性
は
家
族
に
固
ま
れ
て
家
で

息
を
引
き
取
っ
た。

最
期
に
過
ご
し
た
い
場
所
を
患
者

に
聞
く
と
、
最
初
は「病
院
で
」
と

答
え
る
人
が
多
い
と
い
う
。

元
気
な

と
き
も
含
め
て
、
こ
の
質
問
を
何
度

も
す
る
花
一
戸
医
師
は
、
そ
れ
を
「家

族
へ
の
遠
慮
か
ら
発
し
て
い
る」
と

言
-
っ
。「奥

さ
ん
や
息
子
の
嫁
に
自
分
の

下
街
出
)
の
世
話
室
。
せ
る
の
は

申
し
訳
な
い
、
共
働
き
の
息
子
夫
婦

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
。

だ
か

ら
、
皆
さ
ん
『病
院
で
』
と
言
う
の

で
す。
し
か
し
、
『家
族
に
負
担
が

な
い
よ
う
に
し
ま
す
』
『
下
の
世
話

は
へ
ル
パ
l

に
任
せ
て
く
だ
さ
い』

『何
か
あ
っ
た
ら
診
療
所
に
い
つ
で

も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い』
と
説
明
す

る
と
遠
慮
が
薄
れ
、
本
音
を
話
し
て

く
れ
ま
す
」

終
末
期
の
あ
り
方

i

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

i

核
家
族
や
単
身
世
帯
で
は
、
家
で

の
看
取
り
は
困
難
に
見
え
る
。

厚
生

労
働
省
は
平
成M
年
度
に
重
度
の
人

の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
、
看
護

師
や
介
護
職
がM
時
間
態
勢
で
訪
問

す
る
「定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護」
を
創
設
し
た。
介
護

保
険
の
枠
内
で
使
う
都
会
型
の
サ
ー

ビ
ス
だ

。

だ
が
、
お
年
度
に2
8
3

保
険
者

(市
町
村
)
の
実
施
を
見
込
ん
だ
も

の
の
、
初
年1
月
時
点
の
実
績
は1

8
7

保
険
者
ど
ま
り。
本
人
の
希
望

に
添
っ
て
家
で
の
看
取
り
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
当
面
、
こ
の
普
及
に
か

か
っ
て
い
る。

花
一
戸
医
師
は
看
取
り
体
験
の
薄
さ

も
ハ
ー
ド
ル
の
一
つ
だ
と
指
摘
す

る
。
「
皐
屯
な
人
の
臨
終
に
す
ら
立

ち
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
。

中
に
は
、
病
院
か
施
設
で
看
取

る
の
が
家
族
の
役
割
と
理
解
し
て
い

る
人
も
多
い。
死
を
タ
ブl
に
し
な

い
こ
と
が
在
宅
看
取
り
に
は
必
要
な

よ
う
に
思
い
ま
す」

産

経
(
東
京)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
4

月
叩
日
(
木
)
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終
末
期
の
あ
り
方

1

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
ヘ
ー

延
命
治
療
選
択
の
解
説
本

臨
床
心
理
士
の

藤
井
さ
ん
出
版

「
指
示
書
」
ひ
な
型
も

福
岡
市
早
良
区
の
臨
床
心
理
主
で
医
療
に
詳
し
い
藤
井
信
子
さ
ん
(
臼
〉
が
著
書
「
延
命
治

療
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
|
こ
こ
ろ
に
添
う
最
期
」
を
出
版
し
た

。

延
命
治
療
の

内
容
や
、
終
末
期
の
医
療
に
つ
い
て
自
分
の
希
望
を
記
す
「
事
前
指
示
書
」
の
書
き
方
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
そ
の
ま
ま
記
入
し
て
使
え
る
「
ひ
な
剖
亡
も
盛
り
込
ん
だ

。

藤
井
さ
ん

は
「
命
の
終
え
方
は
最
後
の
生
き
方

。

最
期
を
ど
う
迎
え
る
か
を
自
身
や
家
族
が
考
え
る
と

き
に
、
こ
の
本
が
役
に
立
て
ば
」
と
話
し
て
い
る

。

(
西
山
忠
宏
)

藤
井
さ
ん
は
、
部
歳
だ
っ
た

母
親
の
最
期
の
医
療
を
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
迷
っ
た
り
、
不

安
に
な
っ
た
り
し
た
経
験
を
踏

ま
え
、
2
0
1
2

年
8

月
に
冊

子
「
や
っ
て
く
る
死
と
自
分
ら

し
さ
と
延
命
治
療
l

い
の
ち

の
終
わ
り
方
を
考
え
る
」
を
書

き
上
げ
た。
本
紙
記
事
な
ど
で

無
斜
提
供
を
表
明
す
る
と
申
し

込
み
が
相
次
ぎ
、
配
布
数
は
約

8
0
0

冊
に
な
っ
た。

そ
の
反
響
ぶ
り
に
、
延
命
治

療
に
対
す
る
人
々
の
関
心
の
高

さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
。

冊
子

を
読
ん
だ
人
か
ら
「
事
前
指
示

書
の
ひ
な
剖
一
が
あ
れ
ば
、
な
お

良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
り

参
考
と
な
る
本
を
届
げ
た
い

と
、
冊
子
に
加
筆
し
て
今
回
の

著
書
を
仕
上
げ
た
。

サ
イ
ズ
は
、
冊
子
と
同
じA

5

判
。

比
内
ー
か
ら
訂
m
lへ
大
幅

に
増
や
し
、
読
み
や
す
い
文
章

に
坦
え
て
理
解
を
助
け
る
イ
ラ

ス
ト
も
添
え
て
い
る。

3

部
構
成。

第
1

部
「
延
命

治
療
と
は
」
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
気
管
切
開
、
胃
ろ
う
な
ど

に
つ
い
て
解
説。
第
2

部
「
事

前
指
示
書
に
つ
い
て
」
で
は
、

簡
潔
な
ス
タ
イ
ル
の
ひ
な
型
を

2

汗
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
た

。

同
曹
の
意
義
や
医
療
現
場
で
の

普
及
の
動
き
に
つ
い
て
も
記
し

て
い
る
。

第
3

部
は
「
家
族
の

命
の
終
わ
り
方
を
考
え
る
」
で
、

大
事
な
人
の
最
期
に
関
し
て
家

族
の
迷
い
や
悔
い
が
少
な
く
な

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
具
体
的
に
つ
づ
っ
て
い

にJ.，晶
申..守
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る
。

藤
井
さ
ん
は
九
州
大
教
育
学

部
卒。

臨
床
心
理
士
と
し
て
長

年
、
病
院
に
勤
務
し
、
今
は
緩

和
ケ
ア
病
棟
で
が
ん
患
者
の
心

の
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

日
歳
か
ら
九
州
大
大
学
院
医
学

系
学
府
に
も
通
い
、
医
療
経
営

・

管
理
学
専
攻
(
医
療
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
、
修
士
課
程
)

を
修
了
し
て
い
る。

藤
井
さ
ん
は
「
事
前
指
示
書

に
法
的
効
力
は
な
い
が
、
終
末

期
の
医
療
に
お
い
て
は
、
本
人

の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う

'~.5'1'~ 占・，
昭三 日、修冷

本に盛り込まれた事

前指示・のひな型の

一部

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

あ
る
程

度
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
事
前

指
示
書
を
害
く
と
い
う
こ
と

が
、
家
族
へ
の
思
い
や
り
と

し
て
定
着
す
れ
ば
」
と
も
話
し

て
い
る

。

7
5
6

円
。

全
国
の
主
要
書

店
で
販
売
中。

問
い
合
わ
せ
は

発
行
元
の
西
日
本
新
聞
社
出
版

部
H
0
9
2
(
7
1
1
)
5
5

2
30
 西

日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
4

月

4
日
{
金)
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人
生
の
終
わ
り
を
ど
う
生
き
る
か

い
か
に
治
療
を
進
め
よ
う
と
、
死
が

避
げ
ら
れ
な
い
状
態
に
陥
っ
た
と
き
、

多
く
は
延
命
の
た
め
の
治
療
が
施
さ
れ

る
。

こ
の
延
命
治
療
を
受
げ
な
い
で
自

然
な
死
を
迎
え
る
こ
と
を「尊
厳
死
」

と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
を
合
法
化
す
る
法
案

が
今
国
会
に
提
案
さ
れ
そ
う
だ
。

法
案
に
よ
る
と
、
患
者
本
人
の
意
思

表
示
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
医
師
が
回

復
の
見
込
み
が
な
い
終
末
期
で
あ
る
と

判
断
す
れ
ば
、
レ
ス
ピ
レl
タ
ー
に
よ

る
人
工
呼
吸
や
お
な
か
の
穴
か
ら
チ
ュ

ー
ブ
で
栄
養
分
を
送
る
骨
艇
な
ど
を
始

め
ず
に
そ
の
ま
ま
死
ぬ
こ
と
が
で
き

る
。

延
命
治
療
を
途
中
で
や
め
る
こ
と

も
問
題
が
な
く
な
る。

延
命
の
治
療
を
施
さ
な
い
こ
と
で
医

師
が
刑
事
責
任
や
行
政
上
の
責
任
を
問

わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な
る
。

人
生
の
終
わ
り
を
ど
う
生
き
る
べ
き

か
。

そ
れ
は
死
生
観
や
生
命
倫
理
に
関 わ

る
難
し
い
問
題
だ。
日
本
人
は
こ
う

し
た
話
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
腰
が

引
け
る
。

議
論
が
暖
昧
に
な
る。
私
自

身
も
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
と
は
い

え
な
い
。

だ
が
、
だ
れ
に
も
人
生
に
幕
を
下
ろ

す
と
き
は
必
ず
や
っ
て
く
る。
国
会
任

せ
に
せ
ず
、
尊
厳
死
法
案
を
き
っ
か
け

に
し
て
国
民
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
考

え
た
い
。

噂
厳
死
の
法
制
化
を
強
く
訴
え
て
い

る
の
が
、
会
員
数
回
万5
千
人
の
一
般

社
団
法
人
・
日
本
噂
厳
死
協
会
だ
。

協

会
の
会
員
に
な
る
と
、
尊
厳
死
の
宣
言

書
(リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
)
に
サ
イ
ン

し
、
終
末
期
に
な
っ
た
と
き
に
主
治
医

に
提
示
さ
れ
る。

宣
言
書
に
は
延
命
治
療
を
拒
否
し
、

そ
の
一
方
で
痛
み
を
取
り
除
く
治
療
を

進
め
て
も
ら
う
よ
う
要
望
が
記
さ
れ
て

い
る
。

協
会
に
よ
れ
ば
、
会
員
の
昭勿

':.0. 
自問

木村良一

が
宣
言
嘗
通
り
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
で
、
人
生
別
年
と
い
わ
れ
て

久
し
い。
高
度
な
医
療
が
こ
の
平
均
寿

命
を
支
え
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
半

面
「死
に
た
い
の
に
な
か
な
か
死
ね
な

い
」
と
い
う
大
き
な
矛
盾
が
生
ま
れ
て

い
る
。

そ
の
た
め
日
本
老
年
医
学
会
は
胃
痩

を
や
め
る
た
め
の
指
針
を
ま
と
め
、
日

本
救
急
医
学
会
も
人
工
呼
吸
の
中
止
が

で
き
る
よ
う
提
言
し
て
い
る。
高
齢
者

医
療
に
従
事
す
る
臨
床
現
場
の
医
師
た

ち
か
ら
も
「体
が
死
の
う
と
し
て
い
る

の
に
無
理
や
り
引
き
留
め
る
の
は
良
く

な
い
」
「
無
駄
に
命
を
延
ば
そ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
死
を
可
能
な
限
り
望

ま
し
い
形
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
ご
律
に
延
命
を
中
止

す
る
の
は
無
理
が
あ
る。
終
末
期
は
多

終
末
期
の
あ
り
方

i

思
い
を
生
か
せ
る
社
会
へ

i

様
で
人
や
状
況
に
よ
っ
て
違
う
。

ど
ん

な
状
況
が
治
療
不
可
能
と
い
う
の
か
、

議
論
を
深
め
る
べ
き
だ」
と
い
う
意
見

も
根
強
く
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
ほ

か
、
障
害
者
や
難
病
患
者
の
団
体
は

「人
の
死
に
国
家
が
介
入
す
る
の
は
問

題
だ
」
と
尊
厳
死
の
法
制
化
に
反
対
し

て
い
る
。

海
外
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
は
医
師

が
末
期
が
ん
患
者
ら
に
致
死
薬
を
注
射

し
て
死
を
早
め
る
安
楽
死
が
合
法
化
さ

れ
、
日
本
の
尊
厳
死
法
案
に
あ
る
よ
う

な
延
命
治
療
を
施
さ
な
い
行
為
は
通
常

の
医
療
に
す
ぎ
な
い。
な
か
で
も
オ
ラ

ン
ダ
は
ロ
年
前
に
世
界
で
最
初
に
安
楽

死
法
を
施
行
し
た
国
で
、
前
向
き
に
話

し
合
う
議
論
好
き
な
国
民
性
が
安
楽
死

を
も
合
法
に
し
た。

安
楽
死
と
ま
で
は
い
わ
な
い
ま
で

も
、
尊
厳
死
に
つ
い
て
家
族
や
友
人
と

よ
く
話
し
合
い
た
い。
(
論
説
委
員)

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
4

月
5

日
(
土
)
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ミ
ャ
ン
マ
ー

地
方
で
住
民
活
躍

2
0
1
1

年
の
毘
政
移
管
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
急

速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
る
一
方
、
軍
事
政
権
下
で
軽

視
さ
れ
て
き
た
保
健
医
療
が
今
後
の
国
づ
く
り
の
大

き
な
課
題
に
浮
よ
し
て
い
る
。
政
府
は
感
染
症
対
策

や
母
子
保
健
に
目
を
向
け
始
め
た
が
、
医
師
や
病
院

不
足
は
深
刻
だ
。
特
に
手
簿
な
農
村
や
山
間
部
を
肪

ね
る
と
、
日
本
の
支
援
で
研
修
を
受
甘
た
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
医
師
や
保
健
師
の
代
わ
り
を
務
め
、
己

の
移
行
期
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
た
。

【小
泉
大
士】

短
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
か

ら
、
半
日
が
か
り
で
中
南

部
パ
ゴl
山
地
の
パ
オ
村

に
入
っ
た
。
約
回
世
情
2

3
0

人
の
少
数
民
族
カ
レ

ン
族
が
、
竹
と
ヤ
シ
で
編

ん
だ
家
に
暮
ろ
す。

「
蚊
に
刺
さ
れ
る
と
か

か
る
ん
だ
よ
」。
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
猛
威
を
振
る
う
マ

課題山積「まずは人材育成j

ミャンマーは民政移管後、保健医療の

予算を増やしたが、今年の政府支出全体

に占める割合は3 . 5Q診と、東南アジアで

愚低水準だ。 医療費の自己負担率は 7劉

超。 医療従事者の不足も深刻だ。 ぺーテ

キン前保健相は「母子保健や感換症対策、

都市部と農村部の医療格差など課題は多

い。 まずは人材育成と保健制度の強化に

着手しているJ と話す。 2030年を目標に

すべての国民が基漣的な保健サービスを

受けられるようにするため、日本などを

参考に制度を構築する方針だ。

ボランティア医師不足補う
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
の
知
識

を
聞
く
と
、
幼
い
子
供
た

ち
が
答
え
た
。

1
9
7
0

年
代
、
と
の

地
域
で
は
政
府
軍
に
よ
る

共
産
党
ゲ
リ
ラ
掃
討
作
戦

の
た
め
住
民
が
強
制
移
住

さ
せ
ら
れ
た
が
、2
年
前

に
古
里
が
再
建
さ
れ
た
。

だ
が
、
近
隣
に
病
院
は
な

く
、
悪
路
を
何
時
間
も
下

っ
た
ふ
も
と
に
保
健
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
だ
け
だ
。

医
師
ら
の
代
わ
り
に
マ

ラ
リ
ア
対
策
を
担
う
の
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
村
長
の

娘
リ
ン
ニ
l

ポ
ー
さ
ん

(
悶
)
が
住
民
を
血
液
検
査

し
、
陽
性
な
ら
薬
を
出
す
。

昨
年4
月
に
始
め
て
か
ら

「亘
症
患
者
は
出
て
い
な

い
」
と
言
う
。

村
の
男
性
(
臼
)
に
よ
る

と
、
普
か
ら
高
熱
で
亡
く

な
る
人
は
多
か
っ
た
が

「
マ
ラ
リ
ア
と
い
う
名
前

を
知
っ
て
い
る
く
ら
い
」

で
、
特
別
な
対
策
も
な
か

っ
た
と
い
う
。

マ
ラ
リ
ア
は
ハ
マ
ダ
ラ

カ
の
媒
介
す
る
マ
ラ
リ
ア

原
虫
に
よ
る
伝
染
病
で
、

高
熱
が
反
復
す
る
の
が
特

徴
。
世
界
保
健
機
関(
W

H
O
)に
よ
る
と
、
日
年

に
は
隣
国
タ
イ
の
お
倍
の

約
田
万
人
が
感
染
し
、
5

8
1

人
が
死
亡
し
た
。

薬
が
効
き
に
く
い
耐
性

マ
ラ
リ
ア
も
見
つ
か
り
、

メ
コ
ン
川
慌
域
の
国
々
へ

の
拡
散
も
警
ぎ
れ
る。

ハ
マ
ダ
ラ
カ
は
主
に
山
地

に
生
息
。
木
材
伐
採
な
ど

で
山
に
入
っ
た
労
働
者
も

感
染
し
て
い
る
。

協
同
付
地
は
へ
き
地
の
た

め
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
か
な
い
。
と
の
た
め
、

国
際
協
力
機
構(
J
I
C

A
)
は
、
村
人
の
中
か
ら

選
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

診
断
キ
ッ
ト
の
使
い
方
や

投
薬
治
療
の
た
め
の
研
修

を
実
施
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ l

内
で
完
結
さ
せ
ら
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
逼
め
て

い
る
。

J
I
C
A

専
門
家
の
中

村
正
聡
さ
ん
(
回
)
は
「
発

生
源
に
的
を
絞
っ
て
マ
ラ

リ
ア
を
封
じ
込
め
る
必
要

が
あ
る
」
と
話
す
。

。

え
ん
じ
色
の
巻
き
ス
カ

ー
ト
を
は
い
た
ナ
ン
ア
カ

レ
イ
ン
さ
ん
(
倒
)
が
、
母

子
手
帳
を
め
く
り
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
。
「
健
診
を
忘

れ
な
い
で
ね
」
。
妊
賑
7

カ
月
の
キ
ン
タ
ン
ル
ウ
ィ

ン
さ
ん
(
却
)
が
、
初
産
を

前
に
緊
張
し
た
様
子
で
お

な
か
を
さ
す
っ
た
。

ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
陸
路
で

約
4

時
閣
の
デ
ル
タ
地
常

に
あ
る
エ
ヤ
ワ
デ
ィ
管
区

チ
ャ
ウ
ン
ゴ
ン
。
水
田
が

広
が
る
の
ど
か
な
塵
村

で
、
日
本
由
来
の
「
母
子

保
健
推
進
員
制
度
」
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。NG
O

「
ジ
ョ
イ
セ
フ
」
が
支
援

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
妊
産
婦

死
亡
率
は
叩
万
人
あ
た
り

2
0
0

人
と
高
く
、5
歳

未
満
児
死
亡
率
も10
0

O

人
あ
た
り
白
人
だ
。

推
進
員
は
却
世
間
帽
に

1

人
選
ば
れ
、
助
産
師
と
地

域
住
民
を
橋
渡
し
す
る
。

「
無
給
で
も
己
の
仕
事
に

誇
り
を
持
っ
て
い
る
」
と

ナ
ン
ア
カ
レ
イ
ン
さ
ん
。

妊
婦
や
乳
幼
児
の
い
る
家

庭
を5
日
お
き
に
訪
ね
、

産
前
産
後
の
健
診
や
予
防

接
種
な
ど
を
勧
め
る
。

地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー

は
叩
村
弱
(
計53
0
7

人
)
を
受
け
持
つ
が
、
助

産
師
は1
人
。
巡
回
診
療

な
ど
で
手
が
回
ら
な
い
と

と
ろ
を
、
犯
人
の
推
進
員

が
カ
バ
ー
す
る
。

ジ
ョ
イ
セ
フ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
腰

原
亮
子
さ
ん
(
日
)
は
「
近

所
付
き
合
い
の一環
で
妊

婦
ち
の
相
献
に
乗
り
、
受

診
率
向
上
に
つ
な
げ
て
い

る
」
と
言
う。

毎

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
お
日
(
土
)



ki Sokuhou 

と安全管理総集版 2014年 11 号

県健康政策部・家保副部長

国
で
日
本
式
「
保
健
」
推
進

県
健
康
政
策
部
の
副
部
長
と
医

師
確
保
・

育
成
支
援
課
長
を
兼
ね

る
家
保
(
い
え
や
す
)
英
隆
さ
ん

(
臼
)
が
、
中
国
に
保
健
活
動
を
根

付
か
せ
る
国
際
協
力
機
構(
J
I

C
A
)の
チ
l

ム
リ
ー
ダー
を
3

年
間
に
わ
た
っ
て
務
め
、
今
春
帰

国
し
た
。
日
中
関
係
が
冷
え
込

み
、
満
足
に
動
げ
な
い
場
面
も
あ

っ
た
中
、
「
日
本
の
保
健シス
テ

ム
が
少
し
で
も
中
国
に
息
づ
い
て

ほ
し
い
」
と
の
思
い
で
活
動
し
て

き
た
と
い
う
。

家
保
さ
ん
は
兵
庫
県
出
身
で
、

岡
山
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒

の
医
師
。
旧
厚
生
省
の
職
員
を
経

て
1
9
9
5

年
に
本
県
の
職
員
に

転
職
し
た
。
今
回
の
中
国
行
き

は
、
病
気
を
予
防
す
る
健
康
教
育

や
健
診
な
ど
の
「
家
庭
保
健
サ
ー

ビ
ス
」
を
定
着
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
本
県
と
安
徽
省
と
の
関
係

な
ど
か
ら2
0
1
0

年
に
声
が
掛

か
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
は
県
の
医
師
確 保

対
策
を
中
核
的
に
埋
つ
「
高
知

医
療
再
生
機
構
」
の
副
理
事
長
と

県
医
師
確
保
推
進
監
を
兼
務
。
庁

内
に
は
困
惑
の
声
も
あ
っ
た
が
、

「
医
療
保
健
が
整
っ
て
い
な
い
所

で
新
し
く
制
度
を
考
え
て
い
く
の

は
魅
力
的
な
仕
事
」
と
参
加
を
決

断
し
た
。

-
「
家
保
項
目
」

一
人
っ
子
政
策
を
取
る
中
国
で 「

家
保
項
目
」
で
、
「
私
の
名
前

は
す
ぐ
に
覚
え
て
も
ら
え
た
」
と

家
保
さ
ん
は
笑
う
。

日
本
人
の
看
護
師
、
調
整
員
と

3

人
で
チl
ム
を
組
み
、
安
徽
省

や
湖
北
省
、
重
鹿
市
な
ど
4

省
1

市
の
農
村
部
な
ど
を
巡
回
。
モ
デ

ル
地
区
を
選
び
、
行
政
や
医
療
関

係
者
と
一
緒
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
マ
地
区
ご
と
の
家
庭
保
健

計
画
の
策
定
マ
人
材
の
育
成
マ
住 指

導
し
た
。

健
診
や
健
康
教
育
を
行
，
つ
各
地

区
の
会
場
は
人
が
あ
ふ
れ
る
盛
況

ぶ
り
に
な
っ
た
。
家
保
さ
ん
は

「
高
知
市
の
『
い
き
い
き
百
歳
体

操
』
のD
V
D
を
中
国
語
に
吹
き

替
え
て
持
ち
込
ん
だ
ら
、
そ
れ
で

住
民
が
体
擦
を
始
め
た
。
あ
ち
ら

で
は
朝
や
夜
に
外
で
体
擦
を
す
る

習
慣
が
あ
る
か
ら
、
自
然
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え
た
の
か
な
」
と
話

す
。-

互
い
を
知
れ
ば

と
こ
ろ
が
、
手
応
え
を
感
じ
始

め
た
2

年
目
の
ロ
年9
月
、
沖
縄

詳
韓
関
係
悪
化
で
苦
労
も

は
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
み
、

医
療
の
質
や
量
の
地
域
間
格
差
、

保
険
制
度
の
不
備
に
よ
る
高
額
な

医
療
費
な
ど
も
課
題
に
な
っ
て
い

る
。

「
家
庭
保
健
」
は
、
J
I
C
A

の
支
援
事
業
で
凶
年
に
芽
生
え
始

め
た
ば
か
り
の
概
念
。
家
保
さ
ん

が
参
加
し
た
「
家
庭
保
聾
ノ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
略
称
は
中
国
語
で

民
の
健
康
意
識
の
向
上
|
と
段
階

を
追
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

当
初
は
住
民
へ
の
意
識
調
査

で
、
血
圧
へ
の
認
識
が
な
か
っ
た

り
、
炭
酸
ジ
ュ
ー
ス
は
体
に
良
い

と
思
っ
て
い
た
り
・
:
と
、
文
化
の

違
い
に
驚
か
さ
れ
た
。
出
家
保
さ
ん

ら
は
各
地
で
息
長
く
取
り
組
み
が

続
く
よ
う
、
中
国
の
医
療
水
準
に

合
わ
せ
た
計
画
の
策
定
や
管
理
を

日
本
の
保
健
を
海
外
に

県
・

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
日
中

関
係
が
冷
え
込
み
、
状
視
が
変
わ

っ
た
。
中
国
政
府
の
担
当
組
織
は

「
日
中
共
同
の
事
業
」
と
い
う
説

明
を
し
な
く
な
り
、
日
本
チ
l

ム

に
対
し
、
「
何
か
あ
っ
て
は
い
げ

な
い
」
と
出
張
や
交
流
会
を
控
え

る
よ
う
指
示
し
た
。

家
保
さ
ん
は
「
活
動
は
し
に
く

く
な
っ
て
い
た
」
と
振
り
返
り
つ っ

、
そ
れ
で
も
「
現
場
の
中
国
人

ス
タ
ッ
フ
は
気
に
せ
ず
に
一
生
懸

命
動
い
て
く
れ
た
。
計
画
は
回
っ

て
い
る
と
感
じ
た
」
と
話
す
。

3

年
目
、
中
国
側
の
担
当
組
織

の
改
編
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
「
最

後
の
年
だ
か
ら
」
と
積
極
的
に
現

場
に
足
を
運
び
、
計
画
の
進
行
を

見
届
け
た
。

帰
国
後
も
交
流
は
続
い
て
い

る
。
7

月
末
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で、
中
国
の
関
係
者
一
行
が

家
保
さ
ん
の
い
る
本
県
を
視
察
に

来
た
。
李
白
強
団
長
は
「
日
本
の

取
り
組
み
は
全
て
貴
重
」
と
話

し
、
「
家
保
さ
ん
は
優
し
く
て
真

面
目
」
と
再
会
を
喜
ん
だ
。

「
日
本
人
も
中
国
人
も
互
い
の

生
活
や
思
い
を
よ
く
知
れ
ば
、
も

っ
と
仲
良
く
で
き
る
は
ず
。
家
庭

保
健
サ
ー
ビ
ス
が
国
の
政
策
に
位

置
付
け
ら
れ
、
モ
デ
ル
地
区
以
外

に
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
」

海
を
越
え
た
取
り
組
み
で
、
人

々
の
健
康
を
願
っ
て
い
る
。

(
井
上
智
仁
)

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
5

日
(
火
)

25 
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民
主
化
の
進
展
で
、
海
外
か

ら
の
投
資
や
企
業
進
出
が
活
発

化
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー。

一
方
、

軍
事
政
権
下
で
経
済
が
停
滞
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
も
滞

り
、
感
染
症
の
マ
ラ
リ
ア
の
鉱

散
を
防
ぐ
対
策
が
国
際
的
課
題

と
な
っ
て
い
る。
人
や
物
の
行

き
来
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る

「東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合(A

S
E
A
N
)
経
済
共
同
体」
創

設
を
2
0
1
5

年
に
控
え
、
対

策
が
急
が
れ
る。

子
供
た
ち
に
検
査

首
都
、

ネ
ピ
ド
!
と
最
大
都

市
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
聞
に
連
な
る

パ
ゴ
l

山
地
。

竹
を
組
ん
だ
高

床
式
民
家
が
点
在
す
る
パ
オ
村

に
は
、

少
数
民
族
の
カ
レ
ン
族

約
印
世
帯
が
暮
ら
す。
マ
ラ
リ

ア
原
虫
を
持
つ
ハ
マ
ダ
ラ
カ
が

生
息
し
、
蚊
が
媒
介
す
る
マ
ラ

リ
ア
の
流
行
地
域
だ。

長
老
の
テ
ィ
l

・
ム
さ
ん

(臼
)は
「若
い
頃
は
高
熱
の
原

因
を
誰
も
知
ら
な
か
っ
た。
マ

ラ
リ
ア
が
何
か
を
知
っ
た
ば
か

リア対策マラ② 

り

」
と
振
り
返
る。

1
0
0

を
超
す
と
さ
れ
る
少

数
民
族
が
国
民
の
約3
割
を
占

め
、
国
軍
と
少
数
民
族
の
武
装

勢
力
と
の
聞
で
戦
闘
が
続
き
、

多
く
の
難
民
が
生
じ
た。
パ
オ

村
も
別
の
所
に
移
住
さ
せ
ら
れ

て
い
た
が
、
約2
年
前
か
ら
戻

り
始
め
た
と
い
う。

雨
季
に
は
道
が
ぬ
か
る
み
、

車
が
通
行
で
き
る
道
路
に
出
る

ま
で
徒
歩
で
約1
時
間
。

医
療

機
関
は
遠
く
、
マ
ラ
リ
ア
を
治

療
す
る
の
は
村
民
か
ら
選
ば
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ン
・
ニ

・
ポ
さ
ん(四
)だ
。

3

日
程
度

の
訓
練
を
受
け
、
昨
年
4

月
か

ら
迅
速
診
断
キッ
ト
に
よ
る
検

査
や
投
薬
治
療
と
そ
の
報
告
な

ど
を
担
う。
「
子
供
た
ち
に
検

査
を
し
て
あ
げ
ら
れ
て
、
う
れ

し
い
」
と
話
す。

集
落
の
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
既
に
約7
0
0

人
が

養
成
さ
れ
、
早
期
診
断
・
治
療

で
患
者
が
激
減
し
て
い
る
。

支

援
し
て
い
る
の
は
日
本
の
国
際

協
力
機
構
(J
I
C
A
)
だ
。

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

患
者
の
調
査
で
、
竹
や
木
の

伐
採
な
ど
仕
事
で
山
に
入
っ
て

感
染
す
る
事
例
が
多
く
、
マ
ラ

リ
ア
予
防
の
主
力
で
あ
る
蚊
帳

の
使
用
が
難
し
い
こ
と
が
判

明
。

山
奥
で
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

届
け
る
の
が
困
難
な
う
え、

少

数
民
族
の
居
住
地
の
た
め
対
策

も
後
回
し
に
な
り
が
ち。
そ
こ

で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
集
落
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た。

出
年
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
マ

ラ
リ
ア
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

た
J
I
C
A
の
中
村
正
聡
さ
ん

(回
)は
「人
が
病
原
体
を
持
っ

て
移
動
し、
そ
こ
に
蚊
が
い
れ

ば
感
染
が
広
が
る。

(A
S
E

A
N
が
)
E
U

(欧
州
連
合)

の
よ
う
に
な
る
と
、
患
者
の
多

い
所
か
ら
周
辺
諸
国
に
入
っ
て

い
く
。

人
が
移
動
し
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
た
対
策
で
は
対
応

が
困
難
だ
」
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
マ
ラ
リ
ア
の

約
7

割
は
治
療
が
遅
れ
る
と
死

に
至
る
危
険
の
あ
る
熱
帯
熱
マ

ラ
リ
ア
。

W
H
O
(世
界
保
健

機
関
)
の
報
告
に
よ
る
と
、
マ

ラ
リ
ア
患
者
数
(臼
年
)
は
約

必
万
人
で、
タ
イ
や
カ
ン
ボ
ヲ

ア
の
叩
倍
超。
薬
の
効
き
に
く

い
耐
性
マ
ラ
リ
ア
が
タ
イ
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
国
境
で
出
現
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
も
確
認
さ
れ
、
封
じ

込
め
が
世
界
的
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

感
染
症
は
一国
だ
け
で
対
応

で
き
な
い。

熱
帯
の
感
染
症
と

さ
れ
て
き
た
デ
ン
グ
熱
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
蚊
の
分
布

が
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
北

上
、
感
染
が
世
界
的
に
広
が
っ

て
い
る
。

日
本
国
内
で
の
感
染

例
は
過
去
印
年
以
上
報
告
さ
れ

て
い
な
い
が、
日
本
を
旅
行
し

た
ド
イ
ツ
人
が
デ
ン
グ
熱
に
か

か
っ
て
い
た
こ
と
が
今
年
1

月
、
判
明。
日
本
で
感
染
し
た

疑
い
も
出
て
い
る。
感
染
症
と

“ 中国 A

国
境
越
え
る
感
染
症
と
の
闘
い

闘
う
開
発
途
上
国
の
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
支
援
す
る
活
動
は
、

日

本
人
の
暮
ら
し
の
安
全
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る。。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
軍
事
政
権

下
で
も
保
健
分
野
な
ど
の
人
道

支
援
が
続
け
ら
れ
て
い
た
一

方
、
民
主
化
に
伴
い
医
療
機
器

な
ど
の
輸
出
先
と
し
て
も
注
目

さ
れ
る。
現
場
を
訪
ね
た。

ASEAN10カ国の西端に位置し、 日本の約1. 8
| ミャンマー | 倍の面積に約6000万人が暮らす。 約 9割が仏教
徒。 2011年に軍事政権から民政移管された後、欧米などの経済
制裁が緩和。 国民の約 7割はピルマ族で、男女とも民族衣装の

ロンジー (巻きスカー卜) を着用している人が多い。

経(東京)・朝刊 I 2014年8月 25 日(月) I I 産
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ア
ペ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略

に
位
置
付
け
ら
れ
た
医
療
分
野

の
国
際
展
開。
新
た
な
市
場
と

し
て
脚
光
を
浴
び
る
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
も
日
本
の
存
在
感
を
高
め

よ
う
と
、
乳
が
ん
検
診
な
ど
の

事
業
性
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

2
0
1
1

年
の
民
政
移
管
後
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
保
健
医
療

分
野
の
予
算
を
増
や
し
て
お

り
、
関
係
業
界
が
熱
い
視
線
を

送
る
。狙

い
は
市
場
開
拓

市
場
開
放
で
活
気
づ
く
最
大

都
市
の
ヤ
ン
ゴ
ン。
首
都
は
閃

年
、
北
へ
約3
2
0

キ
ロ
の
ネ
ピ

ド

l

へ
移
っ
た
が
、
国
立
や
民

間
の
病
院
が
集
ま
っ
て
い
る
。

産
婦
人
制
を
中
心
と
す
る
国

立
ヤ
ン
ゴ
ン
中
央
婦
人
病
院
は

植
民
地
時
代
の1
8
9
7

年
、

英
国
に
よ
っ
て
設
立。
何
度
か

病
棟
を
増
や
し
、
「記
念
す
べ

き
建
物
だ
が
、
老
朽
化
が
心
配

だ
。

も
う
新
し
い
建
物
を
建
て

る
撞
附
が
な
い」
と
チ
ョ
l

・

日本の成長戦略⑧ 

シ
ュ
ウ
ェ
院
長(町
)
。

同
病
院
で
昨
年
四
月
、
日
本

の
経
済
産
業
省
の
補
助
に
よ
る

乳
が
ん
検
診
が
行
わ
れ
た
。

富

士
フ
ィ
ル
ム
(
東
京
都
港
区)

の
デ
ジ
タ
ル
X
線
画
像
診
断
シ

ス
テ
ム
を
使
い
、
受
診
し
た
ミ

ャ
ン
マ
ー
人
女
性2
0
3

人
の

う
ち
3

人
が
乳
が
ん
と
動
臨
さ

れ
た
。

実
施
し
た
の
は
、
聞
社

や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の

メ
デ
ィ
ヴ
ア
(世
田
谷
区
)
な

ど
で
構
成
す
る
事
業
体
。

検
診

の
仕
組
み
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

で
機
器
の
市
場
を
開
拓
す
る
な

ど
の
狙
い
が
あ
る。

調
査
で
は
、
停
電
が
頻
発
す

る
つ
え
、
温
度
・
湿
度
の
管
理

が
難
し
い
た
め
、
使
え
る
機
器

が
限
ら
れ
る
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の

課
題
が
浮
上。
し
か
し
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
保
健
省
か
ら
公
的
乳
が

ん
検
診
の
普
及
に
向
け
、
協
力

を
要
請
さ
れ
る
成
果
も
あ
っ

た
。

広
く
実
施
で
き
れ
ば
市
場

は
一
気
に
拡
大
す
る。
だ
が
、

「乳
が
ん
検
診
ま
で
お
金
が
落

ち
て
来
る
の
は
か
な
り
難
し

し
、
医
師
は
「払
え
る
患
者
は
払
う」
。
受
診

者
は
「出
産
す
る
た
め
に
寄
付
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
不
安
を
漏
ら
す。
詳
し
く
尋
ね

る
と
、
実
際
は
費
用
が
か
か
る
。

軍
事
政
権
下

で
財
源
不
足
か
ら
「コ
ス
ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ」

方
式
が
導
入
さ
れ
、
検
査
や
手
術
な
ど
の
コ
ス

ト
は
患
者
負
担。
薬
が
不
足
し
て
い
れ
ば
患
者

が
購
入
す
る
と
い
う。

医
療
費
は
コ
ス
ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

公
的
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
か
、
有
料
か

|
。

医
療
施
設
は
保
健
省
傘
下
の
公
的
病
院
が
主

体
で
、
農
村
部
で
は
農
村
保
健
セ
ン
タ
ー
や
末

端
の
サ
プ
セ
ン
タ
ー
に
助
産
師
ら
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。

英
国
の
国
営
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

を
く
み
、
「診
療
費
は
無
料」
が
原
則。
し
か

い
」
(
メ
デ
ィ
ヴ
ア
)
の
が
実

情
の
よ
う
だ。

「
全
国
民
に
医
療
」
目
標

公
的
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

は
軍
事
政
権
下
で
整
備
が
滞

り
、
施
設
や
機
器
の
老
朽
化
が

目
立
つ。
富
裕
層
は
タ
イ
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
医
療
を
受
げ
、

ヤ
ン
ゴ
ン
で
は
民
間
の
医
療
施

設
が
増
え
て
い
る。

主
に
中
産
階
級
の
患
者
が

「設
備
が
新
し
い」
な
ど
の
理

由
で
利
用
す
る
市
内
の
民
間
病

院
の
待
合
室。
主
婦
の
タ
ン
・

エ
イ
さ
ん(印
)は
「治
療
費
が

高
く
つ
く
の
で
困
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
以
上
、
娘
に
負
担
を

か
け
た
く
な
い
」
と
涙
ぐ
ん

だ
。

叩
年
来
の
足
の
腫
療
が
痛

み
出
し
、
病
瞳
紅
く
の
工
場
で

働
く
娘
の
勧
め
で
南
東
部
の
モ

ン
州
か
ら
出
て
き
た。

提
示
さ

れ
た
額
を
め
ぐ
り
、
病
院
側
と

交
渉
中
だ。

日
本
の
国
民
皆
保
険
の
よ
う

な
制
度
は
な
く
、
患
者
の
経
済

的
負
担
は
大
き
い。
民
間
の
医

療
費
は
医
療
施
設
や
医
師
ご
と

に
決
ま
り
、
保
健
省
傘
下
の
公

的
病
院
の
診
療
費
は
無
料
が
原

則
だ
が
検
査
や
手
術
な
ど
は
患

者
が
負
担
す
る。
貧
困
層
で
も

混
み
合
う
公
的
病
院
を
避
け
て

民
聞
を
受
診
す
る
人
が
少
な
く

な
い
。

医
療
従
事
者
も
不
足

し
、
農
村
部
で
は
助
産
師
が
公

衆
衛
生
を
担
っ
て
い
る。

皆
保
険
な
く
高
い
負
担
が
課
題

民
政
移
管
後
、
政
府
は
保
健

医
療
予
算
を
増
や
し
、
総
支
出

に
占
め
る
割
合
は2
0
1
1

年

以
前
の
l

w
m前
後
か
らU
年
に

は
3

・
5

w
mに
増
加。
軍
事
政

権
下
で
途
絶
え
て
い
た
海
外
か

ら
の
援
助
も
増
え
始
め
、
状
況

は
好
転
し
て
い
る。
政
府
は
今

年
4

月
、
全
て
の
人
々
が
基
礎

的
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ」
達
成

へ
方
策
を
発
表
し
た
。

財
源
の

確
保
に
日
本
の
よ
う
な
制
度
を

導
入
す
る
の
か
、
他
の
仕
組
み

か
、
世
界
が
注
目
し
て
い
る
。

(寺
田
理
恵
が
担
当
し
ま
し
た)

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
町
四
日
(
火
)
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像する オー

手
記
の
細
部
つ
な
ぎ

使
命
果
た
せ
な
い

軍
医
の
無
念
さ
見
た

戦
争
と
は
何
か
。
そ
の
本
質
を
、
長
く
平
和
の
時
代
を
生
き
て
き
た
私
た
ち
は

想
像
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
あ
の
戦
争
」
の
悲
惨
か
ら
学
ん
だ
教
訓
は
、

戦
争
体
験
者
と
と
も
に
消
え
ゆ
く
運
命
に
あ
る
の
か

。

戦
後
の
生
ま
れ
で
あ
り
な

が
ら
、
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
た
昭
和
の
戦
争
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
き
た
作
家

・

精

神
判
明
医
の
帯
木
蓬
生
さ
ん
に
、
戦
争
と
想
像
力
に
つ
い
て
尋
ね
た

。

ー
ー
ま
る
で
戦
地
を
見
て
き
た
か
の
よ

う
な
作
品
を
多
く
曹
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
よ
く
驚
か
れ
る
ん
で
す
。

え
っ
、
戦

争
を
知
品
低
い
世
代
で
す
か
つ
て

。

故
郷

福
岡
の
小
郡
は
戦
災
も
受
げ
ず
、
美
し
い

田
畑
が
広
が
る
田
舎
町
で
、
戦
争
に
ま
つ

わ
る
記
憶
と
い
え
ば
博
多
駅
前
で
傷
興
軍

人
を
見
か
け
た
ぐ
ら
い
で
し
た
」

「
実
は
艇
釦
が
香
港
で
憲
兵
だ
っ
た
ん

で
す。

日
本
が
戦
争
に
敗
れ
る
と
、
戦
犯

と
し
て
捕
ま
り
ま
し
た
。

た
だ
親
父
は
戦

後
一
切
、
当
時
の
話
を
し
な
か
っ
た
。

釈

放
後
は
久
留
米
で
保
険
会
社
に
勤
め
、
転

勤
拒
否
を
し
て
、
万
年
ヒ
ラ
の
会
社
員
の

ま
ま
臼
年
の
人
生
を
閉
じ
ま
し
た
」

「
そ
れ
か
ら
凶
年
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
で れ

た
A
級
で
は
死
刑
は7
人
だ
っ
た
の

に
、

個
々
の
行
為
の責
任
者
や
裏
付
者
が

裁
か
れ
たB
C

級
で
は1
平
人
近
く
も
死

刑
に
な
っ
て
い
た。

人
違
い
の
処
刑
も
あ

っ
た
よ
う
で
す。

日
本
が
侵
略
し
た
国々

の
怨
念
を
鎮
め
る
た
め
の
、
い
わ
ば
人
身

御
供
と
さ
れ
た
わ
け
で
す
」

「
九
州
か
ら
山
陰
、
関
東
へ
と
逃
げ
た

費
え
は
つ
い
に
茨
城
で
捕
ま
り
ま
し
た
。

身
柄
は
醤
視
庁
か
ら
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
に
送

ら
れ
、
香
港
の
法
廷
で
裁
き
を
受
け
る
た

め
現
地
に
移
送
さ
れ
る
手
は
ず
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
よ
い
よ
送
還
と
い
う
1
9

4
8

年
末
に
現
地
法
廷
が
閉
廷
と
な
っ
た

ん
で
す。
ひ
た
す
ら
逃
げ
て
逃
げ
て
、
時

聞
を
費
や
し
た
こ
と
で
命
を
拾
っ
た

。

す

「蛍の航跡」で

「水神J など。

47年生まれ。 r逃亡」で柴田鎖三郎賞、 「蝿の帝国」

12年の 日本医療小説大賞受賞。 ほかに「三たびの海峡」

作家・精神科医
ははきぎほうせい

帯木 蓬生 さん

新聞社以外の許絡も得た上で掲載しております.
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す
。

私
は
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い

ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
俺
は
親
父
の
こ
と

を
何
も
知
ら
ん
な
あ
、
と
気
付
い
た
ん
で

す
。

そ
こ
で
週
刊
誌
に
、
父
の
こ
と
を
知

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
と
尋
ね
人
を
出
し
ま

し
た
。

普
の
同
僚
が
遼
絡
を
く
だ
さ
り
、

そ
の
っ
て
で
更
に2
人
が
見
つ
か
っ
て
当

時
の
話
を
聞
い
た
。
こ
れ
は
書
い
て
お
か

ん
と
い
か
ん
、
と
思
い
ま
し
た
ね
」

|
|
何
を
書
き
た
い
と
?

「
親
父
が
感
じ
た
に
違
い
な
い
理
不
尽

さ
で
す
よ。

い
げ
い
け
ド
ン
ド
ン
の
国
の

命
令
で
香
港
に
送
り
込
ま
れ
、
戦
地
憲
兵

と
な
っ
た
。

軍
紀
を
守
る
の
が
主
な
仕
事

で
あ
る
内
地
憲
兵
と
違
っ
て
、
戦
地
態
兵

は
ス
パ
イ
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
ま
し
た

。

民
間
人
を
取
り
調
べ
、
対
象
に
は
英
国
人

も
含
ま
れ
た。

戦
争
で
す
か
ら
暴
力
も
あ

っ
た
で
し
ょ
う。
で
も
、
お
国
の
た
め
に

任
務
を
果
た
し
た
の
で
す
」

「
そ
の
行
為
が
、
戦
後
に
な
る
と
犯
罪

と
さ
れ
た。

逃
げ
出
し
た
親
父
は
敗
戦
翌

年
、
身
分
を
偽
装
し
て
何
と
か
日
本
に
帰

り
着
い
た
も
の
の
、
今
度
は
日
本
の
笹
察

か
ら
追
わ
れ
た
ん
で
す
。

英
国
か
ら
の
手

配
を
受
け
た
、B
C

級
戦
犯
と
し
て。
さ

ぞ
悔
し
か
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
よ
」

|
|
固
に
裏
切
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね

。

「
そ
う
で
す。

愚
か
者
の
指
導
者
が
始

め
た
戦
争
な
の
に
、
そ
の
尻
ぬ
ぐ
い
を
末

端
の
親
父
に
ま
で
さ
せ
よ
う
と
し
た

。

そ

れ
ま
で
は
私
も
、
『A
級
戦
犯
は
罪
が
重

く
、
B
C

級
は
軽
い』
ぐ
ら
い
に
し
か
考

え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
調
べ
て
驚

き
ま
し
た
。

政
府
や
軍
の
指
導
者
が
裁
か ぐ

に
釈
放
さ
れ
た
親
父
は
そ
の
足
で
憲
兵

隊
の
元
上
司
を
訪
ね
、
『
た
だ
い
ま
帰
っ

て
診
り
ま
し
た
』
と
敬
私
す
る
と
男
泣
き

に
泣
い
た
そ
う
で
す。

そ
ん
な
話
を
聞

き
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
の
が

『逃
亡
』
で
す
」• • 

|
|

戦
争
と
は
何
か
、
理
解
す
る
う
え

で
必
要
な
も
の
は
何
で
し
ょ
う
。

「
い
わ
ゆ
る
戦
記
も
の
に
、
私
は
不
満

を
抱
い
て
き
ま
し
た
。

象
の
細
い
尻
尾
を

な
で
て
、
こ
れ
が
戦
争
だ
と
い
う
人
も
い

れ
ば
、
長
い
鼻
が
戦
争
だ
と
い
う
人
も
い

る
。

戦
争
体
験
者
は
と
か
く
自
ら
の
狭
い

体
験
に
こ
だ
わ
り
が
ち
で
す
。

そ
れ
で
は

戦
争
の
全
容
は
見
え
て
こ
な
い
。

た
と
え

ば
研
黄
島
に
は
必
年
2

月
に
米
海
兵
隊6

万
人
以
上
が
上
陸
し
、
死
闘
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
近
く
の
父
島
は
米
軍
に

素
通
り
さ
れ
、
闘
っ
た
相
手
は
む
し
ろ
飢

え
と
病
魔
で
し
た。

わ
ず
か
な
違
い
で
月

と
す
っ
ぽ
ん
の
差
が
あ
る
の
で
す
」

「
戦
地
に
散
ら
ば
っ
た
大
勢
の
軍
人
の

自
に
何
が
映
っ
た
の
か
。

そ
の
集
積
を
通

じ
て
、
戦
争
と
は
何
か
が
描
げ
る
の
で
は

な
い
か。

そ
う
考
え
て
、
軍
医
た
ち
が
曾

き
残
し
た
膨
大
な
数
の
手
記
を
加
年
か
け

て
集
め
、
読
み
込
み
ま
し
た
。

細
部
に
こ

だ
わ
っ
て
読
ん
で
い
る
と
、

逆
に
全
体
が

見
え
て
き
た。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
る
別

々
の
細
部
を
つ
な
ぎ
、
理
解
を
ど
ん
ど
ん

広
げ
て
い
く
う
え
で
必
要
な
の
が
、
想
像

力
で
し
た
」

|
|
細
部
と
い
う
の
は
?

「
た
と
え
ば
、
兵
士
た
ち
が
下
痢
に
普

し
み
な
が
ら
退
却
す
る
光
景
で
す

。

戦
地

で
は
水
、
食
糾
も
体
力
も
尽
き
果
て
、
つ

い
道
端
の
濁
り
水
を
の
ん
で
は
腹
を
下
す

ん
で
す
。

そ
れ
で
も
逃
げ
続
け
る
と
き

に
、

ま
ず
は
衰
弱
し
た
兵
か
ら
先
に
出
発

さ
せ
た。
さ
す
が
に
置
き
去
り
に
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら。

で
も
軍
医
に
は
わ
か
る
わ

け
で
す。
彼
ら
の
体
力
が
も
た
ず
、
途
中

で
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
。

実
際
、
後
か

ら
進
ん
で
い
く
と
先
に
出
発
し
た
兵
が
右

に
も
左
に
も
倒
れ
て
息
絶
え
て
い
る

。

そ

ん
な
出
発
を
見
送
る
と
き
、
『
俺
は
い
ま

生
き
て
い
る
死
者
を
見
て
い
る
ん
だ
』
と

書
い
た
軍
医
が
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
想
像

で
は
曾
け
な
い
」

}

|
作
家
の
惣
像
力
を
駆
使
し
て
見
え

た
戦
争
と
は
何
で
す
か。

「
軍
医
の
場
合
は
手
術
道
具
も
な
い
、

薬
も
な
い
、
何
も
か
も
失
っ
た
戦
地
で
、

セラピー犬の心(しん) くん

はクリニ ッ クの人気者。「毎朝

一緒に、のどかな風原を歩く

のが日課ですJ 池田良撮影〔次ページにつづく〕

新聞社以外の許絡も得た上で掲践しております.29 



〔
前
ベl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

戦
死
者
の
名
前
だ
け
曾
き
取
っ
て
持
ち
帰

る
有
り
様
で
し
た
。

よ
う
や
く
治
癒
し
た

兵
士
に
対
し
て
も
、
日
本
の
故
郷
に
帰
れ

と
言
え
る
は
ず
も
な
く
、
再
び
戦
場
に
送

り
返
し
た。

ま
た
死
に
に
行
っ
て
こ
い
、

と
命
じ
る
よ
う
な
も
の
で
す

。

命
を
尊
ぶ

医
療
を
志
し
た
若
者
た
ち
が
、
正
反
対
の

行
為
を
強
い
ら
れ
た
わ
け
で
す
よ

。

無
念

で
た
ま
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

職
能
集

団
が
本
来
の
使
命
を
ず
た
ず
た
に
さ
れ
、

そ
の
機
能
を
果
た
せ
な
く
な
る
。

こ
れ
が

戦
争
の
本
質
だ
と
思
い
ま
す
」

「
記
者
だ
っ
て
、

戦
争
が
始
ま
れ
ば
自

由
に
モ
ノ
が曾
け
な
く
な
る
ん
で
す
よ。

兵
士
で
す
ら
、
敗
走
を
始
め
た
ら
鉄
砲
も

弾
薬
も
尽
き
て
戦
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
。

弁
護
士
だ
っ
て
学
者
だ
っ
て
同
じ
で

し
ょ
う
。

自
分
た
ち
の
職
能
集
団
と
し
て

の
繊
能
が
、
よ
り
発
僚
で
き
る
世
の
中
に

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

日
ご
ろ

か
ら
考
え
、
志
を
も
っ
て
行
動
す
る

。

そ

う
や
っ
て
い
る
限
り
は
、
こ
の
国
が
再
び

Klrinukl Sokuhou 
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い
ま
だ
か
ら
で
き
る

あ
の
時
代
の
傭
搬

た
わ
け
者
に
一
反
る
な

つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
」

• • 
|
|
精
神
秘
の
開
業
医
で
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す。
医
師
の
固
に、
い
ま
の
社
会

は
ど
う
映
っ
て
い
ま
す
か
。

「
精
神
税
医
に
な
っ
て
部
年

。

い
ま
は

福
岡
県
中
間
市
の
、
筑
豊
電
鉄
の
駅
前
に

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
辺

は
昔
は
炭
鉱
銀
座
と
し
て
栄
え
た
ん
で

す
。

た
ま
た
ま
今
日
診
察
し
た
母
子
家
庭

の
お
母
さ
ん
は
、
下
請
け
の
パ
ソ
コ
ン
入

力
の
会
社
で
m
年
働
い
て
も
時
給
が
7
3

0

円
の
ま
ま
上
が
ら
ず
、

雇
用
保
険
も
な

い
。

そ
ん
な
職
場
が
最
近
ご
ろ
ご
ろ
あ
り

ま
す。

世
の
中
全
体
が
過
酷
な
労
働
を
強

い
ら
れ、
思
い
や
り
ゃ
寛
容
さ
が
消
え
、

心
の
余
裕
を
奪
わ
れ
て
い
る
。

い
ま
自
分

が
生
き
て
い
る
の
は
ど
ん
な
時
代
か
、
考

え
る
カ
も
失
い
つ
つ
あ
る
。

社
会
の
底
に

大
き
な
ひ
び
が
入
っ
て
い
ま
す
」

「
そ
こ
に
今
度
は
カ
ジ
ノ
ま
で
つ
く
り

た
い
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
。

日
本
は
す
で

に
パ
チ
ン
コ
、
競
馬
、
競
輪
の
ギ
ャ
ン
ブ

ル
大
国
な
の
に。
ま
す
ま
す
殺
伐
と
し
た

社
会
に
な
る
の
は
固
に
見
え
て
い
る
」

|
|
安
倍
政
権
は
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
す
る
閣
議
決
定
を
し
ま
し
た

。

「
何
か
架
空
の
物
語
を
由
押
し
つ
け
ら
れ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

抑
止
力
と
か
言

っ
て
、
戦
争
は
ど
こ
か
遠
い
南
の
島
の
話

だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

で
も
戦

争
は
い
っ
た
ん
始
ま
っ
た
ら
制
御
で
き
な

い
ん
で
す。
真
っ
先
に
や
ら
れ
る
の
は
東

京
で
あ
り、
原
発
で
す
よ。
臼
本
の
破
局

に
つ
な
が
り
、
勝
ち
も
負
け
も
な
い

。

戦

争
が
始
ま
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
か

、

惣
像
す
る
力
が
い
ま
の
社
会
は
弱
ま
っ
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

ー
ー
あ
の
戦
争
で
学
ん
だ
教
訓
は
引
き

継
が
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
戦
争
に
負
け
た
こ
と
を
早
く
忘
れ
た

か
っ
た
の
か
、
軍
国
主
義
に
走
っ

た
過
去

を
消
し
去
り
た
い
人
が
多
か
っ
た
の
か。

き
ち
ん
と
現
代
史
に
向
き
合
わ
ず

、

必
要

な
教
育
も
し
て
こ
な
か
っ
た
つ
け
が
回
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

や
ら
れ
た
ら

や
り
返
す、
な
ん
で
い
う
言
葉
が
出
回
り

始
め
た
の
は
」

「
で
も
知
ら
な
い
こ
と
は
案
外

、

悪
い

こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

知
っ
た
と
き

の
驚
き
が
あ
り
、
怒
り
も
わ
い
て
き
ま
ず

か
ら
。

私
自
身
、
朝
鮮
人
が
戦
前・戦
中

に
日
本
に
連
れ
て
来
ら
れ
、
炭
鉱
で
働
か

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た

。

初

年
前
、
筑
豊
の
病
院
に
赴
任
し
て
初
め
て

知
っ
た
ん
で
す。

炭
鉱
で
亡
く
な
っ
た
朝

鮮
人
労
働
者
の
墓
の
写
真
を
見
て
衝
撃
を

受
け
ま
し
た。

ぼ
た
山
の
片
隅
に
石
こ
ろ

が
無
造
作
に
並
ん
で
い
た
。

ま
る
で
犬
猫

の
よ
う
に
埋
め
ら
れ
る
な
ん
て
、
あ
っ
て

は
な
ら
ん
と
思
っ
た。
よ
ー
し
、
こ
の
人

た
ち
の
無
念
を
普
い
て
や
ろ
う
、
と
徹
底

的
に
調
べ
始
め
ま
し
た
」

• 
圃

|
|
過
去
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
は

今
は
探
せ
ば
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

「
今
だ
か
ら
こ
そ
、

偏
見
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
由
な
目
で
、
あ
の
時
代
を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す

。

む

し
ろ
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
ほ
う
が

、

様
々
な
事
実
と
知
見
を
踏
ま
え
、
あ
の
時

代
を
備
隊
で
き
る
特
権
的
な
立
場
に
い

る
。

第
1

次
世
界
大
戦
だ
っ
て
、

1
0
0

年
た
っ

た
今
年
に
な
っ
て
新
し
い
資
料
や

論
考
が
次
々
に
出
ていま
す
」

「自
ら
の
歴
史
を、
ど
う
と
ら
え
直
す

か
。

そ
の
や
り
方
が、
日
本
の
将
来
を
決

め
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
ね
。

真
実
か
ら
自

吃
噌
げ
、
言
葉
を
も
て
あ
そ

び
、
失
敗
を

糊
塗
す
る
よ
う
で
は
、

た
わ
け
者
の
時
代

に
逆
戻
り
で
し
ょ
う
」

(聞
き
手・
萩
一
品
)

朝

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
6

日
(
水
)

新聞社以外の許籍も得た上で掲載してお り ます.
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イ
-フ

ク
迫
害

信
州
大
大
学
院
医
学
系
研
究
科

(
松
本
市
)
に
昨
年
3

月
ま
で
留
学

し
て
い
た
イ
ラ
ク
人
女
性
医
師
が
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
過
激
派
の
迫
害
が
選

れ
、
松
本
市
に
避
難
し
て
い
る
。
過

激
派
は
女
性
医
師
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒

を
狙
っ
て
お
り
、
認
定
N
P
O法
人

日
本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基
金

(
J
C
F・
松
杢
思
の
支
援
で
来

日
し
た
女
性
は
初
日
、
居
握
毎
日
新

聞
の
取
材
に
応
じ
、
迫
害
の
宰
愈
に

つ
い
て
「
家
も
お
金
も
国
も
失
っ
た
。

全
て
が
変
わ
っ
た
」
と
替
え
た
。

女
性
医
師
は
リ
カ
1

・
ァ
ル
カ

ザ
イ
ル
さ
ん
(
叫
)
。
迫
害
を
続
け

る
過
激
派
は
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ

派
の
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
で
、
6

月

⑥ イラン
バグダッド

イラク

200防l-

昨年まで信大留学キリスト教の女性医師 I

家
族
と
車
で
脱
出

「
家
も
国
も
失
っ
た
」

上
旬
、
リ
カ
ー
さ
ん
が
住
ん
で
い

た
イ
ラ
ク
北
部
モ
ス
ル
に
侵
攻
し

た
。
イ
ス
ラ
ム
国
は
キ
リ
ス
ト
教

徒
へ
の
迫
害
を
強
め
、
教
会
を
破

綴
し
、
抵
抗
す
る
教
徒
を
殺
害
。

教
徒
が
現
地
に
残
る
条
件
と
し
て

「
ス
ン
ニ
派
へ
の
改
宗
」
「
多
額

の
税
金
を
払
う
」
「
剣
で
殺
害
さ

れ
る
」
の
選
択
肢
を
声
明
で
示
し
、

す
ぐ
決
め
る
よ
う
迫
っ
た
。

リ
カ
ー
さ
ん
は
、
キ
リ
ス
ト
教

健
か
多
く
暮
ら
す
モ
ス
ル
近
郊
の

町
に
住
ん
で
い
た。同
月回
目
、

病
院
か
ら
宿
舎
に
戻
る
と
、
患
者

の
父
親
が
声
を
上
げ
た
。
「
危
険

だ
。
車
を
提
供
す
る
か
ら
逃
げ

て
」
。
既
に
準
備
し
て
い
た
家
族

と
と
も
に
車
に
乗
り
、
隣
接
す
る

ク
ル
ド
人
自
治
区
の
都
市
ア
ル
ピ

ル
を
目
指
し
た
。
逃
げ
る
車
で
渋

滞
し
、
「
必
分
で
行
け
る
距
離
が

6

時
間
か
か
っ
た
」
と
い
う
。

ア
ル
ピ
ル
で
はJC
F

も
参
加

す
る
「
日
本
イ
ラ
ク
医
塑
文
援
ネ

:
\
.
，

[
i

・
‘
;
i
b
-
-
-

霊
し
、
宗
派
対
立
が
激
化
し
て
い
る

宗
尿
対
立
原
理
主
義
も
台
頭
こ
と
が
雲
と
い
う

。

b
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メ
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，
，

;
-

i

'
-
l
i

-

J
-
i
-

-
J

i
-
i

・
イ
ス
ラ
ム

一
国
の
支
配
地
域
が
急
速
に

イ
ス
ラ
ム
教
に
は
ス
ン
ニ
派
と
シ

l

以
降
、
同
派
の
マ
リ
キ
政
権
の
灯
剖
を
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宮
田

ア
派
の
二
大
宗
派
が
あ
る
。
イ
ラ
ク
北
目
指
す
イ
ス
ラ
ム
国
が
首
都
パ
グ
ダ
ッ
理
事
長
は
、
マ
リ
キ
政
権
が
ス
ン
ニ
派

部
で
、
リ
カ
ー
さ
ん
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
ド
へ
の
侵
攻
を
始
め
て
情
勢
が
緊
迫
化
を
冷
遇
し
、
同
派
の
民
衆
の
不
満
が
高

に
対
す
る
迫
害
を
続
け
て
い
る
ス
ン
ニ
し
て
い
る
。
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
理
由
主
掃
。
「
イ

派
組
織
の
「
イ
ス
ラ
ム
里
は
、
ィ
ラ
現
代
イ
ス
ラ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
(
東
'
ス
ラ
ム
教
徒
は
従
来
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

ク
と
シ
リ
ア
の
園
に
ま
た
が
っ
て
イ
き
の
宮
尾
理
事
長
に
よ
る
と
、
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
信
仰
量
し
て
き

ス
ラ
ム
教
の
戒
律
を
厳
格
に
適
用
す
る
イ
ラ
ク
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
迫
憲
た
が
、
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
霊
で
、
ス

国
家
の
樹
立
和
白
尼
伊
レ
て
い
る
。
…
強
ま
っ
て
い
る
背
患
に
は
、
異
な
る
宗
ン
ニ
派
以
外
は
排
除
す
る
と
い
う
保
つ

イ
ラ
ク
で
は4
月
の
連
邦
議
会
事
一
教
・
宗
派
が
共
存
し
て
い
た
フ
セ
イ
ン
・
た
原
聖
轟
慧
台
頭
し
て
い
る
」
と
詣

で
シ
l
ア
派
の
政
党
連
合
が
勝
利
し
て
…
大
統
領
の
独
裁
政
権
が
イ
ラ
ク
戦
争
で
…
し
て
い
る
。

ッ
ト
ワ
l

ク
」
(J
I
M
I
N
E

T
)
の
事
護
所
な
ど
に
身
を
寄
せ

た
。
そ
の
後J
C
F

な
ど
の
支
援

で
ピ
ザ
を
取
る
な
ど
し
、
今
月
幻

自
に
母
親
と
一
緒
に
来
日
し
た
。

リ
カ
ー
さ
ん
が
避
難
直
前
ま
で

暮
ら
し
た
モ
ス
ル
近
郊
の
町
は
、

イ
ス
ラ
ム
園
と
対
立
す
る
シ
1

ア

派
の
マ
リ
キ
政
権
に
よ
っ
て
水
や

電
気
な
ど
が
止
め
ら
れ
、
銀
行
口

座
も
凍
替
口
れ
た
。
病
院
も
薬
剤

が
底
を
つ
い
た
状
態
と
い
う
。

小
児
白
血
病
の
治
療
技
術
を
学

ぶ
た
め
、
信
大
で
4

年
間
研
究
し

て
い
た
リ
カ
ー
さ
ん
は
「
支
援
し

て
く
れ
た
日
本
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
た
い
」
と
語
る
。
一
方
、
S
N

S
(
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
)
で
今

回
の
迫
害
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
同

じ
モ
ス
ル
出
身
の
医
師
が
「
イ
ラ

ク
に
戻
っ
た
ら
殺
す
」
と
の
脅
迫

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
き
た
と
い

い
「
イ
ス
ラ
ム
国
の
思
想
が
拡
大

し
て
い
て
怖
さ
を
感
じ
る
」
と
不

安
な
胸
の
内
を
明
か
し
た
。

J
C
F

事
務
局
長
の
神
谷
さ
だ

子
さ
ん
(
日
)
は
リ
カ
ー
さ
ん
を
気

遣
い
「
当
面
は
信
大
医
学
部
の
研

究
な
ど
の
仕
事
を
続
け
て
も
ら
え

る
と
い
い
」
と
話
し
て
い
る
。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
幻
自
(
木
)
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命
を
救
う
た
め
の
従
軍
だ
っ
た
。

だ

が
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
人
が
自
の
前
で

死
ん
で
い
っ
た。

1
9
4
5

年
8

月
9

日
未
明、
日
本
の

勢
力
下
に
あ
っ
従
満
州
国
(
現

・
中
国
東

北
部
)
東
部
の
佳
木
斯
市
に
爆
音
が
響
い

た
。

日
本
に
宣
戦
布
告
し
た
ソ
速
に
よ
る

空
爆
だ
っ
た。

市
郊
外
に
あ
っ
た
佳
木
斯
第
一
陸
軍
病

院
も
攻
撃
に
連
日
さ
ら
さ
れ
た
。

各
地
の

戦
線
で
負
梅
し
た
日
本
兵
の
手
当
て
が
で

き
な
く
な
り、

衛
生
兵
や
看
護
婦
は
満
州

の
内
陸
部
へ
逃
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

出
発
直
前
、
従
軍
看
護
婦
に
な
っ
て

2

年
目
の
井
上
と
も
ゑ
(
前
)
H堺
市
H

は
先

輩
の
看
護
婦
に
聞
い
た
。

「
あ
の
子
た
ち

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
」
。

重
い
結
桜
に

か
か
っ
た
数十
人
の
少
年
兵
の
こ
と
だ
っ

た
。

団
歳
だ
っ
た
弁
上
と
同
年
代
。
井
上

の
聞
い
に
、
先
輩
看
護
婦
は
注
射
穏
を
見

せ
な
が
ら
「
処
分
し
ま
す
」
と
答
え
た

。

安
楽
死
さ
せ
る
と
い
う
意
味
だ
っ
た

。

の目。

う

約
1
5
0

人
は
日
本
兵
ら
と
輸
送
船
に
乗

り
、

佳
木
斯
市
を
流
れ
る
船
郡
白
か
ら
南

を
め
ざ
し
た。

港
に
着
き
、
し
ば
ら
く
し

て
敗
戦
を
知
っ
た
。

「
日
本
が
負
け
た
ん

や
」
。

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

端
宏
受
け
る
く
ら
い
な
ら
を
な

返
る。井

上
と
湯
本
ら
は
船
に
乗
せ
ら
れ

、

ソ

連
領
内
のハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
連
れ
て
行
か

れ
た
。

さ
ら
に
井
上
は
翌
泊
四
年

5

月
、
西

に
5
0
0
J
離
れ
た
ザ
ビ
タ
ヤ
(
現
・
ザ

ピ
チ
ン
ス
ク
)
の
「
第20
1
7

病
院
」

へ。

抑
留
先
で
重
労
働
を
課
せ
ら
れ
た
末

に
病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
た
日
本

兵
の
世
話
を
命
じ
ら
れ
た
。

看
護
婦
と
し

て
利
用
し
た
か
っ
た
の
か
、
食
べ
物
は
与

え
ら
れ
た。

薬
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

弁
上
ら
却
人
ほ

ど
い
た
看
護
婦
の
主
な
仕
事
は
患
者
の
話

を
聞
く
こ
と
だ
っ
た。

「
お
母
ち
ゃ
ん
に

第 2次世界大戦末期の1945年 8月 8 日に日本に宣戦
布告したソ連は、満州国や俸太(現ロ シア ・サハ リン)

などにいた日本人を抑留して働かせた。 飢餓や酸寒の
中で重労働を課せられた人もおり、抑留された57万 5
千人のうち 5万 5 千人が死亡したとされる。 1946年12
月に引き湯げが始まったが、 帰国に11年かかった人も
いた。 極東や中央アジアといった地での仰留も含め、
一般に「シベリア抑留J と呼ばれている。
抑留された女性の中には従軍看護婦のほかに助産婦
や電話局職員らもいたとされるが、その数については
「偏見を恐れて積極的に体験を諮らなかったせいか、
今もはっきりしていないJ (シベリア抑留研究会代表
世話人の富田武・成媛大名誉教授) という。

て
帰
ろ
う」
と
声
を
か
け
る
こ
と
し
か
で

き
な
い
ま
ま
、

U
年
夏
の
帰
国
を
迎
え

た
。

病
院
や
抑
留
先
に
は
多
く
の
日
本
兵

が
残
っ
てい
た
。

自
分
だ
け
が
祖
国
に
戻

れ
る
こ
と
が
申
し
訳
な
く
、
つ
ら
か
っ
た

。

井
上
が
帰
国
で
き
た
の
は
、
抑
留
か
ら

2

年
8

カ
月
が
過
ぎ
た
泊
四
年
6

月
だ
っ

た
。

京
都
・

舞
鶴
港
を
引
き
揚
げ
船
か
ら

見
た
時
、
「
生
き
残
れ
た
」
と
の
気
持
ち

が
よ
う
や
く
わ
い
た。

一
方
で
故
郷
へ
帰

れ
ず
、

酷
寒
の
地
で
死
ん
で
い
っ
た
人
を

思
う
と
無
念
で
仕
方
が
な
か
っ
た

。

「
勝

て
る
見
込
み
も
武
鰭
も
な
い
。

そ
れ
な
の

に
日
本
は
戦
う
こ
と
を
や
め
ず
、
負
け
た 学

校
卒
業
後
の
姐
年
6

月
に
看
護
助
手
と

し
て
佳
木
斯
第
一
陸
軍
病
院
に
徴
用
さ
れ

た
。

病
院
か
ら
輸
送
船
で
脱
出
し
た
も
の

の
、
港
に
降
り
た
後
に
四
輪
駆
動
車
に
乗

っ
た
ソ
連
兵
に
位
致
さ
れ
た
。

日
制
年
が
た
つ
た
倒
年

1

月
。

終
戦
後
も

中
国
に
雪
援
し
て
行
事
捜
し
続
け

て
い
た
姉
の
淑
江
(
朗
)H
埼
玉
県
日
高
市

H

に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

満
州
で
上

国
家
と
親
交
が
あ
っ
た
元
情
報
機
関
員
の

男
性
だ
っ
た。
「
終
戦
直
後
、

同
僚
が
路
上

で
死
ん
で
い
る
房
江
さ
ん
を
見
て
い
ま
し

た
。

ひ
ど
い
姿
だ
っ
た
と
い
い
、
今
ま
で

話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」
。

妹
は
生
き
て
い

る
、

と
信
じ
て
い
た
淑
江
は
泣
き
崩
れ
た

。

夏
目
激
石
が
好
き
で
、

小
説
家
に
な
る

の
が
夢
だ
っ
た
妹
。

淑
江
は
靖
国
神
社
に

「妹
の
死
は
戦
死
」
と
申
し
入
れ

、

い
ま

は
中
国
で
戦
死
し
た
兄
と
と
も
に
針
和
さ

れ
て
い
る。

一
方
で
、
遺
骨
も
遺
品
も
な

い
死
を
心の
ど
こ
か
で
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い。

「つ
ら
い
け
ど、
生
き
て
い
る
か
ぎ
り

話
し
続
け
た
い
」。
そ
ば
に
座
る
め
い

(
関
)
に
目
線
を
向
け
、
淑
江
が
つ
ぶ
や
い

た
。

(
敬
称
略
)

回
年
前
の
終
戦
後
、
当
時
の
ソ

速
に
連
行・
抑
留
さ
れ
た
従
軍
看

護
婦。
多
く
の
命
と
向
き
合
い
、
救
え
な

か
っ
た
記
憶
を2
固
に
分
け
て
た
ど
る。

次
回
は
抑
留
の
地
を
飽
者
が
訪
ね
る
と
と

目



m
人
ほ
ど
の
別
の
日
本
兵
は
担
架
で
外
さ
い
」

。

港
近
く
の
日
本
人
開
拓
団
の
集

に
運
び
出
さ
れ、
地
面
に
掘
っ
た
深
さ3

落
跡
で
上
官
が
看
護
婦
ら
に
曾
っ
た
。

外

討
の
穴
に
入
れ
ら
れ
た
。

重
篤
な
容
体
で
に
は
多
数
の
ソ
連
兵
が
い
た

。

日
歳
で
宥

声
も
上
げ
な
い。

「
連
れ
て
行
け
な
い
か
護
婦
に
な
っ
た
ば
か
り
の
湯
本
照
子
(
但
)

ら
仕
方
が
な
い」
。
井
上
は
印
年
た
っ
た
H

兵
庫
県
加
古
川
市
H

は
上
官
か
ら
小
瓶

今
も
、
同
僚
の
無
念
そ
う
な
言
葉
が
忘
れ
を
受
げ
取
っ
た

。

青
酸
カ
リ
だ
っ
た。

ら
れ
な
い。

「
女
性
だ
と
分
か
ら
な
い
よ
う
、
互
い
の

井
上
ら
看
護
婦
と
電
話
交
換
手
ら
女
性
援
の
毛
そ
短
く
切
っ
た
」

。

湯
本
は
振
り

従
軍
看
護
婦
た
ち
が
多
く
の

死
と
向
き
合
っ
た
抑
留
の
地

。

今
月
初
め
、
日
本
か
ら
約
2

千

♂
離
れ
た
旧
ソ
速
の
ザ
ビ
タ
ヤ

(
現
ロ
シ
ア・
ア
ム
ー
ル
州
の

ザ
ピ
チ
ン
ス
ク
)
を
勧
れ
た
。

警守咽

閉
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会
い
た
い
」。
我
が
子
や
要
の
名
を
つ
ぶ

や
き
、
次
々
と
死
ん
で
い
っ
た
。

零
下
ω

度
に
な
る
冬
は
担
割
押
で
き
ず
、
屋
根
裏
は

死
体
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

湯
本
は
ザ
ビ
タ
ヤ
の
南ωJ
の
ラ
イ
チ
祖
国
に
戻
れ
な
か
っ
た
従
軍
看
護
婦
も

ハ
(
現・ラ
イ
チ
ヒ
ン
ス
ク
)
の
病
院
に
い
い
る
。

た
。

状
視
は
弁
上
の
と
こ
ろ
と
同
じ
。

6

当
時
げ
歳
だ
っ
た
上
田
房
江
は
満
州
国

人
が
死
ん
だ
夜
も
あ
っ
た
。

「
元
気
に
な
っ
政
府
の
写
真
技
術
者
の
家
に
生
ま
れ
、
女

広
が
る
草
地
か
ら
そ
の
痕
跡
を
か
け
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

見
つ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
函
「
帰
還
証
言
ラi
ゲ
リ
か

た
。

印
年
の
歳
月
は
、
あ
ま
り
ら
帰
っ
た
オ
ー
ル
ド
ボ

l

イ
た

に
多
く
の
「
無
念
の
死
」
を
の
ち
」
を
自
主
制
作
し
た

。

ラ
1

み
こ
ん
で
い
た。

ゲ
リ
と
は
ロ
シ
ア
語
で
収
容
所

郷
土
史
学
習
の
一
環
で
、
約
の
意
。
弁
上
や
湯
本
ら
と
と
も

3

年
前
か
ら
抑
留
に
つ
い
て
聞
に
佳
木
斯
第
一
陣
軍
病
院
を
逃

べ
始
め
た
ソ
ロ
ピ
ヨ
ワ
。

地
元
れ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
近
郊
の
収

の
高
齢
者
の
話
や
役
場
の
記
録
容
所
や
病
院
に
抑
留
さ
れ
た
女

を
ひ
も
と
く
と
、
ザ
ビ
チ
ン
ス
性
(
伺
)
日
広
島
市

H

の
証
言
映

ク
の
郊
外
に
日
本
兵
が
重
労
働
像
も
盛
り
込
ん
だ

。

を
諜
せ
ら
れ
た
収
容
所
と
ソ
速
い
し
と
び
は
「
抑
留
の
実
態

の
第2
0
1
7

病
院
が
あ
り
、
を
知
る
貴
重
な
記
録
。

さ
ま
ざ

従
軍
看
護
婦
も
い
た
こ
と
が
分
ま
な
視
点
で
戦
争
を
考
え
る
機

か
っ
た
。1
9
5
0

年
ご
ろ
ま
会
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

映
画

で
に
抑
留
者
は
い
な
く
な
り
、
は
お
日
に
京
都
市
の
ひ
と

・
ま

建
物
も
す
べ
て
媛
さ
れ
た
が
、
ち
交
流
盤
京
都
(
無
斜
)
、
加

死
者
は2
0
0

人
を
超
え
て
い
自
に
大
阪
市
の
シ
ア
タ
ー
セ
ブ

た
と
い
う。

ン

(
1平
円
)
で
、
い
ず
れ
も

ソ
ロ
ピ
ヨ
ワ
は
言
う
。

「
戦
午
後
2

時
か
ら
上
映
さ
れ
る
。

争
は
政
治
家
や
軍
部
の
上
層
部

が
始
め
る
。
で
も
、
苦
し
む
の

は
前
線
の
兵
士
や
市
民
だ
」

忘
れ
な
し

伺
年
前
、
精
州
咽
(
現

・
中
国

東
北
部
)
の
佳
木
斯
第
一
陸
軍

病
院
か
ら
逃
れ
た
井
上
と
も
ゑ

(
釘
)
と
湯
本
照
子
(
担
)
ら
が
最

初
に
抑
留
さ
れ
た
極
東
の
中
心

都
市
・

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
車

で
約8
時
間。
ザ
ビ
チ
ン
ス
ク

は
約1
万
1

平
人
が
住
む
シ
ベ

リ
ア
鉄
道
沿
線
の
街
だ
っ
た
。

郊
外
に
行
く
と、
雑
草
が
生

い
茂
っ
た
広
大
な
土
地
が
現
れ

た
。

「
こ
の
あ
た
り
に
従
軍
看

護
婦
が
い
た
『
第20
1
7

病

院
』
が
あ
り
ま
し
た
」
。

案
内

し
て
く
れ
た
地
元
の
教
師
、
オ

リ
ガ
・

ソ
ロ
ビ
ヨ
ワ
(
飢
)
が
言

っ
た。

真
夏
だ
が
、
気
温
は
お

度
ほ
ど。
冬
は
零
下ω
度
ま
で

下
が
る
と
い
う
。

「
極
寒
の
た
め
に
外
に
援
葬

で
き
ず
、
病
院
の
屋
根
裏
は
旧

日
本
兵
の
死
体
で
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
」。

井
上
の
言
葉
を
思
い

出
し
た。

一
方
で
、
自
の
前
に

、

証言記録

後
も
多
く
の
人
が
命
そ
落
と
し
た

。

戦
争

は
や
っ
ち
ゃ
だ
め
」
。

井
上
は
言
っ
た。

従
軍
看
護
婦
た
ち
の
歩
み
を

た
ど
り
、
共
有
し
よ
う
と
す
る

動
き
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

市
民
映
像
作
家・
い
し
と
び

た
ま
H

京
都
市H
は
約6
俸
を

も
に
、
彼
女
た
ち
の
歩
み
を
伝
え
よ
う
と

す
る
動
き
を
追
う
。

(こ
の
速
載
は
佐
藤
達
弥
が
担
当
し
ま
す

)

日
ロ
交
流
史
を
研
究
す
る
大

阪
大
名
沓
教
授
の
生
田
美
智
子

(
肝
)
は
昨
夏
以
降
、
井
上
や
湯

本
ら
か
ら
聞
き
取
り
を
始
め

た
。

従
軍
看
護
婦
の
ほ
か
に
、

中
国
人
を
銃
で
脅
し
て
土
地
を

奪
っ
た
開
拓
国
の
女
性
、
細
菌

戦
部
隊
「7
3
1

部
隊
」
の
女

朝

日

(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
旧
日
(
水
)

性
職
員
ら
も
調
査
。

m
人
以
上

の
口
述
記
録
を
ま
と
め
た
「
女

た
ち
の
満
州
」
を
年
内
に
も
出

版
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ア
ジ
ア
で
多
く
の
人
の
命
を

奪
い
、
3
1
0

万
人
と
い
わ
れ

る
日
本
人
の
死
を
招
い
た
戦
争

か
ら
伺
年。
現
政
権
は7
月
、

憲
法
9

条
の
解
釈
を
変
え
、
他

国
を
守
る
た
め
に
自
衛
隊
が
海

外
で
戦
え
る
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
は
認
め
ら
れ
る
と
閣
議
決

定
し
た。

戦
争
体
験
者
の
中
に

は
、
戦
争
を
放
棄
す
る
国
か
ら

「
戦
争
の
で
き
る
国
」
へ
向
か

う
日
本
の
現
状
を
憂
え
る
人
も

少
な
く
な
い。

「
戦
争
に
な
れ
ば
、
兵
士
だ

け
で
は
な
く
、
女
性
や
子
ど
も

も
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。

だ
れ

も
『傍
観
者
』
で
い
ら
れ
な
く

な
る
戦
争
の
本
質
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
」。

再
び
過
ち
が
繰

り
返
さ
れ
ぬ
よ
う
、
生
田
は
従

軍
看
護
婦
の
記
憶
を
た
ど
り
続

け
る
。

H

敬
称
略
(佐
藤
達
弥)

朝

日

(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月

M
臼
(
木
)
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九大米捕虜めぐるタブー破る l 

資料展示ヘ生体解制
九
州
大
学
医
学
部
は
、

福
岡
市
東
区
F
E

の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
来
年4月
開
設
す
釦
悶

る
資
料
館
「
医
学
歴
史
館
」
に

、

第
2

h
E

次
世
界
大
戦
末
期
に
前
身
の
九
州
帝
固
ま
巳

大
医
学
部
で
起
き
た
米
国
人
捕
虜
に
対
』
明

す
る
「
生
体
解
剖
事
件
」
に
つ
い
て
のnu
h

資
料
を
展
示
す
る
こ
と
を
決
め
た

。

大

品
魔

学
医
学
史
で
タ
ブ
1

視
さ
れ
て
き
た
事
監
町

件
だ
が
、
戦
後
叩
年
を
前
に
、
直
接
知日明

る
人
も
少
な
く
な
る
中
で
「
歴
史
的
教
諸
官

訓
と
し
て
語
り
継
ぐ
最
後
の
機
会
」
と
廿
R

判
断
し
た。

;
・

九州大学生体解剖事件 1945年5
........6 月、九州帝国大学医学部で、捕
虜となった米軍機B29の搭乗員8人
に、教授や助教授らが西部軍の立ち
会いの下で実験手術を施し、全員を
死亡させた。実験の目的は、片肺を切
除しても生きられるか、代用血液と
して海水は有効かーなどの確認だっ
たとされる。 執万した第一外科教授
は収監中に「一切ハ軍ノ命令、責任ハ
余ニアリ J との遺書を書き自殺。48年
の横浜軍事裁判では西部軍関係者9
人と九大関係者14人が絞首刑や終身
刑、重労働などの有罪判決を受けた。
50年の朝鮮戦争勃発を受付た恩赦で
減刑され、死刑になった者はいない。

「
負
の
歴
史
」教
訓
に

シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
旧
解
剖
学
講

堂
を
模
し
た。
1
9
0
3

年
に

京
都
帝
国
大
福
岡
医
科
大
と
し

て
開
学
し
て
か
ら
の
歩
み
や
明

治
時
代
の
カ
ル
テ
、
標
本
、
研

究
の
軌
跡
な
ど
の
資
料
を
展
示

医
学
歴
史
館
(
総
面
積
5
9

0

平
方
M
)
は
正
門
の
そ
ば
に

建
設
中
で
、
外
観
は
医
学
部
の

し
、
市
民
に
開
放
す
る
。

同
館
建
設
実
行
委
員
会
に
よ

る
と
、
そ
の
一
角
に
戦
争
犠
牲

者
を
慰
霊
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
。

生
体
解
剖
事
件
に
つ
い
て

も
そ
の
内
容
を
伝
え
、
犠
牲
者 の

写
真
な
ど
を
公
開
す
る
予

定
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
資
料

閲
覧
も
検
討
し
て
い
る

。

事
件
の
関
係
資
料
を
展
示
す

る
か
否
か
は、

歴
史
館
開
館
に

向
け
、
長
く
課
題
だ
っ
た
。

事

件
で
は
、
結
甲
山
を
知
る
教
授
が

連
合
国
軍
総
司
令
部(G
H
Q
)

の
逮
捕
直
後
に
自
殺
し
、
他
の

大
学
関
係
者H
人
が
戦
犯
と
し

て
裁
か
れ
る
な
ど
し
た
。

軍
事

裁
判
で
大
学
の
組
織
的
関
与
は

否
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
医
学
部

の
臨
時
教
授
会
は
必
年
9
月
に

「
事
件
は
本
学
部
と
し
て
は
直

接
関
係
が
な
い
」
と
総
括
。

同

大
は
そ
の
後
、
事
件
に
つ
い
て

公
の
場
で
語
る
こ
と
を
避
け
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

建
設
費
を
寄
付
す
る
医
学
部

同
窓
会
に
は
、
事
件
に
関
わ
っ

た
教
授
ら
に
師
事
し
た
人
も
お

り
、
「
負
の
歴
史
ま
で
紹
介
す

る
必
要
は
な
い
」
と
の
意
見
も あ

っ
た

。

た
だ
、
事
件
は
故
遠

藤
周
作
氏
の
小
説
「
海
と
毒
放
さ

の
モ
デ
ル
に
な
る
な
ど
、
知
る

人
は
少
な
く
な
い

。

事
件
に
全

く
触
れ
な
り
れ
ば
「
隠
し
て
い

る
」
と
受
け
止
め
ら
れ
る
恐
れ

も
あ
り
、
展
示
を
決
め
た

。

片
野
光
男
医
学
部
長
は
「
歴

史
館
で
あ
る
以
上
、
事
件
に
全

く
触
れ
な
い
と
い
う
選
択
は
す

べ
き
で
な
い。
人
命
救
助
を
使

命
と
す
る
医
師
が
な
ぜ
事
件
を

起
こ
し
た
の
か。

後
の
世
が
そ

こ
か
ら
学
ぶ
た
め
に
も
、
資
料

は
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」

と
話
し
て
い
る

。

(
下
崎
千
加
)

西
日
本
新

聞
・
朝
刊

2

0
1
4

年
8

月
げ
日

(
日
)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 



附 Sokuhou

と安全管理総集版 2014年 11 号

3h 

d思
L
f匂人き生

九大歴史館に生体解剖事件資料

東
野
医
師
展
示
強
く
主
張

九
州
大
学
医
学
部
がFA訳

す
る
医
学
歴
史
館
に
「
生
体

解
剖
事
件
」
に
つ
い
て
の
資

料
の
展
示
が
決
ま
っ
た
舞
台

裏
に
は
、
解
剖
現
場
に
立
ち

会
い
、
今
で
は
唯
一
の
生
き

証
人
と
な
っ
た
医
師
、
東
野

利
夫
さ
ん
(
∞
∞
)
H福
岡
市
川

の
存
在
が
あ
っ
た。

自
ら
の

罪
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
今

回
、
資
料
展
示
の
必
要
性
を

強
く
主
張
し
て
き
た
。

「
戦

争
は
メ
ス
を
も
狂
わ
せ
た。

医
者
を
育
て
る
医
学
部
が
そ

の
こ
と
に
向
き
合
い
、
伝
え

な
き
ゃ
い
か
ん
の
で
す
」

1
9
4
5
年
の
5
1
6

月
に

4
回
行
わ
れ
た
捕
虜
へ
の
実
験

手
術
と
解
剖
の'
2り
、
東
野
さ

ん
が
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
た

の
は
初
め
の2
回
だ
。

そ
の
年
に
医
学
専
門
部
に
入

学
し
た
ば
か
り
で
、
解
剖
学
教

室
の
教
授
の
補
助
員
を
し
て
い

た
東
野
さ
ん
は
、
解
剖
実
習
室

に
第
一
外
科
の
医
師
ら
が
手
術

器
具
を
運
び
込
ん
で
い
る
の
を

見
た。
続
い
て
西
部
軍
の
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
か
ら
目
時
し
さ
れ

た
2

人
の
白
人
が
降
り
、
入
っ

て
い
っ
た。

中
が
気
に
な
り
入

室
す
る
と
、
将
校
が
2

人
い
て
、

白
衣
を
着
た
叩
人
ほ
ど
が
実
習

台
を
取
り
囲
ん
で
い
た

。

麻
酔
で
眠
っ
た
台
上
の
白
人

を
前
に
、
将
校
は
「
こ
の
伊
虜

(
捕
虜
)
は
無
差
別
爆
撃
を
し

た
B
m
の
搭
乗
員
で
あ
る
」
と

説
明。

医
師
か
ら
声
が
掛
か
り
、 東

野
さ
ん
は
輸
液
瓶
を
持
つ
よ

う
指
示
さ
れ
た。
一
見
、
健
康

そ
う
な
体
か
ら
片
方
の
肺
が
取

り
出
さ
れ
、
や
が
て2
人
と
も

動
か
な
く
な
っ
た
と
い
う

。

2

回
目
は
、
偶
然
の
来
訪
だ

っ
た
解
剖
学
教
室
出
身
の
軍
医

を
、
実
習
室
に
案
内
し
た
時
だ

っ
た。

横
た
わ
る2
人
の
白
人

の
そ
ば
で
、
輸
液
瓶
を
持
つ
よ

う
言
わ
れ
た。
胃
や
肝
臓
の
切

除
手
術
な
ど
が
行
わ
れ
、
血
圧

が
急
激
に
下
が
り
、
動
か
な
く

な
っ
た。

「
捕
虜
は
初
め
か
ら
死
に
に

来
た
の
で
は
な
い
か
」
。

手
術

時
間
の
短
さ
や
周
囲
の
反
応
、

遺
体
が
何
日
も
実
習
室
に
放
置

さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
抱
い
た

疑
念
が
確
信
に
変
わ
る
の
は
、

必
年
に
第
一外
科
教
授
や
助
教

授
、
解
剖
学
教
授
ら
が
連
合
国

軍
総
司
令
部
(
G
H
Q
)に
逮

捕
さ
れ
、
自
身
に
も
出
頭
命
令

が
来
た
と
き
だ
っ
た
。

手
に
持
た
さ
れ
て
い
た
輸
液

瓶
の
中
身
は
、
海
水
を
水
で
薄

め
た
も
の
だ
っ
た
と
連
日
の
取

り
調
べ
で
知
っ
た
。

戦
時
中
は

輸
血
用
血
液
が
不
足
し
て
お

り
、
第

一外
科
教
授
は
海
水
で

の
代
用
を
研
究
し
て
い
た

。

東
野
さ
ん
は
寸
前
埠
こ
そ
免
れ

た
が
、
品
年
の
横
浜
軍
事
裁
判

に
証
人
と
し
て
出
廷
。

そ
の
後

も
罪
に
加
担
し
た
と
い
う
思
い

は
消
え
ず
、
福
岡
市
で
産
婦
人

科
医
院
を
開
業
し
て
か
ら
も
裁

判
資
料
を
読
ん
だ
り
、
捕
虜
た

ち
が
搭
乗
し
て
い
たB
m
の
墜

落
現
場
で
あ
る
熊
本
、
大
分
山

中
で
聞
き
取
り
を
し
た
り
し

た
。

唯
一
帰
国
で
き
た
機
長
を

米
国
に
訪
ね
、
謝
罪
も
し
た
。

捕
虜
の
実
験
手
術
を
初
め
に

持
ち
か
け
た
と
さ
れ
る
第
一
外 科

出
身
の
軍
医
は
、
必
年
6
月

の
福
岡
大
空
襲
に
よ
る
け
が
で

死
亡
、
メ
ス
を
握
っ
た
第
一
外

科
教
授
は
逮
捕
直
後
に
自
殺
し

て
お
り
、
核
心
部
分
は
閣
の
ま

ま
だ
。

当
時
の
九
大
総
長
は
元

海
軍
大
将。
学
内
に
は
高
射
砲

が
あ
り
、
教
員
や
学
生
は
戦
地

や
勤
労
奉
仕
へ

。

連
日
の
空
襲

で
米
国
へ
の
敵
対
心
も
増
し
て

い
た
。

「
も
し
私
が
教
授
で
も
、

あ
の
状
祝
で
断
れ
た
か
・
・
・
自
信

は
な
い
」。
東
野
さ
ん
は
今
も

途
巡
す
る

。

だ
か
ら
こ
そ
医
学
歴
史
館
に

期
待
し
て
い
る。
医
学
生
た
ち

に
こ
の
事
実
を
知
っ
て
も
ら

い
、
た
と
え
そ
う
し
た
時
代
が

来
た
と
し
て
も
、
道
を
外
さ
な

い
医
師
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

「
敵

で
も
味
方
で
も
、
自
の
前
に
い

る
人
の
命
を
全
力
で
助
け
る
。

医
者
は
そ
れ
だ
け
で
す
」

(
下
崎
千
加
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
仔
日
(
臼
)
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がん専門医よろず相談所担当の児玉医師インタビュー|病院開設

が
ん
治
療
に
詳
し
い
医
師
が
、
相
談
員
と
し
て
患
者
や
家
族
の
悩
み
に
無
料
で
応
え
る
「
が
ん
専
門
医
よ
ろ
ず
相
欝
附
」

。

県
立
広
島
病
院(広
島
市
南
区
)
が
目
白
か
ら
始
め
た
取
り
組
み
は
、
中
園
地
方
の
が
ん

勢損
連
携
拠
点
病
院
で
は
初
め
て

の
試
み
だ。

そ
の
狙
い
は
何
だ
ろ
う
。

担
当
す
る
皐
昔
郎
医
師(印
)
H広
島
市
中
区H
に
聞
い
た
。
(

標
葉
知
美)

「5
分
診
療
」

がん専門医よろず相敵所 毎週火曜日午後 1~

4時、県立広島病院中央棟 1 階のがん相談支援セ

ンター。児玉医師が 1 人30分~1 時間程度、がん

相談に応じる。要予約。同センタ一宮082(256) 35610 

の
隙
間
埋
め
た
い

「
患
者
さ
ん
が
納
得
し
て
治
療
に
取
り
組
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
」
と
話
す
児
玉
医
師

ー

「よ
ろ
ず
相談
所
」
の
名
前
に

込
め
た
思
い
は。

ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い
、
気
軽
に

相
談
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

患
者
か

ら
見
て
医
師
は
、
ま
だ
ま
だ
敷
居
の

高
い
存
奇
た
と
思
い
ま
ず
か
ら

。

例

-
へ
は
紋
切
り
型
の
治
療
方
針
に
疑
問

を
抱
い
て
も
、
主
治
医
に
遠
慮
し
て

質
問
で
き
な
い
患
者
は
多
い
で
し
ょ踏み込み対応

ー
」
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
待
機
す

る
の
は
主
に
看
護
師
や
医
療
ソ
1

シ
ヤ
ル
ワl
カ
l
。

治
療
に
踏
み
込

ん
だ
相
談
へ
の
対
応
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
に
医
師
が
し
っ
か
り

関
わ
っ
て
、
相談
窓
口
を
強
化
し
よ

う
と
い
う
の
が
こ
の
試
み
。

県
立
広

島
病
院
の
桑
原
正
雄
院
長
か
ら
構

想
を
持
ち
掛
け
ら
れ
、
グ
ッ
ド
ア
イ

こ
だ
ま
・
て
つ
ろ
う
羽
年
広
島…

市
中
区
生
ま
れ。
η
年
広
島
大
医
学…

部
卒。
呼
吸
器
内
科
医
で
専
門
は
肺

が
ん
。

国
守
一
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
(車
京
)
と
同
セ
ン
タ
ー
東

病
院
(千
葉
)
で
初
年
近
く
勤
務
。

閃
年
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
所

長
、
現
在
は
同
セ
ン
タ
ー
名
省
所
長
。

が
ん
研
究
振
興
財
団
理事。日
本
が

ん
治
療
認
定
医
機
構
暫
定
教
育
医

。

頼ニーズ実感
が
広
い。
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
が
、

し
た
く
な
い
と
い
う
人
。

薬
が
効
い

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
焦

り
、
副
作
用
へ
の
苦
し
み
、
再
発
や

転
移
へ
の
不
安
・
:

。

確
か
に
医
療
技

術
の
進
歩
に
伴
い
、
生
存
率
が
高
く

な
り
ま
し
た。
そ
れ
は
、
が
ん
と
長

く
付
き
合
う
人
が
増
え
た
と
い
う

こ
と
。

高
齢
の
患
者
も
多
く
な
り
ま が

あ
る
か
一
緒
に
考
え
る
こ
と
で

す
。

患
者
サ
イ
ド
に
立
っ
た
助
言
も

心
掛
け
た
い。
例
え
ば
、
主
治
医
へ

の
質
問
は1
回
1

聞
に
し
、
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
て
ー
と
い
う
ふ
う
に
ね

。

ー
開
設
か
ら1
週
間。
手
応
え
は

ど
う
で
す
か。

既
に
約
叩
件
の
相
談
依
頼
が
あ

り
、
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
「
5

分
診
埠巴
で
は
な
く
、

1

人
に
つ
き
却
、
日
分
時
聞
を
取
り

ま
す
か
ら
ね。
週
1

回
の
予
定
を
い

ま
は
臨
時
的
に
増
や
し
て
い
ま
す

。

そ
れ
で
も
叩
月
上
旬
ま
で
は
予
約
が

埋
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

ー

今
後
の
課
題
は

。

が
ん
相
童
文
援
セ
ン
タ
ー
を
も
っ

と
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。

せ
っ
か
く
、
が
ん診
療
連
携
拠

点
病
院
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

か
ら
。

相
談
者
の
中
に
は
、
自
分
が

通
院
す
る
病
院
に
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
い
ま
し
た
。

医
師
で
な
く
て
は
答
え
ら
れ
な
い
相

談
と
、
看
護
師
や
医
宙
開
ソ

l

シ
ャ
ル

ワ
1

カ
l

で
十
分
対
応
で
き
る
相
談

が
あ
り
ま
す。
患
者
自
身
が
上
手
に

相
談
相
手
を
使
い
分
け
て
負
担
事
}
軽

減
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
P
R
し

て
い
か
な
け
れ
ば。

昨
年
、
お
年
ぷ
り
に
広
島
に
戻
り

ま
し
た。
い
ま
、
よ
ろ
ず
相
談
所
で

患
者
と
向
き
合
い
な
が
ら
実
感
し
て

い
ま
す。

現
場
を
引
退
し
た
私
の
よ

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております.
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県立広島

ぅ
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
も

保
険
は
効
き
ま
せ
ん
か
ら
、
利
用
す

る
に
は
覚
悟
が
必
要
で
す
。

だ
か
ら
、
相
談
窓
口
に
医
師
が

赴
く
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
。
が
ん
診
療
連
議
拠
点
病
院

に
は
必
ず
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ治療面にも

デ
ア
だ
と
思
い
ま
し
た
。
患
者
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
私

も
白
衣
は
着
な
い
こ
と
に
し
ま
し

た
。ー

患
者
は
ど
ん
な
不
安
を
抱
え
て

い
る
の
で
す
か
。

治
療
に
関
す
る
悩
み
は
本
当
に
幅

闘病看病経験者聞き役に . 揚《

~ 
患
者

松山でピアサポー卜養成講座忽
参加者基礎知識問ぶ 32 

共
有

が
ん
の
闘
病
や
看
病
の
経
験

が
あ
る
人
が
、
同
じ
境
遇
の
伸

間
(
ピ
ア
)
に
寄
り
怒
っ
「ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
」
。

不
安
が
ぬ
ぐ

え
な
い
患
者
や
家
族
ら
を
支
え

る
た
め
に
普
及
が
期
待
さ
れ
て

N
P
O

法
人
主
催

い
る
。N
P
O

法
人
愛
媛
が
ん

サ
ポ
ー
ト
お
れ
ん
じ
の
会
が
こ

の
ほ
ど
、
松
山
市
三
番
町
6

丁

目
の
コ
ム
ズ
で
年1
回
の
養
成

講
座
(
県
委
託
事
業
)
を
実
施

し
た
。

ど
ん
な
方
法
の
サ
ポ
ー

ト
な
の
か。

2

日
間
の
講
座
内
容
は
、

が
ん
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
礎
知
識
、
支
援
の
実

務
な
ど
。
幅
広
い
年
齢
層
の

男
女
7

人
が
参
加
し
、
共
に

考
え
る
関
係
を
大
切
に
す
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方

ゃ
、
態
度
、
動
作
、
視
線
と
い

っ
た
非
一
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
学
ん
だ

。

悩
み
を
打
ち
明
け
、
受
け

止
め
、
観
察
す
る
、
3

役
で

の
ロ
1

ル
プ
レ
イ
(
蓄
)

は
、
心
理
的
な
距
離
が
よ
り

近
づ
く
叩
度
の
角
度
に
座
っ

て
ス
タ
ー
ト
。
練
習
と
は
い

え
、
臨
機
応
変
な
対
応
の
難

し
さ
に
直
面
す
る
。

「そ
う
で
す
ね」
「
分
か

り
ま
す
よ
」|。
聞
き
手
は

既に90件依
し
た
。
主
治
医
だ
け
で
は
多
様
な
悩

み
に
応
え
切
れ
な
い
の
が
現
状
で

す
。私

に
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず
患
者

の
気
持
ち
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
。

持
っ
て
来
ら
れ
た
診
断
結
果
報
告
書

な
ど
を
読
み
解
き
、
ど
ん
な
選
択
肢

相
づ
ち
を
打
ち
な
が
ら
、
声

の
トl
ン
や
姿
勢
も
意
識
。

た
だ
、
沈
黙
の
気
ま
ず
さ
に

耐
え
ら
れ
ず
語
り
手
に
転
じ

て
し
ま
っ
た
り
、
涙
を
浮
か

べ
て
言
葉
に
詰
ま
る
相
手
を

前
に
オ
ロ
オ
ロ
し
て
し
ま
っ

た
り。
6

分
間
の
害
蓄
に
は

予
期
せ
ぬ
展
開
企
の
り
、
終

了
合
図
で
「長
か
っ
た」
と

本
音
が
漏
れ
て
い
た
。

間
や
か
な
表
情
や
口
調
を

観
察
者
か
ら
安
め
ら
れ
た
人

は
ホ
ッ
と
し
た
様
子
。

一
方
、

役
に
立
ち
た
い
一
心
で
し
た

助
言
に
対
し
、
相
手
か
ら
「抑

し
付
け
が
ま
し
か
っ
た
」
と

打
ち
明
げ
ら
れ
、
双
方
の
捉

え
方
の
ず
れ
に
気
付
い
た
参

加
者
も
い
た
。

会
員
で
、
講
師
を
務
め
た

宮
内
美
奈
子
さ
ん
(
町
)
に
よ

る
と
、
相
談
者
を
前
に「悩

み
を
解
決
せ
ね
ば」
と
焦
る

人
は
多
い。
必
要
な
の
は
答

え
の
提
示
で
は
な
く
、
悩
み

を
共
有
で
占
さ
る
こ
と
だ
と
い

う
。
「
つ
ら
か
っ
た
の
で
す

ね
」
な
ど
と
相
手
の
思
い
を

く
み
取
っ
た
相
づ
ち
な
ど
、

感
情
を
受
け
止
め
る
こ
つ
を

伝
え
て
い
た

。

参
加
者
の1
人
、
松
山
市

の
公
務
員
宮
崎
良
樹
さ
ん

(
日
)
は
約
ロ
年
前
、
悪
性
リ

ン
パ
腫
を
患
っ
た。
「
が
ん

の
体
験
者
し
か
ピ
ア
に
な
れ

な
い。
聞
き
役
に
徹
す
る
の

は
難
し
い
と
分
か
っ
た
が
、

同
じ
志
の
伸
聞
と
訓
練
を
積

ん
で
活
動
し
た
い」と
意
気

込
み
は
揺
ら
ぎ
な
い
。

家
族
の
立
場
で3年
活
動

し
て
き
た
岡
市
、
高
橋
建
」

ん
(
臼
)
は
ピ
ア
の
役
割
に
つ

い
て
「同
じ
経
験
が
あ
る
人

に
だ
か
ら
こ
そ
打
ち
明
け
ら

れ
る
悩
み
が
あ
る」と
話
す。

う
な
医
師
に
で
き
る
こ
と
は
、
た
く

さ
ん
あ
る
な
あ
と
。
古
里
広
島
の
た

め
に
、
も
う
ひ
と
働
き
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
お
日
(
水
)

涙
が
あ
、
か
れ
ん
ば
か
り
の
人

が
、
帰
り
際
に
表
情
が
少
し

和
ら
ぐ
と
き
に
や
り
が
い
を

感
じ
る
と
い
う
。

同
会
が2
0
0
9

年
に
始

め
た
養
成
講
座
を
経
て
、
現

在
口
人
が
病
院
な
ど
の
サ
ロ

ン
に
出
向
き
活
動
し
て
い

る
。

松
本
陽
子
理
事
長
(
岨
)

は
「ピ
ア
サ
ポ1
タ
1

の
数

だ
け
柔
軟
な
対
応
が
で
き

る
」
と
し
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た7
人
に
期
待。

サ
ポ
ー
ト
の
質
を
高
め
る
た

め
の
定
期
研
修
も
続
け
て
い

く
。

(
豊
田
『
平
か
)

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
幻
自
(
月
)



Klrlnukl Sokuhou • 

医療と安全管理総集版 2014~

がん相談支援センター院に

病院で「がんかもしれなし、」と言われたとき、あるいは、が

んと診断されて治療や今後の生活に不安を感じたときに、主治

医のほかにも相談できる場所がある。「がん相談支援センター」。

全国に約400カ所ある国指定のがん診療連携拠点病院に設置さ

れ、そこの患者でなくても無料で相談できる。 比較的新しい制

度で認知度はいまひとつだが、関係者は「迷い、悩む時聞を少

しでも減らすため、積極的に活用してJ と勧めている。

東
京
・

築
地
の
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
中
央
病
時
全
国
の
患
者
が

集
ま
る
と
の
病
院
で
は
、
相
談
支
援

院の患者も利用無料
全国のがん相餓支援センターへの
1カ月当たり相鶴件散の鎗移

(万件)

が
ん
患
者
さ
ん
も
い
る
。
院
外
に
も

相
談
を
必
要
と
す
る
人
は
多
い
と
感

じ
ま
す
」
と
相
鮫
員
の
富
田
佳
代
子

さ
ん
。

国
指
定
の
拠
点
病
院
は
全
国
に
4

0
7

カ
所
。
指
定
に
は
、
患
者
が
多

い
肺
、
胃
、
肝
臓
、
大
腸
、
乳
房
の

5

種
類
の
が
ん
に
つ
い
て
手
術
、
放

射
線
、
化
学
療
法
を
組
み
合
わ
せ
た

治
療
法
と
、
苦
痛
を
和
ち
げ
る
緩
和

ケ
ア
が
提
供
で
き
る
な
ど
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
る
。
東
京
で
は
釘

病
院
が
指
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
宮
崎
、
沖
縄
は3
カ
所
に
と
ど

ま
る
な
ど
地
域
差
は
あ
る
。

拠
点
病
院
と
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
が
始
ま
っ
た
の
は
2
0

0
6

年
。
し
か
し
、
内
閣
府
のω
年

の
世
論
調
査
で
、
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
「
利
用
し
た
と
と
が
あ
る
」

「
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
が
よ
く
知

っ
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は
計
7

・

3

傷
。
厚
生
労
働
省
研
究
班
が
u
s

u
年
に
が
ん
専
門
病
院
の
患
者
に
間

楽園への報告データを基に作成

がけていますJ と話す。 r家族にも気持ち

を理解してもらえずつらかったが、ピアカ
ウンセラーと話し分かつてくれる人がいる
と思ったら、前向きに闘病できるようにな

ったJ (60代の乳がん患者)と好評だ。

また、ほとんどの拠点病院が患者や家族
が集まって体験や心の悩みを語り合う「が
ん患者サロンJ (名称は異なるところも)

を定期的に開催している。 患者会のように

会員制ではないので自由に出入りでき、勉

強会を催したり、医師や看護師、がん相談

支援センターの相談員が参加したりと形態
はさまざまだ。 がんの種類は関わないとこ

ろが多いが、一部は乳がんや血液がんなど

対象を絞っている。 商店街の一角や保健セ
ンターなど公的施設を利用して開催するサ

ロンも唱えている。

同じ経験をくぐり抜けてきたからこそ語

れるアドバイスを十分に活用して、不安を
一つ一つ解消していきたい。

体験者の助言、励みに
がん相談支鐙センターの墜備は、がん対

策の充実、地域格差の解消を渇げて2006年

に成立したがん対策基本法(07年 4月施行)

に基づいて進められている。 同法では「が
ん患者の療養生活の賓の維持向上J がうた
われているが、闘病中、励みになる人が多

いのががん体験者の言葉や助言だ。拠点病
院の相談支援センターの中には、所定の研

修を受けた「ピアカウンセラーJ rピアサ
ボーターJ と呼ばれるがん体験者が患者・

家族の相談に応じると乙ろもある。 ピアは
英語で「仲間j の意味だ。

千葉県がんセンター(千葉市)ではピア
カウンセラー 2人が交代で常駐する。 カウ

ンセラーの斎藤とし子さんは「患者同士が
悩みを分かち合うととは闘病の力になりま

す。 体験者として寄り添って話を聞きなが
ら、何に因っているのか引き出すように心

普
段
か
ら
知
っ
て
い
れ
ば
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
本
で
径
し
げ
な
情
報
を

見
て
迷
い
、
悩
む
時
聞
を
過
ご
さ
ず

に
済
む
」
と
話
す
。

よ
り
周
知
を
図
ろ
う
と
、
厚
労
省

が
今
年
改
定
し
た
拠
点
病
院
向
け
の

指
針
に
は
、
主
治
医
ち
が
患
者
に
相 フ

。
そ
の
中
で
、
相
談
員
の
質
の
確

保
も
重
要
な
課
題
だ
。

国
が
求
め
る
相
談
員
研
修
に
も
携

わ
る
高
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
例
え
ば

「
退
院
し
た
い
」
と
い
う
訴
え
の
背

景
に
は
、
治
療
費
の
負
担
や
仕
事
に

対
す
る
心
配
が
隠
れ
て
い
る
と
と
も
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全国400の病
セ
ン
タ
ー
に
も
全
国
か
ら
相
談
が
寄

せ
ら
れ
る
。
「
年
間
約1
万
件
。
半

分
程
度
が
病
院
外
か
ら
で
す
」
と
セ

ン
タ
ー
畏
の
加
藤
雅
志
医
師
(
精
神

腫
腐
科
)
は
話
す
。
相
麟
に
は
、
国

が
定
め
た
研
修
を
受
け
た
医
療
ソ

l

シ
ャ
ル
ワ
I

カ
ー
ら
が
当
た
る
。

「
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
が
別
の
医

師
の
意
見
も
聞
き
た
い
」
と
い
っ
た

個
別
の
医
療
相
談
の
場
合
に
は
、
ほ

か
の
病
院
の
医
師
に
「
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
」
を
求
め
る
よ
う
勧
め
る

が
、
標
準
的
な
治
療
法
の
説
明
な
ど

一
般
的
な
医
療
情
報
の
提
供
や
、
職

場
に
病
気
の
と
と
を
と
っ
話
す
か
、

医
療
費
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
は

ー
ー
と
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
は
、

無
料
で
助
言
を
し
て
い
る
。

「
拠
点
病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い

がんナビゲーター
育成へ

日
本
臨
治
療
雲
(西
山

正
彦
理
事
長)
は
釘
目
、
が

ん
関
連
情
報
を
提
供
し
た

り
、
患
者
や
家
族
の
相
談
に

応
じ
た
り
す
る
「
が
ん
医
療

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ナ
ビ
ゲl
タ

l

」
の
育
成
制
度
を
創
設
す

る
と
発
表
し
た。
2

万
人
の

認
定
を
目
指
し
、9
月
か
ら

群
馬
、
福
岡
、
熊
本
の3
県

他
い
た
調
査
で
も
、
セ
ン
タ
ー
を
知
ち

な
い
人
は
田
修
に
上
っ
た
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対

策
情
報
セ
ン
タ
ー
の
高
山
智
子
が
ん

情
報
提
供
研
究
部
長
は
「
残
念
な
が

ら
認
知
度
は
ま
だ
低
い。
信
頼
で
き

る
が
ん
情
報
は
と
と
で
得
ら
れ
る
と

回

融
支
援
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
ら
せ

る
と
と
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

全
国
の
セ
ン
タ
ー
が
扱
う
相
談
件

数
は
徐
々
に
伸
び
て
い
る
H

グ
ラ

主
治
医
以
外
に
頼
れ
る
場

国

迷
い
、
悩
む
時
間
減
ら
せ
る

g 

認
知
度
ア
ッ
プ
が
課
題

患
者
、
家
族
の
相
談
や
情
報
提
供

で
モ
デ
ル
事
業
に
着
手
す

る
。モ

デ
ル
事
業
で
は
、l
年

程
度
か
ん
の
基
本
的
な
知
識

を
学
ん
だ
後
、2
年
目
に
実

地
研
修
を
実
施。
3

年
目
に

医
療
・
福
祉
現
場
に
配
置
す

る
。

対
象
と
し
て
、
看
鐙
師

や
薬
剤
師
ら
の
医
療
関
係

者
、
介
護
職
、
患
者
会
に
か

が
ん
患
者
相
談
支
援

か
わ
る
人
を
想
定
し
て
い

る
。2

0
0
6

年
に
成
立
し
た

が
ん
対
策
基
本
法
に
基
づ
く

計
画
で
は
、
患
者
や
家
族
の

相
談
支
援
、
情
報
提
供
を
が

ん
対
策
の
柱
の一
つ
と
位
置

づ
け
、
全
国
の
拠
点
病
院
に

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
た。

治療学会が
3県でモデル事業

多
い
。
「
真
の
課
題
に
本
人
が
気
付

い
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
一

緒
に
見
つ
け
、
解
決
策
を
考
え
る
手

助
け
を
す
る
の
も
相
談
員
の
役
割
」

と
高
山
さ
ん
。

が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
が
運
営

す
る
「
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
(
町
立
。
ミ
民
間
己
o

y
o
」
U
)
に
全
国
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
電
話05
7
0

・
位
・3
4

1
0
(
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
)
に
か
け
れ

ば
、
居
住
地
に
近
い
相
験
支
援
セ
ン

タ
ー
を
教
え
て
く
れ
る
。
受
付
時
聞

は
平
日
午
前
叩
時
か
ら
午
後
3

時
ま

で
。

毎

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
8

月
お
日
(
火
)

し
か
し
、
周
知
不
足
も
あ

っ

て
、
患
者ら
の
要
望
に
十

分
応
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い

、つ
。

酋
山
理
事
長
は「モ
デ
ル

事
業
の
効
果
を
見
極
め
て
、

全
国
に
広
げ
た
い」と
話
す。

【
下
桐
実
雅
子
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
沼
田
(
木
)

39 
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が
ん
の
苦
し
み
聞
き
続
け
る

思いに耳を傾ける。 15年目を迎
え、相談は延べ2000件以上に。
がんの治療技術は進んだが、患
者の不安や心の痛みは変わって
いない。

がんを患う，人たちに、耳と声
で寄り添い続ける人たちがい
る。 名古屋市の電話相談ボラン
ティア「がん心のケアほっとラ
イン」 。 がん経験者らが匿名で

時間や回数の制限なく、患者の (山本真嗣)

|名古屋の電話ボランティア|

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
も
、
抗

が
ん
剤
の
副
作
用
で
味
が
分
か

ら
な
い
。

た
だ
、
家
族
に
は
心

な
苦
し
い
な
ら
、
生
ま
れ
て
こ

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」。

誰
に
も
言
え
ず
、
胸
の
奥
に

た
ま
っ
た
思
い
が
受
話
器
か
ら

あ
ふ
れ
る。
名
古
屋
市
内
の
古

い
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン。
六
畳
一

閣
の
一
室
で
受
話
器
を
握
る

「
が
ん
心
の
ケ
ア
の
会
」
代
表

の
毛
利
祐
子
さ
ん
(
七
巴
は
、

「
つ
ら
か
っ
た
の
で
す
ね
」
と

穏
や
か
に
語
り
か
け
る。

毎
週
木
、
金
曜
日
の
午
前
十

時
1

午
後
四
時
。
毛
利
さ
ん
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
二
人
が
一
人

ず
つ
、
当
番
目
に
対
応
す
る
。

そ
の
多
く
は
公
募
や
患
者
会
で

知
り
合
っ
た
が
ん
経
験
者
、
家

族
ら
。

臨
床
心
理
士
か
ら
患
者

の
心
理
状
織
や
話
の
聞
き
方
は

学
ん
で
い
る
が
、
皆
素
人
だ。

電
話
で
は
患
者
も
聞
き
手
も

名
乗
ら
な
い。
そ
れ
で
も
か
け

て
く
る
人
の
八
割
以
上
が
リ
ピ

ー
タ
1

で
、
五
年
以
上
続
い
て

い
る
人
も
い
る。
回
線
は
一
本

だ
け
。

何
時
間
も
話
す
人
も
い

る
が
、
妨
げ
な
い。

「
見
ず
知

ら
ず
の
人
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族

に
も
言
え
な
い
苦
し
み
を
話
せ

る
。

気
の
済
む
ま
で
話
し
、
分

ら
れ
た
の
は
、
四
十
七
歳
の
と

き
。

初
め
て
直
面
し
た
死
の
恐

怖
。

加
え
て
十
四
歳
の
長
男
の

反
抗
期
や
二
歳
の
次
男
の
育

児
、
夫
の
単
身
赴
任
、
母
の
介

護
が
重
な
り
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
に
。

心
配
性
の
母
に
は
本

当
の
病
名
は
言
わ
な
か
っ
た
。

手
術
で
左
乳
房
を
全
摘
し
た
後

も
再
発
に
お
び
え
る
日
々
。

自

分
が
死
ん
だ
ら
、
下
の
子
は
ど

う
な
る
の
か
・
。

寝
付
け
な
い

日
々
が
続
い
た。

同
じ
思
い
を
分
か
ち
合
お
う

と
患
者
会
に
も
入
会。
勇
気
を

も
ら
っ
た
が
、
人
間
関
係
が
で

き
る
と
、
話
せ
な
く
な
る
こ
と

も
。

他
の
会
員
と
自
分
の
体
調

を
比
較
し
、
健
康
そ
う
な
笑
顔

に
「
引
げ
目
」
を
感
じ
た
。

患
者
や
家
族
の
心
の
ケ
ア
と

い
う
概
念
が
希
薄
だ
っ
た
当

時
、
「
一
日
一
日
を
大
切
に
生
き

る
」
こ
と
を
説
い
た
米
国
立
が

ん
研
究
所
の
療
養
書
に
感
銘
。

も
と
も
と
英
語
が
泡
能
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
翻
訳
し

て
出
版
す
る
と
、
全
国
か
ら
思

い
を
つ
づ
っ
た
礼
状
が
届
い

た
。

そ
の
文
面
か
ら「誰
か
に
聞

こ
れ
ま
で
の
相
談
者
の
う
ち

九
割
が
女
性。
家
族
や
知
人
、

が
ん
以
外
の
難
病
患
者
か
ら
の

電
話
も。
そ
の
多
く
は
最
初
、

「
生
き
て
い
る
こ
と
が
つ
ら
い

。

死
に
た
い
」
な
ど
と
絶
望
感
か

ら
始
ま
る。
回
数
を
重
ね
る
う

ち
に
が
ん
の
自
分
を
認
め
、
今

後
の
生
き
方
を
語
る
よ
う
に
な

る
と
電
話
が
途
絶
え
る
。

医
師

か
ら
治
療
法
の
選
択
を
迫
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
う
ち
、
考

え
を
整
理
す
る
患
者
も
い
る
。

今
は
病
院
の
相
談
や
臨
床
心

理
士
ら
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
も
充
実。
そ
れ
で
も
電
話
相

談
の
必
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。

「匿名だから話せる J

聞
き
手
の
養
成
に
協
力
し
て
い

る
愛
知
淑
徳
大
名
嘗
教
授
で
、

臨
床
心
理
士
の
富
安
玲
子
さ
ん

(
七
ち
は
「
対
面
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
だ
と
、
人
は
評
価
を
気
に

し
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
出
せ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
顔
を
見
せ
な

い
で
話
せ
る
電
話
相
談
の
存
在

は
大
き
い
」
と
話
す。

五
年
前
か
ら
聞
き
手
と
し
て

活
動
す
る
愛
知
県
の
六
十
代
の

女
性
は
、
電
話
越
し
の
声
を
聞

く
た
び
、
二
十
年
前
に
乳
が
ん

を
患
っ
た
自
ら
の
思
い
を
重
ね

合
わ
せ
る。

「
素
人
で
も
つ
ら

い
気
持
ち
を
分
か
る
こ
と
だ
け

は
で
き
る。
い
ざ
と
い
う
と
き

は
、
こ
こ
に
駆
け
込
め
ば
い
い

と
い
う
心
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
よ

う
な
存
在
で
い
た
い
」

が
ん
心
の
ケ
ア
ほ
っ
と
ラ
イ

ン
H

電
0
5
2
(
8
3
6
)
7

5
6
5
 

と
、
昨
年
度
は
九
千
六
百
九
十

九
件
の
相
談
が
あ
り
、
内
容
は

治
療
(
お
・
6

%
)
、
症
状・

副
作
用
・

後
遺
症
(
加%
)
、

不
安
・

心
の
問
題
(
児
・
6

%
)
と
続
い
た
。

た
だ
、
い
ず
れ
の
電
話
相
談

も
、
が
ん
の
初
歩
的
な
こ
と
を

教
え
る
情
報
提
供
や
、
必
要
な

専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
こ
と
を
中

心
と
し
て
い
る。

全
国
拠
点
病
院
も
対
応

初
歩
的
な
情
報
提
供
が
中
心

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
が

ん
の
電
話
相
談
は
全
国
の
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
(
=
盲
九

十
七
カ
所
)
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
対
応。
国
立
が
ん
研

索
)
に
掲
載
し
て
い
る。

日
本
対
が
ん
協
会
(
車
京
)

も
祝
日
を
除
く
毎
日
、
「
が
ん

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」H
電
ω

(
3
5
6
2
)
7
8
3
0
Hを
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配
さ
せ
ま
い
と
、
笑
顔
で
「
お

い
し
い
」
と
い
う。

が
ん
の
痛

み
や
つ
ら
い
治
療
に
、
「
こ
ん

か
ち
合
う
こ
と
で
困
難
に
立
ち

向
か
え
る
」

毛
利
さ
ん
が
引
か
ん
を
告
げ

い
て
ほ
し
い
」
と
の
叫
び
を
感

じ
、
二
O
O
O
年
五
月
か
ら
手

弁
当
で
電
話
相
談
を
始
め
た
。

究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ

ン
タ
ー

の
ホ
l

ム
ぺ
l

ジ
(
「
が

ん
担
談
支
援
セ
ン
タ
ー」
で
検

が
ん
治
療
中
の
患
者
の
就
労

…
問
題
の
悩
み
や
不
安
を
患
者
問

問
土
が
共
有
し
あ
う
揚
と
な
る
こ

仰と
を
願
っ
て
、N
P
O

法
人

川
「
市
毘
と
共
に
創
る
ホ
ス
ピ
ス

…
ケ
ア
の
会
」
が
夜
の
が
ん
患
者

…サ
ロ
ン
「
ひ
ま
わ
り
ナ
イ
ト
サ

…
ロ
ン
」
を
5

月
か
ら
始
め
た。

…働
く
人
向
げ
に
夜
に
開
か
れ
る

υ

患
者
サ
ロ
ン
は
道
内
で
は
珍
し

、

い
取
り
組
み
と
い
う

。

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
の
5

m

年
後
の
生
存
率
が
約6
割
と
な

る
な
か
で
、
こ
こ
数
年
は
「
治
療

〉
と
仕
事
の
両
立
」
が
大
き
な
テ

一
l

マ
だ。

し
か
し
一
般
的
な
が

N
ん
患
者
サ
ロ
ン
は
、

平
臼
の
昼

…聞
に
病
院
の
一
室
な
ど
で
行
わ

一
れ
る
こ
と
が
多
く
、

仕
事
が
あ

…る
人
は
参
加
が
難
し
か
っ
た

。

「
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
会
」
は
、

札
幌
医
大
病
院
近
く
の
事
務
所

で
毎
月2
回
、
原
則
火
曜
の
午

後
に
患
者
の
諮
り
揚
を
設
け
て

い
る
。

夜
の
サ
ロ
ン
は
、
道
内

札幌で月 1 園 、悩みや不安を分かち合い

の
病
院
で
が
ん
患
者
の
就
労
相

識
を
す
る
社
会
保
険
労
務
土
の

協
力
を
得
る
形
で
毎
月
開
催
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た。
ス
タ
ッ

フ
の
山
田
富
美
子
さ
ん
は
『
同

じ
体
験
を
し
た
伸
間
と
思
い
や

情
報
を
分
か
ち
合
い
、
解
決
の

ヒ
ン
ト
や
働
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

得
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
す
。

ナ
イ
ト
サ
ロ
ン
は
原
則
と
し

て
毎
月
第
3

金
曜
日
の
夕
方

で
、
8

月
は
日
日
午
後6
S
8

時
、
札
幌
市
中
央
区
南
1

西
国

レ
l

ベ
ン
ピ
ル3
階
の
同
会
事

務
司
事
前
申
し
込
み
不
要
、
無

現
問
い
合
わ
せ
は
同
会
(
o
l

-
-
6
1
5

・

6
0
6
0
)ヘ。

朝

日

(
札
幌
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
沼
田
(
水)

が
ん

設
置
。

一
定
の
臨
床
経
験
の
あ

る
看
護
師
や
精
神
保
健
福
祉
士

ら
が
対
応
す
る。
協
会
に
よ
る

集
い
一
諮
る

圏
内
の
が
ん
患
者
や
医
療
関

係
者
が
、
患
者
ち
が
気
軽
に
集

う
場
所
を
、
英
国
の
取
り
組
み

を
手
本
に
東
京
都
内
で
建
設
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
乗
り
出
し

た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
代
表

で
、
乳
が
ん
を
経
験
し
た
鈴
木

美
穂
さ
ん
(
叩
)
は
「
が
ん
に
な

っ
て
も
誇
り
を
持
て
る
拠
点
に

し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

来
夏

の
開
般
を
目
指
す
。

鈴
木
さ
ん
は
担
歳
の
と
き
が

ん
が
見
つ
か
り
、
会
社
を
8

カ

月
間
休
ん
だ。
病
と
向
き
合
う

孤
独
に
苦
し
ん
だ
経
験
か
ら
、

若
い
が
ん
患
者
が
集
ま
る
団
体

を
設
立。
今
年3
月
に
ウ
ィ
ー

ン
で
聞
か
れ
た
患
者
団
体
の
国

際
会
議
に
出
席
し
、
英
国
の
が

ん
患
者
支
援
施
設
「
マ
ギ
l

ズ

.

キ
ャ
ン
サl
・

ケ
ア
リ
ン
グ

「英国流」の相談施設作り患者ら

-
セ
ン
タ
ー
(
マ
ギ
l

ズ
セ
ン

タ
ー
)
」
を
知っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
英
国
や
香
港

に
計m
mカ
所
あ
り
、
年
間
凶
万

人
以
上
が
利
用
す
る
。

建
物
は

病
院
と
別
に
設
げ
ら
れ
、
大
き

な
窓
の
あ
る
リ
ラッ
ク
ス
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
、
オ
ー
プ
ン
キツ

中
日
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
ゆ
日
(
火
)

ず
、
い
つ
で
も
集
ま
る
ご
と
の

で
き
る
空
聞
が
日
本
に
も
必

要
」
と
考
え
た。
そ
ご
で
、
同

セ
ン
タ
ー
の
日
本
招
致
を
呼
び

か
げ
て
い
た
、
東
京
都
新
宿
区

で
訪
問
看
鑓
ス
テ
ーショ
ン
を

運
営
す
る
秋
山
正
予
さ
ん

(倒
)
と
と
も
に
今
年
5

月
、
「
マ

ギ
l

ズ
東
京
プ
ロジ
ェ
ク
ト
」

を
絞
立
し
た。医
師
、
看
護
師
、

建
築
家
、
患
者
ち
も
協
力
す

る
。

医
師
も
協
力

「
悩
み
の
受
け
皿
に
」

チ
ン
な
ど
を
備
え
る
。

が
ん
患

者
は
職
員
ら
と
語
り
合
い
、
心

の
つ
ら
さ
を
取
り
払
う
。

世
界

中
か
ら
見
学
が
絶
え
な
い
。

圏
内
で
は
、
が
ん
診
断
直
後

の
人
が
自
殺
す
る
危
険
性
が
高

い
と
の
調
査
も
あ
り
、
が
ん
患

者
の
悩
み
の
受
ザ
皿
作
り
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

鈴
木
さ
ん
は
「
が
ん
を
隠
さ

セ
ン
タ
ー
の
建
設・運
営
に

当
面
約3
5
0
0

万
円
が
必
要

で
、
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。

詳

細
は
ホ
1

ム
ペ
ー

ジ
(
町
け
片U

ミ
B
m

民
間
H
O
E
o
wて
0

・O
「

閃
)
0

【永
山
悦
子】

毎

日

(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
4

年
8

月
世
間
日
(
土
)
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気
管
を
切
開
し
て
人
工
呼
吸

器
を
つ
け
る。
興
か
ら
胃
腸
に

入
れ
た
チ
ュ
ー
ブ
で
食
事
代
わ

り
の
栄
養
剤
を
補
給
す
る
。

そ

う
し
た
病
院
並
み
の
医
療
的
ケ

ア
を
受
け
な
が
ら
家
で
過
ご
す

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。

医
療

技
術
が
進
歩
し
、
か
つ
て
は
助

か
ら
な
か
っ
た
重
い
病
や
小
さ

く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
命
も

救
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

l増える在宅謹11
背
景
に
あ
る。

誕
生
し
た
わ
が
子
が
退
院
し

て
家
に
帰
る
こ
と
は
多
く
の

親
に
と
っ
て
願
い
の
は
ず
だ
。

だ
が
、
訪
問
看
護
や
へ
ル
パ

ー
な
ど
の
体
制
が
整
っ
て
き

た
高
齢
者
に
比
べ
る
と
、
重

症
児
の
在
宅
医
療
へ
の
支
援

は
ま
だ
乏
し
い
。

介
護
す
る

家
族
の
負
担
は
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
震
い。

そ
の
不

安
か
ら
退
院
を
た
め
ら
う
親

も
い
る
と
い
う
。

国
も
よ
う
や
く
対
策
に
乗
り

出
し
た
。

昨
年
度
、
小
児
在
宅

医
療
の
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
、

初
年
度
は
岡
山
な
ど8
都
県
が

地
域
の
医
療
・
福
祉
資
源
の
把

握
な
ど
に
取
り
組
ん
だ。

せ
っ
か
く
助
か
っ
た
命
を
安

心
し
て
育
む
に
は
何
が
必
要
か

。

岡
山
県
内
の
患
者
家
族
や
医
師

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
3

日
(
日
)

を
取
材
し
た。

「病院では看護師がしてくれた人工呼吸器の
世話もたんの吸引も家だと家族がしなければな

らない。 まして重症児は体調を崩しやすく、不

安は大き ~'J 。 県重症心身障害児 (者) を守る
会長の佐藤恵美子さん (74) =岡山市中区祇園=

は在宅へ移行する親からよく相談を受けるとい

っ。

真奈実さんは自宅に帰った後も入退院を繰り

返した。 特に 1歳4カ月の時には重い脳炎を患

い、人工呼吸器をつけた。

栄養剤の注入は急だと体が受け付けないため

1 日 5 回に分け、 1 回に 1 時間半もかける。 体

調が悪いと、たんの吸引が頻繁に必要で、介護

する側は夜寝る聞もない。 さらに、多くの医療

機器をつけ週1 回は通院する。 その大半を亜由

美さんカ匂宣う。 会社員の夫 (53) も手伝うが、安

心して目を離せるのは訪問看護師が来る週3

目、 1 時間半ずつだけ。 その聞に急いで買い物

や用事を済ませる。• • • 「安心して預けられる所が少な~'J のが亜由
美さんの悩み。 重症児の短期入所施設は倉敷市

内で倉敷中央病院の 1床しかなく、利用できた

のは7年余で1 回。 日中預かりなどの障害者福

祉サービスも人工呼吸器をつけていると 「何か

あったら困る」 と利用を断られることが多い。

昨年春亡くなった亜由美さんの母の通夜には家

族で駆け付けたが、翌日の葬儀は真奈実さんの

体調を考え参列を諦めた。
介護負担は重い。 その分教わったことも多い

とE由美さんは感じている。
「障害のある子を授かり、最初はショックだ

った。 でも、今はいろんな子がいて当たり前だ

と思える。 できるだり長く一緒に暮らしたい。

だから、助けがほしいんです」

(
中
浜
隆
宏
)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
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〔
前
ベl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

子
ど
も
が
家
で
医
療
的
ケ
ア
を
受
け

る
家
族
に
と
っ
て
大
き
な
不
安
は
体
調

が
急
変
し
た
と
き
。
病
院
に
行
く
べ
き

か
ど
う
か
迷
う
。
医
療
機
器
を
つ
け
て

い
る
と
日
ご
ろ
の
通
院
も
大
変
だ
。
そ

の
不
安
や
負
担
を
軽
く
す
る
の
が
医
師

の
訪
問
診
療。
倉
敷
市
大
島
、
つ
ば
さ

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
川
ふ
み
医
師
(
部
)
は

全
国
で
も
数
少
な
い
と
い
う
訪
問
専

門
の
小
児
制
医
と
し
て
在
宅
療
養
を

支
え
て
い
る。

も
と
も
と
は
鳥
取
大
病
院
の
N
I
C

U
の
医
師
で
、
子
ど
も
の
体
調
が
安
定

し
て
も
退
院
で
き
な
い
ケ
ー

ス
を
何
度

も
見
て
き
た。
転
機
は
倉
敷
中
央
病
院

へ
移
っ
た2
0
1
2

年
。
大
学
の
同
級

生
で
内
制
医
の
中
村
幸
伸
院
長
(
訂
)
が

訪
問
に
特
化
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

「訪
問
診
療
が
あ
れ
ばNI
C
U

の

子
ど
も
も
家
に
帰
り
や
す
い」。
昨
年

か
ら
非
常
勤
医
に
な
り
週
2

日
診
療。

今
年4
月
に
は
常
勤
に
転
じ
た
。
今
月

開
院
し
た
つ
ば
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
岡
山

(
岡
山
市
北
区
奉
還
町
)
の
院
長
も
務

め
て
い
る。

現
在
の
小
児
制
の
担
当
患
者
は
ロ

人
。
月2
回
程
度
、
定
期
的
に
訪
問
す

訪問特化の小児科医倉敷体調急変の不安軽減
る
ほ
か
、
同
僚
医
師
と
協
力
し
M
時
間

体
制
で
電
話
相
談
や
往
診
に
応
じ
る

。

つ
ば
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
「
家
で
最
期
を
」

と
家
族
が
望
む
入
院
患
者
も
退
院
か
ら

支
援
し
、
こ
れ
ま
で
に5人
の
子
ど
も

を
家
で
み
と
っ
た。

担
当
患
者
の
松
村
優
花
さ
ん(M
)
H

倉
敷
市
西
坂H
は
5

歳
の
時
麻
疹
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
難
病
の
亜
急
性
硬
佑
性

会
脳
炎
に
感
染
し
て
寝
た
き
り
に

。

3

年
半
の
入
院
後
、
家
に
帰
っ
た
。

入
院

中
も
付
き
添
っ
た
母
親
の
真
由
美
さ
ん

(
川
崎
)
は
「
家
に
い
る
妹
の
こ
と
も
考
え

退
院
し
た
が
、
体
調
が
い
つ
急
変
す
る

か
分
か
ら
ず
不
安
だ
っ
た
。

今
は
い
つ

で
も
相
談
で
き
、
日
々
の
暮
ら
し
ま
で

余
裕
が
で
き
た」
と
害
ぷ。

中
川
医
師
は
「子
ど
も
に
と
っ
て
家

で
過
ご
す
意
韓
は
大
人
以
上
に
大
き

い
。

病
院
だ
と
厳
し
い
顔
を
し
て
い
た

の
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
表
情
豊
か
に

な
る
。

穏
や
か
に
暮
ら
す
助
け
に
な
り

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

多様な選択を支えよう
マ
:
真
奈
実
さ
ん
が
診
断
さ
れ
た
国
ト

リ
ソ
ミ
l

は
、
わ
が
国
で
も
昨
年4月
に

始
ま
っ
た
新
出
生
前
診
断
で
分
か
る
よ
う

に
な
っ
た
染
色
体
異
常
の
一
つ
。

こ
の
ほ

か
、
ダ
ウ
ン
症
と
日
ト
リ
ソ
ミ
ー
が
胎
児

に
あ
る
か
ど
う
か
を
妊
婦
の
血
液
で
調
べ

る
検
査
に
つ
い
て
は
、
圏
内
の
医
療
機
関

で
1

年
間
に
異
常
が
確
定
し
た
妊
婦
の
町

%
に
当
た
る
1

1
0

人
が
中
絶
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た。

v
:

高
い
中
絶
率
の
背
景
に
あ
る
の

は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
だ
ろ
う

。

だ
が
、

真
奈
実
さ
ん
の
母
の
亜
由
美
さ
ん
は
「こ

こ
1

年
近
く
は
体
調
が
安
定
し
入
院
も

し
て
い
な
い」
と
、
ゆ
っ
く
り
で
も
成
長

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。

や
は
り

四
ト
リ
ソ
ミ
l

の
娘
が6
月
、
生
後
5

カ
月
で
退
院
し
家
で
暮
ら
し
始
め
た
倉

敷
市
の
別
の
母
親
(
犯)も
取
材
に
応
じ

「
剖
時
間
一
緒
に
い
ら
れ
幸
せ

。

決
し
て

か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い」
と
喜
び
を
語
っ

た
。

マ
・
・新
出
生
前診
断
で
胎
児
の
異
常
が

分
か
っ
た
妊
婦
の
中
に
は
妊
娠
継
続
を
選

ん
だ
人
も
ご
く
わ
ず
か
だ
が
い
た

。

多
様

な
選
択
を
支
え
る
た
め
に
も
、
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
で
も
手
厚
い
支
援
が
受
け
ら
れ

る
安
心
感
が
大
切
だ
。

命
の
急
場
を
し
の

ぐ
医
療
技
術
の
進
歩
も「そ
の
後」
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
生
き
る

。

新

生
児
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
に
多
い
が
ん

や
脳
卒
中
で
も
同
じ
だ
ろ
う
。(中

浜
隆
宏)

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
3

日
{
日
)
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医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
多
く

の
幼
い
命
が
助
か
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た。

小
さ
く
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
は
、
鼻
か
ら
胃
ま
で

管
を
入
れ
て1
∞
の
ミ
ル
ク
か

ら
栄
養
を
開
始
す
る
。

手
厚
い

看
護
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん
は
次

第
に
自
分
で
ミ
ル
ク
が
飲
め
る

よ
う
に
な
り
、
や
が
て
退
院
し

て
い
く
。

そ
の

一方
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
や
障
が
い
が
あ

り
、
自
分
で
ミ
ル
ク
を
飲
め
な

い
、
あ
る
い
は
自
分
で
呼
吸
が

で
き
な
い
子
ど
も
が
、
あ
る
割

合
で
生
ま
れ
る…
い住圏
整
引
は

ま
だ
な
い
が
、
経
管
栄
養
や
人

工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
重
症
児
は
全
国
に
7

千
1
9

千
人
い
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な子
ど

も
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
家
族
に
多
大

な
負
担
を
強
い
る
。

医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
保
育
園
は
皆
無
に
近
い

。

そ
の
た
め
、
い
ず
れ
か
の
親
、

多
く
は
お
母
さ
ん
が
退
院
後
は

仕
事
を
辞
め
て
介
護
を
担
う

。

あ
え
て
介
事
と
い
う
の
は
、
通

常
の
子
育
て
と
比
べ
て
時
間
も 労

力
も
け
た
違
い
に
多
い
か
ら

で
あ
る。

ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
と
い

う
と
、
経
管
栄
養
の
場
合
、
朝

昼
晩
の
流
動
食
の
準
備
(
温
め
)

と
注
入
、
午
前
と
午
後
の
水
分

や
お
や
つ
の
注
入
、
服
用
す
る

薬
の
注
入
、
後
片
付
け
な
ど
が

あ
る
。

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て

う
だ
い
も
気
に
な
る
。

き
ょ
う

だ
い
が
「
お
母
さ
ん
、
今
日
テ

ス
ト
で
い
い
点
取
っ
た
よ
」
と

言
っ
て
も
「
今
、
疲
の
吸
引
を

し
て
い
る
か
ら
あ
と
で
ね
」
と

待
た
さ
れ
る
。
き
ょ
う
だ
い
は

「
自
分
が
我
慢
す
れ
ば
い
い

。

い
い
子
に
な
ら
な
け
れ
ば
」
と

思
う。
そ
の
き
ょ
う
だ
い
が
あ

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

始
め
た
の
が
「う
り
ず
ん
」
で

行
っ
て
い
る
日
中
レ
ス
パ
イ
ト

ケ
ア
で
あ
る。

レ
ス
パ
イ
ト
ケ

ア
は
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
障
が
い
児
者
・

高
齢
者
を
預
か
る
こ
と
を言

う
。

う
り
ず
ん
で
は
、
日
中
の

6

時
間
程
度
、
経
管
栄
養
や
人

い
る
と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
察

絡
む
と
疾
を
股
引
し
、
ア
ラ
ー

ム
が
鳴
る
と
子
ど
も
の
状
態
や

機
械
を
確
認
し
て
必
要
な
対
応

を
取
る。
こ
の
よ
う
な
ケ
ア
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
修
練

が
必
要
な
た
め
、
お
い
そ
れ
と

近
所
の
人
や
知
人
に
頼
む
こ
と

も
で
き
な
い
。
代
わ
り
の
な
い

介
護
が
続
く。

ま
た
、
そ
の
子
ど
も
の
き
ょ

高
橋

昭3
彦2

と
で
爆
発
し
た
り
、
不
登
校
に工
呼
眼
器
な
ど
が
必
要
な
子
ど

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る。

も
を
預
か
る
が
、
安
全
に
預
か

こ
の
よ
う
な
現
状
を
み
て
、
る
こ
と
で
両
親
が
安
心
し
、
子

医
師。
滋
賀
県
長
浜
市
出
身

。

大
津
市
な
ど
で
地
域
医
療
、
一一

一
本
県
で
は
在
宅
医
療
に
従
事

。

2
0
0
2

年
、
宇
都
宮
市
内
一
一

一
一
に
「
ひ
ば
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
業
。
ロ
年
に
は
重

E
障
が
一
一

一
一
い
児
の
日
中
一時
預
か
り
施
設
「
う
り
ず
ん
」
を
開
設
し
た

。

一
一

一
一
こ
と
し3
月
、
在
宅
地
域
医
療
の
模
範
と
し
て
「
第
叩
回
へ
一
一

一
一
ル
シ
l

・

ソ
サ
エ
テ
ィ
賞
」
を
受
賞
。

自
治
医
大
卒。
字
都

一一

一一宮
市
在
住
。
臼
歳
。
一
一

ど
も
に
と
っ
て
も
楽
し
い
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

日
中

レ
マ
ペハ
イ
ト
ケ
ア
を
始
め
て
、

友
達
と
の
ラ
ン
チ
に
初
め
て
行

き
ま
し
た
、
き
ょ
う
だ
い
の
運

動
会
に
両
親
で
出
か
け
ま
し

た
、
と
言
う
声
も
届
き
、
次
の

子
ど
も
を
妊
娠
、
出
雲
c
れ
た

お
母
さ
ん
も
あ
っ
た
。

先
日
、
あ
る
人
工
呼
吸
器
を

つ
け
た
子
ど
も
が
、
め
で
た
く

成
人
を
迎
え
た
。

親
も
年
を
重

ね
る
と
介
護
が
で
き
な
く
な
る

時
期
が
来
る。

そ
の
時
、
本
人

が
地
域
で
自
立
し
て
い
く
た
め

に
は
、
多
く
の
人
材
と
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

障
が
い
を
持

つ
子
ど
も
は
、
誰
か
の
家
族
と

し
て
こ
の
世
に生ま
れ
る。
た

ま
た
ま
確
率
に
外
れ
た
人
た
ち

が
、
当
た
っ
た
人
た
ち
を
支
え

る
の
は
当
然
の
こ
と
。

ど
ん
な

お
母
さ
ん
も
、
普
通
の
子
育
て

と
同
じ
く
ら
い
の
労
力
で
子
育

て
が
で
き
る
社
会
が
来
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

新聞社以外の許諾も得た上で掲践しております.

下
野

新

聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
お
日
(
水
)
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1
8
5
3

年
に
始
ま
っ
た
ク

リ
ミ
ア
戦
争
で
、
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
が
看
護
団
を
率
い
て

赴
く
前
、
傷
病
兵
収
容
所
で

何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
。
兵
士

は
傷
で
は
な
く
、
劣
悪
な
衛
生

環
境
で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

衛
幸
絵
の
改
善
で
、
兵
士

の
死
亡
率
は
劇
的
に
減
っ
た
。

環
境
が
蚤
え
れ
ば
、
生
来
備
わ

っ
た
治
癒
力
が
怨
趨
さ
れ
る
。

看
護
と
は
、
そ
の
人
の
生
活
を

撃
え
る
こ
と
だ
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
怯
兵
庫
'
・
・
・
・
;
色
白

霊
護
主
と
し
て
経
験
足
号
雪
霊
う
寄
主
司
令
一
転
再
ヒ

し
た
。
重
講
は
避
難
所
在
比
ソ

J
j
E
手
笹
濯
芭

7
ノ
.
主
ヨ
主
主
え
d
v

一
ど
之
同
l

撃
宅
を
回
り
、
き
め
細
か
い
ぐ
d

ノ
三
E
=
一
イ
三R
6

ゴ
『
苦
手
佐
子
〈i
v
守
ア
イ
ー

一
阪
神
・淡
路
大
震
災
当
人
材
を
育
成
し
、
実
践
す
る
仕

一
時
兵
庫
県
立
重
大
学
(
現
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
兵
庫
県
立
大
学
看
護
学
部

)
い
。
世
界
掌
会
の
大
会
で
は
阪

一
学
長
だ
っ
た
。
神
・
淡
路
の
経
験
が
必
ず
紹
介

さ
れ
、
他
国
の
避
難
所
運
営
な

ど
に
役
立
っ
て
い
る
。

神
戸
市
西
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン

で
寝
て
い
た
が
、
体
が
宙
に
浮

く
感
覚
で
同
畳
め
た
。
午
前
7

時
ご
ろ
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
ん
で
い
た
同
僚
教
授
の
運
転

で
明
石
市
の
大
学
に
向
か
っ

た
。
南
方
面
の
空
が
、
火
災
で

ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
て
い
た
。

大
学
で
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
よ
う
や
く
事
態
を
把

握
し
た
。
緑
色
の
公
衆
電
話
が

信
玄C
て
お
り
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
を
か
き
集
め
て
教
職
員
や
学

震災20年ヘー

一一寸

ノ\

-.frJ 
L一一

け
ら
れ
た
。

委主翼

i!? 
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
中
で
、
息
抜
き
な
ど
考

え
ら
れ
ず
、
1

カ
月
も
た
つ
と
、

人
を
責
め
た
り
怒
っ
た
り
す
る

場
面
が
増
え
た
。
そ
ん
な
時
、

1
9
8
9

年
の
米
・
サ
ン
フ
ラ

直
接
け
が
の
革
当
-
て
を
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
被
災
者
の
生
藷

環
境
を
整
え
る
と
い
う
大
切
な

役
割
が
あ
る
。

災
害
は
た
び
た
び
起
こ
る
の

に
、
震
災
前
は
、
災
害
看
護
を

専
門
分
野
と
捉
え
る
発
想
が
な

か
っ
た
。
経
験
を
豊
穂
、
レ
、

兵
庫
県
立
看
議
大
学
(
現
県
立
大
学
看
護
学
部
)の
初
代
学
長
を

務
め
た
南
裕
子
さ
ん
。
高
知
県
に
拠
点
を
移
し
た
今
も
週
に
1

度
、
調
義
を
受
け
持
つH
明
石
市
北
王
子
町
、
兵
庫
県
立
大
学

生
活
指
導
に
取
り
組

ん
だ
。
多
く
の
届

連
荏
が
あ
っ
た
の
も
事
実
だ

が
、
食
中
毒
や
感
染
症
が
非
常に
少
な
か
っ
た
こ
と
は
、
世
界

に
と
っ
て
驚
き
だ
っ
た
。

葉
に
、
だ
れ
も
が
涙
を
流
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の

生
活
を
顧
み
、
守
護
者
側
の
ケ

ア
に
も
乗
り
出
し
た
。

従
来
、
災
害
時
に
看
護
師
に

期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
、
救
命

救
急
の
活
動
だ
っ
た
。
だ
が
、

震災20年へ

看
謙
師
は
震
災
で
多
く
を
学

ん
だ
。
「
学ん
だ
も
の
を
眠
ら

せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
日
本
災
害
看
護

掌
ム
冨
を
設
立
し
た
。
次
々
に
起

こ
る
災
害
の
経
験
を
蓄
積
、
体

系
化
し
、
新
た
な
取
り
組
み
へ

と
つ
な
い
で
い
く
。

震
災
前
、
災
董
轟
は
、
日

本
赤
十
字
社
か
易
争
地
に
派

遣
さ
れ
る
少
数
の
看
護
師
の
も

の
だ
っ
た
。
日
常
と
は
無
縁
と

考
え
ら
れ
て
い
た
非
常
事
態

看護師の役割
が
、
実
は
同
情
と
隣
り
合
わ
せ

と
気
付
い
た
の
が
震
災
だ
っ

た
。日

常
か
ら
非
日
常
を
考
え
、

同
情
に
非
同
需
を
組
み
込
む

。

そ
う
い
う
意
識
で
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

2
0
1
1

年
、
高
知
県
立
大

学
の
学
長
に
就
任
し
た
。
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
を

確
か
な
も
の
に
し
た
い
。
そ
れ

が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

(
聞
き
手・
森
本
尚
樹)

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
初
日
(
日
)

暗雲李
害事 S
Z 与義
接室

東
西
に
長
い
県
域
な
の
で
、

研
修
に
参
加
で
き
な
い
看
護
師

向
け
に
出
前
講
座
を
開
い
て
い

る
。
大
学
の
掌
&
右
ル
ち
も
自
ら
、

被
災
が
想
定
さ
れ
る
地
域
に
入

っ
て
課
題
を
考
え
る
「
来
災
地 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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生
に
片
っ
端
か
ら
安
否
確
認
の

電
話
を
か
け
た。

一
全
国
の
看
護
師
が
続
々
と

一
被
災
地
入
り
し
た
。

日
本
看
護
協
会
の
現
地
対
策

本
部
を
大
学
内
に
置
き
、
病
院

や
避
難
所
の
受
け
入
れ
ニ
1

ズ

を
調
べ
た。

「
H

お
客
さ
んH

の
よ
う
な
形
な
ら
不
曹
と
断

ら
れ
て
も
、
「
必
要
な
こ
と
は

何
で
も
す
る。
水
も
食
料
も
自

前
で
用
意
す
る」
と
訴
え
た。

真
っ
先
に
看
護
師
を
出
し
て

く
れ
た
の
は
、
沖
縄
県
。

県
の

看
護
協
会
長
カ
沖
縄
戦
を
経
験

し
て
い
て
、
何
を
す
べ
き
か
を

知
っ
て
い
た
。
そ
の
知
恵
に
助 ン

シ
ス
コ
地
震
を
終
醸
し
、
当

時
県
立
宥
議
大
に
勤
務
レ
て
い

た
パ
ト
リ
シ
ア
・
ア
ン
ダ
ー
ウ

ッ
ド
教
授
の
講
話
を
聞
く
機
会

在
学
内
で
設
け
た
。

「
あ
な
た
た
ち
の
被
災
者
と

し
て
の
苦
し
み
、
悲
し
み
も
大

事
に
し
て。
元
気
に
な
れ
る
人

か
ら
な
れ
ば
い
い
」
と
い
う
言

高
知
県
立
大
学
長

イン

み
な
み
・
ひ
ろ
こ
1
9
4
2

年
、
神
戸
市
倖
芸
れ
。

高
知
県
で

育
つ。

罷
加
看
護
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
、
回
年
に
兵
庫
県
立
看

護
大
学
長。
2
0
1
1

年
、
高
知
県
立
大
学
長

。

日
本
看
護
協
会
長
、

国
際
看
護
師
更
妻
、
日
本
災
害
看
翠
会
理
事
長
を
務
め
た

。

医
療
の
道J\、
の庁

参
考
書“

諏
訪
中
央
病
院
ス
タ
ッ
フ
7

人
に
取
材

「現
場
で
働
く
」紹
介
書
籍
を
刊
行

諏
訪
中
央
病
院
の
看
護
師
や
理
学
療
法
士
ら

7

人
が
仕
事
に

対
す
る
思
い
を
語
っ
た
寄
籍
「
い
の
ち
の
伴
走
者
と
し
て
生
き

る
」
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
関
連
図
・
の
出
版
を
手
掛
け
る
ド
リ

ー
ム
シ
ッ
プ
(
神
奈
川
県
)
か
ら
全
国
発
売
さ
れ
た

。

監
修
し

た
鎌
田
寅
名
嘗
院
長
は
「若
い
人
に
ぜ
ひ
臨
ん
で
も
ら
い
、
医

療
の
道
に
進
ん
で
も
ら
え
た
ら
」と
話
し
て
い
る

。

同
奮
は
、
看
護
師
な
ど
医
療
従

事
者
を
目
指
す
人
た
ち
に
向
け
た

参
考
書
と
し
て
企
画
さ
れ
、
ド
リ

ー
ム
シ
ッ
プ
の
千
葉
秀
一
社
長
ら

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
し
て
ま

と
め
た。
副
題
は
司
医
療
』
を
天 職

に
し
た
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
た
ち
」。医
療
現
場
で
働
く
醍
醐

営
患
者
と
向
室
口
う
姿
勢
、
後

輩
やω
年
後
の
自
分
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
を
聞
い
た
。

笠
場
す
る
の
は
、
看
護
師
の
長

沼
真
巳
子
さ
ん(お
)
、
中
山
秀
明

さ
ん
(
部
)
、
大
橋
由
紀
子
さ
ん

(泣
)
、
両
角
美
里
さ
ん
(
担
)
、
作
業

療
法
土
の
宮
坂
絢
子
さ
ん
(
却
)
、

理
学
療
法
士
の
清
水
淳
基
さ
ん

(
泣
)
、
同
病
院
看
護
専
門
学
校
出

身
の
助
産
師
伊
藤
真
理
さ
ん

(
却
)
。

努
力
を
重
ね
て
医
療
の
道

に
入
り、

患
者
に
寄
り
添
う
こ
と

を
励
み
と
し
て
、
奮
闘
す
る
姿
が

医
療
従
事
者

生活を整える

描
か
れ
て
い
る
。

同
省
に
は
鎌
田
名
普
院
長
と
武

井
義
親
副
院
長
、
山
岸
紀
子
副

看

護
部
長
の
鼎
談
も
掲
載

。

臼
歳
で

同
病
院
看
護
専
門
学
校
に
入
学

し
、

日
歳
か
ら
同
病
院
で
5

年
間

働
き
、
定
年
後
の
今
も
嘱
託
の
看

護
師
と
し
て
勤
務
す
る
片
岡
キ
ク

さ
ん
(
倒
)
に
触
れ
、
年
齢
や
経
歴

に
関
係
な
く
挑
戦
で
き
る
職
業
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

鎌
田
名
管
院
長
(
前
)
は

「大
変

だ
け
ど
社
会
的
に
安
定
し
、
自
分
も

成
長
で
き
る
仕
事
。

や
る
気
の
あ
る

人
は
二
の
足
を
踏
ま
ず
挑
戦
し
、
自

分
の
幸
せ
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
」、

ツ
ア
l

」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年4
月
に
は
、
兵
庫
県
立
大

な
ど
と
と
も
に
圏
内5
大
学
に

よ
る
災
害
看
護
の
共
同
大
学
院

が
ス
タ
ー
ト
し
た。

高
知
県
立
大
の
堂
前
交
経

ぎ
の
目
、
東
日
本
大
震
災
が
起

き
た
。

津
波
の
映
像
に
ぼ
う
ぜ

ん
と
し
な
が
ら
、
天
命
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
た
。

南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
見
据
え
、
災
害

看
護
の
後
進
を
育
て
る
こ
と
が

私
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る

。

記
事
・
森
本
尚
樹

写
真
・
峰
大
二
郎

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
お
日
(
日)

同
病
院
看
護
専
門
学
校
長
で
も
あ

る
武
井
副
院
長(臼
)は
「医
療
を

目
指
す
人
の
指
標
に
な
れ
ば
。
看

護
師
の
本
当
の
仕
事
を
知
っ
て
も

ら
い
、
こ
の
世
界
に
飛
ひ
込
ん
で

も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い
る

。

四
六
判2
0
8

咋
。価
格
は1

5
1
2

円
。

平
安
堂
な
ど
県
内
の

各
書
店
で
販
売
し
て
い
る

。

長
野
日
報
・

職
刊

2
0

1
4

年
7

月

初
日

(
水
)
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京
大
医
学
部
卒
業
後
に
循
環
緑
内
税
医
局
に
所
属
、
そ
し
て
:
・
・

。

順
調
に
キ
ャ
リ

ア
を
重
ね
、
医
療
業
界
を
け
ん
引
す
る
医
師
に
な
る
道
も
あ
っ
た
山
本
雄
土
。
し
か
し

突
然
、
そ
の
進
路
を
変
え
た

。

米
ハ
ー
バー
ド
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
クー
ル
を
日
本
人

医
師
と
し
て
初
め
て
修
了
、
帰
国
す
る
と
健
康
診
断
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
掛
け

る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
、
ミ
ナ
ケ
ア
(
東
京
・

干
代
田
)
を
立
ち
上
げ
た
。

「
こ
こ
に
い

て
も
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

」
。
病
院
を
飛
び
出
し
た
。

健
保
事
業
の
効
率
化
を
指
南

「続
に
は
何
度
説
明
し
て

も
、
仕
事
の
内
容
を
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
ん
で
す
よ」。

山
本
は
苦
笑
す
る。

そ
の
山
本
が
手
掛
け
る
仕

取
と
は
健
康診
断
や
診
療
報

酬
・

調
剤
報
酬
明
細
岱(レ

セ
プ
ト
)
の
デl
タ
を
基
に

し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ。

主
な
顧
客
は
健
康
保
険
組
合

な
ど
で
、
将
来
、
重
い
病
気

に
な
り
そ
う
な
人
や
高
血
圧

症
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
が
悪
化
し
そ
豆
他
人
を

ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
、
そ
の
リ
ス

ク
解
析
な
ど
を{汀
っ。

早
期
に
病
気
予
備
軍
を
見

つ
け
出
す
こ
と
で
、
健
保
組

合
は
社
員
を
守
る
こ
と
が
で

医療変革医師が起業、
立
っ
た
の
は
、
山
本
が
臨
床

医
と
し
て
前
線
に
い
た
時
の

の
だ
ろ
う
」
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た。

海
外
で
経
営
学
ぶ

肥
満
や
高
血
庄
を
指
摘
さ

れ
、
放
置
し
て
い
れ
ば
当
然
、

深
刻
な
結
果
を
招
く
。

そ
れ

で
も
何
も
せ
ず
結
局
、
心
筋

梗
塞
な
ど
を
発
症
し
て
し
ま

っ
た
人
は
多
い
。

ほ
ん
の
少

し
先
、
手
を
打
っ
て
い
れ
ば
、

こ
ん
な
に
後
遺
症
に
悩
ま
さ

れ
た
り
、
亡
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
に
・
:

:
。

医
療
機
関
内
で
救
急
車

で
運
ば
れ
て
く
る
患
者
を
待

っ
て
い
る
だ
け
の
仕
事
の
ス

タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
を
決

意
し
た。

決
断
し
た
後
の
山
本
の
動

き
は
早
か
っ
た。
経
営
を
学

ぶ
た
め
、
臨
床
を
捨
て
て
ハ

ー

バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
の
門
戸
を
た
た
く
。

そ
の

選
択
に
「
(
金
勘
定
を
す
る
)

ミナケア社長

山本雄士氏

医
療
従
事

者

大
手
を
訪
ね
歩
く

そ
し
て
自
ら
起
業
す
る
道

を
選
ぶ。
米
国
か
ら
帰
っ
て

4

年
自
の
こ
と
だ
っ
た
。

日

本
航
空
や
ロl
ソ
ン
と
い
っ

た
、
大
手
企
業
の
健
保
組
合

を
訪
ね
歩
き
、
今
で
は
約
加

団
体
(
約2
0
0

万
人
)
が

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
だ。
「
正
直

言
え
ば
、
起
業
の
と
き
に
は
、

な
ん
で
俺
が
や
る
ん
だ
ろ

う
、
と
思
っ
た」
と
山
本
は

綴
り
返
る。

る
、
効
率
の
よ
い
保
健
事
業

を
行
う
こ
と
の
義
務
化
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
の
だ
。

例
え

ば
透
析
に
な
る
と
、
年
間
5

0
0

万
円
以
上
の
医
療
費
が

か
か
る。
だ
が
、
糖
尿
病
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
き
ち
ん
と

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
れ
ば
、

そ
の
費
用
は1
0
0

分
の
ー

で
済
む。
固
と
し
て
も
、
予

防
医
療
の
強
化l
医
療
費
仰

制
に
つ
な
が
る。

だ
が
、
山
本
が
で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
の

限
界
を
超
え
よ
う
と
山
本
は

後
進
の
指
導
に
も
力
を
入
れ

る
。

医
学
生
や
若
手
医
師
な

ど
を
対
象
に
、
月
1

度
、「山

本
雄
士
ゼ
ミ」
を
開
催。
ハ

予
防
に
重
点
、
費
用
抑
え
る

や
ま
も
と
・
ゅ
う
じ
札
幌
市
生
一

一
ま
れ
。

1
9
9
9

年
東
大
医
卒、
東
一

一
大
付
凶
病
院
m
立
病
院
な
ど
で
街

一

一

環
源
内
糾
医
と
し
て
勤
務、

そ
の
後

一

一
渡
米
。2
0
0
7

年
ハ
ー

バ
ー
ド
ピ

一

ジ
ネ
ス
ス
クー
ル
修
f
。

日
年
よ
り

一

一
現
職
。
ソ
ニl
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ

一

一

エ
ン
ス
研
究
所
リ
サ
ー
チ
ャl
、
公
一

一
位
函
財
団法人
日
本
医
療
燐
能評
価
繊

一

一
例
答
此
研
究員
を
旅
任
す
る。
鈎
成
。
一

「良
い
医
療
は
安
い
」
働
い
て
み
た
も
の
の
、
山
本

ー
ー
。

山
本
は
ポl
タ
1

の
が
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な

言
葉
に
動
か
さ
れ
た
。

良
い
か
っ
た

。

医
療
と
は
、
健
康
を
守
る
た

め
の
も
の
で、
高
価
な
最
新

機
擦
を
使
う
こ
と
で
は
な

い
。

山
本
は
良
い
医
療
は
「病

気
に
さ
せ
な
い
、
健
康
な
状

態
に
畏
く
居
さ
せ
る
こ
と
」

で
あ
り
、
コ
ス
ト
も
低
い
と

確
信
し
た。

だ
が
山
本
が
帰
国
し
た
2

0
0

7

年
当
時
、
日
本
で
は

メ
タ
ボ
健
診
(
特
定
鍵
康
診

査
)
す
ら
始
ま
っ
て
い
な
か

っ
た
状
態。
「
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
」
こ
そ
最
大
の
医

つ
。

月に 1 回程度開く 「山本雄士ゼミ」 には医学
生や若手医師、製議会社社員などが集まる

ら
参
加
す
る
慶
応
大
祭
医
学

部
6

年
の
水
谷
志
穂
は「医

学
部
で
は
医
学
は
学
べ
る

が
、
医
療
を
術
隊(ふ
か
ん)

的
に
学
ぷ
こ
と
は
で
き
な

い
。

ゼ
ミ
は
医
療
の
全
体
像

を
学
べ
る
協
所」
と
話
す。

水
谷
は今
後
、
臨
床
医
と
し

て
の
道
を
目
指
す
が
、
ゼ
ミ

の
受
鴇生
の
中
に
は
、
勤
務

先
を
辞
め
て
留学
し
た
り
、

介
護
の
道
を
選
ん
だ
り
す
る

な
ど
、
山
本
の
影
響
を
受
け

て
キ
ャ
リ
ア
を
変
え
る
人
た

ち
も
い
る
。

「個
別
に
患
者
を
見
る
こ

と
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
、

今
や
っ
て
い
る
の
は
よ
り
多

く
の
人
を
救
え
る
仕
事
」
と

山
本
は言
い
切
る。
山
本
、

そ
し
て
山
本
の
教
え
子
た
ち

に
よ
る
、
日
本
の
医
療
を
変

え
る
獄
み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
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き
る
う
え
、
コ
ス
ト
を
抑
え

な
が
ら
効
果
の
高
い
保
健
事

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

新
し
い
形
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
だ

。

山
本
が
こ
の
仕
事
を
思
い

経
験
が
き
っ
か
け
だ
。

高
血

圧
症
な
ど
を
診
る
循
環
器
内

糾
医
と
し
て
患
者
雲
委
し

て
い
る
う
ち
に
「い
っ
た
い

な
ぜ
こ
こ
ま
で
放
っ
て
い
た

ダ
ー
ク
サ
イ
ド
に
落
ち
る
の

か
」と
の
声
も
上
がっ
た
が
、

山
本
は
ひ
る
ま
な
か
っ
た。

そ
し
て
著
名
な
経
営
学
者

マ
イ
ケ
ル
・
ポl
タ
!
と
会

療
と
い
う
考
え
方
は
ほ
と
ん

ど
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。

関
係
し
そ-
2也
ベ
ン
チ
ャ
ー

や
国
の
機
関
、
医
療
機
関
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で

そ
ん
な
山
本
の
思
い
に
や

っ

と
国
の
政
策
も
追
い
つ
い

た
。

昨
年
6

月
、
会
健
康
保

険
組
合
に
対
し
て
、
デ
ー
タ

の
分
析
に
基
づ
い
て
実
施
す ー

パ
l

ド
大
で
学
ん
だ
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
l
の
メ
ソッ
ド

を
惜
し
み
な
く
伝
え
て
い

る
。日

年
の
ゼ
ミ立
ち
上
げ
か

育休体験、診療に生かす
通
常
診
療
に
加
え
、
当
直
や
救
急
対
応
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
勉
強
な
ど
、
多

忙
な
病
院
勤
務
医。
慢
性
的
な
入
手
不
足
の
中
、
亀
田
総
合
病
院
(
千
葉
県
鴨
川

市
)
の
皮
虜
科
医
、
池
田
大
志
キ
ヂ
ん
(
三
七
)
は
六
カ
月
の
育
児
休
業
を
取
得
し
、
五

月
に
そ
の
体
験
を
ま
と
め
て
出
版
し
た

。

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
に
さ
-
り
さ
れ
、
育

児
中
の
母
親
の
悩
み
を
聞
く
な
ど
し
て
、
患
者
の
生
活
に
配
慮
し
て
診
療
に
生
か

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う。

(
林
勝
)

千
葉
の
男
性
勤
務
医
、
本
出
版

池
田
さ
ん
の
妻
は
外
科
医

。

長
女
の
出
産
で
二
カ
月
の
産
休

と
四
カ
月
の
育
休
を
取
得
。

生

後
六
カ
月
以
降
は
、
池
田
さ
ん

が
代
わ
り
に
長
女
と
向
き
合
う

こ
と
に
。

妻
が
い
る
と
き
か

ら
、
お
む
つ
替
え
や
寝
か
し
つ

け
、
風
自
な
ど
積
極
的
に
受
げ

持
ち
、
そ
れ
な
り
に
自
信
を
深

め
て
い
た
。

だ
が
、
実
際
に
長

患
者
の
生
活
学
ぶ
契
機
に

「
ラ
プ
リl
だ
ね
(
い
い
ね
、

と
い
う
意
味
)
」。
池
田
さ
ん

が
育
休
取
得
を
決
意
し
た
の
は

二
O

一O
年
春
。

「
育
休
を
取

ら
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

と
、
上
司
の
皮
膚
科
部
長
、
田

中
厚
さ
ん
(
五
色
に
切
り
出
し
た

と
こ
ろ
、
意
外
に
も
肯
定
的
な

言
葉
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

同
病
院
の
外
来
患
者
数
は
一

日
平
均
三
千
人
超。

皮
虜
科
の

診
療
も
忙
し
く
、
一
人
抜
け
れ

ば
同
僚
医
師
の
負
損
摺
は
必
至

だ
。

上
司
の
同
意
を
得
て
も
、

職
場
の
反
応
は
冷
や
や
か
だ
っ

た
。

担
当
す
る
患
者
に
了
解
を

求
め
た
り
、
他
の
医
師
と
診
療

の
引
き
継
ぎ
を
し
た
り
。

こ
う

し
た
こ
と
が
、
休
み
を
取
る
の

を
た
め
ら
う
背
景
に
あ
る
と
池

田
さ
ん
は
説
明
す
る
。

そ
れ
で
も
育
休
取
得
を
決
め

た
の
は
娘
へ
の
愛
情
か
ら。
同

病
院
初
の
男
性
職
員
の
育
休

に
、
田
中
さ
ん
は
「
法
律
で
認

め
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
男
の
育
休
に
好
奇
心
が

あ
っ
た
。

自
分
が
父
か
ら
愛
情

を
受
け
て
首
っ
た
人
間
だ
か

ら
」
と
、
応
援
す
る
気
持
ち
に

な
っ
た
と
い
う。

<>

女
と
二
人
き
り
に
な
る
と
、
母

親
の
存
在
の
大
き
さ
を
あ
ら
た

め
て
痛
感
し
た。

特
に
手
を
尽
く
し
て
も
泣
き

や
ま
ず
「
娘
を
全
く
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
な
い
」
こ
と
が
ス
ト

レ
ス
に
。

あ
る
雨
の
目
、
妻
の

出
動
直
後
か
ら
長
女
は
号
泣
。

腕
を
つ
つ
ば
っ
て
抱
っ
こ
を
拒

絶
し
、
お
も
ち
ゃ
を
持
た
せ
て

も
投
げ
て
し
ま
う。
泣
き
声
が

耳
に
刺
さ
る。
次
の
瞬
間
、
無

意
識
に
長
女
を
抱
え
、
上
下
に

強
く
揺
さ
ぶ
っ
て
い
た。
わ
れ

に
返
り
、
長
女
を
床
に
置
い

て
、
そ
の
場
を
離
れ
た
。

後
悔

医
療
従
事
者

と
と
も
に
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

身
を
も
っ
て
体
験
し
た
育
児

ス
ト
レ
ス
の
怖
さ。
ひ
と
ご
と

だ
っ
た
児
童
虐
待
の
原
因
に
思

い
を
巡
ら
せ
た。

「
周
囲
の
協

力
を
求
め
る
こ
と。
仕
事
と
の

両
立
で
余
裕
が
な
い
人
は
、
仕

事
量
を
減
う
す
べ
き
だ
」
と
強

調
す
る。

妻
と
の
協
力
関
係
に
加
え
、

池
田
さ
ん
の
心
の
支
え
に
な
っ

た
の
は
同
じ
育
児中
の
「
マ
マ

友
」
と
の
焚
流
だ
っ
た。
子
育

て
の
喜
び
ゃ
悩
み
を
語
り
合
う

一
方
、
こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か

っ

た
患
者
の
背
景
を
知
る
き
っ

か
け
多
得
た
と
い
う。

「
母
親
や
赤
ち
ゃ
ん
の
多
く

が
湿
疹
や
か
ぶ
れ
、
乾
燥
な
ど

の
肌
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
な
が

ら
、
受
診
す
る
余
裕
が
な
く
、

治
療
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を

知
っ
た
」
と
話
す。

マ
マ
友
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、
家
事
や
育

児
の
経
験
も
踏
ま
え
て
肌
荒
れ

の
原
因
を
推
理。
肌
の
洗
い
す

ぎ
の
可
能
性
を
一
ホ
し
、
手
入
れ

の
仕
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

以
前
は
薬
を
出
し
て「保
湿

し
て
」
で
済
ま
せ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
今
は
患
者
が
対
処
法

ば
か
り
だ。

H

敬
称
略

(山
崎
大
作
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2

0
1

4

年
6

月

初
日

(月
)

を
生
活
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
提
案。
あ
る
赤
ち
ゃ
ん

の
難
治
性
湿
疹
の
原
因
が
、
洗

濯
洗
剤
の
す
す
ぎ
残
し
だ
っ
た

の
を
突
き
止
め
る
な
ど
、
育
休

の
経
験
を
診
療
に
生
か
し
て
い

る
。

「
生
活
を
知
る
大
切
さ
を

学
ん
だ
。

育
休
の
ほ
か
、
介
護

休
業
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る

の
で
は
」。
池
田
さ
ん
は
自
ら

の
体
験
を
ま
と
め
た
著
書
『男

が
育
休
を
と
っ
て
わ
か
っ
た
こ

と
』

(
セ
ブ
ン
&
ア
イ
出
版
)

を
五
月
に
出
版
し
た。

医
療
者
の
聞
で
は
、
育
休
は

キ
ャ
リ
ア
の
障
害
と
受
け
止
め

ら
れ
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多
い

と
い
う
。

上
司
の
田
中
さ
ん
は

「
本
人
も
周
囲
も
最
初
か
ら
否

定
的
に
考
え
る
か
ら
、
実
際
に

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
指
摘
し
、
池
田
さ

ん
の
前
向
き
な
姿
勢
を
評
価
し

て
い
る
。東

京
新
聞
・

朝
刊

2

0
1

4

年
8

月
1
日

(
金
)
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たほか、医師についてもこの

ほど、規制が緩和された。独自

に日本の医師や看護師の資格

を取得する外国人も増えてい

る。 医療現場を担う外国人の

実情と課題を採った。

医療の国際化と人手不足を

背景に、外国人医師や看護師

らの受け入れが進んできた。
経済連携協定 ( E PA) によ

る東南アジアからの看護師受
け入れは累計で 700人を超え

-
看
護
師

「ご
気
分
は
ど
う
で
す
か
。

何
か
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か」
。
袖
ケ
浦
さ
っ
き

台
病
院
(
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
)

の
外
料
病
棟
で
、
流
ち
よ
う

な
日
本
語
で
患
者
に
声
を
か

け
る
の
は
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護

師
の
フ
ァ
ム
・
テ
ィ・
ミ
ン

フ
ー
さ
ん
(
剖
)
だ
。

6

月

下
旬
か
ら
入
院
し
て
い
る
佐

久
間
義
子
さ
ん
(
部
)
は
「
検

査
で
不
安
な
と
き
も
優
し
く

付
き
添
っ
て
く
れ
る
。

日
本

国人の今医療現場担う
2
0
0
0

年
に
来
日。
秩
田

市
の
看
護
学
校
で
学
び
看
護

師
資
格
を
取
得
し
た
。

秋
田

市
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
閃

年
春
か
ら
袖
ケ
浦
さ
っ
き
台

病
院
で
働
く。

文
化
や
習
慣
の
違
い
も
あ

る
。

思
っ
た
こ
と
を
は
っ
き

り
口
に
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
と

違
い
、
日
本
人
は
体
調
が
悪

高
い
順
応
性

が
、
実
際
に
ケ
ア
を
受
け
る

と
大
抵
の
人
が
丁
箪
な
仕
事

ぶ
り
に
満
足
し
て
く
れ
る」。

同
病
院
で
は
系
列
の
社
会

福
祉
法
人
を
含
め
、
ベ
ト
ナ

ム
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
な
ど

計
同
人
の
外
国
人
が
看
護
師

や
介
護
士
と
し
て
働
く
。
外

国
人
受
け
入
れ
支
援
の
民
間

団
体
A
H
P
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

医
療
従
事
者

医
療
法
人
社
団
さ
っ
き
会
の

矢
田
洋
三
理
事
長
)
が
、
「
少

子
高
齢
化
に
よ
る
将
来
的
な

医
療
従
事
者
不
足
を
考
え
る

と
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
」
(
同
)
と
い
う
。

東
京
都
八
王
子
市
の
永
生

病
院
は
、
中
国
・
黒
竜
江
省

出
身
の
看
護
師
を
ロ
年
か
ら

• 医

北
海
道
中
央
労
災
病
院

(
北
海
道
岩
田
戸
沢
市
)
の
中

国
人
医
師
、
孫
志
剛
さ
ん

(
部
)
は
、
国
の
臨
床
修
練

制
度
を
活
用
し
て3
月
に
来

日
し
た
。
一
定
の
臨
床
経
験

の
あ
る
外
国
人
医
師
が
、
日

本
人
の
指
導
医
の
も
と
で
処

「
丁
寧
、
優
し
い
」
評
判

言
葉
の
壁
な
お

補
助
に
と
ど
ま
る
例

く
て
も
話
さ
な
い
こ
と
が
あ

る
。

ミ
ン
フ
ー
さ
ん
は
ベ
ト

ナ
ム
の
風
習
や
歴
史
を
話
し

て
患
者
と
親
し
く
な
る
よ
う

努
め
る
。
「
信
頼
関
係
を
作

る
こ
と
が
患
者
の
ケ
ア
に
は

と
て
も
重
要
だ」
と
話
す。

袖
ケ
浦
さ
っ
き
台
病
院
の

竹
内
美
佐
子
看
護
部
長
は

「言
葉
な
ど
の
不
安
か
ら
、

日
本
人
に
世
話
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
患
者
は
多
い ス

(
東
京・
港
)
やE
P
A

を
通
じ
て
受
け
入
れ
て
い

る
。

8

月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
E
P
A

で
初
め
て
看
護
師

や
介
護
士
の
候
補3
人
を
受

け
入
れ
る
予
定
だ
。

給
与
体
系
は
日
本
人
と
同

じ
。

「
受
け
入
れ
前
の
看
護

学
校
の
授
業
料
や
日
本
語
習

得
に
か
か
る
負
担
な
ど
を
考

え
る
と
コ
ス
ト
は
か
さ
む」

(
同
病
院
を
運
営
す
る
社
会

経
済
連
携
協
定(
E
P
A
)

に
基
づ
く
看
護
師
受
け
入
れ

は
2
0
0
8

年
度
か
ら
始
ま

陣
別
人
が
来
日
し
た
。

日
本

語
研
修
な
ど
を
経
て
、
8

月

上
旬
か
ら
医
療
現
場
で
の
実
は

主
任
に
起
用
し
、
病
棟
管
理

も
任
せ
て
い
る。
日
本
語
を

マ
ス
タ
ー
し
日
本
の
看
護
師

資
格
を
取
っ
た
だ
げ
で
な

く
、
日
本
に
帰
化
し
結
婚
・

子
育
て
す
る
な
ど
積
極
的
に

板
付
こ
う
と
努
力
す
る
な
か

で
、
「順
応
性
が
あ
り
能
力

も
高
い」
(
斉
藤
あ
け
み
看

護
部
長
)
と
評
価
は
高
い
。

制
度
の
規
制
を
緩
め
た。
こ

れ
ま
で
最
長2
年
だ
っ
た
滞

在
期
聞
を4
年
ま
で
延
ば
せ

る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
受
け

入
れ
先
を
病
院
だ
け
で
な
く 方

婆
交
付
以
外
の
医
療
行
為

が
で
き
る
仕
組
み
だ
。

内
制
医
の
孫
さ
ん
は
中
国

.
遼
寧
省
の
医
制
大
学
で
日

本
語
を
学
ん
だ。
北
京
の
外

国
人
向
け
診
療
所
で
日
本
人

駐
在
員
を
診
察
し
、「日
本

の
医
療
現
場
を
体
験
し
た

い
」
と
思
い
至
っ
た。

同
病
院
で
呼
吸
器
肉
料
や

中
国
で
も
患
者
が
増
え
て
い

る
じ
ん
肺
の
治
療
を
学
び
つ

的
に
対
し
て
は
、
日
本
医
師

会
な
ど
が
慎
重
姿
勢
を
崩
し

て
い
な
い
た
め
だ。し
か
し
、

若
い
研
修
医
が
集
ま
ら
な
い

地
方
や
へ
き
地
の
医
療
機
関

師

っ
、
朝
の
回
診
な
ど
臨
床
に

も
携
わ
る。
慢
性
的
な
医
師

不
足
に
悩
む
病
院
は
「
即
戦

力
に
な
っ
て
い
る」
(
指
導

医
の
大
塚
義
紀
副
院
長
)
。

「専
門
分
化
し
た
中
国
と
違

い
、
日
本
の
医
師
は
総
合
的

な
診
療
能
力
が
高
い
の
で
篤

い
た
」
と
話
す
孫
さ
ん
は
日

本
で
の
医
師
資
格
の
取
得
を

目
指
し
て
勉
強
を
始
め
た

。

同
病
院
と
孫
さ
ん
と
を
仲

立
ち
し
た
の
は
、
医
師
人
材

紹
介
大
手
の
リ
ン
ク
ス
タ
ッ

フ
(
東
京
・
港
)。
約
7

年

前
か
ら
臨
床
修
練
制
度
を
使

っ
た
外
国
人
の
紹
介
を
始

め
、
累
計
加
入
ほ
ど
の
実
績

が
あ
る。
大
半
は
中
国
人。

日
本
の
病
院
か
ら
は「産
料

や
小
児
斜
、
外
制
で
需
要
が

あ
り
、
ま
ず
は
患
者
と
の
会

話
が
少
な
い
チl
ム
医
療
で

受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い

る
」
(
杉
多
保
昭
社
長
)
。

患
者
と
の
関
係
で
は
言
葉

の
壁
が
高
い。
山
口
市
の
小

郡
第
一
総
合
病
院
は
的
年
以

降
、
顕
微
鏡
を
使
っ
た
手
術

で
あ
る
「
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ

ャ
リ
l

」
を
学
び
た
い
外
国

人
医
師
を
臨
床
修
練
制
度
で

累
計
加
入
ほ
ど
受
け
入
れ
た

が
、
イ
ン
ド
人
な
ど
多
く
は

表
語
の
み。
診
察
は
せ
ず
、



人
よ
り
も
優
し
い
く
ら
い」

と
厚
い
信
頼
を
寄
せ
る
。

ミ
ン
フ
ー

さ
ん
は
ベ
ト
ナ

ム
北
部
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
の
出

身
。

ハ
ノ
イ
市
で2
年
間
の

日
本
語
研
修
を
受
げ
た
後
、
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り
、
こ
れ
ま
で
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
累

計
7
0
0

人
余
り
を
受
け
入

れ
た。
は
年
度
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
が
加
わ
り
、6
月
に
は
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
候
補
生
の
第
1

イ
ス

務
が
始
ま
る。

医
師
に
つ
い
て
も
、6月

に
成
立
し
た
法
改
正
で
、
歯

制
医
を
含
め1
9
8
8

年
度

以
降
計
1
5
0
0

人
余
り
を

受
け
入
れ
て
き
た
臨
床
修
練
本格開放
今後議論

診
療
所
に
も
鉱
大
し
た
。

こ
う
し
た
受
け
入
れ
拡
大

に
つ
い
て
国
は
、
経
済
連
携

の
強
化
や
国
際
交
流
を
目
的

と
し
た
特
例
と
し
て
い
る
。

労
働
力
不
足
を
補
う
と
の
自

-
フム
女
性
肩
身
狭
く

経
済
連
携
協
定(
E
P
A
)に
基
づ
い
て
来
日
し
て
い
る
イ

ス
ラ
ム
教
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
介
護
福
祉
士
と
雪
議
師
の
候

補
者
が
、
研
修
先
の
福
祉
施
設
や
病
院
で
宗
教
上
の
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る。

利
用
者
が
戸
惑
う
こ
と
を
理
由
に
髪
を
隠
す
ス

カ
ー
フ
を
取
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
り
、
お
祈
り
の
時
間
を
十
分

に
取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
ケ1
ス
が
続
出。

候
補
者
と
施
設
を

仲
介
す
る
機
関
も
有
効
な
手
だ
て
を
打
て
ず
、
毎
年
の
よ
う
に

同
じ
問
題
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
(
社
会
部
・

佐
藤
航)

-
「
利
用
者
の
た
め
」

今
年
二
月
ま
で
横
浜
市
の
老

人
ホ
1

ム
で
研
修
を
受
け
て
い

た
二
十
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

女
性
は
「
ジ
ル
バ
ブ
」
と
呼
ば

れ
る
ス
カ
ー
フ
を
仕
事
中
は
外

す
よ
う
求
め
ら
れ
た。
イ
ス
ラ

ム
の
女
性
は
、
家
族
以
外
の
男

性
の
前
で
は
髭
を
隠
す
の
が
一

般
的
。

抵
抗
は
あ
っ
た
が
「
利

用
者
が
怖
が
る
」
「
衛
生
的
で

な
い
」
と
言
わ
れ
、
や
む
を
得

ず
外
し
て
い
た。

「
ど
の
施
設
も
同
じ
と
思
っ

て
い
た
し
、
従
う
し
か
な
か
っ

た
」
。

し
か
し
別
の
施
設
で
研

修
す
る
友
人
に
聞
く
と、
着
用

が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
あ

る
日
、
無
断
で
ジ
ル
パ
プ
着
用

の
ま
ま
出
動。
す
ぐ
に
職
場
の

上
司
に
見
つ
か
り
、
そ
の
場
で

自
宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
た
。

結
局
、
女
性
は
施
設
に
復
帰

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
着
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
西
日
本
の
施

設
に
特
例
指
置
で
移
っ
た
。

「
ジ
ル
パ
ブ
を
し
な
い
で
人
前

に
出
る
の
は
、
日
本
人
が
下
着

姿
で
外
出
す
る
よ
う
な
も
の
」

と
女
性。

「
本
当
に
恥
ず
か
し

か
っ
た
」
と
振
り
返
る。

現
在
、
日
本
がE
P
A
を
結

ぷ
の
は
ほ
か
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

ベ
ト
ナ
ム。

昨
年
度
ま
で
に
候

補
者
約
千
九
百
人
を
受
け
入
れ

た
が
、
文
化
や
職
業
意
識
の
違

い
か
ら
施
設
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が

後
を
絶
た
な
い。
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
多
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
宗

教
上
の
問
題
が
目
立
っ
て
い
る

と
い
う
。

E
P
A

候
補
者
の
支
援
を
続

げ
る
日
本
語
講
師
の
平
井
辰
也

さ
ん
(
五O
)H
名
古
屋
市
H

は

「
問
題
は
ジ
ル
パ
ブ
だ
け
で
は

な
い
」
と
指
摘。
本
来
は
細
か

く
時
聞
が
決
ま
っ
て
い
る
お
祈

り
も
、
短
い
休
憩
で
慌
た
だ
し

で
は
、
外
国
人
医
師
へ
の
切

実
な
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。
特
例

で
は
な
く
、
よ
り
広
く
外
国

人
を
受
け
入
れ
る
べ
き
と
の

意
見
も
あ
り
、
今
後
議
論
に

な
り
そ
う
だ。

く
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

食
べ
ら
れ
る
も
の
も
限
ら
れ
、

「
ス
ト
レ
ス
で
帰
国
す
る
人
も

い
る
」
と
い
う
。

-
減
ら
ぬ
擦
れ
違
い

戸
惑
い
は
施
設
側
に
も
広
が

る
。

女
性
が
働
い
て
い
た
横
浜

市
の
担
設
の
担
当
者
は
「
夏
に

ジ
ル
パ
ブ
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
仕

事
を
す
れ
ば
脱
水
を
起
こ
す
恐

れ
も
あ
る
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

に
慣
れ
て
い
な
い
利
用
者
が
不

安
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
」
と

着
用
を
認
め
な
い
理
由
を
説

明
。
「
お
祈
り
の
た
め
に
彼
女

た
ち
だ
け
に
時
間
を
取
る
の
も

不
公
平
だ
」
と
訴
え
る。

候
補
者
の
日
本
で
の
受
け
入

れ
先
は
、
厚
生
労
働
省
の
外
郭

団
体
の
国
際
厚
生
事
業
団
(
東

京
都
)
が
仲
介
し
て
い
る
。

だ

が
「
宗
教
的
な
配
慮
に
積
極
的

な
施
設
も
多
く
、
適
切
な
仲
介

手
術
の
補
助
な
ど
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

(
武
田
敏
英
、
後
藤
宏
光
)

日

本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0

1
4

年
7

月

M
日
(
木
)

を
す
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
は
減
る
は

ず
な
の
に
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
一

向
に
な
く
な
ら
な
い
」
(
平
井

さ
ん
)
の
が
現
状
だ
。

事
業
団

は
「
差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
際

に
宗
教
は
問
え
な
い
」
と
説
明

す
る
が
、
平
井
さ
ん
は
「
国
が

責
任
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き

だ
」
と
求
め
て
い
る。

回 経済糊協定(E P A) 貿易や就航ど
の自由化により、国家聞で物や人の移動を
活発化させる狙いの国際協定。 日本は労働

力の輸出を目指す相手国の要望を受け、 2008年
度からインドネシア、 09年度からフィリピン、
14年度からベトナムの介護福祉士と看護師の候
補者をそれぞれ受け入れている。

山田月3日(日o|中日 新聞 ・朝刊|
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難
治
、
か
ん
告
知

再
発
が
ん
や
末
期
が
ん
で
治
癒
が
厳
し
い
状
態
だ
と

知
っ
た
ら
、
設
で
も
衝
怒
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
ん
な
難
治
が
ん
の
告
知
も
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
研
修
を
受
け
た
医
師
に
伝
え
ら
れ
た
方

が
、
患
者
の
う
つ
の
程
度
が
低
い
、
と
の
研
究
報
告
が

今
月
発
表
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
研
修
が
医
療
現
場
に
広

が
り
つ
つ
あ
る
。
(
医
療
部
高
繍
圭
史
)

2

日
で
講
義
や
模
擬
面
接

外
科
医
に
な
っ
て5
年
目
、
乳
が

ん
を
告
知
し
た
患
者
が
突
然
、
病
室

か
ら
姿
を
消
し
、
鍵
し
回
っ
た
。
や

っ
と
見
つ
け
た
彼
女
は
、
中
庭
の
片

闘
に
ぽ
つ
ん
と
一
人
座
っ
て
い
た
。

「
そ
ん
な
姿
を
見
て
、
少
し
で
も

相
手
を
つ
ら
く
さ
せ
な
い
伝
え
方
は

で
き
な
い
も
の
か
、
ず
っ
と
頭
の
ど

こ
か
で
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

外
科
医
歴
四
年
の
現
・
国
立
病
院

機
構
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ

ア
科
医
長
の
竹
川
茂
さ
ん
が
、
2
0

0
7

年
に
が
ん
診
療
医
向
け
の
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
研
修
会
」

を
受
講
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
こ

ん
な
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

研
修
は
日
本
サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロジ

l

学
会
が
主
催
。2
日
間
で
講
義
や

模
擬
患
者
面
接
なY
を
通
じ
、
難
治

が
ん
の
告
知
の
際
に
注
意
す
べ
き
点

を
学
ぶ
。

例
え
ば
、
①
い
き
な
り
惑
い
知
ら

せ
を
伝
え
な
い
②
話
が
早
過
ぎ
な
い

か
穣
認
す
る
③
沈
黙
し
、
相
手
が
考

え
を
盤
理
す
る
時
聞
を
設
け
る
④

「
は
い
」
「
い
い
え
」
の
答
え
で
終
わ

る
質
問
で
は
な
く
、
自
由
な
発
言
を

引
き
出
す
問
い
か
け
を
心
が
け
る

ー
ー
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

以
前
は
、
医
師
が
黙
り
込
む
の
は

良
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
竹
川
さ

ん
。
だ
が
研
修
を
受
け
て
、
「
沈
黙

す
る
時
聞
が
相
手
の
気
持
ち
を
引
き

出
す
た
め
に
必
要
だ
と
気
づ
き
、
務

ち
着
い
て
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
。
研
修
の
効
果
を
実
感
し
、
昨

年
3

月
ま
で
勤
め
て
い
た
金
沢
医
療

セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、
院
内
研
修
会

を
聞
き
、
留
意
点
を
医
師
約
犯
人
に

伝
え
た
。

医
師
が
研
修

話
し
や
す
い
雰
囲
気
に

愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

緩
和
ゲ
ア
科
医
長
の
下
山
鹿
島
さ
ん

も
、
外
科
医
時
代
に
研
修
を
受
け
た

一
人
。
患
者
の
話
を
聞
く
よ
う
心
が

け
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
模
鍍

患
者
面
接
の
記
録
を
見
返
す
と
、
ほ

と
ん
ど
自
分
だ
け
が
話
し
て
い
て
、

患
者
の
話
を
聞
け
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
い
う
。
以
後
、
患

者
に
説
明
が
早
過
ぎ
な
い
か
確
認
す

る
な
ど
し
な
が
ら
、
よ
り
話
し
や
す

い
雰
囲
気
作
り
に
気
を
配
る
。

研
修
の
普
及
に
取
り
組
む
日
本
医

大
病
院
教
授
の
久
保
田
馨
さ
ん
は

「
難
し
い
告
知
の
際
、
正
確
な
説
明

や
精
神
的
ケ
ア
の
た
め
に
、
医
師
は

た
く
さ
ん
言
葉
を
重
ね
な
く
て
は
い

け
な
い
と
考
え
が
ち
だ
が
、
シ
ョ
ッ

ク
で
頭
が
真
っ
白
な
状
般
の
人
に
、

い
く
ら
情
報
を
提
供
し
て
も
伝
わ
ら

な
い
」
と
話
す
。

前
も
っ
て
大
事
な
話
を
す
る
こ
と

を
伝
え
、
患
者
の
心
の
準
備
を
確
認

し
た
り
、
患
者
の
ぺ1
ス
に
合
わ
せ

て
会
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
。

患者に寄り添い、うつ和らげる

全
国
で
卿
人
が
受
講

こ
う
し
た
研
修
が
患
者
に
与
え
る

効
果
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
研
究

症
が
行
っ
た
調
査
研
究
の
成
果
が
今

月
、
米
国
臨
床
腫
痴
学
会
誌
に
発
表

さ
れ
た
。

研
究
は
M
w
i例
年
、
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
の
医
師
犯
人
を
、
研
修

を
受
け
る
群
と
受
け
な
い
群
に
分
け

て
実
施
。
各
医
師
が
受
け
持
つ
患
者

約
6
0
0

人
に
、
難
向
か
ん
告
知
後
、

心
理
検
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
う
つ
の
程
度
に
つ
い

て
、
研
修
を
受
け
た
医
師
の
患
者
の

平
均
は4

・
目
点
で
、
受
診
を
勧
め る

基
地
中(
5点
以
上
)
を
下
回
っ
た
。

来
研
修
医
師
の
患
者
は5

・
認
点
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
は
人
柄
な

ど
個
人
の
資
賓
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ

が
、
研
修
で
改
蓄
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

分
析
し
た
国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
室
長
の
藤
森
麻
衣
子

さ
ん
は
「
多
額
の
費
用
を
か
け
ず
、

患
者
の
暮
ら
し
に
好
彫
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
。
研
修
を
普
及
さ
せ

た
い
」
と
語
る
。
す
で
に
全
国
で
約

9
0
0

人
が
受
講
し
た。

臨
艇
が
ん
患
者
団
体
パ
ン
キ
ャ
ン

ジ
ャ
パ
ン
理
事
長
の
真
島
醤
幸
さ
ん

は
「
患
者
に
と
っ
て
医
師
の
説
明
は
、

後
の
治
療
選
奴
や
心
持
ち
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。
一
人
で
も
多
く
の

医
師
に
研
修
を
受
け
て
ほ
し
い
」
と

期
待
す
る
。

売(東京)・朝刊 I 2014年6月 29 日(日) I 

-質問や相談を促す

.いきなり検査結果を伝え忽い

.紙に書いて説明する

.理解度を確認する

・話の進み具合を確寓する

.患者の質問に十分答える

情.鍵供同利用できる支援、サービスの情報
F を伝える

・日常生活や仕事に触れる

・気がかり、心配車を尋ねる

・心の準備を促す
情鏑的 1・沈黙して、気持ちを費還する時間
ザボートl を作る

・気持ちの表出を受け止める

・気符ちを和らげる雷薫をかける

-
睡
開
出
掴
か
ん
の
告
知
で
医
師
が
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
{
例
)

|読
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告知うどがん
が
ん
患
者
に
納
得
し
て
治
療
や
緩
和
ケ
ア
を
受
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
告
知
時
に
必
要
な
医
療

関
係
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
学
ぶ
研
修
会
が
7

月
、
県
内
で
初
め
て
、
大
分
市
の

ヘ
つ
ぎ
病
院
で
開
催
さ
れ
た
。
企
画
、
運
営
し
た
同
病
院
の
林
良
彦
緩
和
ケ
ア
総
合
診
療
部
長

は
「
患
者
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
告
知
が
す
る
の
は
と
て
も
難
し
く
、
悩
む
医
師
も
多
い

。

研
修
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
経
験
し
て
日
々
の
診
療
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た

。

大
分
市
で
医
師
ら
研
修
会

日
本
で
は
現
在
、2
人
に
l

人
が
が
ん
に
な
り
、3
人
に
l

人
が
が
ん
で
亡
く
な
る。
告
知

後
の
数
カ
月
は
心
理
的
な
動
指

が
大
き
く
、
-
年
以
内
の
自
殺

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ

る
。

医
師
と
の
信
頼
関
係
が
つ

く
れ
ず
多
く
の
専
門
医
や
治
療

法
を
求
め
て
病
院
を
渡
り
歩
く

「
が
ん
難
民
」
も
多
い
。

医
師

と
の
信
頼
関
係
が
あ
る
と
、
患

者
の
心
理
ス
ト
レ
ス
や
絶
望
感

が
小
さ
く
、
前
向
き
に
な
る
傾

向
に
な
る
と
い
ヨ
調
査
結
果
も

あ
り
、
精
神
的
な
ケ
ア
を
し
な

が
ら
治
療
を
行
う
こ
と
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。

国
は
2
0
0
7

年
施
行
の
が

ん
対
策
基
本
法
で
「
本
人
の
意

向
を
十
分
に
尊
重
し
、
心
情
に

配
慮
し
た
診
断
結
果
や
病
状
の

適
切
な
伝
え
方
、
医
療
を
提
供

す
る
体
制
の
整
備
」
を
掲
げ
、

チ
l

ム
医
療
や
緩
和
ケ
ア
の
推

進
、
医
師
の
育
成
、
医
療
機
関

の
連
携
な
ど
に
取
り
組
み
、
が

ん
に
負
け
な
い
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

研
修
会
は
、
日
本
サ
イ
コ
オ

ン
コ
ロ
ジ
l

学
会
の
プ
ロ
グ
ラ

厚
労
省
研
究
班
が
調
査

医師の対話力

がん不安緩和

が
ん
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
あ
り
方
を
研
修
で
学
ん
だ
医

師
が
担
当
し
た
患
者
は
、
手
術
後
や

再
発
告
知
後
の
心
の
つ
ら
さ
が
や
わ

ら
ぐ
と
い
う
研
究
成
果
を
厚
生
労
働

省
研
究
班
が
ま
と
め
、
米
専
門
誌
電

子
版
に
発
表
し
た
。
が
ん
治
療
で
、
医

師
が
患
者
の
思
い
に
配
慮
し
て
振
る

舞
う
こ
と
の
大
切
さ
が
示
さ
れ
た
。

研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
研
究
班

の
内
宮
庸
介・
岡
山大
教
授
(
精
神

多様な状況で模擬実演
ム
で
行
い
、
同
病
院
の
医
師4

人
が
参
加。
2

日
間
に
わ
た
り
、

難
治
性
や
再
発
時
、
抗
が
ん
剤

治
療
を
中
止
す
る
場
合
を
想
定

し
、
模
擬
患
者
に
結
果
を
伝
え

る
場
面
の
ロ
ー
ル
プ
レl
(
模

擬
実
演
)
を
計8
回
実
施
し
た。

シ
ナ
リ
オ
は
臓
器
別
の
が
ん
な

げ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
伝
え

方
や
接
し
方
を
す
る
べ
き
だっ

た
の
か
を
議
論。

医
学
用
語
を

多
用
し
な
い
こ
と
や
、
用
件
だ

け
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
身

だ
し
な
み
や
声
の
ト
l

ン
も
考

え
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
て

気
持
ち
に
共
感
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
説
明
す
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
た
。

県
内
で
た
だ
一
人
認
定
講
師

資
格
を
持
つ
林
部
長
は
「
霞
初

の
告
知
の
段
階
で
医
師
と
患
者

の
信
頼
関
係
を
き
ち
ん
と
つ
く

「
けl

」
サ
イ
コ
オ

ン
コ
ロ
ジ
l

一
J
=一
と
は
、
心
理
学(サ
イ
コ

「
し
い
」
ロ
ジ
l
)と
、
が
ん
の
研

究
春
子
る
腫
高学
(
オ
ン
コ
ロジ
l
)

を
組
み合
わ
せ
た
造
語
で
「
精
神
腫
高

学
」
と
呼
ば
れ
る
。

患
者
や家
族
の
精

神
的
苦
痛
の
緩
和
や
情
報
提
供
の
在
り

方
の
研
苅

医
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーシ

ョ
ン
能
力の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お

り

、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
な
ど
し
て
い
る
。

う
こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と
指

摘
。

「
患
者
の
心
理
状
祝
や
家

庭
、
生
活
の
環
境
を
踏
ま
え
て

の
診
療
は
医
師
の
基
本
の
部

分
。
今後
も
研
修
を
実
施
し
て
、

信
頼
の
築
き
方
な
ど
確
認

ど
さ
ま
ざ
ま
な
状
現
に
合
わ
せ

て
作
ら
れ
て
お
り
、
患
者
の
家

族
権
成
や
趣
味
な
ど
も
細
か
く

設
定
さ
れ
て
い
る
。

各
ロ
l

ル
プ
レ
l

終
了
ご
と

に
、
同
学
会
の
認
定
講
師
の
医

師
と
臨
床
心
理
士
の
指
導
を
受

る
こ
と
が
、
そ
の
先
の
治
療
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る。

病

状
が
厳
し
い
場
合
で
も
患
者
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

一言
葉
だ
け
で
な
く
身
ぶ
り
や
手

ぶ
り
な
ど
非
言
語
的
な
要
素
も

取
り
入
れ
て
し
っ

か
り
向
き
合

神
経
病
態
学
)
ら
が
開
発
し
た
。
患

者
の
気
持
ち
を
支
え
る
た
め
、
話
し

や
す
い
環
境
を
作
っ
た
り
、
わ
か
り

や
す
く
伝
え
た
り
す
る
校
法
を
身
に

つ
け
る
の
が
目
的
。
模
擬
患
者
へ
の

実
習
を
中
心
に
、
「
患
者
の
目
や
顔

患
者
の
顔
見
て
相
づ
ち
・
告
知
方
法
を
工
夫

を
見
な
が
ら
相
づ
ち
を
う
つ
」
「
再
人
の
心
の
状
視
を
調
べ
た
。

発
な
ど
の
告
知
前
に
経
過
を
振
り
返
患
者
の
不
安
症
状
を
数
値
佑
す
る

っ
て
患
者
の
認
識
を
確
か
め
る
」
な
国
際
的
な
手
法
で
、
最
高
包
点
で

5

ど
の
手
法
を
、2
日
間
で
体
系
的
に
点
以
上
だ
と
う
つ
の
可
能
性
あ
り
と

学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
す
る
指
標
で
み
た
と
こ
ろ
、
研
修
を

研
修
の
効
果
を
確
か
め
る
た
め
、

2
0
0
6
3

肝
年
、
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
の
おS
M
歳
の
医
師
却
人

を
研
修
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
と
受
け

な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
医
師
が
担
当
し
た
患
者
計
6
0
1

医
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。大

分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
時
日
(
土
)

受
け
た
医
師
の
患
者
は
平
均
4

・
日

点
、
受
け
て
い
な
い
方
は
5

・

担
点

だ
っ
た
。

こ
の
研
修
は
肝
年
か
ら
日
本
サ
イ

コ
オ
ン
コ
ロ
ジl
学
会
な
ど
が
厚
労

省
の
委
託
で
実
施
。
内
富
さ
ん
は

「
医
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
授

術
は
学
習
に
よ
っ
て
向
上
で
き
、
患

者
の
気
持
ち
を
支
援
で
き
る
こ
と
が

証
明
で
き
た
」
と
話
す
。
(
伊
藤
綾
)

朝

日

(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
4

年
7

月
お
日
(
土
)
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臨床能力競う「シムリンビックj I 

ムV秋大医学部チー
人
体
の
構
造
や
機
能
な
ど
を
再
現
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ミ
ュ
レ

ー

タ
ー
を
使
っ
て
、
医
学
生
の
臨
床
能
力
を
競
い
合
う

「メ
デ
ィ
カ
ル

・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2
0
1
4

」
(
シ
ム
リ
ン

ピ
ッ
ク
)
が
初
日
、
和
歌
山
県
立
医
制
大
(和
歌
山
市)
で
開
か
れ

た
。

筑
波
大
や
自
治
医
判
明
大
、
神
戸
大
な
ど
日
大
学
の
ロ
チ

l

ム
(1

チ
l

ム
3

人
)
が
出
場
す
る
中
、
秋
田
大
医
学
部
医
学
制
チ
ー
ム
が

優
勝
を
飾
っ
た
。

同
大
が
培
っ
て
き
た
医
学
教
育
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
全
国
に
発
信
し
た

。

初
開
催
に
竹
大
学
ロ
チ
I

ム

レ
ベ
ル
の
高
さ
評
価

シ
ム
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
日
本
医

学
教
育
学
会
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
教
育
の
理
解
と
普
及
を
目
的

に
初
め
て
開
催
。

秋
田
大
医
学
部

か
ら
は
長
谷
川
諒
さ
ん
(剖
)、
中

村
龍
太
郎
さ
ん(お
)、
渡
部
健
さ

ん
(お
)の
6

年
生3
人
の
チl
ム

が
出
場
し
た。

競
技
種
目
はマ
心
臓
聴診
と
循

環
器
疾
患マ
肺
音
聴
診
と
呼
吸
器

疾
患
マ
急
変
対
応マ
救
急
蘇
生マ

臨
床
手
授
を
伴
う
医
療
面
接
マ
身

体
診
察
と
基
本
手
技
|

の
六
つ。

各
種
目
と
も
模
擬
患
者
や
人
聞
を

模
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を

使
い
、
種
目
別
に
臨
床
現
場
に
近

い
場
面
を
設
定
。

問
診
中
に
倒
れ

た
患
者
へ
心
臓
マ
ッ
サ
l

ツ
を
行

う
な
ど
、
医
学
生
た
ち
が
日
頃
の

学
習
成
果
を
出
し
合
っ
た

。

技
能
だ
け
で
な
く
、
患
者
と
良

好
な
関
係
を
築
く
た
め
の
問
診
や

声
掛
け
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
能
力
も
大
き
な
評
価
対
象
と
さ

れ
、
種
目
ご
と
に
審
査
員
を
務
め

る
学
会
の
医
師
が
探
点
。

秋
田
大

は
6

種
目
の
う
ち3
種
目
で
1

位
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。

2

位
に
自
治
医
制
大
、3位
に
筑
波

大
が
続
い
た。

チ
ー
ム
代
表
の
長
谷
川
さ
ん
は

「ど
ん
な
競
技
を
行
う
か
興
味
が

あ
り
、
他
大
学
の
レ
ベ
ル
も
知
り

た
か
っ
た。
優
勝
な
ん
て
考
え
て

も
い
な
か
っ
た」
と
鴛
き
を
隠
せ

な
い
様
子。
中
村
さ
ん
は「自
分

た
ち
が
学
ん
で
き
た
こ
と
に
自
信

が
持
て
た。
秋
田
大
と
い
っ
た
地

方
の
大
学
で
も
や
れ
る
こ
と
を
証

明
で
き
た」
と
害
ぷ。

3

人
に
は
成
績
の
ほ
か
に
も
、

も
う
一
つ
目
的
が
あ
っ
た
と
い

う
。
「
出
場
す
る
な
ら
秋
田
を
宣

信
し
よ
う
と
、
チ
ー
ム
名
を『だ

れ
だ
?
秋
田
だ
!』
と
し
て
自

己
紹
介
の
時
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

。

記
録
(成
績
)
よ
り
記
憶
に
残
っ

て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
け

ど
、
両
方
と
も
手
に
で
き
た
」
と

渡
部
さ
ん
は
に
っ
こ
り
笑
っ
た

。

秋
田
大
大
学
院
医
学
系
研
究
制

の
長
谷
川
仁
志
教
授(医
学
教
育

学
講
座)
は
「こ
こ
数
年
、
大
学

と
県
内
医
療
機
関
が一体
と
な
っ

て
、
入
学
し
た
ば
か
り
の

1

年
時

か
ら
臨
床
実
習
を
経
験
さ
せ
る
な

ど
、
学
生
の
育
成
に
力
を
注
い
で

き
た
の
で
、
今
回
の
結
果
は
非
常

に
う
れ
し
い。
今
後
も
教
育
や
研

修
の
充
実
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す。

3

人
の
う
ち
、
秋
田
市
出
身
の

長
谷
川
さ
ん
、
渡
部
さ
ん
は
卒
業

後
も
県
内
で
医
師
と
し
て
の
道
を

歩
む。
岩
手
県
出
身
の
中
村
さ
ん

は
い
っ
た
ん
県
外
に
出
る
予
定
だ

が
「い
ず
れ
は
本
県
に戻り
、
外

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
還
元
し
た

い
」
と
し
て
い
る。

(
喜田
良
直
)

秋
田
魁
新
報
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
幻
自
(
木
)

「
地
域
医
療
の
充
実
」
を
評
価

粧
品
許
鵡
超
高
齢
社
会
に
対
応
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東
北
地
方
の
医
学
部
新
殻
を
め
ぐ
り
、
文
部
制
学
省
の
構
想

審
査
会
は
お
目
、
応
募
を
受
け
た

3

団
体
の
中
か
ら
東
北
薬
耕

大
(
仙
台
市
)
を
正
式
に
選
び
、
発
表
し
た
。
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
沿
惇
部
に
教
育
拠
点
を
置
き
、
地
域
医
療
や
災
害

医
療
に
強
い
人
材
を
育
成
す
る
方
針
が
決
め
手
と
な
っ
た
。

同
大
は2
0
1
6

年
度
の
開

設
に
向
げ
、
設
置
認
可
の
手
続

き
に
入
る
。
実
現
す
れ
ば
、
1

9
7
9

年
の
琉
球
大
以
来
訂
年

ぶ
り
。
通
常
な
ら
日
年3
月
に

は
文
耕
省
に
認
可
申
請
す
る

が
、
医
師
を
含
む
最
低
1
4
0

人
の
専
任
教
員
を
確
保
で
き
る

か
が
最
大
の
課
題
だ
。

東
北
薬
制
大
は
、
宮
城
県
石

巻
市
に
「
石
巻
地
場
医
療
教
育

サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設

け
、
学
生
に
実
習
さ
せ
る
こ
と

を
掲
げ
た
。
学
年
定
員12
0

人
の
医
学
部
を
新
設
し
て
「
東

北
医
判
明
薬
軒
大
」
と
し
、
う
ち

加
入
は
卒
業
後5
年
間
、
東
北

地
方
で
の
勤
務
を
義
務
づ
け
る

「
地
繊
枠
」
と
す
る
計
画
だ
。

審
査
会
座
長
の
遠
藤
久
夫
・

学
習
院
大
経
済
学
部
長
は
お
日

の
会
見
で
、
医
師
不
足
が
深
刻

な
沿
岸
部
の
石
巻
市
に
教
育
拠

点
を
偉
く
点
を
挙
げ
、
「
教
育

内
容
が
よ
り
具
体
的
で
あ
る
こ

と
を
評
価
し
た
」
と
説
明
。
一

方
、
奨
学
金
の
給
付
枠
を
増
や

し
て
地
域
に
定
着
す
る
人
数
を 増

や
す
こ
と
な
ど7
項
目
を
条

件
と
し
た
。

審
査
会
は
、
教
員
と
な
る
医

師
を
地
元
か
ら
引
き
援
い
て
地

域
医
療
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ

と
や
尉
源
確
保
の
見
通
し
な
ど を

重
視
し
て
審
査
し
た
。

医
学
部
新
設
は
、
医
師
の
過

剰
供
給
を
防
ぐ
た
め
こ
れ
ま
で

認
め
な
か
っ
た
が
、
政
府
は
昨

年
日
月
、
復
興
に
向
け
た
被
災

地
医
療
の
充
実
や
医
師
不
足
解

消
の
た
め
、
特
例
と
し
て1
校

に
限
り
認
め
る
と
表
明
。
今
年

5

月
末
、
同
大
の
ほ
か
宮
城
県

と
脳
神
経
疾
患
研
兜
所
(
福
島

県
郡
山
市
)
の3
団
体
が
名
乗

り
を
上
げ
て
い
た
。
(
高
浜
行
人
)

医
師
不
足
待
っ
た
な
し

「
医
師
の
全
体
数
が
増
え
る

の
は
あ
り
が
た
い
」
。
宮
城
県

の
気
仙
沼
市
立
病
院
の
担
当
者

は
喜
ぶ
。
た
だ
二
人
前
の
医
師

と
し
て
働
け
る
よ
う
に
な
る
に

は
凶
年
は
か
か
る
。
「
今
も
待
っ

た
な
し
の
状
担
。
日
年
聞
を
つ

な
ぐ
施
策
も
考
え
て
ほ
し
い
」
。

東
北
地
方
は
医
師
が
少
な
く
、

四
万
人
あ
た
り
の
医
師
数
は
6

県
す
べ
て
全
国
平
均
を
下
回

る
。
震
災
後
、
地
域
医
療
を
担

っ
て
き
た
医
師
が
被
災
地
を
離

れ
る
ケ
l

ス
も
相
次
い
だ。

宮
城
県
医
師
会
は
今
後
、
看

護
師
ら
ス
タ
ッ
フ
が
引
き
絞
か

れ
て
因
る
病
院
が
出
て
こ
な
い

か
、
事
業
生
が
確
実
に
根
付
く か

見
守
っ
て
い
く
と
い
う
。
嘉

数
研
二
会
長
は
「
国
で
決
め
た

方
針
な
の
で
、
真
っ
向
か
ら
反

対
は
で
き
な
い
。
地
域
医
療
に

と
っ
て
何
が
い
い
か
を
み
ん
な

で
考
え
て
い
く
」
と
話
す
。
名

乗
り
を
上
げ
て
い
た
福
島
県
郡

山
市
の
脳
神
経
疾
患
研
究
所
の

渡
辺
一
夫
理
事
長
は
沼
田
、
記

者
会
見
で
「
力
が
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
は
あ
る

が
、
結
果
を
厳
粛
に
受
け
止
め

た
い
」
と
話
し
た
。

(
中
林
加
繭
子
、
高
橋
尚
之
)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

す。 転手機能の低下なと寓齢者ら
に特有の体の不調、症状に詳しい

歯制医を養成し、自宅や施設で介

護を受けたり長期療養中の人たち

のサポート体制を充実させる。

岡山大歯学部 (岡山市北区鹿田

町) は、全国10大学との速合組織

「歯学教育改革コンソーシアム」

を9月にも設立し、超高齢社会に

対応した新しい歯学教育に乗り出

鹿沼亘書益幅骨董司・・~~喧fiI.. 

東京大死生学 ・応用倫理セン合一

同 高齢社会総合研究機構

東京都健康長寿医療セン安一

国立長寿医療研究セン空ー

岡山大主幹校に全国iI大学連携 I

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
高
齢

者
ら
を
対
象
に
し
た
歯
税
医
療

や
研
究
で
実
績
を
挙
げ
て
い
る

大
学
が
岡
山
大
を
主
幹
校
に
連

携
。

文
部
制
学
省
の
補
助
を
受

け
て
、
外
来
や
入
院
以
外
の
「在

宅
歯
糾
医
療」
の
充
実
に
取
り

組
む。
助
成
額
は
最
大5
年
間

で
計2
僚
5

千
万
円。

実
施
す
る
講
義
、
実
習
は
歯

学
部
3

年
生
以
上
が
対
象。
参

加
大
学
の
付
属
病
院
で
抗
が
ん

剤
投
与
時
に
生
じ
る
重
度
の
口

内
炎
に
対
す
る
治
療
方
法
を
学

ん
だ
り
、
介
護
施
設
で
領
食
・

臓
下
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者

に
対
す
る
検
査
や
リ
ハ
ビ
リ
の

方
法
な
ど
の
指
導
を
受
け
る

。

ま
た
東
京
大
の
高
齢
社
会
総

合
研
究
機
精(東
京
都
)
、
国

立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

(愛
知
県
)
と
い
っ
た
高
齢
者

に
関
す
る
研
究
を
専
門
に
行
う

4

機
関
が
協
力
施
設
と
し
て
加

2
0
1
4

年
8

月
明
白
日
(
金
)

養
成
・

研
修

わ
り
、
疫
学
研
究
を
支
援
。

終

末
期
の
サ
ポ
ー
ト
を
視
野
に
入

れ
、
死
生
学
を
学
ば
せ
る
講
座

も
設
け
る。

岡
山
大
歯
学
部
に
よ
る
と
、

高
齢
者
ら
が
患
う
誤
職
性
肺
炎

は
口
腔
内
の
細
菌
が
主
な
原
因

の
た
め
、

口
腔
を
清
潔
に
保
つ

ケ
ア
が
防
止
に
有
効
で
、
歯
引
糾

医
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と

い
う
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
虫

歯
や
歯
周
病
な
ど
口
腔
内
の
ト

ラ
ブ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢

者
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
や
症

状
に
も
自
を
向
け
た
教
育
に
力

を
入
れ
る。

窪
木
拓
男
・
岡
山
大
歯
学
部

長
は
「オ
l

ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
在
宅
歯

判
明
医
療
学
の
教
育
を
確
立
さ
せ

る
。

大
学
聞
の
教
員
、
学
生
の

相
互
交
流
も
実
施
し
、
教
育
レ

ベ
ル
の
均
一
化
も
図
り
な
が
ら

質
の
高
い
歯
制
医
を
養
成
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る。

(井
上
光
悦)

山
陽
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
間
日
(
火
)
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る
」
と
紹
介
し
た
。

の
支
援
に
関
す
る
シ
ン
ポ

さ
ら
に
チl
ム
の
〆
ン
ジ
ウ
ム
も
あ
っ
た
。

パ
ー

が
果
た
す
役
割
を
整
最
終
日
の凶
日
は
、
テ

え
る
コー
デ
ィ
ネー
タ
1

1

マ
別
の
討
議
や
交
流
集

日
本
家
族
看
護
学
会
の
メl
ン
会
場
で
は
同
大
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
と
会
の
ほ
か
、
災
害
被
災
地

第
包
囲
学
術
集
会
が9

医
療
福
祉
学
部
の
津
島
ひ

指
摘
。
「
調
整
役と
し
て
で
の
医
療
支
援を
考
え
る

目
、
倉
敷
市
松
島
の
川
崎
ろ
江
教
授
が
講
演

。

人
閣
の
看
護
師
の
力
が
求
め
ら
市
民
公
開
講
座
が
あ
る
。

医
療
福
祉
大
で
始
ま
つ
の
尊
厳
を
重
ん
じ
た
看
護
れ

て
い
る
」
と
述
べ
た。
(

鳥
越
謙

一)

た
。

看
護
や
医
療
関
係
者
の
重
要
性
を
強
調
し

「患
米
ジ

ョ

ン
ズ
・

ホ
プ
キ

約
8
5
0

人
が
参
加
し
、
者
本
位
の
ケ
ア
実
現
に
向
ン
ス
大
の
マ
リ

l

・
ノ
l

患
者
や
家
族
の
立
場
に
立
げ
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
ラ
ン
教
授
に

よ
る
終
末
期

っ
た
看
護
の
在
り
方
に
聞
の
専
門
職
が
連
携
し
て
チ
の
患
者
家
族
の
意
思
決
定

す
る
講
演
や
発
表
が
あ
っ
1

ム
で
患
者に
対
応
す
る
を
テl
マ
に
し
た
講
演

一

た
。

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
や
、
認
知
症
患
者
と
家
族

患
者
本
位
看
護
考
え
る

判
曜
時
計
講
演
や
シ
ン
ポ

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月

m
日

(日
)

L
I
E
L

‘F
E
E
S
6
t

，
!
‘

.
E
1

学
術
集
会
の
会
長
を
務

E
E
品
祖
国7
J
品
町
下.
Z
M
Y
削
V
I
H
E二

E
R

司
d丸

め
た
同
大
の
吉
富
美
佐
江

-
3
圭
員
6

畠
中
主
順
店
て
羽
E

一ノ
t

J

護
は
「キ
ャ
リ
ア
発
達

開
妻
、
ン
ン
ボ
で
経
験
談
発
表
詰
沈
滞
時
跨

日
本
看
護
教
育
学
学
会
集
会
の
テ
ー
マ
は
「
看
仕
事
を
し
な
が
ら
日
中
に
し
い
」
と
話
し
た
。
来
年

(野
本
百
合
子
理
事
長)
護
職
者
の
学
習
継
続
と
キ
大
学
院
で
学
ん
で
い
た
こ

8

月
に
は
前
橋
で
お
周
年

の
第
剖
回
掌
術
集
会
が
前
ャ
リ
ア
発
達
」

。

シ
ン
ポ
と
を
語
る
と
、
会
場
か
ら
の
記
念
大
会
が
予
定
さ
れ

橋
市
の
前
橋
テ
ル
サ
で
開
ジ
ウ
ム
で
は
大
学
院
で
看
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た

。

て
い
る。

か
れ
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
護
教
育
学
を
学
ん
だ

4

人
富
永
明
子
さ
ん
(県
立
県

看
護
師
や
看
聾
衰
の
教
が
、
習
得
し
た
知
識
の
生
民
健
康
怠
芙
講
師
)
は

諭
ら
約3
4
0

人
が
看
護
か
し
方
を
発
表
し
た
。

小
研
究
内
容
を
職
場
で
共
有

教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
池
洋
子
さ
ん
(関
越
中
央
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強

意
識
を
高
め
た
。
病
院
)
は
、
夜
勤
専
従
の
調
し
た
。

上
毛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
明日目
(土
)

養
成
・

研
修

せ
ん
妄
対
応
質
向
上
を

医
療
関
係
者
予
防
と
対
策
学
ぶ
室

病
気
や
入
院
に
よ
る
環
境
ど
か
ら
、
在
宅
医
療
継
続
の

の
変
化
で
脳
が
う
ま
く
働
か
大
き
な
障
壁
に
な
る
と
い

な
く
な
り
、音
量
や
振
る
舞
う
。

い
に
混
乱
や
興
費
か
見
ら
れ
研
修
会
は
在
宅
医
療
に
携

る
状
態
「
せ
ん
妄
」
に
つ
い
わ
る
医
師
や
看
護
師
ら
が

て
知
識
を
深
め
る
研
修
会
「
せ
ん
妄」へ
の
対
応
の
質
を

が
、
宮
蘭
市
東
町
の
市
中
小
高
め
る
こ
と
で
、
在
宅
生
活

合
葉
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
を
安
心
し
て
継
続
で
き
る
た

西
間
接
管
内
の
医
療
関
係
者
め
の
サ
ポ
ー

ト
に
つ
な
げ
よ

ら
が
在
宅
医
療
継
続
の
断
念
う
!
と
厚
生
労
働
省
の
助
成

に
も
つ
な
が
る
「
せ
ん
妄
」
を
受
け
て
開
催
。
西
胆
振
管

へ
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
内
の
医
師
や
重
師
ら

同
人

深
め
た。
が
参

加
。
せ
ん
妄
予
断
と
対

室
蘭
市
医
師
会
在
宅
医
療
策
に
重
点
的
に
取
り
組
む
、

シ
ス
テ
ム
委
員
会
(
委
員
長

・

岡
山
大
学
病
院
精
神
科
神
経

草
場
鉄
周
本
輪
西
フ
ァ
ミ
リ
科
の
井
上
真
一
郎
医
局
長
ら

l

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)
の
主
同
病
院
の
「
せ
ん
妄
対
策
チ

催
一
{せ
ん
妄
」
は
興
奮
し
た
l

ム
」
を
講
師
に
招
い
た
。

り
俳
御
し
た
り
す
る
な
ど
、
井
上
医
局
長
は
、
せ
ん
妄

雪
量
芦
語
読
混
乱
す
る
症
の
原
因
を
改
善
す
る
だ
け
で

状
が
出
る
。
こ
の
た
め
串
著
な
く
、
量
著
に
対
す
る
声

が
在
宅
医
療
房
希
望
し
て
も
掛
け
」
「
家
族
の
写
真
を
近

家
族
や
周
囲
へ
の
負
担
増
な
く
に
置
く

」
「
睡
眠
覚
醒
リ

ズ
ム
の
調
整
」
な
と
、
医
療

ス
タ
ッ
フや
家
族
の
ケ
ア
や

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
重
要
な
こ

と
を
説
い
た。

一
方
、
終
末
期
を
自
宅
で

迎
え
る
患
者
の
せ
ん
妄
へ
の

対
応
を
想
定
し
た
ロ
l

ル
プ

レ
ー

で
は
、
参
加
者
は
「
在

宅
医
療
を
継
続
す
る
方
向
を

説
明
す
る
」
医
療
費
役
や
、

「せ
ん
妄
を
全
く
理
解
し
て

い
な
い
」
自
箸
の
家
族
を
演

じ
る
こ
と
な
ど
を
通
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
や
境
遇
に
理

解
を
深
め
な
が
り
ス
キ
ル
ア

ッ
プを
図
っ
た。(

松
岡
秀
宣
)

室
蘭
民
報
・
朝
刊

2

0
1
4

年
8

月
初
日
(
水
)

蘭
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さ刃

布畠定
謬看
ぎ護
高師
手が
材研
議修
座

県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ

ー
は
四
日
、
特
定
分
野
で

優
れ
た
技
術
と
知
識
を
認

め
ら
れ
た
認
定
看
護
師
を

犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
人
を

支
え
る
役
割
を
担
う
医
療
ソ
l

シ
ャ
ル
ワl
カ
l

(M
S
W
)

を
矯
ゃ
そ
う
と
、
県
は
、
専
門

学
校
の
学
生
へ
の
働
き
か
け
な

ど
を
強
め
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
、
広
川
町
の
和
歌
山
社
会
福

祉
専
門
学
校
で
「犯
罪
被
害
者

支
援
出
前
講
座」
を
開
催。
先

月
の
第1
固
に
続
き
、
お
日
に

は
2

回
目
の
講
座
を
聞
き
、
社

会
福
祉
士
や
鵬
首
察
官
が
、
学
生

た
ち
に
、
具
体
的
な
活
動
内
容

な
ど
を
伝
え
る。

(落
合
宏
美
) 対

象
に
し
た
「が
ん
看
護

エ
ク
セ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
開
講
し
た。
同
セ

ン
タ
ー
の
臨
床
現
場
で
の 看

護
実
践
や
課
題
に
学

び
、
専
門
性
を
さ
ら
に
高

め
て
も
ら
う
狙
い
で
、
本

年
度
初
め
て
実
施
し
た
。

同
日
は
講
義
編
を
行

い
、
全
国
か
ら
異
な
る
専

門
分
野
の
認
定
看
護
師
約

1
0
0

人
が
参
加
し
た。

診
療
報
酬
改
訂
で
算
定
が

認
め
ら
れ
、
関
心
が
高
ま

る
が
ん
患
者
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
、
臨
床
研
究
に
お

け
る
医
療
倫
理
を
テ
ー
マ

に
同
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職

犯
罪
被
害
者

支
医療ソーシャルワーカー

え
る
力
に

-
現
状
で
は
足
り
な
い

M
S
W
は
、
病
院
な
ど
で
、
患
者

や
家
族
の
抱
え
る
心
理
的
、
経
済
的

な
悩
み
に
対
応
す
る
専
門
職
で
、
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
人
が
多

い
。

医
療
機
関
を
訪
れ
た
犯
罪
被
害

者
に
対
す
る
支
援
で
果
た
す
役
割
は

大
き
い
と
さ
れ
る
。

や
外
部
講
師
が
講
義
し

た
。

医
療
倫
理
分
野
で
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
山
口
建
総

長
が
、
ゲ
ノ
ム
解
析
の
進

展
が
が
ん
の
治
療
や
予
防

に
も
た
ら
す
変
化
を
解
説

し
た
。

臨
床
研
究
の
正
確

性
、
公
平
性
を
担
保
す
る

生
物
統
計
学
の
基
礎
や
利

県
警
に
よ
る
と
、
被
害
者
支
援
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
殺
人
、
強
都
、

強
制
わ
い
せ
つ
、
死
亡
事
政
、
傷
害

な
ど
の
年
間
の
認
知
件
数
は
、20

0
9

年
か
ら
3
0
0

件
台
で
推
移
し

て
い
る
。

県
社
会
福
祉
士
会
に
よ
る
と
、
開

会
に
入
っ
て
い
る
社
会
福
祉
士
約2

6
0

人
の
う
ち
、
医
療
機
関
でM
S

益
相
反
の
管
理
も
演
題
に

な
っ
た。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
講
義
編

の
修
了
者
を
対
象
に
し
た

実
践
編
も
設
け
、8
人
が

初
日
か
ら
外
来
や
病
棟
の

現
場
で
研
修
す
る。
実
践

編
に
も
参
加
す
る
小
田
原

市
立
病
院
(
神
奈
川
県)

の
種
市
亜
澄
さ
ん
は「2

W
な
ど
と
し
て
働
い
て
い
る
の
は
犯

人
(4
月
日
日
現
在)
。
支
援
を
必

要
と
す
る
被
害
者
の
数
と
比
べ
て
、

必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
た

め
、
県
は
医
療
や
福
祉
の
現
場
で
働

く
こ
と
を
志
し
て
い
る
人
た
ち
に
働

き
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

-
女
性
警
官
ら
が
講
師

和
歌
山
社
会
福
祉
専
門
学
校
で
開

く
講
座
で
は
、
県
社
会
福
祉
士
会
の

会
長
や
臨
床
心
理
士
、
県
密
で
被
害

者
支
援
に
あ
た
る
女
性
警
察
官
が
講

師
を
務
め
る。
被
害
者
が
事
件
後
、

心
身
と
も
に
不
調
と
な
っ
て
日
常
生

活
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
や
、
周
囲

の
何
気
な
い
言
葉
に
傷
つ
け
ら
れ
る

「
二次
被
害
」
に
遭
う
こ
と
も
あ
る

福
祉
専
門
学
校
で
お
日
講
座

養
成
・
研
修

県

年
前
に
認
塞
旬
謹
師
の
資

格
を
取
り
、
現
場
に
戻
っ

た
が
実
践
方
法
に
迷
い
も

あ
る
。

他
施
設
の
状
況
を

学
び
た
い」
と
話
し
た。

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
初
日
(
水
)

な
ど
、
現
場
の
状
況
を
説
明
し
な
が

ら
、
専
門
職
の
支
援
の
必
要
性
を
訴

え
る
。

7

月
白
日
の
第
1

回
の
講
座
に

は
、
学
生
約
白
人
が
参
加
。

社
会
福

祉
科
2

年
の
男
性
(お
)は
、
「
M
S

W
の
役
割
が
イ
メ
ージ
し
や
す
く
な

っ
た。

犯
罪
に
遭
っ
た
人
た
ち
へ
の

支
援
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
」
と

話
し
て
い
た。

県
県
民
生
活
課
の
小
畑
博
聞
副
課

長
は
、
「
被
害
者
の
状
況
を
理
解
し

て
寄
り
添
え
るM
S
W
の
存
在
は
、

事
件
後
の
立
ち
直
り
に
も
大
き
く
影

響
す
る。
学
生
た
ち
に
将
来
の
進
路

と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
必

要
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

読
売
(
和
歌
山
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
明
日
日
(
土
)
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パ
l

キ
ン
ソ
ン
病

i
p
S

移
植

京大教授計画

i
p
S
(人
工
多
能
性
幹)
P
S

細
胞
研
究
所
の
高
橋
淳
教
高
橋
教
授
が
こ
の
ほ
ど
聞
か

細
胞
か
ら
作
っ
義
経
細
胞
を
授
が
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
は
れ
た
学
内
の
研
究
会
で
明
ら
か

パ
l

キ
ン
ソ
ン
病
患
者
に
移
植
日
ま
で
に
分
か
っ
た

。

他
人
の
に
し
た

。

患
者
へ
の
最
初
の
移

す
る
京
都
大
の
再
生
医
療
に
つ
細
胞
を
使
う
移
植
も
同
年
度
に
植
と
な
る
臨
床
研
究
は

2
0
1

い
て
、
自
分
の
細
胞
を
惇
つ
移
治
験
を
開
始
す
る

。

さ
ら
に
多
5

年
度
に
開
始
し
、6人
の
患

植
に
関
し
て
は
保
険診療
と
併
く
の
患
者
が
治
療
を
受
け
ら
者
の
血
液
細
胞
か
ら
作
製
し
た

用
す
る
先
進
医
療
を
2
0
1
8

れ
、i
p
S

細
胞
の
医
療
応
用
i
p
S

細
胞
の
使
用
を
予
定
し

年
度
に
始
め
る
こ
と
を
京
大

i

の
大
き
な
前
進
に
な
る
。
て
い
る
。

先
進
医
療
の
開
始
に

ない」

IPS細胞を使ったHーキンソン病治復

技
術
・
療
法

Elì男寓úl~:m直島~rlll;.

2015隼..床研究に鎗手

18隼店先進底.を開始 治.スタート

ぽパーキンソン病神経伝達物質トパミ
ンを分泌する脳内の神経細胞が減ること
で、 手足の震えや体のこわばりなどの症

状が出る進行性雛病。 多くはω歳以降に発症
する。国内には14万人の患者がいるとされる。

E吾首E鋸?:m匝配置ír:lI~;.

伴
い
、
臨
床
研
究
よ
り
も
多
く

の
患
者
の
希
望
に
対
応
し
や
す く

な
る
。

ま
た
、
i
p
S

細
胞
房
便
っ

た
再
生
医
療
は
、
費
用
の
問
題

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
他
人
の
細

胞
か
ら
作
製
し
備
蓄
し
た
「
i

p
S

細
胞
ス
ト
ッ
ク
」
の
利
用

が
将
来
的
に
基
本
と
な
る
貝
込

み
。

高
橋
教
授
は
他
人
の
細
胞

の
移
植
で
は
ス
ト
ッ
ク
の
細
胞

を
使
う
考
え
を示
し
て
お
り
、

将
来
的
な
ス
トッ
ク
の
細
胞
の

医
療
製
品
化
に
向
け
治
験
を
実

施
す
る。

高
橋
教
授
の
グ
ル
ー
プ
は
、

.I
P
S

細
胞
か
ら
神
経
伝
達
物

質
ドl
パ
ミ
ン
を
分
泌
す
る
神

i
p
s
 臨
床
研
究
の
開
始
時
期
間
年
後
に
は
め
ど

ヒ
ト
の
袋
詰
器
能

(長
田
細
胞)で
腎
臓
な
ど

の
再
生
医
療
の
研
究
に
取
り
組
む
、
関
船
蹴
一
プ
京
都
大

i
p

S

細
胞
研
君
附
准
教
授
の
諮
問
演
会
「

i
p
S

細
胞
そ
使
っ
て
腎

臓
病
を
治
す
」
(
北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
主
催
、
北

海
道
新
聞
社
共
催
)
が6
日
、
札
幌
で
聞
か
れ
た
。

市
民
ら
3

5
0

人
に
研
究
の
現
状
や
展
望
を
話
し
、
研
究
へ
の
支
援
を
訴

え
た
。

誓
早
霜
介
す
る
。

(翼
責
寒
縄

)

で
す
か
ら
腎
臓
で
す
と
、ip

S

細
胞
か
ら
腎
細
胞
を
無
隈
に
つ

く
っ
て
、
細
胞
そ
の
も
の
を
移
植

し
た
り

(細
胞
療
法)
、
腎
細
胞

か
ら
新
し
い
腎
臓
を
つ
く
っ
て
移

植
し
、
病
気
を
治
す
こ
と
が
理
論

上
可
能
で
す。

で
も
、
日
本
で
今
後5
年
と
か

凶
年
く
ら
い
の
聞
に
、ip
S

細

胞
か
ら
つ
く
っ
た
細
胞
を
患
者
に

経
の
元
と
な
る
細
胞
を
作
り
、

パ
l

キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
脳
に

移
植
し
て
症
状
を
改
普
さ
せ
る

研
究
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま

で
に
安
全
な
細
胞
の
大
量
作
製

な
ど
移
植
用
の
技
術
を
確
立

し
、
動
物
実
験
で
検
証
し
て
い

る
。
(
松
尾
治
道
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
市
日
(
金
)

と
な
る
赤
ちゃ
ん
の
腎
細
胞
か
ら

「大
人
の
腎
細
胞
」
を
つ
く
る
研
究

を
、
世
界
中
が
行っ
て
い
ま
す。

• • • 
私
た
ち
は
同
時
に
、
ヒ
ト
の
i

p
S

細
胞
か
ら
で
き
た
赤
ち
ゃ
ん

の
腎
細
胞
で
、
腎
臓
病
を
治
す
研

究
も
進
め
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
細
胞
療
法
の
研
究

。

腎
細
胞
を
腎
臓
病
の
マ
ウ
ス
に
移

植
し
て
病
気
が
治
る
か
を
調
べ
て

い
ま
す。
う
ま
く
い
け
ば
次
は
サ

ル
、
愚
簿
札
ヒ
ト
に
展
開
し
ま
す

。
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「夢では賢臓再生

私
は
、
ヒ
ト
のi
p
S

細
胞
か

ら
車
、
藤
、
肝
臓
な
ど
の
臓

器
を
つ
く
っ
て
、
自
箸
さ
ん
の
役

に
立
つ
た
め
の
研
究
を
し
て
い
ま

す
。腎

臓
は
、
生
活
で
生
じ
た
毒
素

や
余
分
な
水
分
を
尿
と
し
て
体
外

に
捨
て
る
臓
器
で
す
。

こ
の
働
き

が
悪
く
な
っ
て
毒
素
が
体
に
た
ま

る
病
気
が
慢
性
腎
臓
病
で
、
こ
れ

が
悪
化
す
る
と
慢
性
腎
木
会
芦
」
な

り
、
透
析
治
療
を
受
け
な
い
と
生

き
て
い
け
な
く
な
り
ま
す。

日
本
に
慢
性
腎
臓
病
の
患
者
は

約
1
3
0
0

万
人
、
透
析
の
患
者

は
詑
万
人
も
い
ま
す。
透
析
に
な

る
と
、
飲
食
物
が
制
限
さ
れ
、
週

2
1
3

回
受
け
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん。
唯
一
の
根
本
的
な
治

療
は
腎
臓
移
植
で
す
が
、
腎
臓
移

植
は
年
千
例
程
度
で
臓
器
が
足
り

ま
せ
ん。• • • 

再
生
医
療
と
は
、
ヒ
ト
の
i
p

S

細
胞
な
ど
か
ら
つ
く
っ
た
健
康

な
細
胞
、
組
織
、
臓
器
を
、
病
気

の
人
の
体
の
中
に
移
植
す
る
こ
と

で
治
す
医
療
で
す
。

i
p
S

細
胞
は
「無
限
に
増
え

続
け
る
」
「
体
の
ど
ん
な
細
胞
に

も
な
れ
る
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

体
中
の
ど
の
細
胞
か
ら
も
つ
く

れ
ま
す。
よ
く
使
う
の
は
血
液
で
、

l
α
の
血
液
か
ら
分
離
し
た
白
血

球
に
漕
伝
子
を
含
む
液
を
ふ
り
か

け
る
と
、
約1
カ
月
で
で
き
ま
す。

研 S ~を

ifii 
臓臓の部

詰22
.くに気

事る 。 で
研米諸盟
究ハれ

参経 l る従パと

プ ω 大戻
リ年でら
l に E壬Rな
ダ京性tい

L 妻都豊
議長?員
。 S E í心

透析治療などに役立てたい

細胞や臓器をつくる
技
術
・
療
法 移

植
す
る
臨
床
研
究
が
始
ま
り
そ

う
な
の
は
、
目
を
含
め
た
神
経
、

心
臓
、
血
液
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
以
外
は
移
植
可
能
な
本
物
の

細
胞
が
ま
だ
つ
く
れ
て
い
ま
せ

ん
。

特
に
難
し
い
の
が
、
腎
臓
と

肺
で
す。• • • 

-
l
p
S
細
踊
か
ら
腎
細
胞
を
ど

う
つ
く
る
の
か
。

こ
れ
は
発
生
の

仕
組
み
を
ま
ね
て
つ
く
り
ま
す

。

腎
臓
の
発
生
の
仕
組
み
は
こ
う
で

す
。

受
精
卵
か
ら
腎
臓
の
も
と
と

な
る
細
胞
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
が

母
胎
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
の
腎
臓
に

な
り
ま
す。
さ
ら
に
大
人
の
腎
臓

へ
と
成
長
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
で
い
く
つ
か
の
タ
ン
パ
ク
質

が
は
た
ら
い
て
次
の
段
階
に
進
み

ま
す
。

私
た
ち
は
、
各
段
階
で
は
た
ら

く
タ
ン
パ
ク
質
を
突
き
止
め
て
i

p
S

細
胞
に
ふ
り
か
け
ま
す
。

で

も
タ
ン
パ
ク
質
は
高
価
な
の
で
同

じ
は
た
ら
き
を
す
る
安
価
な
化
学

物
質
を
さ
ら
に
探
し
出
し
、
代
わ

り
に
ふ
り
か
け
て
腎
細
胞
を
つ
く

ろ
'
?
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は2
年
前
、
第1
段
階

と
し
て
ヒ
ト
の
・l
p
S

細
胞
か
ら

「
腎
臓
の
も
と
に
な
る
細
胞
」
の
作

製
に
成
功
し
ま
し
た。
第
2

段
階

の
、
も
と
に
な
る
細
胞
か
ら
「
赤
ち

ゃ
ん
の
腎
細
胞」を
つ
く
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

今
は
、
最
終
段
階

実
現
す
れ
ば
慢
性
腎
臓
病
の
病
気

の
進
行
を
抑
え
、
透
析
に
な
る
時

期
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

次
に
、
新
し
い
腎
臓
を
つ
く
る

研
究。
透
析
患
者
に
移
植
可
能
な

腎
臓
を
つ
く
る
試
み
で
す
。

今
は
、

腎
細
胞
か
ら
直
径21
3

ミ
リ
の
小

さ
な
腎
組
織
が
で
き
る
程
度
で
、

ま
だ
ま
#
蒔
聞
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
i
p
S

細
胞
か
ら
つ
く
っ

た
腎
組
織
の
移
植
も
研
究
し
て
い

ま
す
。

震
後
に
、
腎
細
胞
を
人
工
透
析

器
に
貼
り
つ
け
て
血
液
を
浄
化
す

る
「バ
イ
オ
人
工
腎
臓
」
の
研
究
。

実
現
す
る
と
、
透
析
は
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
合
併
症
の

減
少
や
透
析
時
間
の
短
縮
な
ど
が

期
待
で
き
ま
す。

日
本
で
は
こ
の
秋
、
ヒ
ト
の
i

g

細
漂
泊
マ
民
網
膜
の

細
胞
を
加
齢
黄
斑
変
性
症
の
患

者
に
移
植
す
る
臨
床
研
究
が
始
ま

る
予
定
で
す。
再
生
医
療
はH
夢

物
語
H
で
は
な
い。
腎
臓
も
叩
年

後
に
は
、
い
つ
か
ら
患
者
さ
ん
の

臨
床
研
究
が
始
め
ら
れ
る
か
と
い

う
め
ど
を
立
て
た
い
、
と
考
え
て

い
ま
す。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
幻
自
(
水
)

59 新聞社以外の許諾も得た上で掲践しております.
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大
学
や
研
究
機
関
の
膨
大
な

基
礎
研
究
か
ら
、
が
ん
の
特
徴

が
徐
々
に
見
え
て
き
た
。
多
く

の
病
気
の
な
か
で
も
、
が
ん
の

ず
る
賢
い
戦
略
に
は
い
つ
も
手

を
焼
い
て
き
た
。
抗
が
ん
剤
が

効
き
に
く
く
な
る
原
因
や
転
移

な
ど
の
仕
組
み
が
分
か
れ
ば
、

新
た
な
治
療
法
の
開
発
に
つ
な

が
る。
が
ん
の
攻
略
を
め
ざ
す

先
錦
研
究
を
紹
介
す
る
。

血
管
の
壁
は
様
々
な
栄
養
分

な
ど
が
す
り
抜
け
ら
れ
る
「
隙

間
」
が
あ
い
て
い
る
。
た
だ
脳

を
巡
る
血
管
は
隙
闘
が
狭
く
、

栄
養
分
と
な
る
グ
ル
コ
ー

ス
や

ア
ル
コー
ル
、
抗
う
つ
剤
な
ど

限
ら
れ
た
物
質
し
か
血
管
か
ら

脳
の
組
織
に
し
み
出
す
こ
と
は

な
い
。
脳
を
誤
作
動
さ
せ
る
化

学
物
質
が
到
達
し
ない
よ
う
に

し
た
生
命
の
知
恵
と
さ
れ
る
。

こ
の
性
質
は
が
ん
の
一
種
、

脳
腫
痕
を
治
療
す
る
と
き
に
妨

げ
と
な
る
。
脳
は
大
き
く
傷
つ

け
る
と
体
の
働
き
が
失
わ
れ
る

た
め
手
術
が
難
し
い
。
薬
を
血

管
に
流
し
て
も
が
ん
組
織
に
届 脳麗蕩に薬届ける

① がんカ
プ
セ
ル
、
血
管
の
壁
通
過

か
な
い
。

こ
の
難
題
に
挑
む
の
は
東
京

大
学
の
片
岡
一
則
教
授
だ
。
薬

を
運
ぷ
ナ
ノ
(
ナ
ノ
は
ω
億
分
の

l
)
M州
大
の
カ
プ
セ
ル
を
開
発
。

表
面
に
脳
腫
痕
の
血
管
の
内
側

に
多
い
た
ん
ぱ
く
質
「
イ
ン
テ

グ
リ
ン
」
に
結
合
す
る
分
子
を

付
け
た。

カ
プ
セ
ル
は
、
イ
ン
テ
グ
リ

ン
セ
ン
サ
ー
で
が
ん
を
見
つ
け

出
す
。
狭
い
隙
闘
を
通
り
抜
け

て
血
管
か
ら
出
て
、
腫
携
に
集 ま

る
。
次
に
カ
プ
セ
ル
か
ら
薬

を
放
出
し
脳
腫
療
の
細
胞
を
攻

撃
す
る
。
「
正
常
な
組
織
に
は

集
ま
ら
な
い
た
め
、
治
療
効
果

も
安
全
性
も
高
い
」
(
片
岡
教

授
)
。
研
究
を51
m
年
続
け

て
実
用
化
を
目
指
す
。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
4

日

(
水
)

技
術
・
療
法

画面亙ヨ

「グ
リ
オl
マ
」
と
呼
ぷ
脳

腿
湯
の
一
種
は
、
特
に
治
り
に

:
く
い
が
ん
だ
。
大
き
な
腫
溺
を

手
術
で
取
り
去
っ
て
も
、
別
の

場
所
か
ら
ま
た
腹
筋
が
大
き
く

な
る
。
腫
痕
か
ら
小
さ
な
が
ん

細
胞
が
脳
内
の
広
い
範
囲
に
散

ら
ば
り
、
手
術
で
は
取
り
切
れ

・

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

脳

e
は
大
き
く
切
除
す
る
と
、
ま
ひ

や
知
的
障
害
な
ど
の
後
遺
症
が

残
っ
て
し
ま
う。
脳
内
に
が
ん

…
を
ば
ら
ま
か
な
い
治
療
が
鍵
に

日
な
る
。

が
ん
は
体
内
で
酸
素
が
少
な

く
な
っ
た
場
合
に
移
動
し
や
す

く
な
る
と
い
わ
れ
る
。
が
ん
細

胞
が
増
殖
す
る
と
、
血
管
を
圧

迫
し
て
酸
素
が
届
き
に
く
く
な

る
。

こ
れ
を
き
っ
か
り
に
が
ん

…
細
胞
は
動
き
だ
し
、
酸
素
が
豊

…
g
な
正
常
組
織
の
隙
聞
に
広
が

…
って
い
く。
低
酸
素
の
状
態
に

な
る
と
な
ぜ
が
ん
が
動
き
回
る

の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

が
ん
細
胞
は
普
段
は
丸
い
形

を
し
て
い
る
が
、
動
き
回
る
際

・
は
細
胞
が
変
形
し
て
三
角
形
に

.剤が届きやすい

脳内転移、低酸素が誘因. 

② がん細
胞
移
動
防
ぐ
治
療
研
究

な
る
。
「
ア
ク
チ
ン
線
維」
と

い
う
細
胞
の
形
を
決
め
る
ワ
イ

ヤ
の
よ
-
2他
た
ん
ぱ
く
質
が
集

ま
っ
て
く
る
の
だ。

岡
山
大
学
の
松
井
秀
樹
教
授

と
道
上
宏
之
助
教
ら
は
、
グ
リ

オ
l

マ
の
細
胞
を
酸
素
が
少
な

い
状
態
で
培
養
し
、
動
き
を
詳

し
く
観
察
し
た。
酸
紫
が
少
な

い
環
境
で
は
、
が
ん
細
胞
内
に

「サ
イ
ク
リ
ンG
2

」
と
呼
ぷ

た
ん
ぱ
く
質
が
培
え
て
細
胞
が

動
き
や
す
く
な
っ
た。
サ
イ
ク

リ
ン
G
2

に
よ
っ
て
、
細
胞
の

骨
組
み
と
な
る
「ア
ク
チ
ン
線

維
」
が
束
に
な
っ
て
細
胞
の
形

が
変
わ
り
、
移
動
し
や
す
く
な

っ
て
い
た
。

マ
ウ
ス
を
使
っ
た
実
験
で
、

サ
イ
ク
リ
ンG
2

の
働
き
を
妨

げ
る
薬
剤
を
注
射
す
る
と
が
ん

の
広
が
り
を
防
げ
た
。

製
薬
企

業
と
協
力
し
て
治
療
祭
を
開
発

す
る
計
画
だ。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
5

日
(
木
)
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ハ
チ
の
巣
の
中
で
は
1

匹
の

女
王
パ
チ
が
せ
っ
せ
と
卵
を
産

み
、
数
万
の
働
き
パ
チ
が
蜜
を

集
め
た
り
幼
虫
の
世
話
を
し
た

り
と
役
割
分
担
を
し
て
い
る
。

実
は
が
ん
組
織
も
す
べ
て
の
細

胞
が
同
じ
で
は
な
く
、
親
玉
に

当
た
る
少
数
の「が
ん
幹
細
胞」

と
、
そ
れ
以
外
の
多
く
の
が
ん

細
胞
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た。普

段
、
盛
ん
に
分
裂
し
増
殖

す
る
の
は
通
常
の
が
ん細
胞

だ
。

増
殖
す
る
の
に
必
要
な
栄

養
を
た
く
さ
ん
取
り
込
む
た

め
、
抗
が
ん
剤
も
取
り
込
ん
で

効
き
や
す
い。

一
方
で
が
ん
幹細
胞
は
い
わ

ば
冬
眠
状
態
に
あ
り
、
漢
を
取

り
込
ま
な
い。
が
ん
細
胞
が
減

っ
て
く
る
と
、
が
ん
幹
細
胞
は

分
裂
を
始
め
る
。

こ
う
し
た
性

質
が
薬
が
効
き
に
く
い
薬
剤
耐

性
の
能
力
を
支
え
て
い
る
。

が
ん
幹
細
胞
の
分
裂
を
促
せ

れ
ば
、
抗
が
ん
剤
が
効
き
や
す

く
な
る。
滋
賀
医
料
大
学
の
等

誠
司
教
授
と
自
然
糾
学
研
究
機

構
生
理
学
研
究
所
の
池
中
一
裕

教
授
ら
も
、
そ
こ
に
活
路
を
見

い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

「親玉J分裂促し、薬効高める

③ 

がん幹細胞は冬眠状態

がん

一ーïYl1司王tl1:: " r~_-110);苛iiJjlJ.. It，1:: " r~ 1・

冬眠状態

薬を取り込まな
いため、薬剤耐性
を持つ

盛んに増殖する。
薬も取り込みやすく、
効きやすい

遺
伝
子
「B
r
e
1
a

」
活
用

脳
を
作
る
細
胞
の
も
と
に
な

る
神
経
幹
細
胞
の
細
胞
分
裂
を

促
す
遺
伝
子「B
r
e
1
a

」

を
見
つ
げ
た。
脳
騒
筋
の
中
の

が
ん
幹
細
胞
で
こ
の
還
伝
子
の

働
き
を
高
め
れ
ば
、
抗
が
ん
剤

の
効
き
目
が
飛
躍
的
に
高
ま
る

可
能
性
が
あ
る。

培
養
し
た
マ
ウ
ス
の
神
経
幹

細
胞
で
実
験
し
た
。

B
r
e
1

a

の
働
き
を
抑
え
る
と
、
細
胞

が
分
裂
し
に
く
く
な
っ
た
。

B

r
e
1
a

は
核
の
中
に
あ
る
染

色
体
を
構
成
す
る
た
ん
ぱ
く
質

が
ん
細
胞
が
正
常
な
細
胞
の

隙
閣
に
入
り
込
む
こ
と
を「浸

潤
」
と
い
う
。

浸
潤
が
起
こ
る

と
が
ん
に
冒
さ
れ
た
組
織
が
広

範
囲
に
わ
た
り
、
手
術
で
取
り

去
る
の
が
難
し
く
な
る。
取
り

残
し
が
あ
る
と
再
発
の
危
険
が

高
ま
る
。
取
り
残
し
を
恐
れ
て

大
き
く
切
除
す
る
と
体
に
負
但

が
か
か
る。
が
ん
の
厄
介
な
性

質
の1
つ
だ。

が
ん
が
浸
潤
す
歪
別
に
治
療

で
き
な
い
か。
が
ん
が
細
胞
の

集
団
と
し
て
浸
潤
す
る
仕
組
み

は
い
ま
だ
に
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
い
。
名
古
屋
大
学
の
高
橋
雅

英
教
授
と
加
藤
琢
哉
特
任
助
教

ら
は
、
こ
の
仕
組
み
の
解
明
を

目
指
し
て
研
究
し
て
い
る
。

動
き
回
る
が
ん
細
胞
の
集
団

の
中
で
は
、
細
胞
の
性
質
は
一

様
で
な
い
こ
と
を
皮
婦
が
ん
な

ど
を
含
む
扇
平
(
へ
ん
ぺ
い
)

上
皮
が
ん
で
っ
き
と
め
た
。

先

頭
を
走
る
「先
導
細
胞
」
と
そ

の
後
ろ
に
続
く
「後
続
細
胞」

の
2

種
類
が
い
た
。

が
ん
細
胞
の
集
団
の
中
で
輪

郭
を
構
成
す
る
細
胞
は
、
自
分

の
前
に
が
ん
細
胞
が
い
な
い
こ

…
と
を
察
し
て
お
の
ず
と
究
導
細

「ヒ
ス
ト
ン
」
に
化
学
機
造
を

結
合
さ
せ
る
「エ
ピ
ゲ
ノ
ム
修

飾
」
を
促
し
て
、
細
胞
の
分
裂

や
成
長
を
促
し
て
い
た。

マ
ウ
ス
胎
児
の
脳
内
で
B
r

e
1
a

の
働
き
を
抑
え
て
も
、

神
経
幹
細
胞
の
成
長
を
仰
制
で

き
た。
今
後
は
脳
腫
療
の
が
ん

幹
細
胞
でB
r
e
1
a

の
働
き

を
高
め
て
、
抗
が
ん
剤
の
効
き

目
を
調
べ
る
つ
も
り
、
だ

。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
6

日
(
金
)

技
術
・
療
法

正常細胞への浸潤防げ
④ 

き閲るしくみを解明

動
き
回
っ
て
ま
わ
り
の
正
常
組
織
の

す
き
ま
に
入
り
込
む

がんが

先
導
役
の
た
ん
ぱ
く
質
抑
制

胞
と
な
り
、
動
き
回
り
や
す
い

性
質
を
獲
得
し
て
い
た
。

内
側

に
い
る
細
胞
は
究
導
細
胞
が
引

き
連
れ
る
後
続
細
胞
に
なっ
て

い
た
。

先
導
細
胞
と
後
続
細
胞
を
見

分
け
る
方
法
と
し
て
、
高
橋
教

授
ら
は
先
導
細
胞
に「イ
ン
テ

グ
リ

ン
ベ
l

タ
1

」
と
い
う
た

ん
ぱ
く
質
が
多
い
こ
と
を
発
見

し
た。イ

ン
テ
グ
リ
ン
ベl
タ
ー
を

多
く
つ
くれ
な
い
よ
う
に
し
た

が
ん
細
胞
の
集
団
は
、
動
き
回

る
能
力
が
落
ち
、
周
囲
の
組
織

に
浸
潤
す
る
力
が
衰
え
た
。

高

橋
教
授
は
「こ
の
た
ん
ぱ
く
質

を
阻
害
す
る
薬
な
ど
、
新
た
な

治
療
法
の
開
発
に
つ
な
が
る
」

と
話
し
て
い
る。

が
ん
の
転
移
を
防
げ
ば
、
大

部
分
の
が
ん
は
治
せ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る。
が
ん
が
転
移
す

る
と
き
も
正
常
な
組
織
の
隙
聞

に
が
ん
細
胞
が
入
り
込
む「浸

潤
」
が
必
要
だ
浸
潤
を
絶
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
が
ん
は
さ

ほ
ど
恐
ろ
し
い
病
気
で
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
間
日
(
火
)
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団
関
り
む
い
て
血
管
が
傷
つ
く

と
、
血
液
を
流
れ
る血小
板
が

傷
に
築
ま
る
。
第1
段
階
の
止

血
だ
。
そ
の
後
、
「
フ
ィ
プ
リ

ノ
ゲ
ン
」
と
い
う
邸
中
の
た
ん

ぱ
く
質
が
傷
口
で
水
に
溶
け
な

い
形
に
変
わ
り
、
か
さ
ぷ
た
と

な
る
。

固
ま
っ
た
た
ん
ぱ
く
質

を
「
フ
ィ
プ
リ
ン」
と
い
う
。

が
ん
の
中
で
も
、
が
ん
細
胞

が
血
管
を
破
っ
て
出
血
し
、
フ

ィ
プ
リ
ン
が
塊
を
作
っ
て
止
血

す
る
、
と
い
う
一
連
の
反
応
を

繰
り
返
す。
特
に
培
殖
速
度
が

速
か
っ
た
り
周
り
の
正
常
な
組

織
に
広
が
ろ
う
と
し
た
り
す
る

「
た
ち
の
惑い
が
ん
」
で
は
こ

の
現
象
が
目
立
つ
。
立
て
続
け

に
出
血
と
止
血
が
起
こ
り
、
が

ん
は
フ
ィ
プ
リ
ン
の
塊
だ
ら
け

に
な
る
。
悪
性
度
の
高
い
脳
腫

溺
や
勝
繊
(
す
い
ぞ
う
)
が
ん
、

乳
が
ん
な
ど
で
知
ら
れ
る
。

一
方
で
数
十
年
か
け
て
ゆ
っ

く
り
と
増
殖
す
る
比
較
的
悪
性

度
が
低
い
願
湯
で
あ
れ
ば
、
フ

ィ
プ
リ
ン
の
塊
は
で
き
な
い
。

「フ
ィ
プ
リ
ン
の
塊
の
有
無
を

調
べ
れ
ば
、
す
ぐ
に
治
療
す
べ

き
か
、
そ
れ
と
も
経
過
観
察
で

「かさぶた」有無で悪性判別

⑤ 

槽殖蓄しいがんでは、出血と
止血を繰り返す

がんの矯殖て・
出血する

血中のたんぱく質
が固まって、フイプ
リンの坊をつくり、
止血する

フィプリン

がん

増
殖
速
度
の
差
を
利
用

よ
い
の
か
が
分
か
る
か
も
し
れ

な
い
」。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
東
病
院
の
松
村
保
広
分
野

長
は
こ
う
語
る
。

血
液
に
溶
け
て
い
る
フ
ィ
プ

リ
ノ
ゲ
ン
に
は
な
く
、
固
ま
っ

た
フ
ィ
プ
リ
ン
に
だ
け
現
れ
る

小
さ
な
穴
の
精
進
を
発
見
。
穴

に
く
っ
つ
く
抗
体
と
い
う
た
ん

ぱ
く
質
を
開
発
し
た
。「悪
い

が
ん
だ
け
を
あ
ぶ
り
出
す
」(
松

村
分
野
長
)。
検
査
や
治
療
に

応
用
を
狙
っ
て
い
る
。

エ
ッ
ク
ス
線
な
ど
の
技
術
が

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
刊
日
(
水
)

技
術
・
療
法

懲らしめすぎず、なだめる

前立腺がんを.で懲らしめすぎると 、
薫が効かなくなる

⑥ 

が
ん
細
胞
は
次
々
と
子
孫
を

残
し
て
柵
唱
え
て
い
く
。
楽
が
よ

く
効
け
ば
一
気
に
死
ぬ
が
、
少

し
で
も
生
き
残
れ
ば
再
び
数
を

婚
や
す。
動
物
や
微
生
物
で
も

隠
石
(
い
ん
せ
き
)
の
飛
来
や

温
暖
化
な
ど
の
環
境
変
動
を
乗

り
越
え
た
も
の
が
、
子
孫
を
残

し
て
個
体
数
を
増
や
す
。

こ
の
類
似
性
に
着
目
し
た
の

は
東
京
大
学
の
合
原
一
幸
教
授

だ
。
合
原
教
授
は
数
理
山
科
学
を

専
門
に
し
て
い
る
。

が
ん
の
泊

殖
と
動
植
物
の
僧
体
数
の
変
化

に
共
通
性
を
見
つ
け
た
。

が
ん

の
効
果
的
な
治
療
に
、
個
体
数

進
歩
し
、1
ρ
M
以
下
の
ご
く
が
ど
う
い
う
条
件
で
増
え
る
の

初
期
の
が
ん
ま
で
見
つ
か
る
よ
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
(模

う
に
な
っ
た。
今
後
は
、
良
性
綴
実
験
)
で
探
る
「
ポピ
ュ
レ

脆
協
か
悪
性
が
ん
か
を
判
別
すl
シ
ョ
ン
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
の

る
技
術
が
必
要
に
な
る
。

悪
性
理
論
が
応
用
で
き
る
と
考
え
て

度
の
強
い
が
ん
だ
け
を
見
分
け
い
る。

れ
ば
、
不
要
な
検
査
や
治
療
を
前
立
腺
が
ん
に
は
数
カ
月
に

避
け
、
患
者
の
負
担
が
減
る
。

-
回
の
注
射
薬
が
劇
的
に
効
く

患
者
が
多
い。
し
か
し
投
薬
を

続
け
る
と
、
い
ず
れ
は
脳
協
の

存
在
を

一示
す
物
質
の
値
が
上
が

り
、
一再
び
が
ん
が
暴
れ
出
す
。

薬
が
効
か
な
い
薬
剤
耐
性
が
ん

が
現
れ
る「再
燃
」
有
薬
の

がん
適
度
に
投
薬
休
む
間
欠
療
法

ど
の
く
ら
い
薬
を
休
め
ば
よ

い
か
は
患
者
一
人
ひ
と
り
で
変

わ
っ
て
く
る。
患
者
に
よ
っ
て

投
薬
を
続
け
た
方
が
い
い
場
合

も
あ
る
。

合
原
教
授
は
血
液
検
査
の
デ

ー
タ
を
解
析
し
て治
療
効
果
を

予
測
し
、
個
々
の
忠
者
に
合
わ

せ
た
治
療
計
画
を
立
て
る
仕
組

み
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

患

者
の
治
療
効
果
を
最
大
に
し

て
、
医
療
費
の
削
減
に
も
貢
献

す
る
考
え
だ。

種
類
を
変
え
な
が
ら
対
処
す
る

が
、
副
作
用
の
強
い
薬
を
使
わ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
例
も
あ

る
。

「ポ
ピ
ュ
レl
シ
ョ
ン
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
」
の
考
え
方
に
な
ら

え
ば
、
前
立
腺
が
ん
を
治
療
す

る
上
で
の
ポ
イン
ト
は
「が
ん

を
懲
ら
し
め
す
ぎ
な
い」
(
合

原
教
授)
。
徹
底
的
に
た
た
き

つ
ぶ
そ
う
と
す
る
と
、
が
ん
が

変
異
し
て
薬
が
効
か
な
く
な

る
。

な
だ
め
る
よ
う
に
調
節
す

る
の
が
大
切
で
、
-
つ
の
方
法

と
し
て
は
薬
を
投
与
し
た
り
休

ん
だ
り
す
る「間
欠
療
法」
が

あ
る。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
ロ
日
(
木
)
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腸
に
で
き
た
小
さ
な
ポ
リ
l

プ
も
は
じ
め
は
良
性
の
腫
療

で
、
転
移
し
た
り
周
り
の
組
織

の
隙
間
に
広
が
っ
た
り
し
に
く

い
。

良
性
幅
四
晴
樹
は
お
と
な
し
く
、

悪
さ
を
し
な
い
う
ち
は
経
過
観

察
で
も
よ
い。
数
dvM
の
大
き

さ
に
な
る
と
、
転
移
す
る
能
力

を
獲
得
す
る
な
ど
し
て
、
惑
性

腿
痕
で
あ
る
が
ん
に
様
変
わ
り

す
る。元

が
良
性
で
も
い
っ
た
ん
悪

性
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変

だ
。

体
中
の
様
々
な
組
織
に
転

移
し
な
い-
2り
に
、
で
き
る
だ

け
阜
く
手
術
で
取
り
去
り
、
抗

が
ん
剤
で
治
療
す
る
。

実
は
良

性
と
悪
性
の
線
引
き
は
唆
昧
な

部
分
も
あ
る。
違
い
を
見
抜
く

の
は
難
し
く
、
良
性
顧
問
崩
で
も

大
事
を
取っ
て
手
術
し
て
し
ま

う
と
き
も
あ
る。

良
性
腫
療
と
悪
性
の
が
ん
の

違
い
を
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
解
明

し
た
の
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
の
江
成
政
人
ユ
ニ
ッ
ト

長
ら
だ。
肺
に
で
き
る
良
性
腫

窃
と
が
ん
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、「T
S
P
A
N
2

」

と
い
う
遺
伝
子
の
働
き
を
発
見

し
た
。

良
性
腫
協
の
と
き
は
こ

良性の腫蕩なぜ悪性に?

⑦ がん
良性腫自ーから遺伝子の働きで窓性化する

想性膚傷(がん)

転移

y 

活
発
化
す
る
遺
伝
子
特
定

る
と
、
治
療
効
果
が
高
ま
る
と

期
待
し
て
い
る。

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月

日
日

(
金
)

が
ん
細
胞
の
親
玉
で
あ
る

「が
ん
幹
細
胞」
は
悪
性
度
が

と
り
わ
け
高
い。
自
ら
複
製
し

て
無
限
に
増
殖
す
る。
さ
ら
に

他
の
が
ん
細
胞
に
変
化
す
る
能

力
を
持
ち
合
わ
せ
る
。

が
ん
が

獲
得
し
た
強
力
な
能
力
だ
。

が

…
ん
は
頭
叢
骨
の
内
側
な
ど
体
の

山

中
の
狭
い
空
間
で
も
増
え
続
け

い
て
、
回
り
の
組
織
を
押
し
広
げ

。
る
た
め
、
正
常
な
部
位
を
圧
迫

…
し
て
問
題
を
起
こ
す
。

正
常
な
体
の
細
胞
は
細
胞
分

裂
を
あ
る
程
度
繰
り
返
す
と
老

化
し
て
、
そ
れ
以
上
増
え
る
こ

と
は
で
き
な
い。
し
か
し
、
い

く
つ
か
の
遺
伝
子
を
導
入
し

て
、
万
能
細
胞
で
あ
る
i
p
s

…
細
胞
に
し
て
し
ま
え
ば
、
無
限

。

に
増
殖
し
た
り
、
別
の
細
胞
に

υ

変
化
し
た
り
す
る
能
力
を
備
え

。
る
。

i
p
S

細
胞
と
が
ん
細
胞

ゃ
が
ん
幹
細
胞
は
、
実
は
似
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

i
p
s

細
胞
は
が
ん
化
の
恐
れ
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
こ
と
も
う
な
ず
げ

る
。

1
P
S

細
胞
を
作
る
な
ら
、

。
正
常
な
体
の
細
胞
よ
り
も
が
ん

細
胞
の
方
が
簡
単
な
の
で
は
な

。

い
か。
鳥
取
大
学
の三
浦
典
正

技
術
・

療
法

P SIこ悪性細胞万能の

がん ⑧ 

がん細胞とiPS細胞は似た
面がある

無限に縫える

iPS細胞

'
こ/
は

U
H

〆
問
あ

・
ー
“
=
z
ド

芯
枇叫
肌

恥
作
指

，
‘
E
h

閥
の

-
E・E・-
-
-
-
-
-
-
E
E

・
川
酬
剛
b
v
u

圃
・
開a
a
-
-
-
-
-
-
-
園
、

φ
緬
叩
F

I

糊
‘
，
圃
割
副
町
ヘ
阿
川

E
E

銅
網
a
・
・
・
・
圃
・
圃
圃
・
・
・
・
合
M

ん

・

2

・
司
闘

au

--F
‘ 

...... 圃

新
治
療
法
確
立
に
道

准
教
授
は
こ
う
考
え
た
。

京
都

大
学
の
山
中
伸
紘
教
授
が
掻
初

に
考
案
し
た4
個
の
遺
伝
子
を

導
入
す
る
方
法
よ
り
、
も
っ
と

簡
単
にi
p
S

細
胞
を
作
れ
な

い
か
。

が
ん
を
正
常
なip
s

細
胞
に
変
化
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、

が
ん
の
治
療
に
使
え
る
か
も
し

れ
な
い。

様
々
な
検
討
を
重
ね
た
結

果
、D
N
A

の
切
れ
端
を1
種

類
導
入
す
る
方
法
で
が
ん
幹
細

胞
や
が
ん
細
胞
を・1
P
S

細
胞

に
変
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

細
胞
内
で
「
m
l
R
|

5
2
0

d

」
と
い
う
小
さ
な
分
子
を
た

く
さ
ん
作
れ
る
よ
う
に
し
て
1

週
間
培
養
す
る
と
、
悪
性
の
が

ん
細
胞
か
ら
簡
単
に
l
p
S

細

胞
が
で
き
た。

今
後
は
が
ん
の
モ
デ
ル
マ
ウ

ス
を
使
っ
た
実
験
で
、
こ
の
分

子
の
治
療
効
果
を
確
か
め
る
。

従
来
の
抗
が
ん
剤
投
与
や
放
射

線
照
射
な
ど
は
が
ん
を
懲
ら
し

め
る
手
法
だ
っ
た
が
、
将
来
は

体
内
で
正
常
細
胞
に
変
化
さ
せ

る
治
療
が
実
現
す
る
か
も
し
れ

な
い。

日
経
産
業
新
聞
・朝
刊

2
0
1

4

年
6

月

げ
日

{
火
)

の
遺
伝
子
は
あ
ま
り
働
い
て
い

な
い
が
、
悪
性
の
が
ん
で
は
活

発
に
な
っ
て
、
が
ん
が
転
移
し

や
す
く
な
っ
て
い
た
。

T
S
P
A
N
2

が
、
が
ん
の

親
玉
と
呼
ば
れ
抗
が
ん
剤
が
効

き
に
く
い
が
ん
幹
細
胞
に
関
係

す
る
遺
伝
子
の
働
き
を
盛
ん
に

す
る
現
象
も
分
かっ
て
き
た。

T
S
P
A
N
2

の
働
き
を
抑
え

る
物
質
を
抗
が
ん
剤
と
併
用
す
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炎
症
と
が
ん
は
密
接
に
関
わ

っ
て
い
る。
肝
臓
に
B

型
、
c

型
な
ど
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
感

染
し
た
り
、
胃
に
へ
リ
コ
パ
ク

タ
l

・

ピ
ロ
リ
菌
が
す
み
着
い

た
り
す
る
と
、
病
原
体
を
や
っ

つ
け
よ
う
と
免
疫
細
胞
が
集
ま

っ
て
く
る
。

免
疫
細
胞
は
他
の
免
疫
細
胞

を
呼
び
集
め
る。
ま
す
ま
す
免

疫
細
胞
が
集
ま
っ
て
、
病
原
体

や
そ
れ
に
感
染
し
た
細
胞
を
攻

魅
す
る。
こ
れ
が
炎
症
状
態
だ
。

病
原
体
が
手
ご
わ
く
て
や
っ
つ

け
る
の
に
時
闘
が
か
か
っ
て
し

ま
う
と
、
炎
症
が
続
き
慢
性
化

す
る
。

こ
う
な
る
と
、
の
ち
に

が
ん
を
発
症
す
る
例
が
多
い

。

炎
症
が
な
ぜ
が
ん
を
引
き
お

こ
す
の
か。
炎
症
が
起
こ
る
と

細
胞
分
裂
が
盛
ん
に
な
る
。

細

胞
分
裂
の
と
き
にD
N
A
を
複

製
す
る
が
、
こ
の
と
き
に
複
製

の
ミ
ス
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
る

た
め
だ。

さ
ら
に
D
N
A
配
列
は
正
常

で
も
、D
N
A

に
化
学
物
質
が

結
合
し
て
遺
伝
子
の
働
き
を
調

節
す
る
「
メ
チ
ル
化
」
が
増
え

る
な
ど
し
て
が
ん
発
症
に
つ
な

が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

リスク高める慢性炎症、
⑨ 

肝炎ウイルスはDNAに化掌変化
を加える[メチル化jを異常にし
て、がん発症につなげる

q盃コ@面む

がん

技
術

・

療
法

が
ん
組
織
の
中
に
は
が
ん
細

胞
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
養
い

支
え
る
正
常
な
細
胞
も
た
く
さ

ん
潜
む
。
例
え
ば
が
ん
細
胞
も

生
き
て
い
く
た
め
に
は
栄
養
が

必
要
だ
。
周
り
に
化
学
物
質
を

・
分
泌
し
て
正
常
な
組
織
を
働
か

せ
て
、
新
た
に
血
管
を
作
っ
て

腫
湯
の
中
に
引
き
込
む
。
正
常

細
胞
と
が
ん
細
胞
は
互
い
に
化

学
物
質
を
分
泌
し
て
頻
繁
に
情

報
の
や
り
取
り
を
し
て
い
る
。

正
常
細
胞
が
分
泌
し
た
化
学

物
質
は
、
が
ん
細
胞
の
細
胞
膜

細
胞
が
「イ
ン
タ
ー

フ
エ
ロ
ン

…
表
面
に
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
に
結

7
(
ガ
ン
マ
)」
と
呼
ぶ
物
質
合
し
て
作
用
す
る
。
分
泌
さ
れ

を
盛
ん
に
分
泌
し
、
ウ
イ
ル
ス
た
化
学
物
質
や
膜
表
面
の

「受

を
攻
撃
す
る。
こ
の
結
果
、
活
容
体」
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
を

性
酸
素
が
憎
唱
え
て
D
N
A
を
傷
媛
せ
ば
、
が
ん
は
そ
の
ま
ま
生

つ
け
、
そ
の
修
復
時
に
メ
チ
ル
き
て
い
け
な
い
。
薬
の
標
的
に

化
が
起
こ
る
と
い
う。

な
り
や
す
い
の
だ
。

そ
こ
で
免
疫
細
胞
の
働
き
を
。
特
定
の
た
ん
ぱ
く
質
に
結
合

抑
え
る
薬
を
投
与
す
る
と
、
メ
す
る
「
抗
体
」
と
呼
ぶ
た
ん
ぱ

チ
ル
化
が
起
こ
り
に
く
く
な
っ
く
質
を
使
え
ば
、
効
果
的
な
薬

た
。

が
ん
を
仰
え
る
手
立
て
に
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
化
学

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

物
質
が
受
容
体
に
結
合
す
る
前

に
抗
体
が
先
回
り
す
れ
ば
、
細

胞
聞
の
通
信
を
遮
断
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
が
ん
細
胞
と
正

常
細
胞
の
通
信
を
読
み
解
こ
う

と
し
て
い
る
の
は
、
東
京
医
判
明

置盟慰圏・

免
疫
抑
え
る
薬
剤
で
対
応

特
に
病
原
体
を
や
っ
つ
け
よ
う

と
し
て
免
疫
細
胞
が
出
す
物
質

が
D
N
A
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

と
い
う
。

愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
近

藤
登
部
長
と
新
城
恵
子
主
任
研

究
員
ら
は
、
ヒ
ト
の
肝
細
胞
を

移
植
し
た
マ
ウ
ス
に
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
を
感
染
さ
せ
て
調
べ
た

。

感
染
期
闘
が
畏
く
な
る
ほ
ど
、

肝
細
胞
のD
N
A

に
、
メ
チ
ル

化
が
起
こ
る
度
合
い
が
増
え

た
。

が
ん
を
抑
制
す
る
遺
伝
子

「R
A
S
S
F
1
A

」
に
も
メ

チ
ル
化
が
起
き
て
い
た
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

炎
症
が
慢
性
化
す
る
と
、
免
疫

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
沼
目

(
水
)

がん細胞への情報遮断

⑩ がん
がん細胞と正常細胞との
『通信jを読み解く

受
容
体
が
新
薬
の
標
的
に

串
間
料
大
学
の
石川俊
平
教
授

だ
。

が
ん
細
胞
と
周
り
に
あ
る

正
常
な
細
胞
と
の
相
互
作
用
に

関
わ
る
た
ん
ぱ
く
質
や
細
胞
表

面
の
受
容
体
を
網
羅
的
に
探
す

手
法
を
開
発
し
た
。

マ
ウ
ス
の
皮
下
に
ヒ
ト
の
勝

臓
(
す
い
ぞ
う
)
が
ん
を
植
え

付
け
た
。
個
別
の
た
ん
ぱ
く
質

が
マ
ウ
ス
の
も
の
な
の
か
、
ヒ

ト
由
来
な
の
か
は
、
き
伝
子
の

違
い
を
み
れ
ば
分
か
る
。

ヒ
ト
由
来
の
細
胞
膜
表
面
の

受
容
体
と
、
細
胞
の
外
に
分
泌

さ
れ
て
受
容
体
に
結
合
す
る
マ

ウ
ス
が
持
つ
物
質
の
ペ
ア
を
網

羅
的
に
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、

既
に
実
用
化
さ
れ
た
薬
の
標
的

が
含
ま
れ
た
ほ
か
、
創
薬
開
発

の
進
む
抗
が
ん
剤
の
標
的
も
あ

っ
た
。
標
的
は
計叩個
見
つ
か

っ
た
。

石
川
教
授
は「分
泌
た
ん
ぱ

く
質
や
受
容
体
た
ん
ぱ
く
質
を

標
的
と
す
る
新
薬
開
発
が
加
速

す
る
」
と
語
る
。
抗
体
を
使
っ

た
薬
な
ど
、
バ
イ
オ
医
薬
品
の

開
発
に
か
か
る
時
闘
が
短
縮
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
経
産
業
新
聞
・
朝刊

2

0
1
4

年
6

月
四
日

(木
)
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細
胞
は
種
類
ご
と
に
形
に
特

徴
が
あ
る
た
め
、
顕
微
鏡
で
見

れ
ば
ど
ん
な
種
類
の
細
胞
か
、

あ
る
程
度
分
か
る
。

手
術
中
に

切
り
取
っ
た
組
織
で
正
常
な
細

胞
と
が
ん
細
胞
を
見
分
け
る
術

中
病
理
検
査
も
、
主
に
細
胞
の

形
を
参
考
に
し
て
い
る。「
細

胞
の
変
形
が
、
が
ん
化
に
何
ら

か
の
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ

な
い
」
。
慶
応
義
塾
大
学
の
佐

谷
秀
行
教
授
は
そ
う
考
え
た
。

日
本
大
学
の
加
野
浩
一
郎
教
授

ら
が
脂
肪
細
胞
を
特
殊
な
条
件

で
培
養
し
て
作
っ
た「脱
分
化

脂
肪
細
胞
(
D
F
A
T
)」を

使
い
、
こ
の
謎
に
挑
ん
で
い
る

。

細
胞
の
形
を
決
め
る
の
は
、

「ア
ク
チ
ン
線
維
」
と
呼
ぶ
た

ん
ぱ
く
質
が
連
な
っ
た
ワ
イ
ヤ

だ
。

脂
肪
細
胞
は
通
常
、
丸
い

形
を
し
て
お
り
、
中
に
油
脂
を

た
め
込
ん
で
い
る。
脂
肪
細
胞

は
そ
の
ま
ま
で
は
分
裂
す
る
こ

と
も
、
成
長
し
て
別
の
細
胞
に

変
化
す
る
こ
と
も
な
い
。
D
F

A
T

は
増
殖
能
力
を
持
ち
、
脂

肪
や
骨
、
軟
骨
な
ど
様
々
な
細

胞
に
変
化
で
き
る
。

ア
ク
チ
ン

線
維
が
並
行
に
並
ん
で
お
り
、

形
も
細
長
い。

実
合
教
俊
がD
F
A
T

を
詳

細胞の変形、性質に影響?

⑪ 

細胞の変形によって性質も変わる

がん

脂肪細胞
に変化

脱分化
脂肪細胞

がんにも同じ仕組みがある可能性

正
常
化
さ
せ
る
治
療
に
期
待

し
く
調
べ
る
と
、
細
胞
内
の
ア

ク
チ
ン
線
維
は
分
解
さ
れ
る
こ

と
で
細
胞
の
変
化
を
促
し
て
い

た
。

D
F
A
T

の
ア
ク
チ
ン
線

維
を
薬
剤
で
分
解
し
や
す
く
し

た
ら
、D
F
A
T

は
脂
肪
細
胞

に
変
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

線
維
が
分
解
さ
れ
て
現
れ
た

た
ん
ぱ
く
質「ア
ク
チ
ン
」
が
、

特
定
の
た
ん
ぱ
く
質
の
働
き
を

高
め
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。

従
来
は
細
胞
が
成
長
し
た
結

果
、
形
も
変
わ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
れ
を
覆
し
た
。

現
在
は
物
理
的
に
細
胞
の
形

を
変
え
る
と
同
僚
の
現
象
が
起 こ

る
か
調
べ
て
い
る
。

佐
谷
教

綬
は
が
ん
細
胞
で
も
細
胞
の
形

を
決
め
る
ア
ク
チ
ン
が
、
細
胞

の
変
化
を
促
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る。
が
ん
細
胞
の
形
を
い

じ
っ
て
正
常
細
胞
に
変
化
さ
せ

る
治
療
法
が
い
ず
れ
実
現
す
る

と
期
待
す
る。

(お
わ
り)

日
経
産
業
新
聞
・朝
刊

2

0
1
4
年
6

月

初
日

露

がん13種類判定ヘ採血1 回

技
術
・

療
法

時
年
度
め
ざ
し
開
発

| 国立がんセンターなど-
図
の
採
血
で
が
ん
臼
種
類
や
認
知

症
を
見
つ
け
る
検
査
技
術
の
開
発
に
着

手
す
る
、
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
筏

術
総
合
開
発
機
構(
N
E
D
O
)と
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
沼
田
発

表
し
た
。
患
者
約
7

万
人
分
の
血
液
を

解
析
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
の
「
目

印
」
と
な
る
物
質
を
特
定
す
る
。

2
0

1
8

年
度
ま
で
に
開
発
し
、
そ
の
後
、
健

康
診
断
へ
の
活
用
を
め
ざ
す
と
い
う
。

N
E
D
O

な
ど
に
よ
る
と
、
事
業
費

は
約
内
億
円
。
調
べ
る
の
は
、
血
液
な

ど
に
合
ま
れ
る
「
マ
イ
ク
ロ
R
N
A
」

と
い
う
物
質
で、
ヒ
ト
に
は
2
5
0
0

種
類
以
上
あ
る
。
近
年
、
病
気
に
よ
っ

て
血
液
中
に
分
泌
さ
れ
る
種
類
や
量
が

変
化
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た

。

m
種
類
の
が
ん
は
日
本
人
に
多
い
曹

が
ん
や
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
、
肝
臓
が

ん
、
乳
が
ん
な
ど
。
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
と
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
各
患
者
の
血
液

を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
マ
イ
ク ロ

R
N
A
を
見
つ
け
る。

こ
れ
ま
で
も
血
液
か
ら
、
が
ん
患
者

抗
措
え
る
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
を
調
べ
る

腫
海
マl
カ
l

検
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
多
く
は
が
ん
が
あ
る
程
度
進
付

し
な
い
と
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
マ
イ

ク
ロ
R
N
A
は
、
が
ん
細
胞
が
よ
り
小

さ
い
状
態
で
も
分
泌
さ
れ
る
た
め
、
早

い
段
階
で
見
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
研
究
が
進
ん
で
い
る

乳
が
ん
や
眠
艇
が
ん
、
大
票
ん
な
ど

で
は
、
特
有
の
マ
イ
ク
ロ
R
N
A
の
候

補
が
わ
か
り
つ
つ
あ
る
と
い
う

。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の

落
谷
孝
広
・
分
子
細
胞
治
療
研
究
分
野

長
は
「
探
血
だ
げ
で
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん

を
調
べ
ら
れ
れ
ば
、体
へ
の
負
担
は
少

な
く
て
済
む
。
早
く
実
用
化
に
つ
な
げ

た
い
」
と
憶
す。
(
土

肥
修
ご

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
間同日

(
火
)

NEDOの発表資料をもとに作製
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技
術
・
療
法

東海大臨床へ

他
人
の
軟
骨
細
胞
移
植

加
齢
で
膝
の
軟
骨
が
す
り
減

っ
て
痛
み
が
出
る「変
形
性
膝

関
節
症
圏」
の
患
者
に
、
培
養

し
た
他
人
の
軟
骨
の
細
胞
を
移

植
し
、
機
能
を
回
復
さ
せ
る
試

験
的
な
治
療
(
臨
床
研
究
)
を
、

東
海
大
の
佐
藤
正
人
教
授
(
整

形
外
科
学
)
ら
の
研
究
チ1
ム

が
始
め
る
。
今
後5
年
間
で
患

者
川
人
に
移
績
す
る
計
画
で
、

今
月
、
厚
生
労
働
省
の
承
認
を

得
た
。

患
者
は
圏
内
で1
0
0
0

万

人
以
上
と
推
定
さ
れ
、
高
齢
者

が
多
い
。
症
状
が
悪
化
し
て
歩 く

の
が
難
し
く
な
る
と
、
そ
の

ま
ま
、
介
護
が
必
要
に
な
る
人

も
少
な
く
な
い
。
高
齢
化
が
進

む
中
、
国
は
「重
点
的
に
予
防

な
ど
の
対
策
を
進
め
る
病
気
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

計
画
に
よ
る
と
、
子
供
な
ど

が
先
天
的
な
疾
患
に
よ
る
指
の

手
術
で
軟
骨
を
切
除
し
た
際

に
、
同
意
を
得
た
上
で
提
供
し

て
も
ら
う
。
国
の
指
針
に
従
い
、

細
胞
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
シl
ト
状
に
培
養

し
て
移
植
す
る
。

他
人
の
組
織
は
移
植
後
、
免

心
臓
病
児
本
人
の
血
管
移
植

京
都
府
立
医
大
新
生
児
で
初
の
成
功

京
都
府
立
医
大
は
釘
目
、
九

つ
の
重
い
心
臓
病
を
抱
え
る
新

生
児
の
手
術
に
成
功
し
た
と
発

表
し
た
。
血
管
の
一
部
を
切
り

取
り
、
別
の
血
管
と
つ
な
ぎ
合

に
行
く
前
に
途
切
れ
る
「
大
動

脈
離
断
症
」
な
ど
複
数
の
難
病

を
抱
え
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

女
児
は
通
常
と
異
な
る
位
置

に
大
動
脈
が
あ
り
、
途
切
れ
た

疫
に
よ
る
拒
絶
反
応
が
起
き
る

恐
れ
が
あ
る
が
、
軟
骨
は
も
と

も
と
拒
絶
反
応
が
起
き
に
く
い

性
質
が
あ
る
と
い
う
。

佐
藤
教
授
に
よ
る
と
、
若
い

細
胞
は
軟
骨
の
修
復
を
促
す
成

他人の
軟骨を埼養

す
り
減
っ
て
痛
む

肝移植

争
移
植

.., 
再
生
を
促
す

園変形性膝関節症膝関節
の骨の表面を覆い、クッ

シ ョンの役割を果たす軟骨
が、すり減って痛む病気。 加
齢や激しい運動、肥満などで、
膝に過大な負担がかかるとな
りやすい。 重症の場合は、脚
の骨を一部削ったり、人工関
節に置き換えたりする。

分
を
盛
ん
に
出
す
た
め
、
移
植

す
る
と
、
軟
骨
の
再
生
能
力
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。

研
究
チl
ム
は
、
こ
れ
ま
で

シート状に
加工

他
人
か
ら
の

軟
骨
を
使
っ
て

変
形
性
殴
関
節
症
を

治
療
す
る
伎
紹
み

可V

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
自
治

医
大
は
お
目
、
父
親
(
却
)
か
ら
生
体
肝
移

植
を
受
け
た
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
尿
症
の

女
児
(
1
)か
ら
摘
出
し
た
肝
臓
を
、
プ
ロ

テ
イ
ン
C

欠
損
症
の
別
の
女
児(
1
)に
移

植
す
る
「
ド
ミ
ノ
肝
移
植
」
を
行
っ
た
と

発
表
し
た
。
小
児
に
対
す
る
生
体
ド
ミ
ノ

肝
移
樋
は
国
内
で
初
め
て
。
移
植
は
6

月

間
日
に
行
わ
れ
、2
人
は
順
調
に
回
復
し

て
い
る
と
い
う
。

に
、
患
者
自
身
の
膝
か
ら
採
取

し
た
軟
骨
の
細
胞
を
培
養
し
、

膝
に
戻
す
試
験
を8
例
実
施
。

痛
み
が
和
ら
ぐ
効
果
な
ど
を
確

認
し
た。
だ
が
、
高
齢
者
の
細

胞
は
若
い
人
に
比
べ
、
増
え
に

く
い
な
ど
の
課
題
が
あ
っ
た
。

佐
藤
教
授
は
「自
分
の
細
胞

を
採
取
す
る
方
法
に
比
べ
て
手

術
の
回
数
が
減
ら
せ
る
の
で
、

負
担
が
少
な
い
。
高
齢
者
を
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
患
者
に
届
く
治

療
法
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

今
回
の
計
画
は
、
元

気
に
長
生
き
す
る
「
健
康
長
寿
」

の
社
会
作
り
に
、
再
生
医
療
を

本
格
活
用
す
る
先
行
例
と
注
目

さ
れ
て
い
る
。

読

官
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
8

月
世
間
日
(
土
)

一
部
を
担
う
肝
臓
の
移
植
慣
が
有

効
と
さ
れ
、
父
親
の
肝
臓
の
一

部
が
提
供
さ
れ
た。

一
方
、
プ
ロ
テ
イ
ン
C

欠
損

症
の
女
児
は
、
血
液
の
凝
固
を

防
ぐ
た
ん
ぱ
く
質
が
肝
臓
か
ら

分
泌
さ
れ
ず
、
脳
出
血
な
ど
を

繰
り
返
し
て
い
た
。
両
親
に
も

持
病
が
あ
り
、
脳
死
患
者
の
肝

移
植
を
待
っ
て
い
た
。
メl
プ
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わ
せ
る
「
自
己
血
管
移
植
」
で
、

新
生
児
で
の
成
功
例
は
世
界
初

と
い
う
。
自
分
の
血
管
を
使
っ

て
い
る
た
め
拒
絶
反
応
の
リ
ス

ク
も
な
い
と
い
う
。

同
大
学
病
院
の
山
俸
正
明
教

授
(
小
児
心
臓
血
管
外
科
)
に
よ

る
と
、
6

月
四
日
に
帝
王
切
開

で
生
ま
れ
た
女
児
。
胎
児
エ
コ

ー
検
査
で
心
臓
の
形
が
お
か
し

い
こ
と
が
わ
か
り
、
誕
生
後
、
心

臓
か
ら
出
た
大
動
脈
が
下
半
身

大
動
脈
同
士
を
直
結
す
る
と
、

気
管
を
圧
迫
し
て
呼
吸
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
新
た
な
血
管
を
つ
な
ぐ

こ
と
に
し
た
。

手
術
は
生
後
お
日
の
ワ
月
日

日
に
約6
時
間
か
け
て
実
施
し

た
。
別
の
心
臓
病
に
伴
う
症
状

で
肥
大
化
し
て
い
た
肺
動
脈
の

一
部
を
切
除
し
、
長
さ
問

、

r、

直
径
8

日
の
筒
状
に
随
合
。
途

切
れ
た
大
動
脈
の
聞
に
つ
な
い

で
橋
渡
し
し
た
。
却
日
に
退
院

す
る
見
通
し
。
記
者
会
見
し
た

女
児
の
母
親
(
羽
)
は
「
娘
は
す

っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
。
感
謝

し
て
い
ま
す」
と
話
し
た
。

読

売
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
初
日
(
木
)

新
生
児
に
幹
細
胞
移
植

低
酸
素
性
脳
症
秋
か
ら
臨
床
研
究

大
阪
市
立
大
、
埼
玉
医

科
大
な
ど
は
お
目
、
脳
性

ま
ひ
を
減
ら
す
と
と
を
目

的
に
、
酸
素
不
足
な
ど
に

よ
る
脳
症
で
生
ま
れ
た
新

生
児
に
幹
細
胞
を
移
植
す る

臨
床
研
究
を
秋
か
ら
始
て
い
た
。

め
る
と
発
表
し
た
。
圏
内
対
象
に
な
る
の
は
、
難

で
は
初
め
て
だ
が
、
米
国
産
な
ど
で
新
生
児
が
仮
死

の
大
学
な
ど
で
実
施
さ
れ
状
態
に
な
り
、
脳
に
酸
素

て
お
り
、
同
様
の
治
療
法
や
血
流
が
不
足
し
て
意
識

で
厚
生
労
働
省
に
申
請
し
障
害
な
ど
を
起
と
す
「
新

ノド小児ヘ生体

大阪市大など

生
児
低
酸
素
性
虚
血
性
脳

症
」
。
死
亡
や
脳
性
ま
ひ

の
原
因
に
な
る
。
現
状
で

は
、
頭
を
冷
や
す
「
低
体

温
療
法
」
を
行
う
が
、
生

存
で
き
て
も
半
数
に
重
い

障
害
が
残
る
。

臨
床
研
究
で
は
、
あ
ら

か
じ
め
同
意
を
得
た
妊
婦

の
新
生
児
が
と
の
脳
症
を

起
こ
し
た
場
合
、
低
体
温 自治医大など成功圏内初

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
尿
症

は
、
ア
ミ
ノ
酸
を
分
解
す
る
全

身
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気
。

女
児
は
重
症
で
、
意
識
障
害
な

ど
命
に
関
わ
る
恐
れ
が
あ
っ

た
。
ア
ミ
ノ
酸
の
分
解
機
能
の

今回実施された生体ドミノ肝移舗(年目創立手術時)

父娘(34)
を
占
守

脇
舗
一
白

肝
移


花
ま
回

し
ま
園

出
の

斗

摘
そ
心

ブロテインC
欠鎖症の
女児(1)

療
法
を
行
っ
た
よ
で
、
新

生
児
の
さ
い
帯
血
に
含
ま

れ
る
幹
細
胞
を
含
む
液
を

生
後3
日
間
、
点
滴
投
与

す
る
。
さ
い
帯
血
は
生
ま

れ
る
直
前
ま
で
胎
児
の
体

を
流
れ
て
い
た
血
液
の
た

め
、
副
作
用
は
少
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

米
国
の
デ
ュl
ク
大
が

今
年1
月
に
公
表
し
た
中

技
術
・
療
法

一部を移纏

間
墾
口
で
は
、
幹
細
胞
移

植
を
し
た
凶
例
と
行
わ
な

か
っ
た
崎
例
と
で
生
存
率

に
差
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
発

達
が
正
常
だ
っ
た
割
合
は

移
植
を
受
貯
た
子
がηφ

と
、
受
け
な
か
っ
た
子
の

引
物
よ
り
高
か
っ
た
。

臨
床
研
究
は
全
国6
病

院
で
行
う
計
画
で
、
研
究

ル
シ
ロ
ッ
プ
尿
症
の
女
児
か
ら

摘
出
し
た
肝
臓
は
、
こ
の
た
ん

ぱ
く
質
を
作
り
出
す
機
能
が
あ

り
、
移
植
に
踏
み
切
っ
た
。
こ

の
肝
臓
を
移
植
さ
れ
た
女
児
が

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
尿
症
を
発

症
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

父
親
か
ら
娘
へ
の
移
植
は
自

治
医
大
で
実
施
。
娘
か
ら
摘
出

し
た
肝
臓
を
直
ち
に
同
セ
ン
タ

ー
に
鍛
送
し
、
プ
ロ
テ
イ
ンC

欠
損
症
の
女
児
に
移
植
さ
れ

た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
笠
原
盤

.
臓
器
移
植
セ
ン
タ
ー
長
は

「
今
後
、
移
植
が
必
要
な
子
供

を
救
う
選
訳
肢
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

読

官
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
8

月
お
日
(
火
)

代
表
の
新
宅
治
夫
・
大
阪

市
立
大
教
授
(
発
達
小
児

医
学
)
は
「1
年
ぐ
ら
い

で
6

例
の
実
施
を
想
定
し

て
お
り
、
安
全
性
の
検
証

を
進
め
て
い
く
」
と
話
す
。

【
下
桐
実
雅
子
】

毎

日

(
大
阪
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
幻
日
(
水
)
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増える治療費未払い

病
院
運
営

2
0
1
4

年
8

月
6

日
(
水
)

除
染
な
ど
復
興
関
係
の
作
業
員
が

病
気
な
ど
で
受
診
し
た
病
院
に
治
療

費
を
支
払
わ
な
い
ケ
l

ス
が
南
相
馬

市
で
相
次
ぎ
二
部
で
病
院
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
5

日
、
分

か
っ
た
。
現
金
を
持
た
ず
に
来
院
し

た
り
、
地
元
に
戻
る
作
業
員
に
支
払

い
の
醤
約
書
を
曹
か
せ
て
も
ほ
ご
に

さ
れ
る
ケl
ス
が
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
後
に
生
じ
た
未
払
い
総
額
の
大

半
を
作
業
員
ら
の
未
払
い
が
占
め
る

病
院
も
あ
る
。
経
営
の
圧
迫
だ
け
で

な
く
「
未
払
い
の
回
収
で
業
務
霊
が

増
え
た
」
と
危
機
感
を
強
め
る
病
院

側
か
ら
は
、
除
染
を
実
施
す
る
国
や

作
業
員
の
雇
用
主
に
対
簡
を
求
め
る

声
が
上
が
る
。

病
院
側

「

経
営
圧
迫
」 「

業
務
量
増
」

社
会
福
祉
法
人

心
臓
病
な
ど
持
病
を
抱
え
た
人

が
多
い
。
「
回
復
し
な
い
ま
ま

退
院
し
、
地
元
に
戻
っ
て
い
く

人
に
醤
約
書
を
書
い
て
も
ら
っ

て
も
、
結
果
的
に
払
っ
て
も
ら

え
な
い
場
合
が
あ
る
」
と
担
当

者
は
明
か
す
。

連
日
の
猛
暑
に
伴
い
、
熱
中

症
で
病
院
を
訪
れ
る
作
業
員
も

増
え
て
い
る
。
「
現
場
か
ら
直
接

来
院
し
た
た
め
に
所
持
金
が
な

い
人
も
お
り
、
作
業
員
ば
か
り

を
責
め
ら
れ
な
い
」
。
そ
う
話
す

大
町
病
院
の
担
当
者
時
復
興

庁
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
も
出

席
し
た
同
協
議
会
の
席
上
、
聞

に
対
応
を
求
め
た
。
「
作
業
員

を
雇
用
す
る
事
業
主
の
責
任
で

(
適
切
に
受
診
す
る
よ
う
)
作
業

員
を
指
導
す
る
よ
う
な
仕
組
み

を
何
と
か
検
討
し
て
も
ら
え
な

い
だ
ろ
う
か
」
。
最
低
限
の
モ
ラ

ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に

担
当
者
の
苦
悩
が
浮
か
ん
だ
。

現
金
持
た
ず
、
誓
約
書4
ほ
ご

[ 南相馬・一部の復興関係作業員 E 

震災後に生じた治療費の来払いのうち、 55%に当た

る約350万円分が除染作業員や復興事業に携わる作

業員の来払いとなっている南相馬市立総合病院

「
除
染
作
業
員
の
多
く
は
そ

一を
持
た
ず
に
来
る
人
が
い
る
。
一
が
、
結
果
的
に
未
払
い
に
な
る

う
で
は
な
い
が
、
一
部
に
現
金

一
『
後
日
持
参
し
ま
す
』
と
言
う

一ケ
l

ス
が
あ
る
」
。
被
災
し
た 浜

通
り
の
病
院
担
当
者
に
よ
る

東
電
原
発
事
故
被
災
病
院
協
議

会
が5
目
、
福
島
市
で
聞
か
れ
、

南
相
馬
市
の
大
町
病
院
の
担
当

者
が
未
払
い
の
実
態
を
明
か
し

た
。
「
回
収
に
は
手
間
暇
が
掛

か
る
。
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
中
で
業
務
量
が
増
え

る
の
は
困
る
」

岡
市
に
は
、
岡
市
や
周
辺
の

避
難
区
域
で
国
が
実
施
す
る
除

染
に
携
わ
る
作
業
員
の
宿
舎
が

数
多
く
建
設
さ
れ
、
大
勢
の
作

業
員
が
暮
ら
す
。
岡
市
立
総
合

病
院
で
は
震
災
後
に
生
じ
た
治

療
費
の
未
払
い
の
う
ち
、
総
額

の
日
%
に
当
た
る
約
3
5
0

万

円
分
が
除
措
作
業
員
や
復
興
事

業
に
携
わ
る
作
業
員
の
未
払
い

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

同
病
院
医
事
課
に
よ
る
と
、

体
調
を
崩
し
て
入
院
す
る
作
業

員
に
は
、
も
と
も
と
糖
尿
病
や

福
島
民
友
・
靭
刊

者
を
抱
え
る
介
護
事
業
も
兼

営
す
る。
3
、

4

年
前
か
ら

経
営
上
の
混
乱
で
医
師
の
大

量
離
職
が
相
次
ぎ
、
赤
字
に

転
港
し
て
い
た。
特
別
養
護

老
人
ホ
1

ム
も
運
営
し
、
破 れ

ば
、
再
生
で
き
な
い
と
判

断
し
た
も
よ
う
だ
。

宇
治
病
院
は
経
営
陣
を
刷

新
し
、
新
た
な
体
制
の
下
で

再
生
を
目
指
す
。
社
会
福
祉

法
人
は
非
営
利
法
人
で
、
企 生

を
請
け
負
う
形
に
す
る
。

実
際
に
再
生
作
業
を
請
け

負
う
の
は
ノl
リ
ツ
鋼
機
の

グ
ル
ー
プ
会
社
で
医
療
機
関

.

福
祉
事
業
者
向
け
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
債
権
の
買

68 



綻
す
れ
ば
入
居
者
が
退
去
を

迫
ら
れ
る
な
ど
混
乱
が
生
じ

る
恐
れ
が
強
ま
っ
て
い
た
。

京
都
銀
行
は
字
治
病
院
向

げ
の
債
権
を
放
禦
し
、
残
る

債
権
も
劣
後
ロl
ン
に
娠
り

替
え
る。
金
融
支
援
額
は
公

表
し
な
い
方
向
だ
。

宇
治
病

院
は
保
有
す
る
不
動
産
の
含

み
損
を
抱
え
て
お
り
、
実
質

債
務
超
過
状
態
に
あ
る
と
み

ら
れ
、
債
務
を
免
除
し
な
け

業
支
援
の
よ
う
に
出
資
し
た

り
買
収
し
た
り
し
て
ス
ポ
ン

サ
ー

に
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

し
か
し
、
経
営
改
善
に

は
民
間
企
業
の
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
や
事
業
運
営
の
手
法
を
取

り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

政
府
が
出
資
す
る
地
減
支

援
機
構
も
幹
部
を
派
遣
し
た

り
官
民
共
同
支
援
の
姿
を
作

っ
た
り
し
て
、
事
実
上
、
ノ

l

リ
ツ
鋼
機
グ
ルー
プ
が
再

い
取
り
を
手
が
け
る
エ
ヌ
エ

ス
パ
ー
ト
ナー
ズ
(
東
京・

港
)。
人
材
の
派
遣
も
検
討

し
て
い
る
。
ノl
リ
ツ
錦
織

は
医
療
関
連
機
器
も
製
造
す

る
メ
ー

カ
ー
で
、
医
療
関
連

企
業
の
買
収
を
繰
り
返
し
て

い
る。
今
回
の
支
援
は
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
す
る
狙
い

が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

厚
生
労
働
省
も
社
会
福
祉

法
改
正
を
目
指
し
、
ガ
パ
ナ

ン
ス
(
統
治
)
強
化
に
着
手

し
て
お
り
、
宇
治
病
院
の
再

生
は
制
度
見
直
し
議
論
に
も

影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

護
保
険
法
施
行
と
介
護
報
酬

の
引
き
下
げ
な
ど
収
支
面
旭
化

に
つ
な
が
っ
たω
年
の
同
法

改
正
で
激
変
し
た。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
一
般
企
業
も
含
め
た

老
人
ホl
ム
や
在
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
展
開
す
る

「老
人
福
祉
事
業
者」
の
倒

産
件
数
は
凶
年
に
∞
年
以
降

で
最
多
と
な
る
総
件
を
記
録

し
た
。

字
治
病
院
の
私
的
整

還
は
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
社
会
福
祉
法

人
再
生
の
モ
デ
ル
ケー
ス
と

な
る
公
算
が
大
き
い
。

字
治
病
院
は
病
院
の
ほ

か
、
2
0
0

人
程
度
の
利
用

経
営
不
振
に
陥
っ
た社
会
福
祉
法
人を
民
間
企
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
再
生
す
る
動
き
が
出
て
き
た

。

字
治
病
院
(
京
都
府
字
治
市
)
は
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

初
め
て
私
的
整
浬
手
続
き
に
入
る
。

京
都
銀
行
が
債
権

を
放
棄
し
、
東
証1
部
上
場
の
ノl
リ
ツ
鋼
機
グ
ルー

プ
が
再
生
を
支
援
す
る
。

事
業
を
続
け
な
が
ら
再
生
で

き
る
私
的
監
理
を
選
び
、
患
者
や
老
人
ホ

l

ム
入
居
者

な
ど
へ
の
支
障
を
回
避
す
る

。

経営手法や人材提供
ノーリツ鋼機が支援

社会福秘法人を再生する仕組み

メーン l 支撮
パンク l 目 企業

地域経済活性化支媛機僧

(仲介役)

V
私
的
整
理
経
営
不
娠

に
陥
っ
た
企
業
を
、
裁
到
附

な
ど
司
法
の
関
与
な
し
に
処

理
す
る
こ
と。
金
融
機
関
が

債
権
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と

で
、
債
務
者
が
経
営
体
制
の

刷
新
や
絞
本
的
リ
ス
ト
ラ
と

い
っ
た
大
胆
な
経
営
改
善
を

し
や
す
く
な
る。
法
的
盤
理

は
原
則
と
し
て
取
引
先
の
債

権
も
カ
ッ
ト
さ
れ
、
事
業
を 継

続
・

再
開
し
に
く
く
、
再

建
そ
の
も
の
が
難
し
く
な
る

ケ
l

ス
も
あ
る。

歳
近
で
は
地
域
経
済
活
性

化
支
援
機
構
の
よ
う
な
官
民

フ
ァ
ン
ド
や
事
業
再
生
A
D

R
(
裁
判
外
の
紛
争
解
決
手

続
き
)
を
運
営
す
る
事
業
再

生
実
務
者
協
会
の
よ
う
な
第

三
者
機
関
が
仲
介
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。

政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の
地
域

経
済
活
性
化
支
援
機
構
が
私

的
整
理
と
金
融
支
援
を
仲
介

し
、
8

日
に
も
発
表
す
る。

再
生
の
体
制
が
整
い
次
第
、

和
歌
山
市
に
本
社
を
置
く
精

密
機
鵠
メ
ー
カー
の
ノ
l
リ

ツ
鋼
機
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
支

援
も
発
表
す
る。

社
会
福
祉
法
人
は
高
齢
者

や
障
害
者
を
受
け
入
れ
る
福

祉
施
設
や
保
育
所
な
ど
を
運

営
す
る
非
営
利
の
法
人
。

法

人
税
は
課
さ
れ
ず
、
国
や
地

方
か
ら
の
補
助
も
受
け
る
。

社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻

く
事
業
環
境
は
企
業
の
参
入

を
促
し
た2
0
0
0

年
の
介

債務免除
の要燭
炉四一

ー園田→
債権放棄
の実施

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

京
都
銀
行

2
0
1
4

年
8

月
8

日
(
金
)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

た
め
込
ん
だ
内
部
留
保
の
多
さ
も
争
点

に
な
っ
て
い
る。
厚
生
労
働
省
の
調
べ

た
積

し
蓄

仕
を

4
Mw、
a
1
J

U
益

設
利崎町

H
H
ヰ
a

A引
は

た
淫
乞
ず
ル
比

ミ

4
を
福

院
会

病
社

で
は
、
特
養
だ
け
で1施
設
平
均3
億

円
、
計2
兆
円
趨
に
も
上
る
。

キ
ヤ
ノ

ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
の
松
山
幸

弘
研
究
主
幹
に
よ
る
と
、
経
常
黒
字
率

は
点
在
の
上
場
企
業
の
平
均
を
上
回
る

6
%
程
度。
病
院
を
運
営
す
る
と
経
費

が
か
か
り
黒
字
は
少
な
い
が
、
介
護
や

保
育
の
専
業
で
は7
・
3
%
、
障
害
者
施

設
で
は9
・
9
%
と
黒
字
率
が
高
い
。

き
ょ
う
の

社会福祉法人

法人税非課税国からも補助

kl Sokuhou 
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マ
・
:
学
校
法
人
や
公
益
社
団

・

財
団
法

人
な
ど
と
な
ら
ぷ
非
営
利
法
人
の
ひ
と

つ
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
ら
を
受
け
入

れ
る
福
祉
施
設
の
経
営
ゃ
、
保
育
所
の

運
営
な
ど
を
目
的
と
す
る
。

法
人
税
な

ど
が
非
諜
税
で
、
福
祉
施
設
の
整
備
に

は
国
・
地方
か
ら
補
助
が
あ
る
な
ど
、

手
厚
い
保
護
を
受
け
る
。

全
国
に
1

万

9
8
1
0
(
2
0
1
2年
度
)
あ
る。

マ
・
・
・
優
遇
を
受
け
ら
れ
る
の
は
採
算
性

が
低
く
公
共
性
の
高
い
福
祉
を
担
う
た

め
だ。
し
か
し
、
一
定
の
営
利
性
も
あ

る
介
護
・

保
育
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
優
遇
を

て
こ
に
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
(特
養
)

の
経
営
を
ほ
ぼ
独
占
し
、
保
育
所
も
約

半
数
を
手
掛
け
る。
株
式
会
社
な
ど
民

間
企
業
に
は「競
争
上
不
公
平
だ」
と

の
不
満
が
あ
り
、
政
府
の
規
制
改
革
会

議
も
優
遇
に
対
す
る
批
判
を
強
め
て
い

る
。
理
事
長
に
よ
る
私
物
化
な
ど
内
部

統
制
の
問
題
も
あ
る
。

マ
・
・
毎
年
の
収
支
差
で
生
じ
た
黒
字
を

分類 平均経常 1
(法人数) 黒字率

厚労省所管・病院なし 7.2% (286) 
東京都所管・病院なし 5.1% (534) 
厚労省所管・病院あり 4.0% 

(16) 
自治体所管・病院あり 2.7% (56) 
(注)キヤノングローバル戦略研究
所の松山幸弘研究主幹が政府
の規制改革会議に提出した資
料より銭粋

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

69 

病
院
運
営



同rl nukl Sokuhou • 

医療と安全管理総集版 2014~

小児科 通い続ける大人たち
医
療
進
歩

、

治
療
し
な
が
ら
成
長

小
児
判
明
に
通
う
大
人
た
ち
が
増
え
て
い
る

。

医
療
の
進
歩
で
亡
く

な
る
子
ど
も
は
減
っ
た
が
、
う
ま
く
成
人
の
診
療
税
に
移
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
。

日
本
小
児
判
明
学
会
が

1

月
、
対
策
を
ま
と

め
る
な
ど
、
解
決
に
向
け
た
動
き
も
出
始
め
た

。

し
か
し
、
治
療
を

続
け
な
が
ら
の
出
産
や
就
労
な
ど
、

患
者
本
人
と
医
療
現
場
の
模
索

が
続
く。

子
ど
も
専
門
に
成
人
湖
人

璽
京
都
府
中
市
の
都
立
小
児
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー。

子
ど
も
専
門
の
病

院
だ
が
、
加
歳
以
上
の
患
者
は
5
0

0

人
を
超
す。

埼
玉
県
草
加
市
の
宮
沢
情
司
さ
ん

(
但
)
は
人
形
や
お
も
ち
ゃ
が
あ
る
待

合
室
で
、
親
子
連
れ
に
交
じ
っ
て
順

番
を
待
つ。
看
護
師
は
「
お
靴
を
脱

い
で
下
さ
い
」。
注
射
の
際
は
「
チ

ク
ッ
と
し
ま
す
よ」
。受
付
の
職
員

は
「
お
子
さ
ん
の
年
齢
は
?
」
。

子

ど
も
向
げ
の
言
葉
遣
い
や
付
き
添
い

と
の
勘
違
い
も
慣
れ
た
。

保
育
園
の
時
、
尿
か
ら
大
量
の
た

ん
ぱ
く
が
出
る
ネ
フ
ロ1
ゼ
症
候
群

と
診
断
さ
れ
、
高
ー
ま
で
入
退
院
を

繰
り
返
し
た。

腎
臓
内
税
の
幡
谷
浩

史
医
師
に
お
年
以
上
診
て
も
ら
っ
て

い
る

。担
歳
で
症
状
が
悪
佑
し
て
再
発
を

繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
成
人
向
け

の
病
院
で
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を

受
け
た。
医
師
に
現
在
の
治
療
法
を

聞
か
れ、
尿
中
の
た
ん
ぱ
く
の量
に

あ
わ
せ
て
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
量
な
ど

を
調
整
し
て
い
る
と
説
明
す
る
と
、

「
小
児
の
腎
臓
病
の
飲
み
方
だ
」
と

一
言
わ
れ
た
。

小
児
の
揚
合
、
薬
の
副
作
用
で
身

長
が
伸
び
に
く
く
な
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
投
薬
量
な
ど
を
調
整
す
る。

「同
じ
病
気
で
も
大
人
と
子
ど
も
で

治
療
方
法
が
違
う
の
か
」
と
驚
い

た
。

幡
谷
医
師
に
「
そ
ろ
そ
ろ
成
人

の
腎
臓
内
税
に
移
ろ
う
か
」
と
一
言
わ

れ
た
。

納
得
レ
て
い
る
が
、
「
ど
こ

に
行
っ
て
も
幡
谷
先
生
と
の
つ
な
が

り
は
保
ち
た
い
」
と
頼
ん
だ
。

妊
娠
・
就
労
直
面
す
る
壁

病
院
運
営こ

ろ
か
ら
通
い
続
け
て
い
る
。

し
か

し
、
腎
機
能
が
悪
佑
し
、
い
ず
れ
腎

臓
透
析
か
移
植
が
必
要
だ
と
、
主
治

医
の
本
田
雅
敬
院
長
に
言
わ
れ
て
い

る
。

今
年
1

月
、
婚
約
者
(
お
)
と

2

人

で
受
診
し
た。
本
田
さ
ん
は2
人
に

「
い
ま
妊
娠
し
な
い
方
が
い
い
」
と

伝
え
た。
今
飲
ん
で
い
る
薬
は
胎
児

に
影
響
を
与
え
る
。

飲
ま
な
い
と
女

性
の
腎
機
能
が
さ
ら
に
落
ち
る
か
ら

だ
。

治
療
に
は、
交
際
相
手
の
理
解

と
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

成
人
の
診
療
税
へ
の
費
付
を
見
据

え
、
看
護
師
が
相
談
に
乗
っ
て
い

る
。

だ
が
、

時
々
薬
を
飲
ま
な
か
っ
た

り
体
重
も
増
え
た
り
し
て
い
る
の

で
、

本
田
さ
ん
は
「
今
の
ま
ま
、
大
人

の
診
療
税
に
移
っ
て
も
自
己
管
理
が

で
き
ず
、

悪
他
す
る
か
も
し
れ
な

い
。

フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
だ
」
と
話
す

。

生
ま
れ
つ
き
心
室
が
一
つ
し
か
な

い
富
山
県
射
水
市
の
会
社
員
若
林
弘

輔
さ
ん
(
お
)
は
、
県
立
中
央
病
院
小

児
税
(富
山
市
)
に
遜
っ
て
い
る。

小
学1
年
で
心
室
を
左
右
に
分
け
る

手
術
を
受
け
、
ベ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

入
れ
た
が
、
心
臓
全
体
の
動
き
は
弱

地
元
企
業
に
障
害
者
枠
で
事
務
職

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

一
見
健
康
そ

う
な
の
で
「
本
当
は
元
気
な
の
で

は
」
と
同
僚
に
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、

ω
年
ご
ろ
か
ら
無
理
を
し
て
残

業
す
る
日
が
増
え
た
。

体
調
に
配
慮
し
て
上
司
は
帰
宅
を

促
し
た
が
残
業
を
続
け
た
結
果
、

2

年
後
に
不
整
脈
で
入
院
。

こ
れ
を
機

に
会
社
と
話
し
合
い
、
強
業
時
間
の

上
限
を
設
け
た
。

若
林
さ
ん
は
「
で

き
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
あ
ら
か

じ
め
業
務
範
囲
を
決
め
て
お
く
こ
と

が
必
要
と
実
感
し
た
」
と
話
す

。

診
療
科
「
橋
渡
し
」
が
課
題

は
以
前、
心
療
内
耕
で
そ
う
し
た
患

者
を
診
て
い
た。

「
能
力
は
あ
る
の

に
、
自
分
で
何
か
を
や
り
遂
げ
た
と

い
う
達
成
感
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
大

人
に
な
り
、
仕
事
に
つ
か
ず
に
ひ
き

こ
も
る
例
も
あ
る
」
と
い
う
。

ま
た
、
治
療
を
受
け
る
う
え
で
の

判
断
を
親
に
委
ね
て
き
た
た
め
、
大

人
に
な
っ
て
も
薬
を
決
め
ら
れ
た
と

お
り
に
飲
め
な
い
な
ど
自
己
管
理
が

で
き
な
い
例
も
あ
る。
そ
う
し
た
患

者
を
小
児
税
が
抱
え
込
ん
で
き
た
面

医
療
の
進
歩
で
、
先
天
性
の
心
臓

病
が
あ
り
な
が
ら
成
人
に
な
っ
た
人

は
却
年
で8
倍
に
増
え
た。
武
井
修

治
・
鹿
児
島
大
教
授
ら
の
回
年
の
調

査
で
は
、
小
児
慢
性
疾
患
の
患
者
は

年
間
約
1

千
人
ず
つ
成
人
に
な
り
、

う
ち
日
・6
%
が
病
気
や
後
遺
症
を

抱
え
て
い
た。

だ
が
、
小
児
斜
医
は
成
人
の
疾
患

や
妊
娠
出
産
へ
の
対
応
に
明
る
く
な

い
。

一
方
、
成
人
の
専
門
医
は
そ
の

逆
だ。
成
人
の
診
療
税
で
診
察
を
断
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生
後
す
ぐ
ウ
イ
ル
ム
ス
蹴
艇
が
見

つ
か
り
、
腎
臓
の
一
部
を
取
っ
た
、

成人した先天性心療患窓者散の鎗穆
切r(万人) 目 丹羽公一郎さん狸供の

資料から

ら
れ
る
患
者
も
い
る
。

小
児
税
か
ら
成
人
の
診
療
税
へ
の

橋
渡
し
が
、
日
本
で
始
ま
っ
た
の
は

こ
こ
数
年
だ。
大
人
の
先
天
性
心
臓

病
患
者
の
専
門
診
療
制
は
現
在
、
全

国
約
却
施
設。
腎
臓
病
患
者
な
ど
を

対
象
に
、
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
昨
年
、
「
費
付
期
看
護
外

来
」
を
設
け
、
隣
接
す
る
多
摩
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
始
め

病
気
に
よ
っ
て
教
育
や
就
労
と
い

っ
た
社
会
人
と
し
て
必
要
な
手
立
て

を
得
る
機
会
を
患
者
が
失
っ
て
い
る

こ
と
も
課
題
だ。

関
西
医
利
明
大
付
属
滝
弁
病
院
(
大

阪
府
守
口
市
)
の
石
崎
優
子
准
教
授

東
京
都
八
王
子
市
の
女
性
(
却
)
も
都

立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
幼
い

瓜人の診篇科に穆行できるかどうかをみる
チェックυスト

口自分の病名を知っている
口治療内容を十分把握している
口薬の名前・効果・副作用を知っている
口受診し怠ければなら芯い症状を知っている
口体認不良時の対応ができる
口医師に質問したり意見を述べたりできる
口困ったときには医師や看護師うに話せる
口検査結果を保管管理できる
口診断書や意見書忽どを医師に頼める
口残っている薬を把獲し、必要な分を頼める
口必要なときに憶力してもらうよう学校や
友人、上司らに説明できる

口外来の予約方法を知っている
口避妊や性病予防の仕方を知っている

「移行支銀ガイドブック医師版J(厚労省研究班)から銭粋

「
花
て
ま
り
」
は
医
療
法
人

社
団
「萌
気
会
」
が
運
営
。

昨

年
、
移
転
改
築
し
た
萌
気
回
浦 佐

診
療
所
の
付
属
施
設
と
な
っ

て
い
る

。

施
設
を
開
設
す
る
ま
で
は
隣 接

す
る
浦
佐
認
定
こ
ど
も
園
で

病
後
児
保
育
を
行
っ
て
い
た

。

「
病
後
児
」
は
、
症
状
は
落
ち

着
い
た
が
集
団
保
育
に
入
れ
な

い
子
ど
も
が
対
象
で
、
体
調
不

良
児
保
育
を
含
め
県
内
に
担
カ

所
あ
る。

病
後
児
の
年
間
利
用
者
は
約

印
人
だ
っ
た
が
、
「
花
て
ま
り

」

は
開
設1
年
で
3
8
5

人
が
利

用
し
た。

萌
気
会
に
よ
る
と
、

ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
仙
台
市
か
ら

引
っ
越
し
て
き
た
親
子
も
い
る

と
い
う
。

施
設
は7
平
方
M
ほ
ど
の
個

室
を
4
つ
で
構
成。
利
用
者
は

医
療
機
関
に
病
名
な
ど
を
記
載

し
て
も
ら
う
医
師
連
絡
禁
を
持

参
し
、
連
絡
票
を
基
に
病
気
ご

と
に
隔
離
し
て
保
育
す
る
。

「
こ
こ
が
あ
る
か
ら
働
け
る

」

年
間
利
用
前
身
施設
の
6

倍
超
に

南
魚
沼
市
浦
佐
の
病
児
保
育
室
「
花
て
ま
り
」
が
、
昨
年

6
月
に
開
設
し
て1
年
が
過
ぎ
た。

病
児
保
育
室
は
、
発
熱
な
ど
の
病
状
が
あ
る
子
ど
も
で
も
、
医
師
の
許
可
が
あ
れ
ば
受
付
入
れ

る
施
設
で
、
県
内
で
は
ほ
山
カ
所
、
市
内
で
は

1

カ
所
し
か
な
い
。

運
営
す
る
法
人
は
以
前
か
ら

病
後
児
保
育
を
行
っ
て
い
た
が
、
「
花
て
ま
り
」
の

1

年
間
の
利
用
者
は
前
年
の
6

倍
以
上
と

な
り
、
病
児
保
育
の
ニ
1

ズ
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

病
院
運
営

常
勤
職
員2
人
の
ほ
か
、
繁

忙
時
の
た
め
に
待
機
職
員
が
2

人
い
る。
看
護
師
は
隣
接
す
る

萌
気
回
診
療
所
と
兼
務
で
、
子

ど
も
の
症
状
が
重
い
場
合
な
ど

に
対
応
す
る。
急
変
し
た
場
合

は
問
診
療
所
の
医
師
が
診
察
に

当
た
る。

常
勤
職
員
の
梅
田
啓
子
さ
ん

は
「
風
邪
や
ウ
イ
ル
ス
性
腸
炎

な
ど
が
は
や
る
時
期
は
満
杯
で

大
変
で
す
が
、
『
こ
こ
が
あ
る

か
ら
仕
事
が
続
げ
ら
れ
る
』
と

い
う
言
葉
が
励
み
で
す
」
と
話

す
。3

歳
の
娘
を
預
貯
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
南
魚
沼
市
大
崎
の

も
あ
る
。

都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

本
田
院
長
は
「
小
児
税
医
が
患
者
の

た
め
と
思
っ
て
き
た
こ
と
が
、
甘
や

か
し
だ
っ
た
と
い
う
現
状
も
あ
る

。

生
涯
を
通
じ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
す。

聖
路
加
国
際
病
院
(
東
京
都
中
央

区
)
の
丹
羽
公
一
郎・心
血
管
セ
ン

タ
ー
長
も
「
日5
四
歳
に
な
っ
た

ら
、
親
と
は
別
に
病
気
に
つ
い
て
説

明
し
、
患
者
の
自
立
を
促
す
必
要
が

あ
る
」
と
い
う。

(錦
光
山
雅
子
、

小
林
舞
子)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
1

日
(
金
)

保
育
士
、
中
島美
代
子
さ
ん

(幻
)
は
「
花
て
ま
り
が
で
き
る

ま
で
は
、
子
ど
も
の具合
が
悪

い
と
き
に
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
、
助
か
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

月
i

土
曜
の
午
前8
時
i

午

後
6

時
に
開
設。
市
内
の
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
に
在
籍

す
る
O
歳
1

小
3

が
対
象。

料

金
は
1

日
2

千
円
、4
時
間
以

内
な
ら
1
2
5
0

円
。

新
潟
日
報

・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
1

日
(
金
)
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病
院
の
畢
上
に
た
く
さ
ん
の
花
や
野
菜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う
情
報
を
聞
き
つ
け
、
福
岡
市
東
区
育
英
の
原
工
井
病
院
を
訪
ね
た

。

各
病
棟
の
屋
上
に
並
べ
ら
れ
た
プ
ラ
ン
タ

l

に
、
季
節
の
花
や
野
菜

が
す
く
す
く
と
育
ち
、
そ
の
脇
を
入
院
患
者
や
そ
の
家
族
が
散
策
し

て
い
た

。

同
病
院
が
省
エ
ネ
と
エ
コ
を
目
的
に
始
め
た
屋
上
緑
化
は
、

人
々
の
心
を
癒
や
す
波
及
効
果
を
生
ん
で
い
た

。

(
宮
上
良
二
)

東
区
・
原
土
井
病
院

同
病
院
の
屋
上
緑
化
を
委
託
さ

れ
て
い
る
種
苗
業
、
秋
根
義
子
さ

ん
(
侃)
H糸
島
市
前
原
東
日
の
案

内
で
、
一
般
病
棟
の
屋
上
に
出
た

。

並
ぶ
。

隣
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
の
屋
上
へ
向
か
う
途
中
に
は
、

パ
ジ
ル
や
ミ
ン
ト
、
レ
モ
ン
パ
l

花
や
野
菜

ず
ら
り
と
置
か
れ
た
直
径
約
加
句

の
円
形
プ
ラ
ン
タ
l

約
1
0
0

個

に
、
ナ
ス
が
実
っ
て
い
た
。

3
1

4
日
ご
と
に
収
種
し
、
看
護
師
ら

に
配
っ
て
い
る。

昨
年
は
サ
ツ
マ

イ
モ
を
植
え
て
保
育
園
の
園
児
た

ち
に
苧
掘
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
と
い
う
。

屋
上
の
フ
ェ
ン
ス
沿

い
に
は
桃
や
リ
ン
ゴ
、
レ
モ
ン
、

ブ
ル
ー
ペ
リ
ー
な
ど
果
実
の
木
も ム

な
ど
の
ハl
プ
が
集
ま
っ
た一

角
が
あ
る。

ニ
ガ
ウ
リ
が
緑
の
カ

ー
テ
ン
を
つ
く
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

5

種
類
が
実
っ
て
い
た。

「
イ
チ

ゴ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
、
誰
か
が
収
種
し
て
く
れ

て
」。

秋
根
さ
ん
が
く
す
っ
と
笑

，
っ。同

病
棟
層
上
に
は
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
花
オ
ク
ラ な

ど
が
、
さ
ら
に
隣
の
緩
和
ケ
ア

病
棟
屋
上
に
は
却
鉢
ほ
ど
の
ヒ
マ

ワ
リ
が
咲
い
て
い
た。

3

週
間
前

ま
で
軍
上
は
ヒ
マ
ワ
リ
で
埋
ま
る

、、

d\』ふ

病
院
運
営

と
話
す
職
員
も
い
る
と
い
う
。

屋
上
の
植
栽
面
積
は
約
3

千
平

方
M川。

秋
根
さ
ん
は
暑
い
夏
場
は

病
院
に
泊
ま
り、惑
の
、
朝5
時
こ

ろ
か
ら
午
前
中
に
か
け
て
作
業
す

る
。

全
て
無
農
薬
で
除
草
は
手
作

業
、
土
は
太
陽
熱
を
利
用
し
て
消

毒
す
る。

「
地
下
水
が
な
い
屋
上

は
水
管
理
が
大
変
で
す
が
、
病
院

の
患
者
と
家
族
、
職
員
の
喜
ぶ
顔

を
思
い
浮
か
べ
る
と
力
が
湧
い
て

く
る
」
と
秋
根
さ
ん
。

近
く
に
住

む
空
手
師
範
の
野
村
勇
こ
さ
ん

も
癒
や
す

ほ
ど
だ
っ
た
が
、
台
風
8

号
接
近

の
際
に
大
半
を
切
り
花
に
し
て
、

病
室
な
ど
に
飾
ら
れ
た
と
い
う

。

脳
梗
塞
で
入
院
中
の
西
上
シ
ヅ

子
さ
ん
(
叩
)
を
車
い
す
で
散
歩
さ

せ
て
い
た
長
男
隆
治
さ
ん
(
叩
)
は

「
こ
こ
は
病
院
の
オ
ア
シ
ス

。

母

は
植
物
か
ら
生
命
力
を
も
ら
っ
て

い
る
気
が
す
る
」
と
語
っ
た

。

「
植

物
を
見
る
と
、
疲
れ
が
取
れ
る
」 (

必
)
が
作
業
を
補
助
し
、
近
所
の

お
年
寄
り
た
ち
も
よ
く
手
伝
っ
て

く
れ
る
と
い
う。

同
病
院
の
原
賞
理
事
長
(
位
)
は

「
ビ
ル
の
屋
上
緑
化
で
地
球
温
硬

化
を
防
ぐ
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

ほ
し
い
」
と
願
う

。

屋
上
は
見
学

可
能
。

同
病
院
施
設
管
理
課
H
0

9
2
(
6
9
1
)
3
8
8
2
(
平

日
の
み
)。

屋上緑化鉢植えずらり
並
ぷ
一
般
病
棟
屋
上

⑤
屋
上
で収
穫
さ
れ
た
野
菜

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
初
日
(
水
)

72 



kl SOkuhou 

と安全管理総集版 2014 年 11 号

岡事函連
月
1

回
、
医
師
巡
回
座
間
味
と

南
北
大
東

特
定
医
療
法
人
葦
の
会
オ
リ
ブ
山
病
院
(
上
間
一
院

長
)
は
2
0
1
0

年
か
ら
、
精
神
科
の
巡
回
診
療
を
沖
縄

本
島
の
周
辺
離
島
で
実
施
し
て
い
る
。
現
在
は
座
間
昧
島

と
南
大
東
島
、
北
大
東
島
を
毎
月
1

回
、
同
院
の
医
師
が

訪
れ
て
住
民
を
診
療
し
て
い
る
。
精
神
科
医
が
お
ら
ず
、

療
養
環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
小
規
模

離
島
に
住
む
精
神
疾
患
患
者
ら
。
同
院
の
取
り
組
み
は
離

島
の
精
神
科
医
療
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
も
な
り
得
そ
う

だ
。

オリブ山病院症
状
改
善
に
つ
な
ぐ

南大東島への巡回鯵療で男性を書室察するオリブ山病
院Ii!IJ院畏の仲里尚実さん〈左〉。手前は男性の雲

=7月22日、南大東村保健センター

同
院
に
よ
る
と
田
頭
政
佐
前
理

事
長
(
現
会
長
)
が
地
域
医
療
に

関
心
を
抱
い
て
い
た
た
め
、
精
神

科
医
が
い
な
い
離
島
で
の
巡
回
診

療
実
施
を
決
め
た。
凶
年
秋
ご
ろ

か
ら
準
備
を
始
め
て
、
叩
年
5

月

か
ら
座
間
味
島
へ
の
巡
回
診
療
を

始
め
た。
座
間
味
島
の
事
例
を
聞

い
た
周
辺
離
島
か
ら
の
要
望
が
あ

り
、
ロ
年6
月
か
ら
南
大
東
島
、

北
大
東
島
、
渡
嘉
敷
島(現
在
は

休
止
)
で
も
診
療
を
開
始
し
た

。

県
内
各
福
祉
保
健
所
に
よ
る
と
現

在
、
宮
古
、
八
重
山
地
区
を
除
く

本
島
周
辺
離
島
で
は
、
同
院
の
み

が
定
期
的
な
精
神
科
の
巡
回
診
療

を
実
施
し
て
い
る。

患
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
M
年
7

月
末
日
現
在
ま
で
に

4

島
で
加
入
の
患
者
を
受
け
入
れ

て
き
た
。
多
く
の
患
者
は
毎
月
の

診
療
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

他
の
離
島
か
ら
も
実
施
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
粟
国
村
と
は

本
年
度
中
の
実
施
に
向
け
て
調
整

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ。

一
方
、
県

や
息
間
体
か
ら
の
補
助
は
な
く
、

渡
航
費
や
宿
泊
費
負
担
も
大
き
い

た
め
収
益
は
な
い
と
い
う。

南
大
東
島
の
診
療
を
担
雪
し
て

い
る
同
院
副
院
長
の
仲
里
尚
実
さ

地
域
医
療
を
支
え
る

(大
嶺
雅
俊
)

73 

ん
(
前
)
は
「
意
思
疎
通
の
改
善
や

術
価
の
減
少
が
見
ら
れ
る
」
と
話

す
。
「
不
安
」
や
「
緊
張
」
、

「
幻
覚
に
よ
る
行
動
」
な
ど
の
日

項
目
か
ら
症
状
を
評
価
す
る
「
簡

易
精
神
症
状
評
価
尺
墜
を
患
者

に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
患

者
で
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
た
と

い
う
。

県
は
離
島
で
精
神
疾
患
の
相
談

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
薬
の

処
方
な
ど
は
し
て
い
な
い
。

南
大

東
村
保
健
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
、

岩
井
田
せ
つ
子
さ
ん(臼
)は
「
県

の
相
談
事
業
で
は
症
状
の
改
善
が

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ

た
。

診
療
の
た
め
本
島
に
行
こ
う

と
思
っ
て
も
暴
れ
て
飛
行
機
に
乗

れ
な
い
人
も
い
る。
そ
う
い
っ
た

人
で
も
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
話
す。

仲
里
さ
ん
は
「
島
に
は
県
立
病

院
付
属
の
診
療
所
も
あ
る
が
、
精

神
科
の
診
療
は
現
実
的
に
難
し

い
。

島
外
の
人
間
だ
か
ら
話
せ
る

こ
と
も
あ
る。
毎
月
診
療
す
る
こ

と
で
、
離
島
の
精
神
疾
患
患
者
や

そ
の
家
族
の
心
の
安
定
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
う
」
と
意
義
を
語

っ
た
。

新聞社以外の許絡も得た上で掲載しております.

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
刊
日
(
月
)

〔
次
ベ1
ジ
に
関
連
配
事
〕
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オ
リ
ブ
山
病
院
・
精
神
科
離
島
巡
回
診
療

向
き
合
い
築
く
信
頼

広
が
る
住
民
の
理
解

60代女性を鯵察するオリブ山病院劃1琉畏の伸里尚実さん 〈右〉。南大東村保健センター
の看腹師 ・ 岩井田せつ子さん 〈奥〉とオリブ山病院の三枝秀平さん 〈左)も補助のため
同席した=7月22日、南大東村保健センター

医 療

L�. 
積
み
重
ね

月
l

度
の
南
大
東
で
の
巡
回

診
療
は
ロ
年
6

月
に
始
ま
っ

た
。

今
回
、
仲
皇
さ
ん
は
診
察

し
て
い
る
男
性
患
者
か
ら
釣
り

に
誘
わ
れ
て
い
た。

島
の
北
側
に
あ
る
岸
壁
に
向

か
う
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
「3

年
目
に
し
て
初
め
て
だ
よ
」
と

仲
里
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

る
。

月
1

度
の
診
察
の
積
み
重

ね
で
患
者
と
の
信
頼
を
築
き
上

ア
た
。

1

時
間
ほ
ど
の
時
聞
は
す
ぐ

に
過
ぎ
た。

男
性
が
ム
ロ
ア
ジ

を
数
尾
釣
り
上
げ
る
中
、
仲
里

さ
ん
の
釣
果
はm
Hン
ほ
ど
の
ス

ズ
メ
ダ
イ1
尾
。

ヲ
ロ
は
違

り
づ
ら
い
と
い
う
地
理
的
環

境
が
あ
り
、
離
島
の
精
神
科

小
さ
な
離
島
に
い
る
精
神
医
療
の
改
善
は
遅
れ
る
傾
向

疾
患
の
患
者
は
地
域
で
支
え
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

。

南

合
っ
て
い
る
だ
ろ
う。
離
島
大
東
島
で
も
症
状
改
善
後
の

の
持
つ
牧
歌
的
イ
メ
ー
ジ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
課
題
が
残

た
め
根
拠
な
く
そ
う
思
い
込
る
。

多
く
の
小
規
模
離
島
カ

ん
で
い
た。

そ
し
て
そ
れ
は
あ
る
沖
縄
。
患
者
や
家
族
の

間
違
い
だ
っ
た。
人
の
つ
な
経
済
的
負
担
な
ど
も
考
慮

が
り
が
濃
い
離
島
だ
か
ら
こ
し
、
一
定
程
度
の
症
状
ま
で

そ
、
周
り
に
言
加
え
な
い
人
も
は
島
内
で
医
療

・

介
護
が
受

多
い
の
が
現
状
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が

だ
。

求
め
ら
れ
て
い
る。

窮
状
が
伝
わ

(大
嶺
雅
俊)

地
域
医
療
を
支
え
る

改
善
後
の
ケ
ア
課
題

1
L
 

会
議
室
が
診
療
の
場
と
な
る
。

オ
リ
ブ
山
病
院
の
三
枝
秀
平
さ

ん
(羽
)と
保
健
セ
ン
タ
ー
看
護

師
の
岩
井
田
せ
つ
子
さ
ん(臼
)

も
同
席
し
て
、
患
者
に
向
き
合

っ
た
。

午
後
4

時
す
ぎ
、
統
ム
早
大
調

症
の
ω
代
女
性
が
訪
れ
た
。

初

め
て
の
診
察
だ
っ
た
。

5

年
ほ

ど
前
か
ら
本
島
の
病
院
に
毎
月

通
院
し
て
い
た
が
、
島
内
で
受

診
で
き
る
と
聞
き、
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
た
と
い
う
。

「
何
時
に
自
が
覚
め
ま
す
か
」

「6
時
に
は
目
が
覚
め
る
け

れ
ど
、7
時
ま
で
寝
て
い
る
」

生
活
状
況
や
処
方
薬
を
確
認

を
し
て
い
く
。
「
し
ば
ら
く
は

同
じ
薬
を
送
り
ま
す
ね
」。
世

間
話
で
盛
り
上
が
り
、
診
察
は

終
わ
っ
た。

診
察
後
、
女
性
に
話
を
聴
い 察

貨
は
か
か
ら
な
い
が
、
交
通

費
は
別
だ。
地
元
で
の
診
療
は

女
性
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
軽

減
に
な
る。

「
前
の
先
生
も
良

か
っ
た
け
れ
ど
、
今
回
の
先
生

も
優
し
そ
う
で
良
い
感
じ
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。
新
た
な
主
治

医
に
も
満
足
げ
だ。

2

日
間
で
診
察
し
た
の
は
統

合
失
調
症
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、

認
知
症
な
ど
の
患
者
口
人
。

初

診
の
患
者
に剖
分
、
以
前
か
ら

診
察
を
続
け
て
い
る
患
者
に
却

分
ほ
ど
の
時
聞
を
割
い
た
。

南

大
東
島
で
は
診
療
開
始
か
ら
延

べ
加
入
を
診
て
お
り
、
現
在
は

却
人
を
継
続
的
に
診
察
し
て
い

る
。

統
合
失
調
症
と
認
知
症
関

連
の
疾
患
で
大
半
を
占
め
る

が
、
今
後
は
本
島
と
同
様
、
高

齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
認
知
症

患
者
の
増
加
が
男
会
広
れ
る
と

74 新聞社以外の許諾も得た上で掲軍書しております。
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う
ね
」。

仲
里
さ
ん
が
苦
笑
し

な
が
ら
そ
う
声
を
掛
け
る
と
、

男
性
は
は
に
か
ん
だ
。

特
定
医
療
法
人
葦
の
会
オ
リ
ブ
山
病
院
は

2
0

1
0

年
5

月
か
ら
、
精
神
科
が
な
い
沖
縄
本
島
周
辺
の
離
島
で
在
宅
患

者
の
巡
回
訪
問
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

7

月
辺
、
お
の
両

日
、
同
院
副
院
長
の
仲
里
尚
実
さ
ん
(伺
)
に同
行
し
、
南
大
東

島
で
の
診
療
の
現
場
を
取
材
し
た
。
(

大
嶺
雅
俊
)

2

日
で
行
人
診
察

た
。
「
障
害
年
金
は
月6
万
円

ち
ょ
っ
と。
本
島
の
病
院
に
通

院
す
る
と
航
空
運
賃
や
宿
泊

費
、
本
島
内
で
の
交
通
費
で
3

1
4

万
円
消
え
る。
飛
行
機
に

乗
る
と
疲
れ
も
出
る
」
と
話

す
。自

立
支
援
医
療
費(精
神
通

院
)
支
給
を
認
定
さ
れ
る
と
診

ル
ポ
南
大
東
患
者
に
笑
顔

釣
り
を
終
え
、1
人
の
患
者

の
自
宅
を
往
診
し
た。
そ
の

後
、
役
場
隣
に
あ
る
南
大
東
村

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
っ
た
。

h
u
難
な
患
者
が
診
療
を
受
け
ら
れ
る
障
害
年
金
や
自
立
支
援
医
療
費

・

院

よ
う
に
な
っ
た
の
が
巡
回
診
療
の(精
神
通
院)
受
給
に
は
精
神
科

副

メ
リ
ッ
ト
だ。
継
続
的
に
同
じ
医
医
の
診
断
書
が
必
要
な
た
め
、
巡

…

幌
師
が
関
わ
る
こ
と
で
、
患
者
や
家
回
診
療
を
始
め
る
前
は
、
本
島
の

岬

族
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
病
院
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

れ

き
る
。

患
者
ら
が
精
神
疾
患
に
つ
っ
た。
現
在
で
は
島
内
で
診
断
書

リ

い
て
誰
に
も
話
せ
な
い
場
合
、
を
取
得
し
て
受
給
手
続
き
が
で
き

オ

「よ
そ
者
」
の
私
た
ち
に
相
談
し
る
の
で
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

.

じ
や
す
い
こ
と
も
あ
る
。

症
状
が
重
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
患
っ
。

-
冷
い
場
合
で
も
患
者
を
把
握
し
て
い
患
者
が
島
内
で
生
活
す
る
た
め

d芳
る
の
で
、
当
院
が
本
島
で
の
入
院
の
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

…
尚里ふ刷E

d
句
，

継続的ケアで、安心感

離島の精神科巡回惨療の意穫をE置すオリブ山
病院11I院畏の伸里尚実さん=7月 29目、那覇
市首里のオリプ山病院

離
島
の
精
神
医
療
の
課
題
だ
。

介
…

護
職
の
確
保
が
必
要
だ
が
、
多
く
…

の
若
い
人
材
が
島
外
に
出
て
い
る
…

こ
と
も
あ
り
、
確
保
が
困
難
な
状
…

態
だ。
数
カ
月
間
で
も
本
島
か
ら
…

派
遣
し
て
回
せ
る
よ
う
な
態
勢
整
…

備
も
必
要
で
は
な
い
か
。

診
療
面
で
は
、
使
用
薬
を
簡
便
…

に
情
報
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
一

構
築
や
情
報
交
換
の
機
会
の
増
加
…

な
ど
、
島
に
あ
る
診
療
所
と
の
連
一

携
強
化
を
し
て
い
き
た
い
。

巡
回
診
療
の
み
の
収
支
は
出
し
・

て
い
な
い
が
、
運
賃
や
宿
泊
費
が
・

大
き
い
た
め
赤
字
、
良
く
て
も
ト
…

ン
ト
ン
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

行
政
補
助
が
あ
る
わ
け
で
も
な
・

い
。

外
来
や
入
院
患
者
の
対
応
も
・

あ
る
た
め
、
医
師
数
に
も
余
裕
は
"

戸
弘
、

。

"

+
セI
Vだ

が
医
療
・

介
護
事
業
を
幅
広
…

く
展
開
す
る
足
掛
か
り
に
す
る
た
…

め
、
そ
れ
以
上
に
離
島
が
求
め
る
…

の
な
ら
ば
継
続
し
た
い。
多
く
の
…

医
療
機
関
も
巡
回
診
療
に
参
加
し
…

て
く
れ
る
の
が
理
想
だ
。

地
域
医
療
を
支
え
る

い
vつ
。

島
民
の
思
い

午
後
7

時
、
介
護
を
担
う5

人
が
参
加
し
た
認
知
症
の
家
族

会
が
始
ま
っ
た。
家
族
会
の
発

足
は
昨
年日
月
。

悩
み
や
対
処

法
を
共
有
し
、
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
く
貴
重
な
場
に
な

っ
て
い
る。
義
母
を
介
護
す
る

叩
代
の
女
性
は
「
ど
の
家
庭
に

認
知
症
の
人
が
い
る
か
は
知
っ

て
い
る
が
、
詳
し
い
話
を
聴
く

こ
と
は
な
か
っ
た。
皆
で
話
し

合
う
と
、
自
分
だ
け
で
は
な
い

と
思
え
て
楽
に
な
る
」
と
語
っ

た
。

オ
リ
ブ
山
病
院
の
巡
回
診
療

を
働
き
掛
け
た
岩
井
田
さ
ん
は

「
(巡
回
診
療
前
は)
俳
個
す

る
人
が
い
て
も
住
民
は
『
見
守

っ
て
い
る
』
と
い
兵
沃
態
で
、

医
療
従
事
者
と
し
て
は
『
な
ぜ

治
療
で
き
な
い
か』
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
い
た
」
と
振
り
返

る
。

「
今
で
は
俳
個
が
止
ま
っ

た
り
、
近
所
の
人
と
会
耳
伊
レ
た

り
し
て
い
る
。

治
療
す
れ
ば
社

会
で
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
住

民
は
理
解
し
始
め
て
い
る」と

巡
回
診
療
の
効
果
を
実
感
し
て

い
た
。

琉
球
新
報
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
刊
日
(
月
)

新聞社以外の許諸も得た上で掲践しております.75 
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在
宅
医
療

医
r
w
-
凶
悶
幅
叩
ず
れ
ド
ヨ
、
、
ッ
ク

→
、
Z
J
J
〉

t
F
占
E
F

一
ノ
，
，

F

、
ノ
ノ
ノ

患
者
の
自
宅
へ
薬
剤
師
が
薬
を
届
け
、
薬
の
飲
み
方
な
ど
を
指
導
す
る

「在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
」
(訪
問
服
薬
指
導)
一
設
置
し、
各
薬
局
か
ら
の

が
、
県
内
で
地
減
に
よ
っ
て
実
績
に
差
が
出
て
い
る

。

青
森
地
域
や
上
十
三
、
八
戸
地
域
で
は
、
医
師
ら
と
連
携
し
た
取
り
組
み

一相
談
を
受
け
付
け
る
体
制

が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
西
北
五
・
む
つ
下
北
地
域
で
は
、
薬
剤
師
不
足
、
需
と
の
連
携
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
実
績
が
よ
が
っ

一を
整
え
た
同
会
の
喜

一学
専
務
理
事
は「高
齢
他

て
い
な
い。
県
薬
剤
師
会
は「高
齢
化
に
伴
っ
て
、
在
宅
医
療
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
る

。

訪
問
指
導
に
さ
ら
に
力
を
入
れ

一一に
伴
っ
て
在
宅
の
認
知
症

て
い
き
た
い
」
と
強
調
す
る。
(

菊
谷
賢)
一
一患
者
が
増
え
る
と
み
ら

リ
j
j
1
l
j

ま
た
、
在
宅
医
療
を一行

一が
、
「ほ
か
の
薬
局
で
や
扇
業
医
が
在
宅
医
療
を
支
孟
剤
師
の
連
携
が
構
築
さ

一れ
、

特
に
む
つ
、
西
北
五

塑
示
一
璽
士
山
一う
医
師
も
少
な
い
た
め
、一っ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と一え
て
い
る
た
め。
ま
た
、
一れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と一は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、

宝
亙
区
一
株
一医師
の
指
一
套
)
受
け
て
、
一は
な
い
。

薬
剤
師
や
医
師一上
十
三
は、

十
和
田
中
央一さ
れ
て
い
る。

τ
っ
か
り
と
薬
の
飲
み
方

査
一
璽
高
一
亨
一
訪
問
指
導
を
行
う
機
会
は

一の
少
な
さ
が
要
因」
(
同

一病
院
が
中
心
と
な
っ
て
積一
県
薬
剤
師
会
は
凶
年
、
五
指
導
し

、

管
理
す
る
体

型
一
割
一
扇
一日
出
一少
な
い
と
い
う。
「
訪
問

一薬
局
担
当
者)
と
い
う

。
一極
的
に
在
宅
医
療
を
行
っ一内
部
に
蚕
員
会
を
設
置一制
が
必
要
と
な
る」と
語

旦
璽
一
宮
藩
型
指
導
を
行
い
た
い
と
恩っ
一
青
森
地
域
の
実
績
が乏
て
き
た
こ
と
や、
三
沢
地
τ
、
訪
問
導
普
及
に
力一っ
た。
県
医
療
薬
務
課
の

霊
璽

一長
一
て
い
る
薬
剤
師
は
い
る一い
の
は
、
県
立
実
病
院一域
で
地
域
包
括
ケ
ア
が
以

一実
れ
て
い
る。
量

一雪
言
語
師
の
育

塑
爾
一
極
翫
縦
一
が
、
う
ま
く
い
っ
て
な
い
。
一が、
周
辺
の
医
療
機
関
に一前
か
ら
活
発
で
、
医
師
・

一か
ら
、
訪
問
指
導
の
中
心一成
・
確
保
が
課
題」
毒

型
扇
面
扇
主

関
係
者
全
体
が
意
識
改
主
退
院
患
者
を
割
り
振
り

、
一看
護
師
・
介
護
な
ど
と

一と
な
る
薬
局
を
各
圏
域
に
面
し
た

。

即
E
E
E
E

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
いこ

i
E
l

主
苗
え
は
話
す

。

県
一
民
雪
』
・

3

手
白
「
〉
}

、言
、

-
一
-
一
沢

「書
に
比
べ
西
北
五

一薬
剤
師
会
客
年
、
脅

一
足
去
を
と
支
孟

一

号

B
J

カ

L

」
伊
藤
さ
ん

や
津
軽
で
は
、
訪
問
指
導

一調
剤
薬
局5
8
4

カ
所
を

一

は
活
発
で
は
な
い」
。
県

一対
象
に
、
過
去1
年
間
で
一
「
体
の
様
子
は
ど
う
で一薬
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

一
導
を
行
い
、1
人
が
患
者一指
導
も
他
地
滅
よ
り
も
進

薬
剤
師
会
常
務
理
事
で
、τ
回
以
上
訪
問
服
薬
指
導
手
か
?
」
一

こ
の
日
持
っ
て
き
た
薬一日
i
m
人
を
担
当
そ
れ

一ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る

五
所
川
原
市
ケ
ン
コ
l

薬
一を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど一
三
沢
薬
剤
師
薬
開会
二
は
、
内
糾
と泌
尿
器
の
計

一ぞ
れ
の
薬
剤
師
は
、
薬
局一が
、
「今
後
さ
ら
に
多
く

局
の
薬
剤
師・
寺
田
憲
司一う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
2

一沢
市
)
の
薬
剤
師・
伊
藤

一7
種
類。
朝
、
昼
、
晩
と一で
の
調
剤
作
業・
窓
口
応

一の
職
種
と
の
連
携
を
深

『
ヤ
ん
は
こ
う
語
る
。
一

2
9

カ
所
か
ら
回
答(回

一博
次
さ
ん
(日
)
は
7

月
一そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
の
袋
一
対
の
合
聞
を
縫
っ
て
、
午

一め
、
地
域
医
療
に
携
わ
っ

西
北
五
地
域
は
、
人
口一収
率
泊%
)が
あ
り
、
そ
の一中
旬
、
薬
を
携
え
て
市
内一に
入
れ
、
飲
み
間
違
い
が
一
後
や
夕
方
、
訪
問
指
導
を

一て
い
き
た
い」
と
意
欲
を

叩
万
人
当
た
り
の
薬
剤
師一結
果
、
青
森
地
域
が
担
薬一の
金
城
中
(こ
ん
・

し
ろ

一な
い
よ
う
に
、
袋
に
育
や
一
行
っ
て
い
る

。
一

見
せ
た。
(
菊
谷
賢)

数
(2
0
1
2

年
)が
田
・

一局
で
愚
多。
八
戸
が
目
薬一な
か
)
『
あ
(部
)
の
皇
黄
色
の
テ
ー
プ
を
貼
り
、一
「
訪
問
指
導
は
、
時
間

9

人
(県
平
均1
5
2

・
o

一局
で
聾
」
、
上
十
三
が
日一宅
を
訪
ね
た。
一

箱
に
分
け
て
お
い
た。
一
や
労
力
を
考
え
れ
ば
、
効

人
、
全
国
平
均21
9

・
6

蚕
局
で
3

番
目
に
多
か三

金
宇
佐
、
日
年
前
に

一
妻
の
隆
主
あ
(創
)
一率
的
と
は
言
え
な
い
が
、

人
)と
県
内
で
最
も
少
な一た
。

弘
前
地
域
は
叩
薬
局一脳
出
血
に
な
り
、
そ
の
後一は
「車
い
す
の
主
人
を
薬
雇
雪
」
ん
と
対
話
を
交
わ

く
、
地
域
の
約8
割
の
調

一で
医
療
機
関
が
多
い
割
に一遺
症
で
車
い
す
生
活
が
続一局
ま
で
連
れ
て
い
く
の
は一し
な
が
ら
、
患
者
ペ
ヤ
ん
の

剤
薬
局
が
薬
剤
師1
人
体
は
少
な
か
っ
た。
一

い
て
い
る。

薬
局
に
通
う
大
変
な
の
で
、
伊
藤
苧
生
生
活
を
支
え
て
い
け
る
の

制
。

窓
口
で
業
務
に
当
た

一
一
方
で
、
西
北
五
が
2

、

一の
が
困
難
な
金
『
ヤ
ん
の
た

一が
来
て
く
れ
る
の
は
大
変
で
と
て
も
や
り
が
い
存
感

西
北
五
・
下
北
低
調

76 
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在宅療養者に栄養指導
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
訪一む
つ
下
北
は
ゼ
ロ
だ
三
め
、
伊
藤
『
ヤ
ん
は
市
立
三
あ
り
が
た
い

」と
諮
っ
た。
一じ
る
」
と
語
っ
た。

=
一
沢

間
服
薬
指
導
に
手
が
回
ら一た
。

む
つ
市
で
は
公
済
会一沢
病
院
の
医
師
の
処
方
築一
伊
藤
さ
ん
の
薬
局
で
は一で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
が

な
い
の
が
現
状
と
い
う。
一薬
局
が
実
施
し
て
い
る一を
受
け
月1
回
、
訪
問
服一4
人
の
薬
剤
師
が
訪
問
指一以
前
か
ら
活
発
で
、
訪
問

会
は
有
料
の
事
業
と
し
て
で
行
っ
て
い
る

。

全
て
最

実
施
す
る
こ
と
に
し
た

。

初
の2
回
は
無
料。

利
用
希
望
者
は
医
療
機
現
在
沼
人
の
管
理
栄
養

関
に
相
談
し
、
医
師
の
指
土
が
在
籍
し

6

人
に
サl

示
曹
を
開
会
に
提
出
。

管
ピ
ス
を
提
供
し
て
い
る

。

理
栄
養
士
は
そ
れ
を
受
け
4

年
前
か
ら
自
宅
で
寝
た

て
利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
き
り
の
岡
山
市
中
区
種
、

食
べ
や
す
い
調
理
法
を
指
す
る
ほ
か
、
利
用
者
が
か
花
房
高
雄
さ
ん
(
印
)
宅
は

導。
利
用
は2
年
間
で
計
か
り
つ
け
匿
を
受
診
す
る
モ
デ
ル
事
業
だ
っ
た
昨
年

詑
件
あ
り
、
同
じ
時
期
に
の
に
合
わ
せ
て
医
療
機
関
叩
月
か
ら
利
用

。

介
護
す

6
、

7

人
が
サ
ー
ビ
ス
を
へ
出
向
く
場
合
も
あ
り
、
る
聾
光
子
さ
ん
(
白
)
は

受
け
た。
「
血
圧
や
血
糖
い
ず
れ
も
1

時
間
5
3
0

「
悶
や
魚
の
す
り
つ
ぶ
し

値
が
正
常
に
戻
っ
た
」
「
と
円
(保
険
適
用
で1
割
負
方
を
学
ん
で
誤
臓
が
な
く

ろ
み
を
つ
け
る
こ
と
で
担
の
場
合
)

。

公
民
館
な
ど
な
っ
た。

バ
ラ
ン
ス
の
取

誌
が
な
く
な
っ
た
」
な
で
の
集
団
指
導
も
あ
り
、
れ
た
食
事
で
糖
尿
病
が
改

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
同
同
3

千
円
(
保
険
適
用
外
)
善
さ
れ
薬
の
量
が
減
つ

た
」
と
話
す。

開
会
の
小
林
計
子
顧
問

は
「病
院
・

施
設
か
ら
在

県
栄
養
士
会
(
森
恵
子
会
長
)
は
本
年
度
か
ら
、
在
宅
で
療
養
し
た
り
介
護

を
受
け
て
い
る
人
を
対
象
に
、
管
理
栄
養
士
が
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
て
栄
養
指

導
す
る
事
業
に
乗
り
出
し
た

。

現
役
の
管
理
栄
養
士
だ
け
で
は
入
手
が
十
分
で

は
な
い
た
め
、
結
婚
や
出
産
な
ど
を
機
に
医
療
、
福
祉
の
現
場
を
離
れ
て
い
た

人
た
ち
の
力
を
借
り
て
お
り
、
開
会
に
よ
る
と
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
り
組

み
。
(安
部
晃
将)

同
会
に
よ
る
と
、
在
宅
と
し
て
2
0
1
2

年
度
か

の
栄
養
指
導
は
介
護
保
険
ら
2

年
間
、
病
院
な
ど
に

や
医
療
保
険
の
対
象
だ
勤
め
て
い
た
管
理
栄
養
士

が
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
に
よ
る
訪
問
指
導
を
実
施

設
の
管
理
栄
養
士
は
日
常
し
た

。

業
務
に
手
を
取
ら
れ
、
訪
無
料
で
計

6

回
、
月
に

闘
す
る
時
間
的
な
余
裕
が
1

、

2

回
の
ペl
ス
で
自

な
い
の
が
実
態
。

そ
こ
で
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
健
康

同
会
は
国
の
モ
デ
ル
事
業
状
態
に
合
わ
せ
た
献
立
や

県
栄
養
士
会

「
状
態
改
善
」と
好
評

在
宅
医
療

東

奥
日
報

・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
鈎
日
(
日
)

宅
ケ
ア
へ
の
流
れ
が
強
ま

る
中
、
栄
養
指
導
は
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き

る
が
、
認
知
度
は
低
い
。

医
師
ら
と
連
携
し
て
活
動

の
幅
を
広
げ
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
し
て
い
る。
問
い
合
わ

せ
は
同
会
(
0
8
6
2

7
3
1

6
6
1
5
)。

山

陽

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
9

日
(
水
)
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が
ん
患
者
の
就
職
を
支
援
し

よ
う
と
、
病
院
と
ハ
ロ
l

ワ
ー

ク
が
連
携
す
る
新
た
な
仕
組
み

が
2
0
1
3

年
度
か
ら
始
まっ

た
。

が
ん
患
者
の
生
存
率
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
再
就
職
へ
の

壁
は
高
い。
ハ
ロ
1

ワ
l

ク
の

職
員
が
病
院
に
出
向
き
、
専
門

知
識
で
就
職
希
望
者
の
相
談
に

乗
る。
初
年
度
は
綿
入
が
就
職

し
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
は
今

年
度
か
ら
対
象
医
療
機
関
を
増

や
し
た。が

ん
患
者

7

月
下
旬
、
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
中
央
病
院(東
京
・

中
央
)
の
会
議
室
に
、
満
面
に

笑
み
を
浮
か
べ
た
岡
本久美
子

さ
ん
(羽
)
が
現
れ
た。

「8
月
か
ら
ホI
ム
へ
ル
パ

ー
と
し
て
働
く
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
」
と
報
告
す
る
と
、
一

緒
に
就
労
先
を
探
し
た
ハ
ロ
ー

ワ
l

ク
飯
田
橋
(
東
京
・
文
京
)

の
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
l

タ
l
、

岡
田
晃
さ
ん
が「よ
く
頑
張
り

ま
し
た。
お
め
で
と
う」
と
笑

患
者
・
家
族
支
援

同
省
職
業
安
定
局
首
席
職
業

指
導
官
室
の
日
高
幸
哉
さ
ん
は

「全
国
の
患
者
が
利
用
で
き
る

よ
う
実
施
病
院
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」
と
話
す。
ま
た
、
企

業
の
が
ん
患
者
へ
の
理
解
を
促

し
、
負
担
の
少
な
い
職
場
へ
の

同
省
は
今
年
度
、
モ
デ
ル
事
異
動
や
治
療
で
病
院
に
行
く
日

業
の
実
施
規
模
を
前
年
度
の
5

を
有
給
休
限
扱
い
に
す
る
な
ど

病
院
か
ら
は
病
院
に
鉱
大
し
の
支
援
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め

た
。

新
た
に
東
北
や
九
州
な
ど
て
い
く
方
針
だ
。

の
病
院
も
加
わっ
た
。
(

近
藤
信
旦)

い
っ

た
ん
職
を
離
れ
た
が
ん
患
者
が
再
び
.
…

l
l

」

就
職
し
よ
う
と
考
え
て
も
、
う
ま
く
い
か
な
・
…

山

ホ
[

い
こ
と
が
多
い
。

こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
は
、
…

-
v
h

が
ん
患
者
が
早
急
に
仕
事
を
や
め
な
い
よ
う
…
…

…

、

呼
び
掛
け
る
取
り
組
み
を
始
め
る

。

"
J
l

対
象
は
全
国3
9
7

カ
所
に
あ
る
が
ん
診m

…
な
へ

療
連
携
拠
点
病
院
で
、
医
師
を
通
じ
て
患
者
…

"

、
J

叫
りに
働
き
か
け
る。

が
ん
患
者
が
治
療
を
受
け
山

』
α
'
h
f
な
が
ら
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
勤
務
先
制

:
 

…
夫

、

び
の
産
業
医
や
人
事
望
者
ら
と
連
絡
を
取
る
…
…

…
…ペ
~
呼
厚
労
省
、
如
拠
点
病
院
で

• 

…

対
比

こ
と
も
医
師
や
看
護
師
に
求
め
る

。

告
一
同
一
姐同
省
の
調
査
で
は
、
働
い
て
い
る
が
ん
患
・
…

ヨ
円
朗

者
の
豆
口
約ω
%
が
依
願
退
職
、
約4%
が
・
…

.
E

「
医
解
雇
と
な
り
、
自
営
業
者
の
約
凶
器
廃
業
山

.

仇
舎
内

し
て
い
る。
実
際
に
は
働
き
続
け
た
り
、
早
…

酎
田
市

期
復
帰
も
可
能
な
の
に
、
治
療
に
専
念
す
る

…
…

桝
肱
酔

こ
と
を
考
え
て
離
職
す
る
ケ
l

ス
が
少
な
く
…
…

-

w
a
'

な
い
と
い
う。

一
方
、
仕
事
を
失
っ
た
こ
と
…
…

…
「
|

で
経
済
的
に
因
自
制
し
た
り
、
生
き
が
い
を
失
川

っ
た
り
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

:

• 出
張
相
談
で
希
望
く
む

• 必
要
に
応
じ
医
師
助
言

院
や
通
院
中
の
患
者
か
ら
就
労

に
関
す
る
希
望
を
聞
き
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
仕
事
先
を
紹
介
す

る
。社

会
福
祉
土
に
医
療
保
険
や

雇
用
保
険
な
ど
の
相
談
も
で
き

る
。

必
要
に
応
じ
て
医
師
や
看

護
師
ら
も
同
席
、
治
療
内
容
や

体
調
面
で
の
配
慮
事
項
な
ど
の

助
言
を
受
け
、
無
理
な
く
働
く

必
人
で
、
う
ち
叩
人
の
就
職
が

決
ま
っ
た。
事
務
系
の
仕
事
が

多
か
っ
た
と
い
う。

た
だ
が
ん
患
者
や
元
患
者
を

受
け
入
れ
る
企
業
は
多
い
わ
け

で
は
な
い。
再
発
リ
ス
ク
な
ど

を
恐
れ
て
採
用
を
た
め
ら
う
こ

と
も
あ
る
た
め
だ
。

岡
本
さ
ん

も
当
初
は
会
社
側
に
伝
え
る
の

を
ち
ゅ
う
ち
よ
し
た
が
、
愚
終

病
院
で
就
活

今
年
2

月
か
ら
就
職
活
動
を
開

始
。
「
関
病
生
活
で
周
り
の
人

に
助
け
ら
れ
た
分
、
人
の
役
に

立
つ
仕
事
を
し
た
い」
と
要
望

す
る
と
、
岡
田
さ
ん
か
ら
完
全

週
休2
日
で
通
院
に
も
支
障
の

な
い
勤
務
シ
フ
ト
を
組
め
る
ホ

ー

ム
ヘ
ル
パ!
の
仕
事
を
紹
介

さ
れ
た。
面
接
試
験
を
経
て
就

職
を
決
め
た。

-
週
1

回
、
雇
用
保
険
の
相

談
も
岡
本
さ
ん
が
利
用
し
た

の
は
厚
労
省
の「が
ん
患
者
等

場
を
探
す
こ
と
も
で
き
る
。

モ
デ
ル
事
業
が
始
まった
背

景
に
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
と

治
療
法
の
進
歩
が
あ
る
。

が
ん

診
断
後
5

年
の
生
存
率
は
年
々

上
昇
し
、
近
年
は6
割
近
く
に

な
っ
た。
一
方
で
働
く
世
代
(
却

1

倒
歳
)
で
が
ん
に
な
る
人
は

毎
年
初
万
人
を
超
え
る
。

国
立
が
ん
研
究
セン
タ
ー

中

央
病
院
は
昨
年9
月
に
モ
デ
ル

事
業
を
導
入
し
た
。

毎
週
火
曜

日
、
ハ
ロl
ワ
l

ク
飯
田
橋
の

的
に
打
ち
明
け
て
理
解
を
得

た
。

岡
田
さ
ん
は
「が
ん
で
あ

る
こ
と
を
伏
せ
て
就
職
活
動
す

る
患
者
は
多
い」
と
打
ち
明
け

る
。

-
就
労
支
援
の
企
業
は
1

劃

の
み

厚
労
省
が
今
年2
月
、

需
細
企
業
か
ら
大
企
業
ま
で
を

対
象
に
実
施
し
た
イン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
アン
ケ
ー

ト
調
査

に
よ
る
と
、
が
ん
患
者
の
就
労

支
援
に
取
り
組
む
企
業
の
割
合

は
1

劃
に
と
ど
ま
る。
「
セ
ン
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働くがん患者
障害年金知って

顔
で
祝
福
し
た。

岡
本
さ
ん
は
昨
年
6

月
に
乳

が
ん
が
判
明
し
、
翌
月
全
摘
手

術
を
受
け
た。体
調
が
安
定
し
、

長
期
療
養
者
に
対
す
る
就
職
支

援
モ
デ
ル
事
業」
。
ハ
ロl
ワ

ー
ク
の
専
門
相
談
員
が
週1

回
、
病
院
に
出
張
相
談
し
、
入 岡

田
さ
ん
が
病
院
を
訪
れ
、
社

会
福
祉
士
ら
と
共
に
が
ん
患
者

の
就
労
相
談
を
受
げ
付
け
る
。

6
月
末
時
点
の
相
談
者
数
は
計

シ
テ
ィ
プ
な
個
人
情
報
に
あ
た

る
た
め
積
極
的
に
支
援
し
に
く

い
」
と
い
っ
た
理
由
が
目
立
っ

た
と
い
う。

働
く
が
ん
患
者
の
支
援
が
社
会
的
な
課
題
に
な

っ
て
い
る。
治
療
に
伴
い
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
も
あ
り
、
経
済
的
不
安
は
大
き
い

。

そ

の
と
き
、
「
障
害
年
金
が
生
活
を
支
え
て
く
れ
る

可
能
性
が
あ
る。
受
給
で
き
な
い
か
調
べ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
る
の
は
社
会
保
険
労
務
士
の
中
川
洋

子
さ
んH
岡
山
市。
制
度
を
解
説
し
た
「
障
害
年

金
と
い
う
ヒ
ン
ト
」
(
三
五
館
)
を
全
国
の
社
労

土
ら
と
出
版
し
周
知
に
努
め
て
い
る

。

障
害
年
金
と
い
う
と
肢
体
が
不
自
由
な
場
合
を

思
い
浮
か
べ
る
が
、
う
つ
病
や
糖
尿
病
な
ど
一
般

的
な
病
気
で
も
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
り
、
保

険
制
を
納
め
て
い
れ
ば
受
給
で
き
る

。

と
こ
ろ
が
、

が
ん
は
日
本
人
の2
人
に1
人
が
患
う
と
さ
れ
る

岡
山
の
社
労
士
ら
解
説
本

の
に
、
中
川
さ
ん
が
障
害
年
金
の
請
求
に
関
わ
る

ケ
ー
ス
は
年
数
件
と
全
体
の
1

割
ほ
ど
し
か
な
く

「
請
求
漏
れ
が
多
い
」
と
み
て
い
る

。

障
害
年
金
の
対
象
は
原
則
と
し
て
初
診
日
に
白

歳
未
満
の
人。
が
ん
を
患
っ
た
こ
と
で
日
常
生
活

や
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
制
限
を
受
け
て
い
る

と
認
定
さ
れ
れ
ば
受
給
で
き
る
。

過
去
に
大
腸
が

ん
や
腹
膜
が
ん
、
舌
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
臨
艇
が

ん
、
肝
臓
が
ん
な
ど
で
受
給
が
認
め
ら
れ
た
と
い

『
つ。中

川
さ
ん
が
障
害
年
金
の
媛
大
の
問
題
点
と
い

う
の
が
、
制
度
が
あ
ま
り
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
。
「
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
老
齢

年
金
の
よ
う
な
通
知
も
な
く
請
求
漏
れ
に
つ
な
が

る
」
と
指
摘
す
る
。

障
害
基
礎
年
金
は
重
い
方
か
ら
1
、

2

級
、
障

害
厚
生
年
金
は1
1
3

級
が
あ
り
、
年
金
額
は
障

患
者
・

家
族
支
援

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
4

年
8

月

M
日
(
木
)

害
基
礎
年
金1
級
の
場
合
で
部
万
円
余
に
子
ど
も

の
数
に
よ
る
加
算
が
つ
く
。

日
本
年
金
機
構
の
担

当
者
は
医
師
の
診
断
書
な
ど
曹
類
だ
け
で
支
給
の

可
否
や
等
級
を
審
査
す
る
が
、
書
類
が
患
者
の
状

態
を
正
し
く
伝
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う。

中
川
さ
ん
は
「
障
害
年
金
は
自
分
で
も
年
金
事

務
所
で
手
続
き
で
き
る
が
、
制
度
に
詳
し
く
な
い

場
合
は
専
門
家
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る。

(
中
浜
隆
宏
)

山
陽
新
聞

・
夕
刊

2
0
1
4

年
7

月

μ
日
(
木
}
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小
児
が
ん
や
先
天
性
の
難
病
な
ど
で
、
小
児
科
病
棟
に
長
期
入
院
を
強
い
ら
れ

る
子
ど
も
た
ち
が
い
る。

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
、
つ
ら
さ
を
抱
え
た
闘
病
生
活
の

中
、
子
ど
も
た
ち
に
「
体
験
の
機
会
」
を
提
供
す
る
訪
問
活
動
も
あ
る
。
三
つ
の

医
療
機
関
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

。
(
佐
橋
大
、
編
集
委
員・
安
藤
明
夫
)

小
児
科
病
棟
へ
の
訪
問
活
動

無
菌
室
の
扉
が
聞
き
、
シ1

ズ
ー
な
ど
三
匹
の
犬
が
入
っ
て

き
た
。

入
院
し
て
い
た
女
児

(
七
つ
)
は
歓
声
を
上
げ
て
、
頭
を

な
で
回
し
「
ふ
わ
ふ
わ
し
て
、

気
持
ち
い
い
」
と
大
興
奮
。
よ

く
訓
練
桔
れ
吃
犬
た
ち
は
、
飼

い
主
の
向
字
希
さ
ん
(
=
一る
の
指

示
を
守
り
、
じ
っ
と
し
た
ま

ま
、
し
っ
ぽ
を
掘
っ
て
、
つ
ぷ

ら
な
瞳
で
女
児
を
見
つ
め
る
。

今
月
二
日
、
三
重
大
病
院

(
津
市
)
の
小
児
科
病
棟
で
の

こ
と
。

入
院
し
て
一
カ
月
に
な

る
女
児
は
外
に
出
ら
れ
ず
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た。
闘
病

の
つ
ら
さ
を
つ
か
の
間
、
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
る
来
訪
だ
っ
た
。

向
さ
ん
は
動
物
介
在
療
法
・

介
在
活
動
の
団
体
「N
P
O

わ

ん
と
ほ1
む
」
(
愛
知
県
蟹
江

闘病の子に
楽しい体験

町
)
を
運
営。
高
齢
者
施
設
や

学
校
の
ほ
か
、
四
年
前
か
ら
同

病
院
を
年
数
胆
訪
れ
て
い
る
。

向
さ
ん
も
八
歳
か
ら
小
児
が
ん

で
三
年
間
闘
病
し
、
長
期
入
院

の
経
験
が
あ
る。
先
天
性
の
病

気
や
が
ん
と
闘
う
子
た
ち
の
力

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

。

同
療
法
は
癒
や
し
だ
げ
で
な

く
、
患
者
の
前
向
き
な
気
持
ち

ゃ
落
ち
着
き
を
引
き
出
し
、
治

療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、
医
療・
福
祉
の
専
門

家
と
の
連
携
が
前
提
だ。
た

だ
、
小
児
科
病
棟
の
訪
問
は

「
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
さ
を
届

け
る
こ
と
が
一
番
の
目
的
」
と

い
う
。

<>

あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合

セ
ン
タ
ー
(
愛
知
県
大
府
市
)

患
者
・

家
族
支
援

に
は
月
一
回
、N
P
O
法
人
C

A
N
B
E
(
キ
ャ
ン
ピ
l
)
の

協
力
で
セ
ラ
ピ
l

ド
ッ
グ
が
や

っ
て
来
る。

今
月
は
外
科
病
棟

の
プ
レ
ー
ル1
ム
な
ど
で
、
入

院
中
の
子
ど
も
た
ち
が
犬
と
遊

ん
だ
。

東
京
都
の
中
西
祐
太
朗

君
(
ご
)
は
犬
を
何
度
も
な
で
、

費
議
師
を
相
手
に
自
宅
の
近
所

の
犬
の
話
を
始
め
た
。

動
物
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
子
ど
も

の
心
が
お
惜
ち
着
く
こ
と
を
ス
タ

ッ
フ
は
い
つ
も
感
じ
て
い
る
。

心
の
問
題
を
抱
え
る
子
た
ち

の
治
療
に
セ
ラ
ピl
ド
ッ
グ
を

役
立
て
る
取
り
組
み
も
、
二
年

前
か
ら
始
め
て
い
る。
心
痕
科

の
新
井
康
祥
医
師
に
よ
れ
ば
、

虐
待
を
受
け
て
心
に
傷
を
負
っ

た
入
院
中
の
子
も
い
る。
周
囲

と
の
関
係
づ
く
り
が
苦
手
で
、

不
信
感
の
強
い
子
が
多
く
、
看

護
師
ら
が
話
し
掛
け
て
も
心
を

閉
ざ
し
が
ち。
で
も
人
懐
っ
こ

い
セ
ラ
ピ
l

ド
ッ
グ
と
出
世
す
る

と
表
情
が
一
変
す
る。
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

子
の
「
本
来
の
姿
」
を
ス
タ
ッ

フ
が
知
る
こ
と
で
、
看
護
や
治

療
に
生
か
す
こ
と
も
期
待
で
き

犬との遊びゃ車いすバスケ
る
。

セ
ラ
ピl
ド
ッ
グ
の
訪
問
後

の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
、
自
分
の

感
情
に
気
付
く
子
が
増
え
た
、

イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
の
問
題
行

動
が
軽
度
に
な
っ
た
な
ど
の
変

化
が
見
ら
れ
る
と
い
う。

「
自

分
の
感
情
にw
ゆ
た
を
し
て
心
を

閉
ざ
し
て
い
る
子
で
も
、
犬
た

ち
は
そ
の
中
に
ず
っ
と
入
っ
て

い
け
る
」
と
新
井
さ
ん。

<>

今
月
八
日
、
名
古
屋
医
療
セ

ン
タ
ー
(
名
古
屋
市
中
区
)
体

育
館
に
、
市
内
の
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ1
ム
「
ワ
ー

ル
ド
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
六
人
が
や
っ

て
来
た。

入
院
・
通
院
中
の
子
ど
も
た

ち
十
数
人
を
前
に
、
ル
ー
ル
説

明
な
ど
の
後
、
三
対
三
に
分
か

れ
て
試
合
を
披
露
。

競
技
用
の

車
い
す
を
乗
り
こ
な
し
、
球
を

追
っ
た
り
、
激
し
く
ぶ
つ
か
り

合
っ
た
り
す
る
姿
を
、
子
ど
も

た
ち
は
息
を
の
ん
で
見
守
っ

た
。

車
い
す
の
乗
り
方
を
教
え

て
も
ら
い
、
パ
ス
の
練
習
、
十

分
ほ
ど
の
ミ
ニ
試
合
も。
治
療

で
点
滴
を
外
せ
な
い
子
も
、
看

護
師
の
補
助
を
得
な
が
ら
、
コ

ー
ト
を
元
気
に
動
き
回
っ
た
。

同
ク
ラ
ブ
が
小
児
科
の
病
院

を
来
訪
す
る
の
は
初
め
て
。

代

表
の
神
谷
泰
範
さ
ん
(
回
O
)は
、

「
こ
う
や
っ
て
プ
レ
ー
し
て
い

る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
が
『面
白
い
な』
と
関

心
を
持
っ
て
く
れ
て
、
元
気
を

与
え
ら
れ
れ
ば
」
と
笑
顔
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
長
期
入

院
中
の
子
た
ち
の
体
力
維
持
を

目
的
に
毎
週
一
回
、
ス
ポ
ー
ツ

の
時
間
を
設
け
て
お
り
、
今

後
、
同
チ
l

ム
と
の
交
流
も
続

け
て
い
き
た
い
と
い
う
。

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
堀

部
敬
三
さ
ん
は
「
治
療
の
た
め

に
安
静
を
強
い
ら
れ
る
の
は
、

と
て
も
単
調
で
つ
ら
い
こ
と
。

で
き
る
範
囲
で
体
を
動
か
す
こ

と
で
、
入
院
生
活
の
在
り
方
も

変
わ
っ
て
く
る。
体
の
不
自
由

な
子
に
も
大
き
な
励
み
に
な
る

と
思
つ
」
と
話
す。

中

B

新
聞
・
朝
刊

2

0
1
4

年
7

月
泊
目

(
火
)

80 
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明
石
の
看
護
師
・
宮
井
さ
ん
が
教
室

音
楽
にA
Pわ
せ
、
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
を
付
け
た
手
で
ゆ
っ
く
り
と
足

か
ら
腹
、
胸
、
手
、
顔
:
・
と
マ

ッ

サ
ー
ジ
す
る。
突
っ
彊
っ
て
い
た

手
足
か
ら
次
第
に
力
が
抜
け
て
表

情
が
和
ら
ぎ
、
両
手
を
大
き
く
広

げ
た
り
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
ハ
イ

ハ
イ
の
盗
勢
を
し
た
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た。

小
野
市
の
田
中
美
羽
ち
ゃ
ん

(2
1
m
週
1
2
5
0

匂
で
生
ま

れ
、
脳
性
ま
ひ
と診
断
さ
れ
た。

全
身
の
筋
閃
カ
こ
わ
ば
り
、
ま
だ

首
が
据
わ
ら
ず
、
寝
返
り
が
で
き

な
い
。

母
の
真
由
さ
ん(却
)は
大

阪
や
神
戸
に
リ
ハ
ビ
リ
に
通
う

が
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た

と
い
う
。

「
今
ま
で
は
気
持
ち
ば
か
り
焦

っ
て
、
泣
か
せ
な
が
ら
娘
の
体
を

動
か
し
て
い
た。
何
よ
り
娘
の
笑

kl Sokuhω 

と安全管理総集版 2014年 11 号

医療支援必要な子に「タッチケア」

親子の粋深め発達促す

育児ストレス軽減効果も

患
者
・
家
族
支
援

回 タッチケア 1986年に
米国マイアミ大のティフ

アニー・フィールド教授が低
出生体重児の体重増加に対す
る効果を発表。 消化機能改善
やストレス解消、早産!尾や発

達障害児などへの効果も報告
されている。

81 

の
子
と
向
き
合
え
た
」
よ
話
す
こ

と
も
あ
る
と
い
う。

「
そ
の
子
が
気
持
ち
い
い
と
こ

ろ
を
、
母
親
に
気
づ
い
て
も
ら
う

。

子
ど
も
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
母
親

も
自
信
が
持
て
る
」
と
宮
井
さ
ん

。

「母
親
が
楽
に
な
れ
れ
ば
、
子
ど

も
も
楽
に
な
る。
ケ
ア
を
通
じ
て

親
子
の
力
を
引
き
出
せ
た
ら
」
と

話
す。

5

回
2

万
5

千
円
。

状
況
に
よ

り
出
張
レ
ッ
ス
ン
も
引
き
受
け

る
。

ハ
ー
ト
ノl
ト
公
0
7
8

・

2
0
2

・

3
1
5
9

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
9

日
(
土)
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患
者

・

家
族
支
援

務
を
こ
な
せ
な
か
っ
た
か
ら
、

同
僚
は
分
か
っ
て
い
た
は
ず

だ
。

だ
が
、
辞
め
ろ、

と
は
言

わ
れ
な
か
っ
た。

佐
代
子
さ
ん

は
涙
を
こ
ぼ
す
。
「
言
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い、

言
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

で
も
、
主
人
に
は
仕
事
は

人
生
そ
の
も
の
で
し
た」

退
職
後
、2
人
は
漢
字
ド
リ

ル
を
買
い
求
め
た。
小
学
3

年

生
用
を
始
め
た
が
、
途
中
で
書

け
な
く
な
っ
た。
2

年
生
用
に

替
え
た
が
、
そ
れ
も
で
き
な
く

な
り
、
-
年
生
用
に
し
た。
最

後
の
ひ
ら
が
な
の
ド
リ
ル
に
は

一
文
字
も
曾
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
約
四
年。
健
太
郎

さ
ん
は
話
は
で
き
な
く
な
っ
た

が
、
自
宅
で
穏
や
か
に
暮
ら
し

て
い
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

「出
動
」
と
思
っ
て
か
、
楽
し

み
に
す
る
。

1

人
分
の
菓
子
は

佐
代
子
さ
ん
に
分
け
、
童
謡
を

口
ず
さ
め
ば
涙
を
た
め
る
。

82 

情
報
行
き
届
か
ず
、
手
薄
な
支
援

医
療
技
術
の
進
歩
で
、
認
知

症
の
早
期
診
断
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。

だ
が

、

告
知
を
受
け

た
本
人
や
家
族
の
不
安
へ
の
対

応
は
貧
し
い。
決
定
的
な
治
療

法
は
な
く
、

進
行
す
る
。

理
解

力
も
判
断
力
も
あ
る
初
期
の
不

安
と
恐
怖
は
並
大
抵
で
な
い。

そ
の
負
担
を
、
ど
う
軽
減
す
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る。

(佐
藤
好
美)

夫
の
机
の
引
き
出
し
か
ら
出

て
き
た
の
は
、

び
っ
し
り
と
文

字
の
並
ん
だ
手
帳
だ
っ
た。
野

菜
の
名
前、
果
物
の
名
前
、
身

の
回
り
品
l
。

こ
ぼ
れ
落
ち
る

記
憶
を
つ
な
ぎ
止
め
る
か
の
よ

う
に
丁
寧
な
文
字
が
並
ん
で
い

る
。

2

冊
の
手
帳
は
、
商
社
マ

ン
だ
っ
た
小
林
健
太
郎
さ
ん

(叩
)
H仮
名
U

が
若
年
性
の
前

頭
側
頭
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ

た
後
に
書
き
つ
づ
っ
た。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
に
つ
れ
、

内
容
が
必
死
に
な
っ
て
い
く。

本人と家族の不安と恐怖症の告知

は
次
第
に
怪
し
く
な
る。

最
後

は
カ
タ
カ
ナ
で
「ス
リ
ッ
パ
」

「ム
シ
メ
ガ
ネ
」
「
ハ
ミ
ガ
キ

の
コ
」
。
後
の
ぺ
!

?
は
真
っ

白
だ
。

健
太
郎
さ
ん
に
兆
候
が
出
た

の
は
印
代
の
末。
睡
眠
障
害
、

怒
り
。

妻
の
佐
代
子
さ
ん(出
)

H

仮
名
H

の
浮
気
を
疑
い
、
暴

言
を
吐
く
。

佐
代
子
さ
ん
は

「仕
事
の
ス
ト
レ
ス
か
と
思
い

ま
し
た
。

仕
事
一
筋
の
人
で
し

た
か
ら
」
。
だ
が
、
新
聞
勧
誘

員
を
追
い
掛
け
、
近
所
に
怒
鳴

り
込
む
な
ど
行
動
は
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
た
。

修
病
と
診
断
さ
れ
た
が
、
ー

に
指
示
す
る
一
言
葉
が
出
な
い

。

検
査
の
た
め、
都
内
の
大
学
病

院
に
入
院。
医
師
か
ら
「若
年

性
の
前
頭
側
頭
型
認
知
症
で

す
。

良
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
告
知
さ
れ
た。

佐
代
子
さ
ん
は
「こ
れ
か
ら

ど
う
生
き
て
い
っ
た
ら
い
い
の

か
、
病
院
は
何
も
教
え
て
く
れ

な
か
っ
た
。

薬
を
く
れ
た
だ

け
」
と
言
う
。

回
歳
前
で
も
介

護
保
険
が
使
え
る
こ
と
、
障
害

者
手
帳
を
受
け
取
れ
る
こ
と
、

障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と|
。

手
探
り
で

家
族
会
を
探
し、

自
治
体
に
電

話
し
て
情
報
を
得
た。

健
太
郎
さ
ん
の
不
安
は
癒
え

な
か
っ
た
。

受
診
の
た
び
に

「可
能
な
ら
手
術
が
し
た
い」

「未
承
認
薬
の
治
験
に
参
加
し

た
い
」
「
何
か
薬
を」
「
治
療

を
」
と
訴
え
た。
手
帳
は
そ
の

頃
の
も
の
。

佐
代
子
さ
ん
は
最

近
、
見
つ
け
て
涙
し
た。
「
夫

は
分
か
ら
な
く
な
る
ま
で
苦
し



同
僚
の
名
前
、
自
身
の
履
歴
、

家
族
の
名
前。

忘
れ
ま
い
と
す

る
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
文
字

ki Sokuhou 

と安全管理総集飯 2014年 11 号

情報伝え、励まし、寄り添い、支える

認知

年
ほ
ど
で
「言
葉
が
出
な
い」

と
言
い
始
め
た。
湛
能
だ
っ
た

英
語
が
読
め
な
く
な
り
、
秘
書

ん
で
い
ま
し
た
」

職
場
に
は
病
名
を
言
わ
ず
、

2

年
を
過
ご
し
た。
最
後
は
業

「悲
し
さ
や
苦
し
さ
以
上
に
感

動
が
あ
る
」
と
佐
代
子
さ
ん
は

話
し
て
い
る。

「若年性の場合、自覚症状があっ

て受診する。 働いていることも多

く、正確な病名まで告知せざるを得

ないこともある。 だが、アルツハイ

マーにも前頭側頭型にも根本的な治

療法はなく、病気は進行する。 本人

は怖いだろう。 告知すると、まず、

間違いなく穆状態になる。 医師が責

任を持ってフォローできるか。 ソー

シャルワーカーや臨床心理士が落ち

着くまで寄り添う態勢をつくれる

か。 早期診断が意昧を持つ態勢をつ

くらないといけないJ (池田教授)

池田教授は家族の依頼で、本人の

職場の総務担当と話をすることもあ

る。 信頼できれば、本人の可能な仕

事を一緒に考える。 経営状態が悪い

会社、危険物を扱う職場、運転が必

須の職場もあるから容易でない。 だ

が、配置転換してでも働き続けられ

れば病状にも良い影響がある。

こうしたサポートは医師の判断に

任されており、制度の裏付けはな

い。 池田教授は 「支援に正解はな

く、知識と経験を総動員する。 だ

が、信頼ができ、寄り添っていけれ

ば、患者は恐怖を乗り越えられる。

智凋症疾患センターに予算をつけ、

若年性の人と家族のサポートから開

始し、対象を少しずつ広げていくし

かない。 介護する家族が不安だと、

患者も不安になる。 本来、本人と家

族をどう支えるかは精神税医療の本

質だ」 と話している。

認、知症だと知らされたときの本人

や家族への支援が不足していること
は、家族の聞では「常識」だという。

「認知症の人と家族の会」 の高見

園生代表理事は 「初期は特に本人も

混乱するし、家族もどうしていいか

分からない。 医療機関が手を放さ

ず、寄り添わないといけないのに、

111 年後にまた来てください。 進行

の度合いを見ます」 では、告知は早

期絶望にしかならない」と批判する。

早期診断が可能になっている一方

で、決定的な治療法がないことが問

題を複雑にしている。 だが、病気が

分かった時点でソーシャルワーカー

につなぎ、家族会や認知症カフェの

存在が分かるだけでも家族には足掛

かりになる。 介護保険や障害者手

帳、人によっては障害年金なと、の情

報も必須だ。

高見代表理事は 「医療機関は告知

と一緒に、どんな支援があり、どう

生きていったらいいかを伝えないと

いけない。 それができれば告知もそ

んなに怖くなくなる。 だが、それに

ふさわしいサービスが整っていな
い。 初期や若年性への対応を進めな

いといけない」 と指摘する。

医療機関にも支援のない告知への
危機感がある。 熊本大学大学院 ・ 生

命制学研究部の池田学教授は 「本人

と家族がうちひしがれて帰るような

告知は考え直さないといけない。 病

名だけを伝えるのは告知ではない。

医療そのものへの信頼も失う」。

患
者
・

家
族
支
援

83 
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タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

超
・
高
齢
化
社
会
に
入
り
つ
つ
あ
る
日
本
は
、
必
然
的
に
超
・
多
死
時
代
も
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
死
に
場
所
が
見
つ
か

ら
な
い
「
み
と
り
難
民
」
が
渇
え
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
自
宅
の
よ
う
な
場
所
で
、
最
期
の
瞬
間
を
迎
え
る
「
ホ

ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
」
が
、
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
課
題
を
探
っ
た

。
(

荒
井
六
貴
)

地
域
と
つ
な
が
り

「
頑
張
っ
ち
よ
る
ね
。
足
が
床

に
つ
い
と
っ
た
ね。
急
に
は
、
思

う
よ
う
に
は
い
か
ん
よ
」。
宮
崎

市
に
あ
る
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
「
か

あ
さ
ん
の
家
」。
作
業
療
法
士
の

指
導
で
立
つ
練
習
を
し
て
い
た
女

性
宅
O
)に
、
運
営
す
るN
P
O
法

人
「
ホ
l

ム
ホ
ス
ピ
ス
宮
崎
」
の

市
原
美
穂
理
事
長
会
七
)
が
、
優
し

く
声
を
掛
け
る。

隣
の
台
所
で
は
、
介
護
士
の
女

性
が
夕
食
の
支
度
を
進
め
る
。

包

丁
の
刻
む
音
や
、
鍋
の
グ
ツ
グ
ツ

と
煮
立
つ
音
が
室
内
に
響
き
、
い

い
匂
い
が
漂
う。

借
り
た
3
L
D
K

の
民
家
で
、

高
齢
者
五
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

てを求め
ぃ
。
市
原
さ
ん
ら
は
「
第
三
の
ホ

ス
ピ
ス
」
と
呼
ん
で
い
る
。

「
か
あ
さ
ん
の
家
」
が
誕
生
し

た
の
は
こO
O
四
年
六
月。
市
原

さ
ん
ら
は
一
九
九0
年
代
、
宮
崎

市
内
で
が
ん
の
痛
み
や
つ
ら
さ
を

や
わ
ら
げ
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
設

置
を
求
め
る
運
動
を
始
め
、
実
現

し
た
。
一
方
で
、
末
期
が
ん
や
認

知
症
を
併
発
し
た
人
は
、
施
設
や

病
院
の
受
け
入
れ
拒
否
の
ほ
か
、

自
宅
で
の
介
護
も
厳
し
い
現
実
が

あ
っ
た
と
い
う
。

「
行
き
場
の
な

み
と
り
難
民
時
代

い
高
齢
者
の
家
族
か
ら
、
担
識
が

あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

あ
る
時
、
介
護
が
必
要
な
高
齢

男
性
の
自
宅
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
こ
で
、
男
性
を
介
護
し

な
が
ら
、
別
の
高
齢
者
も
受
け
入

れ
た
。
「
か
あ
さ
ん
の
家
」
の
第

一
号
だ。
こ
の
十
年
で
、
「
家
」

は
市
内
四
カ
所
に
広
が
っ
た
。

こ

れ
ま
で
に
五
十
人
近
く
を
み
と
っ

て
き
た
。

市
原
さ
ん
は
「
『家
』
だ
か

ら
、
家
族
は
面
会
時
間
な
ど
を
気

介
護
の
程
度
や
地
域
に
よ
っ
て
異

な
る
。

多
く
の
施
設
は
、
公
的
な

補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
特
養
ホl
ム
よ
り
高
額
だ。

に
せ
ず
、
自
由
に
出
入
り
で
き

る
。

亡
く
な
っ
て
い
く
過
程
を
見

る
こ
と
で
、
家
族
も
納
得
で
き

る
」
と
意
義
を
説
明
す
る
。

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
は
全
国
に
広

が
り
つ
つ
あ
る。
車
京
都
葛
飾
区

や
神
戸
市
、
広
島
市
、
福
島
市
、

仙
台
市
な
ど
で
十
七
カ
所
に
開

設
。

堺
市
や
愛
知
県
豊
田
市
、
秋

田
市
な
ど
の
十
一
カ
所
で
準
備
が

進
ん
で
い
る。

初
め
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
型
の
ホ

ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
が
今
年
四
月
、
東

介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
職

員
数
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
確
保
さ
れ

て
い
る
が
、
市
原
さ
ん
は
「
ホ
ー

ム
ホ
ス
ピ
ス
の
理
念
と
は
似
て
非

84 

か
つ
て
生
活
の
場
だ
っ
た
民
家
を
副
利

用
し
て
い
る「か
あ
さ
ん
の
家」

京
都
小
平
市
に
で
き
た
。

N
P
O

法
人
・
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
武
蔵
野

が
運
営
す
る
「
楳Y
U
Z
U
R
I

H
A
」
だ
。

5
L
D
K
の
部
屋
に
、

今
は
二
人
が
住
む
。
嶋
崎
叔
子
理

事
長
は
「
東
京
で
一
軒
家
を
探
す

の
は
難
し
い。
都
市
部
で
開
設
す

る
モ
デ
ル
に
な
れ
ば
」
と
話
す

。

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

地
域
ケ
ア
に
詳
し
い
国
際
医
療

福
祉
大
大
学
院
の
高
橋
紘
士
教
授

は
「
高
齢
者
施
設
で
の
虐
待
や
事
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介
護
士
が
二
十
四
時
間
体
制
で
見

守
り
な
が
ら
、
地
元
の
医
師
や
看

護
師
ら
も
医
療
面
で
支
え
る。
時

折
、
入
浴
な
ど
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
に
高
齢
者
は
外
出

も
す
る
。

市
原
さ
ん
は
「
こ
こ
は
堕
設
で

は
な
く
、
『家
』
な
ん
で
す。
自

宅
と
同
じ
よ
う
な
『家
』
で
安
心

し
て
暮
ら
し
な
が
ら
、
死
を
迎
え

る
」
と
話
す。
近
所
の
人
が
、
草

む
し
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
な

ど
、
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
生
き
切
る
場
所
な
ん

で
す
」

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
は
在
宅
介
護

の
一
つ
の
形
態
で
、
終
末
期
の
高

齢
者
ら
の
ケ
ア
を
担
う
場
だ
。

五
、

六
人
で
共
同
生
活
を
送
る
住
宅

に
、
介
護
士
が
交
代
で
訪
問
す
る

。

自
宅
で
ケ
ア
す
る
在
宅
ホ
ス
ピ

ス
や
終
末
期
医
療
を
行
う
病
院
と

は
、
異
な
る
。
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
や
有
料
老
人
ホ1
ム
で
も
な

最期の「家」
日
本
は
近
い
栂
来
、
超
・
多
死

時
代
に
突
入
す
る。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で

は
、
年
間
の
死
亡
者
数
は
一
一
一
年

に
百
二
十
五
万
六
千
人
だ
っ
た
の

が
、
ピ
ー
ク
の
三
九
年
に
は
百
六

十
六
万
九
千
人
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る。

現
在
、
亡
く
な
る
場
所
は
医
療

機
関
と
介
護
施
設
で
剖%を
占
め

る
。

自
宅
で
死
を
通
え
る
の
は
口

%
し
か
な
い。

介
護
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
、

と
も
に
六
十
五
歳
以
上
の
「
老
老

介
護
」
も
増
え
、
自
宅
で
の
介
護

は
厳
し
い。

一
方
で
、
費
用
負
担

が
少
な
く
て
す
む
特
養
ホ1
ム
は

不
足
し
て
お
り
、
順
番
待
ち
が
解

消
さ
れ
る
見
込
み
は
な
い

。

こ
う
し
た
中
、
新
た
な
受
り
入

れ
先
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス

へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。

た

だ
、
普
及
に
向
け
た
課
題
も
少
な

く
な
い
。

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
の
利
用
料
は

宮
崎
の
「
か
あ
さ
ん
の
家
」
は

月
十
五
万1
十
九
万
円
、
小
平
の

「
様
」
は
月
二
十
一
万
l

二
十
七

万
円。
宮
崎
市
は
「
か
あ
さ
ん
の

家
」
に
家
賃
補
助
を
し
て
お
り
、

兵
庫
県
も
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
で
利

用
す
る
民
家
の
改
修
費
用
の
補
助

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た

例
は
自
治
体
の
ま
だ
一
部
で
し
か

な
い
。

特
餐
ホl
ム
や
有
料
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
高
齢
者
施
設
は
、
自
治

体
に
届
け
出
が
必
要
で
一
定
の
基

準
が
あ
る
。

廊
下
や
部
屋
の
広

さ
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
な
ど

に
つ
い
て
公
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
る
。

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
に
は
、

そ
う
し
た
法
的
な
規
制
は
な
く
、

安
全
面
な
ど
の
責
任
に
関
す
る
規

定
も
な
い。

施
設
整
備
に
賞
用
を
か
け
ず
に

す
む
半
面
、
不
十
分
な
ケ
ア
施
設

に
高
齢
者
を
集
め
て
利
益
を
得
る

悪
徳
業
者
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
横

行
す
る
恐
れ
も
あ
る。

な
る
も
の
が
広
が
ら
な
い
よ
う
、

業
界
で
自
主
的
な
ケ
ア
の
基
準
作

り
も
進
め
て
い
る
」
と
話
す
。

全

国
の
ホ
l

ム
ホ
ス
ピ
ス
の
運
営
者

で
推
進
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た

。

昨
年
に
は
「
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
」

を
商
標
登
録
し
、
一
定
の
質
を
確

保
し
た
運
営
者
だ
け
が
、
「
ホ
ー

ム
ホ
ス
ピ
ス
」
の
看
板
多
掲
げ
ら

れ
る
よ
う
に
し
た。

市
原
さ
ん
は
「
自
宅
で
死
に
た

い
人
も
い
る。
病
院
や
高
齢
者
施

設
で
死
を
迎
え
た
い
人
も
い
る
。

ホ
l

ム
ホ
ス
ピ
ス
は
、
選
択
肢
の

一
つ。
本
人
や
家
族
が
、
ど
ん
な

み
と
り
を
望
む
か
が
大
切
だ
」
と

説
く。

訪
問
診
療
な
ど
も
担
う
家
庭
医

の
孫
大
輔
・
東
京
大
講
師
は
「
多

死
時
代
に
な
り
、
す
べ
て
病
院
任

せ
、
医
師
任
せ
と
い
う
の
は
限
界

が
く
る
。

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
な

ど
、
民
間
の
力
を
最
大
限
利
用
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め

に
、
行
政
の
資
金
的
援
助
も
必
要

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

・

緩
和
ケ
ア

放
は
、
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
起
き

る
。

ケ
ア
の
質
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
地
域
の
ま
な
ざ
し
を
受

け
、
地
域
に
聞
か
れ
て
い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る。
た
だ
、
ケ
ア
や

安
全
面
の
公
的
基
準
は
必
要
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
。

「
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
は
、
病
院

に
集
中
し
て
い
た
み
と
り
の
場
を

地
域
に
移
す
取
り
組
み
の
象
徴
と

も
言
え
る。
今
か
ら
、
み
と
り
の

場
に
つ
い
て
考
え
、
準
備
を
し
て

い
か
な
い
と
、
多
く
の
人
が『み

と
り
難
民』
に
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
」

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
2

日
(
土
)
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守秘義務の壁佐世保事件

長
崎
県
佐
世
保
市
で
県
立
高
校
1

年
の
女
子
生
徒
が
殺
害
さ

れ
た
事
件
。
逮
捕
さ
れ
た
少
女
(
路
)
の
異
変
は
事
件
前
か
ら
認

識
さ
れ
て
い
た
が
、
「
守
秘
義
務
」
が
墜
と
な
り
、
関
係
機
関

は
思
い
切
っ
た
対
応
を
と
れ
な
か
っ
た
。
個
人
情
報
を
守
る
義

務
と
生
命
の
危
険
性
の
は
ざ
ま
で
、
関
係
機
関
の
判
断
が
問
わ

れ
て
い
る
。

医
師
は

「
こ
の
ま
ま
で
は
人
を
殺
し

か
ね
な
い
」
。
少
女
を
診
察
し

た
精
神
糾
医
が6
月
日
目
、
県

佐
世
保
こ
ど
も
・

女
性
・
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
(
児
童
相
談

所
)
に
電
話
を
か
け
た
。

県
な
ど
に
よ
る
と
、
医
師

は
、
岡
市
の
高
校1
年
の
女
子

が
①
小
学
生
の
時
に
給
食
に
異

物
を
混
入
し
た
②
ネ
コ
を
解
体

し
て
い
る
③
父
親
を
金
属
パ
ッ

ト
で
殴
っ
て
大
け
が
を
さ
せ

た
、
と
伝
え
た
。
医
師
は
名
乗

っ
た
が
、
少
女
の
名
前
や
学
校

名
は
一
冨
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

刑
法
は
、
医
師
が
患
者
か
ら

得
た
個
人
情
報
な
ど
の
秘
密
に

つ
い
て
「
正
当
な
理
由
」
が
な

け
れ
ば
第
三
者
に
提
供
し
て
は

な
ら
な
い
、
と
定
め
て
い
る
。

だ
が
、
医
師
の
守
秘
義
務
に
詳

し
い
弁
護
士
は
、
今
回
の
状
視

は
「
正
当
な
理
由
」
に
あ
た
る

と
考
え
る
。
「
医
師
と
し
て
は

精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
だ
ろ
う

が
、
名
前
を
告
げ
て
も
守
秘
義

務
違
反
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で は

な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。

あ
る
医
師
は
「
少
女
側
か
ら

守
秘
義
務
違
反
で
訴
え
ら
れ
れ

ば
敗
れ
る
の
で
は
」
と
懸
念

し
、
「
医
師
は
守
秘
義
務
と
命

を
守
る
こ
と
の
は
ざ
ま
に
置
か

れ
て
い
る
」
と
漏
ら
す
。

児
相
は

容鰻少女をめぐる
関係者の対応

穫でいた父親を金属パットで殴
って大けがをさせ、精神税病院
へ通院を始める
高校に進学するが不登校の状態
に。自宅近くのワンルームマン
ションで一人暮らしを始める
少女を診察した精神税医が「こ
のままでは人を殺しかねないJ
と児童相談所に懸念を伝える

精神税医が両親に「児怠相談所
や嘗察に相談する方法もある。

検討してほしいJ と提案
病院への車中で少女が「人を殺
したい」と継母に伝える
父と継母、精神秘医、カウンセ
ラーの 4 人で協議。父の代理人
によると、父が「入院させる錆
置はとれないか」と頼んだが医
師が「難しLリと回答

同26日 女子生徒が殺害される
同27日 少女が殺人容疑で逮捕される

(長崎県笹や県、少女の父親の代\
理人による発表などから作成 / 

医
療
倫
理

-少女をめぐる経過

l2月 -(ìj\:学6年

同級生 2 人の給食に漂白剤など
の異物を混ぜる問題を起こす

13伺O月 (ヨ事3....~)
慕っていた実母が病死し、学校
に通わなくなる

14年
3月

12010 

一
言
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。
県
幹
部
は

「
結
果
的
に
放
置
し
た
と
言
わ

れ
で
も
仕
方
が
な
い
」
と
話
す
。

県
な
ど
に
よ
る
と
、
児
童
相

談
所
も
守
秘
義
務
を
意
識
し
た

と
み
ら
れ
る
。
所
長
は
「
の
ち

に
相
談
者
か
ら
『
話
さ
な
い
前

提
で
や
り
と
り
し
た
の
に
』
と

批
判
を
招
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
」
と
言
う
。

た
だ
、
個
人
情
報
保
護
法
に

は
、
人
の
生
命
を
守
る
た
め
に

必
要
な
場
合
、
本
人
の
同
意
を

得
る
こ
と
が
難
し
く
て
も
、
個

人
情
報
保
護
の
例
外
だ
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
県
の
条
例
に
も

同
様
の
記
載
が
あ
る
。

新
潟
大
の
鈴
木
正
朝
教
授

(
情
報
法
)
は
「
児
童
相
談
所

は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
『
生
命
の

危
険
』
が
あ
っ
た
の
か
判
断
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
確
認

4月

6月 10日

7月 7 日

の
初
動
が
遅
れ
た
。
個
人
情
報

の
保
護
は
言
い
訳
に
し
か
な
ら

な
い
」
と
指
摘
す
る
。
今
回
の

事
件
を
き
っ
か
け
に
「
関
係
機

関
は
対
応
の
手
順
と
情
報
提
供

の
必
要
性
と
守
秘
義
務
の
関
係

に
つ
い
て
の
判
断
基
準
を
作
成

す
べ
き
だ
」
と
提
言
す
る
。

九
州
地
方
の
あ
る
児
童
相
談

所
の
職
員
は
、
比
歳
以
上
の
少

年
、
少
女
の
問
題
行
動
の
場

合
、
「
福
祉
的
な
処
遇
が
い
い

の
か
刑
事
的
に
責
任
を
問
う
べ

き
な
の
か
判
断
が
分
か
れ
る
こ

と
が
多
く
、
関
与
し
づ
ら
い
」

と
漏
ら
す
。
親
か
ら
虐
待
を
受

け
て
い
る
低
年
齢
児
な
ど
「
自

分
の
カ
で
は
解
決
で
き
な
い
児

童
の
保
護
が
優
先
さ
れ
て
き

た
」
と
話
す
。

選
択
肢
は

ほ
か
に
選
択
肢
は
な
か
っ
た 同23日

悶25日
の
だ
ろ
う
か
。
県
に
よ
る
と
、

精
神
障
害
者
や
そ
の
疑
い
が
あ

る
人
な
ら
ば
、
保
健
所
を
通
じ

て
保
護
を
申
請
で
き
る
。
自
分

を
傷
つ
け
た
り
他
人
に
害
を
与

え
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
医

師
2

人
が
判
断
す
れ
ば
、
強
制

的
な
「
措
置
入
院
」
が
で
き
る
。

児
童
福
祉
法
で
は
、
自
治
体

が
甲
山
に
な
り
、
児
襲
相
談
所

や
学
校
・

教
育
委
員
会
、
普

察
、
保
健
所
、
医
療
機
関
な
ど

が
、
問
題
を
抱
え
た
少
年
・

少

女
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
す
る

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

(
要
対
協
)
の
設
置
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
佐
世
保
市
の
担
当

者
は
「
要
対
協
に
言
っ
て
く
れ

れ
ば
何
か
で
き
た
か
も
し
れ
な

い
」
と
語
っ
た
。

朝

日

(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0

1

4

年
8

月
8

日
(
金
)
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官
民
の
数
万
人
対
象

「
適
性
評
価
」
に
批
判

精
神
疾
患
の
治
療
歴
な
ど
調
査

今
年
四
月
の
特
定
秘
密
保
護

法
施
行
を
前
に
、
特
定
秘
密
を

緩
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う

か
を
調
べ
る
「
適
性
評
価
」
に

対
し
、
精
神
税
医
の
学
会
や
日

本
弁
護
士
連
全
京
批
判
し
て

い
る
。

各
省
庁
の
大
臣
が
数
万

人
の
公
務
員
や
民
閉
会
社
員
を

対
象
と
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に

と
ど
ま
ら
ず
、
精
神
疾
患
の
治

療
歴
も
調
査。
堂
古
川
品
目
締

め
切
り
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
、
適
性
評
価
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
を
出
し
た
。

特
定
秘
密
を
扱
う
対
象
者
に

は
大
臣
名
の
「
告
知
書
」
が
渡

さ
れ
る。
省
庁
の
職
員
や
都
道

府
県
笹
の
瞥
備
担
当
者
、
省
庁 と

契
約
し
た
民
開
業
者
の
従
業

員
ら
が
対
象
だ。
評
価
を
受
げ

る
こ
と
に
同
意
す
れ
ば
「
質
問

票
」
に
自
分
で
記
入
す
る
。

7

月
汀
自
に
公
表
さ
れ
た
質
問
事

項
は
却
余
り。

役
所
の
拘
歪
者
が
本
人
や
同 僚

に
面
援
し
た
り
、
回
答
内
容

を
金
融
横
聞
や
病
院
に
照
会
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

父

母
、
き
ょ
う
だ
い
、
配
偶
者
の

父
母
ら
の
国
籍
、
日
本
国
籍
に

変
え
た
経
歴
(
帰
化
歴
)
な
ど

も
答
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

医
師
ら
「
漏
出
と
関
係
な
い
」

適
性
評
価
に
つ
い
て
、
内
閣

官
房
特
定
秘
密
保
護
法
翼
付
準

備
室
の
担
当
者
は
、「特
定
秘

密
を
扱
う
人
物
が
弱
み
を
撞
ら

れ
や
す
く
な
い
か
、
意
図
せ
ず

秘
密
を
漏
ら
す
こ
と
が
な
い
か

な
ど
を
見
抜
く
た
め
」
と
説

明
。

精
神
疾
患
の
治
療
歴
を
聞

く
の
は
「
自
分
の
行
為
の
是
非

を
判
断
す
る
能
力
を
失
わ
せ
る お

そ
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
」
を

調
べ
る
た
め
と
い
う。

だ
が
、
評
価
基
準
に
は
批
判

が
あ
る
。

日
弁
連
の
斎
藤
裕・

秘
密
保
護
法
対
策
本
部
事
務
局

長
は
「
評
価
対
象
者
が
過
度
に

萎
縮
す
る
」
と
批
判
帰
佑
歴
が

あ
る
人
と
結
婚
や
交
際
を
た
め

ら
っ
た
り
、
日
本
と
関
係
が
悪

佑
し
た
国
へ
の
旅
行
を
避
け
た

医
療
倫
理

り
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

評
価
を
受
け
る
こ
と
が
事
実

上
の
強
制
に
な
る
と
の
見
方
も

あ
る
。

適
性
評
価
の
人
事
評
価

へ
の
利
用
は
特
定
秘
密
保
護
法

の
運
用
基
準
築
で
禁
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
適
性
評
価
を
拒
否
す

れ
ば
所
属
す
る
省
庁
の
大
臣
に

報
告
さ
れ
る
。
斎
藤
氏
は
「
公

務
員
な
ら
特
定
秘
密
を
扱
え
な

い
と
出
世
で
き
な
い
と
考
え
る

の
が
普
通
だ
」
と
話
す

。

公
益
社
団
法
人
「
日
本
精
神

神
経
学
会
」
も
、
政
府
が
但
固
ま

で
募
集
し
た
運
用
基
準
案
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
、
適
性
評
価
の
廃
止
を
求
め

る
意
見
曹
を
出
し
た
。

意
見
書

で
「
精
神
疾
患
の
症
状
や
治
療

経
過
と
『
特
定
秘
密
を
漏
ら
す お

そ
れ
』
に
医
学
的
関
係
は
な

い
」
と
指
摘。

三
野
進
理
事
は

「
『精
神
疾
患H
秘
密
を
漏
ら

す
お
そ
れ
が
あ
る
人』
と
い
う

偏
見
を
生
む
」
と
危
倶
す
る
。

適
性
評
価
で
は
、
精
神
疾
患

の
治
療
歴
だ
け
で
秘
密
を
級
え

る
か
が
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い

と
す
る
。
だ
が
、
意
見
書
で
は

「
調
査
対
象
者
の
精
神
秘
へ
の

受
診
が
抑
制
さ
れ
、
受
診
が
遅

れ
て
病
状
悪
佑
を
招
く
お
そ
れ

が
強
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。

(相
原
亮)

朝

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月

お
日

(月
)
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生
殖
医
療
は

医
療
倫
理

戸
}
こ
ま
で
許
さ
れ
る
?

生殖補助医療技術が進み、家族をめぐる問題が複雑になっ

ている。 7月末には長野県の諏訪マタニティークリニックが

「義父の精子を使った非配偶者間体外受精で118人の子供が

誕生しているj と発表した。 タイでは日本人男性が代理出産

で産ませたとみられる 16人もの乳幼児がみつかり、大問題に

なっている。 技術の進歩とその活用が、私たちの想像力を超

えて走り出している。 どこから考え始めればいいのか。

た
と
と
が
あ
る
。
個
人
の
自
由
や

市
場
原
理
を
尊
重
し
、
政
府
の
介

入
を
減
ら
す
新
自
由
主
義
的
な
考

え
方
が
、
患
新
の
生
命
科
学
技
術

の
世
界
に
も
浸
透
し
て
い
る
ζ
と

だ
。
「
替
は
体
外
受
精
も
鼠
験
管

ベ
ビ
!
と
呼
ば
れ
、
神
の
領
域
を

侵
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
で
も
、

数
が
増
え
て
当
た
り
前
に
な
っ

た
。
諏
紡
マ
タ
ニ
テ
ィl
ク
リ
ニ

ッ
ク
は
、
『
子
供
を
持
つ
と
い
う

希
望
』
を
追
求
す
る
親
の
自
由
主

義
的
な
考
え
方
を
後
押
し
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
義
父
の
精

子
を
も
ら
う
ケ1
ス
も
数
が
増
え

れ
ば
、
何
の
問
題
も
な
く
受
げ
入

れ
ち
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

初
年
で
瀬
名
さ
ん
も
驚
く
ほ

ど
、
遺
伝
子
関
連
技
術
は
進
歩
し

た
。
当
時
は
大
変
な
手
間
と
時
聞

が
か
か
っ
た
ゲ
ノ
ム
解
析
が
、
現

在
で
は1
滴
の
血
液
が
あ
れ
ば
一

晩
で
で
き
る
。
「
と
れ
ほ
ど
の
進

弟
や
義
父
か
ら
の
精
子
提
供
を
増

加
さ
せ
る
一
因
と
も
考
え
ろ
れ

る
。
さ
ら
に
夫
婦
が
『
少
し
で
も

夫
と
血
縁
の
あ
る
子
供
を
』
と
か

『
ド
ナ
ー
は
血
縁
の
方
が
安
心
』

と
思
え
ば
そ
の
数
は
も
っ
と
僧
唱
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

A
I
D
で
生
ま
れ
た
人
た
ち
が

出
自
を
知
る
権
利
を
求
め
声
を
上

げ
始
め
た
の
は
、
当
然
と
も
言
え

る
。
だ
が
、
自
民
覚
内
で
検
討
中

の
生
殖
補
助
医
療
法
案
に
は
、
と

の
権
利
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

A
I
D
や
姉
妹
閣
で
の
卵
平
復

供
で
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
の
心
理

に
詳
し
い
才
村
真
理
元
帝
塚
山
大

教
授
(
児
童
福
祉
)
は
、
子
供
へ

の
出
自
の
告
知
は
不
可
欠
な
要
素

だ
と
考
え
る
。
「
私
が
知
る
限
り
、

思
春
期
を
過
ぎ
て
精
子
提
供
で
生

ま
れ
た
乙
と
を
告
知
さ
れ
た
平
供

と
親
は
か
な
り
の
確
率
で
関
係
が

断
絶
し
て
い
ま
す
」
。
才
村
さ
ん

え
る
。
外
国
か
ら
肌
の
色
の
遣
う

養
子
を
も
ら
う
と
と
や
、
同
性
愛

の
家
族
が
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど

多
様
な
家
族
の
形
が
存
在
す
る
国

や
社
会
に
乙
そ
、A
I
D

な
ど
の

選
摂
も
受
け
入
れ
る
土
穫
が
育
つ

か
ら
だ。

「
海
外
で
は
血
の
つ
な

が
り
へ
の
と
だ
わ
り
が
少
な
い
の

で
、
夫
の
父
の
精
子
を
も
ろ
う
選

訳
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

あ
え
て
義
父
を
選
ぶ
の
は
、
日
本

独
特
の
閉
鎖
的
な
家
族
観
か
ら
で

は
な
い
か
」
と
才
村
さ
ん
は
話
す
。

そ
の
子
に
と
っ
て
「
祖
さ
は

祖
父
な
の
か
父
な
の
か
、
「2

は
父
な
の
か
兄
な
の
か
。
精
神
的

な
混
乱
が
あ
る
だ
る
つ
。
そ
ん
な

厳
し
い
状
涜
の
中
で
「
家
族
だ
げ

で
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
は

難
し
い
」
と
い
う
。
「
非
配
偶
者

聞
の
生
殖
補
助
医
療
が
今
後
も
利

用
さ
れ
て
い
く
な
ら
、
告
知
や
養

育
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
機
関
は
絶

「父親」は誰か告知するか
精子で体外受精
代理出産? 16人

そ
の
た
め
に
は
関
係
す
る
親
族
全

員
が
納
得
し
、
完
全
に
合
意
し
て

い
る
と
と
が
重
要
だ
。
「
で
も
、

男
性
以
上
に
母
親
と
義
母
の
関
係

が
複
雑
に
な
る
の
で
は
。
特
に
義

母
の
心
情
が
心
配
で
す
。
治
療
を

受
げ
る
段
階
で
は
賛
成
し
た
げ
れ

ど
、
心
の
底
で
は
納
得
で
き
な
か

っ
た
ケ1
ス
も
想
定
で
き
る
。
そ

う
い
う
家
族
の
感
情
の
ほ
乙
ろ
び

が
、
子
供
に
伝
わ
る
と
と
が
一
番

の
不
安
で
す
」

し
か
し
、
と
斎
藤
さ
ん
は
言
葉

を
切
る
。
「
イ
エ
制
度
は
崩
壊
し

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
に
、
子

孫
を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
が
、
若
い
女
性
た
ち
に

と
れ
ほ
ど
の
し
か
か
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
」

「
す
ま
い
る
親
の
会
」
が
A
I

D
薪
綴
射
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
向

け
に
開
く
勉
強
会
で
は
、A
I
D

に
関
す
る
説
明
だ
け
で
は
な
く
、

養
子
の
可
能
性
を
考
え
た
り
、
A

I
D

で
生
ま
れ
た
人
の
生
の
声
を

聞
い
た
り
し
て
「
自
分
た
ち
が
ど

ん
な
家
族
を
作
り
た
い
か
」
も
考

え
る
。
義
父
か
ら
精
子
提
供
を
受

け
る
ケ
l

ス
だ
と
、
家
族
全
員
が

お
互
い
の
役
割
を
十
分
認
識
し
、

尊
重
し
あ
え
る
の
か
、
将
来
家
族

闘
で
葛
藤
が
生
じ
た
時
に
ど
う
対

処
す
る
か
、
生
ま
れ
た
平
供
に
出

生
の
事
実
を
「
我
が
家
に
と
っ
て

は
普
通
の
と
と
」
と
オ
ー
プ
ン
に

で
き
る
の
か
ー
ー
な
ど
を
十
分
に
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「
人
の
欲
望
が
あ
る
限
り
、
お

そ
ら
く
技
術
は
つ
い
て
く
る
。
で

も
人
聞
は
神
で
は
な
い
。
欲
望
は

ど
と
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
、
社
会

で
考
唱
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

ぞ
う
語
る
の
はS
F

作
家
の
瀬

名
秀
明
さ
ん
だ
。
事
故
で
亡
く
な

っ
た
妻
の
細
胞
を
ひ
そ
か
に
培
養

す
る
生
化
学
者
を
描
い
た
「
パ
ラ

サ
イ
ト
・
イ
ヴ
」
。
そ
の
大
ヒ
ッ

ト
か
ら
約
加
年
、
か
つ
てDN
A

の
研
究
者
だ
っ
た
瀬
名
さ
ん
が
執

筆
中
の
作
品
は
、
生
殖
補
助
医
療

の
「
あ
る
未
来
」
を
鎗
く
。

皮
膚
か
ら
精
子
を
作
り
出
す
と

と
が
可
能
に
な
っ
た
社
会
。
一
人

の
男
性
が
妻
を
愛
す
る
あ
ま
り
、

衰
の
皮
虜
か
ら
精
宇
多
}
作
り
、
要

の
卵
子
に
受
精
さ
せ
て
妻
の
子
宮

に
戻
し
、
よ
り
完
壁
な
串
置
を
育
て

上
げ
よ
う
と
す
る
が
|
|
。

「S
F

小
説
は
未
来
の
技
術
に

目
を
毒
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は

今
と
は
別
の
倫
理
観
を
摘
く
物
語

で
す
」
と
瀬
名
さ
ん
。
執
筆
の
た

め
の
取
材
を
適
し
て
、
気
に
な
っ

歩
は
正
直
予
想
を
超
え
て
い
ま

す
」
と
い
う
。
だ
か
ら
と
そ
「
技

術
を
使
う
側
に
、
あ
る
程
度
共
通

す
る
倫
理
観
が
必
要
で
は
」
と
瀬

名
さ
ん
は
考
-
え
る
。

精
子
が
な
か
っ
た
り
、
数
が
少

な
か
っ
た
り
す
る
男
性
不
妊
の
治

療
法
と
し
て
は
、
第
三
者
の
精
子

を
使
う
非
配
偶
者
間
人
工
授
精

(
A
I
D
)が
1

9
4
8

年
か
ろ

実
施
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
日
本
産

科
婦
人
科
学
会
が
、
営
利
目
的
の

精
子
提
供
を
禁
ず
る
な
ど
の
見
解

を
一
示
し
、
実
績
を
報
告
し
た
の
は

例
年
に
な
っ
て
か
ら
。
日
本
で
は

1

万
人
以
上
がA
I
D

で
誕
生
し

た
と
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
推
定

数
で
実
数
は
分
か
っ
て
い
な
い。

A
I
D
を
検
討
す
る
殺
の
自
助

グ
ル
ー
プ
「
す
ま
い
る
親
の
会
」

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
城
西
国
際
大
学

の
清
水
清
美
教
授
(
母
性
看
鰻
学
)

は
「
学
会
で
報
告
さ
れ
るAI
D

の
実
施
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
」
と
話
す。
理
由
と
し
て
、
ま

ず
顕
微
授
精
や
精
巣
か
ら
精
子
を

取
り
出
す
男
性
不
妊
治
療
の
発
震

が
考
え
ち
れ
る。
さ
ら
に
清
水
さ

ん
は
「
昨
今
生
ま
れ
た
子
供
の
出

自
を
知
る
権
利
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
日
本
で
は
ド
ナ
ー
に
な

っ
て
も
い
い
と
い
う
人
が
減
っ
て

い
ま
す
。
ド
ナl
不
足
が
、
義
兄

が
突
き
つ
げ
る
現
実
は
厳
し
い
。

「
養
子
も
同
じ
で
す
が
、
今
ま
で

親
だ
と
思
っ
て
い
た
人
が
親
で
は

な
か
っ
た
、
そ
の
時
『
う
そ
を
つ

か
れ
た
』
『
だ
ま
さ
れ
た
』
と
の

思
い
で
、
子
供
は
深
く
傷
つ
く
。

隠
し
て
い
た
と
と
が
ば
れ
る
と

『
人
に
言
え
な
い
よ
う
な
悪
い
や

り
方
で
自
分
は
生
ま
れ
た
ん
だ
』

h
旨
殺
し
た
い
ほ
ど
の
感
情
を
持

っ
て
し
ま
う
」

「
う
そ
の
な
い
家
庭
」
「
親
へ

の
信
頼
感
」
の
た
め
、
早
い
段
階

で
の
子
供
へ
の
告
知
が
大
事
だ
と

才
村
さ
ん
は
い
う
が
、
日
本
社
会

で
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
の
よ
う
に
み

対
に
必
要
で
す
。
で
も
誰
が
や
れ

る
の
か
:
・
・
」

子
供
の
精
神
的
負
担
の
重
さ
を

踏
ま
え
て
、
精
神
科
医
の
斎
藤
環

さ
ん
壁
口
知
に
反
対
す
る
。
「
子

供
に
全
く
責
任
の
な
い
出
自
に
つ

い
て
の
悩
み
を
宵
負
わ
せ
る
ぐ
ら

い
な
ら
、
親
は
何
が
あ
っ
て
も
告

知
を
し
な
い
決
意
を
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
ま
で
語
る
。
「
祖
父

の
精
子
を
選
ん
だ
の
な
ろ
顔
立
ち

な
ど
も
似
て
い
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
本
人
が
気
管
\
機
会
は
減
る
。

子
供
に
し
て
み
れ
ば
『
ち
ゃ
ん
と

愚
後
ま
で
ご
ま
か
し
て
く
れ』
と

思
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

。

長野のクリニッ夕、義父の
タイで日本人男性依頼の

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

清
水
さ
ん
は
「
生
ま
れ
た
子
供
に

は
い
つ
で
も
誠
実
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
い
わ
ば
、
ま
ず
帽
酬

が
自
分
の
人
生
と
き
ち
ん
と
向
き

合
う
と
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
ど
ん
な
に
技
術
が
進
ん
で
も
人

生
の
問
題
を
す
べ
て
解
決
す
る
と

と
は
で
き
な
い
。
子
供
の
い
な
い

人
生
だ
っ
て
、
も
っ
と
肯
定
的
に

男
ろ
れ
て
良
い
は
ず
。

生
殖
補
助

医
療
は
技
術
ば
か
り
を
罪
行
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
ど
と
ま
で
や
る

の
か
議
論
を
尽
く
す
時
に
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
」

ま
ず
「
命
」
と
向
き
合
お
う

S
F

作
家
の
「
も
し
も
」
は
、

広
が
る
。
無
精
子
症
の
男
性
の
皮

膚
か
ら
精
子
が
作
れ
た
ら
、
子
供

の
ほ
し
い
夫
婦
へ
の
福
音
に
な
る

の
か
。
-
人
の
女
性
の
体
か
ら
精

子
と
卵
子
を
得
て
、
新
し
い
可
能

性
の
「
自
分
」
を
作
る
の
は
ど
っ

か
。
好
き
な
ア
イ
ド
ル
の
髭
の
毛

か
ら
そ
っ
く
り
な
女
性
を
作
る
の

は
許
さ
れ
る
の
か
|
|
。
「
生
命

の
多
様
性
を
認
め
る
と
と
は
大
事

で
す
。
で
も
『
人
間
と
し
て
許
さ

れ
る
の
は
と
と
ま
で
』
と
い
っ
た

共
通
認
識
を
持
っ
と
と
は
、
必
要

医
療
倫
理

に
な
っ
て
く
る
。
今
だ
っ
て
受
精

は
人
の
手
で
で
き
ま
す
が
、
そ
と

か
ろ
細
胞
が
分
裂
し
、
人
と
し
て

誕
生
す
る
ま
で
の
過
程
に
は
多
く

の
謎
と
驚
き
が
あ
る
。
双
子
も
生

ま
れ
た
後
の
環
境
で
泡
伝
平
作
用

の
発
現
に
違
い
が
出
て
、
別
の
個

性
を
持
つ
。
だ
か
ら
僕
は
、
命
は

美
し
く
大
事
な
贈
り
物
だ
と
思
い

ま
す
。
新
し
い
技
術
が
そ
の
贈
り

物
の
美
し
さ
を
守
る
医
療
な
の

か
、
贈
り
物
だ
と
い
う
感
覚
す
ら

失
わ
せ
て
し
ま
う
も
の
な
の
か
、

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
極
端
な
倫 理

観
は
、S
F

だ
か
ち
と
そ
楽
し

め
る
思
考
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
の

で
す
」

技
術
が
欲
望
を
ど
こ
ま
で
も
か

な
唱
え
て
し
ま
う
な
ら
、
妓
術
よ
り

ま
ず
先
に
、
私
た
ち
が
命
と
真
穆

に
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ち
な

い
。

【田
村
彰
子】

89 
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圏
内
最
長
か心筋梗塞西予61歳男性

救
急
医
療

90 

救
命
連
携
後
遺
症
な
し

市
立
病
院
の
上
村
重
害
時
間
と
の
勝
負

。

、
住
停
止

院
長
は
「非
常
に
困
難
な
の
人
を
目
撃
し
た
ら
、
す

状
況
だ
っ
た
が
、
男
性
に
ぐ
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

は
心
停
止
後
も
光
へ
の
反
自
動
体
外
式
除
細
動
器

応
が
あ
り
、
不
十
分
な
が(A
E
D
)を
使
っ
た
救

ら
わ
脳
に
血
流
が
保
た
れ
命
措
置
を
と
り
、
救
急
車

た
の
で
助
か
る
可
能
性
が
が
来
る
ま
で
続
げ
て
ほ
し

あ
る
と
諦
め
な
か
っ
た」
い
」と
呼
び
掛
げ
て
い
る
。

と
話
す。

愛
媛
大
病
院
と
市
立
病

循
環
器
専
門
医
に
よ
る
を
訪
れ
る
と
消
化
器
疾
患
で
午
後

5

時
回
分
ご
ろ
、
愛
媛
大
病
院
の
相
引
真
院
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
、

と
、
通
常
体
温
で
は
印
分
を
疑
わ
れ
、
救
急
車
で
同
愛
媛
大
病
院
の
救
急
外
来
幸
救
急
部
長
は
、
今
回
は
欧
州
の
蘇
生
学
専
門
雑
誌

を
超
え
る
と
救
命
は
ほ
ぼ
病
院
へ
搬
送
、
到
着
数
分
に
到
着
し
た

。

心
停ι
直
後
か
弓
心
肺
蘇
に
論
文
を
提
出
し
て
お

不
可
能
と
い
わ
れ
て
い
前
の9
時
灯
分
に
突
然
心
男
性
は
意
識
は
な
か
っ
生
法
を
施
し
、
継
続
で
き
り
、
現
在
審
査
中
と
い
う

。

る
。

男
性
は
這
く
の
病
停
止
し
た
。

車
内
で
は
、
た
が
、
脳
壊
も
回
復
を
望
た
こ
と
が
救
命
に
つ
な
が

(正
岡
万
弥)

院
に
行
っ
た
の
は
覚
え
て
救
急
救
命
土
が
電
気
シ
ョ
め
る
数
値
だ
っ
た
た
め
、
っ
た
と
指
摘

。
「
救
命
は

い
る
が
、
そ
の
前
後
の
記ッ
ク
な
ど
の
救
命
措
置
を
病
院
で
は
、
体
温
を
保
と

憶
が
な
い。
気
付
い
た
時
開
始
。

市
立
病
院
で
も
絶
う
と
す
る
反
応
を
鎮
静
剤
中
で
脈
が
戻
っ
て
い
た
可

に
は
、
何
が
な
ん
だ
か
分
え
聞
な
く
心
肺
蘇
生
術
を
や
筋
弛
緩

(し
か
ん)
剤
印
分
超
え
る
と
困
難
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
ら
な
か
っ
た」
と
振
り
継
続
し
、
日
時
9

分
に
自
で
抑
え
、
体
温
をM度
台
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
か
と
推
察
す
る

。

も
し
そ

返
る。
現
在
は
会
話
や
車
己
心
拍
が
再
開
し
た

。

に
し
て2
日
間
維
持
後
、
ン
タ
l
の
横
山
広
行
客
員
う
だ
と
し
て
も
、
長
時
間

の
運
転
に
も
支
障
は
な
し
か
し
、
心
停
止
が
長
1
日
に
1
度
ず
つ
体
事
乞
部
長

(埼
玉
県
東
松
山
市)心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
げ

く
、
病
気
前
と
変
わ
ら
な
時
間
こ
及
ん
だ
影
警
で
シ
戻
し
て

1
く
「民
体
温
療
の
話
一
般
的
に
は
心
停
て
結
果
と
し
て
後
遺
症
を

-
L
{

止
状
態
が
加
分
以
上
続
げ
残
さ
ず
退
院
し
た
例
は
珍

い
生
活
を
送
っ
て
い
る

。

ヨ
ツ
ク
状
態
が
続
き
、
大
法
」
を
実
施。
男
性
ま
ー
2

ぱ
救
命
は
難
し
く
、
低
体
し
く
、
非
常
に
す
ば
ら
し

豆
病
院
の
説
明
で
脳
皮
質
の
低
撃
脳
症
の
月
刊
日
に
意
識
を
取
り
戻
違
法
を
施
し
な
が
ら
で
い

。

は
、
2

月
4

日
午
前7
時
疑
い
が
あ
る
と
診
断
。

治
し
、
そ
の
後
、
入
院
し
て
も
印
分
を
超
え
る
と
厳
し

半
ご
ろ
、
吐
き
気
を
覚
え
療
機
器
疾
備
多
@
愛
援
大
い
た
市
立
病
院
を

3

月
白
い
と
い
わ
れ
る
。

四
分
の

た
男
性
は
、
近
く
の
医
院
病
院
に
連
絡
し
、
救
急
車
臼
に
退
院
し
た

。

心
停
止
後
の
回
復
は
、
途

2

月
に
心
筋
梗
塞
で
心
停
止
し
た
西
予
市
の
男
性
(
但
)
が
運
ば
れ
た
市

立
八
幡
浜
総
合
病
院
で
、
1

時
間
幻
分
後
に
再
度
心
臓
が
動
き
始
め
、
愛

軍
大
学
医
学
部
付
属
病
院
で
の

「低
体
温
療
法」
に
よ
る
治
療
で
、
約
1

週
間
後
に
意
識
を
取
り
戻
し
て
い
た
こ
と
が

8

目
、
愛
媛
新
聞
の
取
材
で

分
か
っ
た。
救
命
に
関
わ
っ
た
市
立
病
院
と
愛
媛
大
の
医
師
は

「救
命
の

連
鎖
が
非
常
に
う
ま
く
い
っ
た

。

少
な
く
と
も
後
遺
症
が
な
く
回
復
し
た

ケ
l

ス
で
は
圏
内
最
長
時
間
経
過
で
の
蘇
生
で
は
な
い
か

」と
し
て
い
る。

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
9

日
(
土
)
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「奇跡」の理由 万弥

愛
媛
大
医
学
部
の
医
師
は

「普
通
、
心
停
止
か
ら
印
分
く

ら
い
経
過
す
れ
ば
、
諦
め
て
し

ま
う
の
が
現
実
だ」
と
話
し
て

い
た。

西
予
市
の
印
代
の
男
性

が
2

月
、
回
分
間
の
心
停
止
か

ら
蘇
生
し
、
約2
カ
月
後
に
は

退
院
し
た
症
例。「
自
分
で
も

び
っ
く
り
し
た。
気
づ
い
た
時

正岡社会部

に
は
病
院
で:
・
」と
よ
ど
み
な

く
元
気
に
話
す
男
性
の
言
葉

に
、
こ
こ
ま
で
後
遺
症
な
く
生

還
す
る
も
の
な
の
か
と
、
不
思

議
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た

。

処
置
の
記
録
に
は
胸
骨
圧
迫

(心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
)
と
日
回

の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
、
初
回
の
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
投
与
な
ど
が
記
さ れ

、
何
と
か
救
い
た
い
と
の
懸

命
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

医
師
ら
が
諦
め
な
か
っ
た
理
由

の
一
つ
は
、
公
停
止
状
態
で
搬
送

さ
れ
た
病
院
で
、
男
性
の
目
に

光
に
対
す
る
反
応
が
確
認
で
き

た
か
ら
と
い
う。

心
停
止
に
陥

っ
た
の
が
救
急
車
内
で
す
ぐ
対

応
で
き
、
脳
を
守
り
続
け
ら
れ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

「人
が
見
て
い
る
前
で
倒
れ

る
こ
と
が
い
か
に
大
事
か
」と
、

関
わ
っ
た
医
師
は
強
調
し
た
。

胸
骨
圧
迫
や
自
動
体
外
式
除
細

動
器
(
A
E
D
)は
救
命
の
プ

ロ
で
な
く
て
も
行
え
る
措
置

で
、
生
還
の
確
率
を
上
げ
る
の

に
貢
献
で
き
る
部
分
は
大
き
い

と
い
う
。

も
し
自
分
が
居
合
わ

せ
た
ら
適
切
に
対
応
で
き
る
だ

ろ
う
か。
自
問
し
て
み
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
。

雨豪山門HH-aA 
福福

知
山
市
の
市
街
地
を
襲
っ

た
豪
雨
災
害
で
災
害
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
て
い
る
岡
市
民
病

院
の
問
辺
道
路
が
冠
水
し
、
少

な
く
と
も6
時
間
以
ト
セ
救
急

車
が
入
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た

こ
と
が
幻
日
、
分
か
っ
た
。
電

気
シ
ス
テ
ム
の
故
障
で
手
術
に

必
要
な
検
査
機
器
の
一
部
が
丸

1

日
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
判
明。

同
病
院
は
「
命
に
関
わ

る
問
題
は
な
か
っ
た
」
と
す
る

が
、
大
規
模
災
害
時
の
機
能
の

確
保
に
課
題
を
残
し
た
。

同
病
院
や
市
消
防
本
部
に
よ

る
と
、
げ
日
未
明
か
ら
主
に
2

本
あ
る
市
民
病
院
へ
の
進
入
路

が
水
没
。
豪
雨
に
よ
る
げ
が
人

の
搬
送
は
な
か
っ
た
が
、
午
前

3
時
準
。
か
ら
昼
前
ま
で
に
搬

送
し
た
急
病
患
者3人
は
高
台

の
道
路
に
救
急
車
を
止
め
、
ボ

ー
ト
な
ど
で
病
院
に
逮
ん
だ
。

消
防
本
部
は
「
患
者
宅
に
行
く

の
に
も
時
聞
を
要
し
、
通
報
か

-
Rピu-・

一

一一

且・圃

川』・司・

川C士コ・

一一
一
一

_. 

災
害
拠
点
市
民
病
院
、
進
入
路
水
没

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
音
量

救
急
医
療

ら
病
院
に
到
着
す
る
ま
で
1

時

間
以
上
か
か
っ
た
ケ
l

ス
も
あ

っ
た
」
と
い
う
。

病
院
内
で
も
げ
日
午
前
1

時

8

分
に
落
雷
に
よ
る
停
電
が
発

生
し
、
自
家
発
電
に
切
り
替
え

た
が
、
通
電
後
も
自
家
発
電
か

ら
通
常
電
源
に
切
り
替
わ
ら

ず
、
電
力
不
足
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層
撮
彫(
C
T
)や
磁

気
共
鳴
画
像
装
置(
M
R
I
)

の
検
杏
穣
器
が
使
え
な
く
な
っ

た
。
復
旧
し
た
の
は
翌
日
午
前

1

時
半
だ
っ
た
。
森
下
恒
年
事

務
部
長
は
「
患
者
対
応
に
大
き

f正
又
障
は
な
か
っ
た
が
、
進
入

路
を
確
保
す
る
排
韮
山
ン
プ
の

常
設
や
自
家
発
電
の
機
能
拡
充

を
検
討
し
た
い
」
と
話
す
。

福
知
山
市
民
病
院
は
、
前
身

の
国
立
福
知
山
病
院
が
1
9
7

0

年
に
現
在
地
に
移
転
し
た

後
、
経
営
移
譲
に
よ
っ
て
開
設

さ
れ
、
肝
年
に
災
害
拠
点
病
院

の
指
定
を
受
げ
た
。

現
在
地
は
由
良
川
が
氾
濫
し

た
場
合
、
最
大3
M
の
浸
水
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
府
に
よ
る

と
、
拠
点
病
院
の
指
定
に
つ
い

て
は
国
の
基
準
で
浸
水
被
害
は

考
慮
に
入
っ
て
い
な
い
と
い

い
、
「
市
民
病
院
以
外
の
府
内

7

カ
所
の
拠
点
病
院
も
浸
水
区

域
に
あ
る
か
は
把
握
し
て
い
な

い
」
(
医
療
曹
と
す
る
。

兵
庫
県
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
津
浪
想
定
区
域
に
3

カ
所
の
災
害
拠
点
病
院
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
孤

立
し
た
場
合
を
想
定
し
て
広
域

的
な
搬
送
体
制
を
構
築
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
に
着
手
し

た
。
府
医
療
課
は
「
ま
ず
は
府

内
の
災
害
拠
点
病
院
の
立
地
場

所
を
早
急
に
調
査
し
、
対
策
を

検
討
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

(
竹
下
大
輔
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8
月
程
日
(
会
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中京病院

医
薬
品

で
地
域
貢
献

半
分
に
日
項
目
の
検
査
債
を
表

示
。

中
央
に
は
切
り
取
り
線
を

入
れ
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
患
者
の
判
断
で
切
り
取
れ

る
よ
う
に
配
慮
し
た。
処
方
築

の
有
効
期
限
も
、
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
大
き
く
記
し
て
い

る
。

日
項
目
に
は
、
白
血
球
や
血

小
板
の
数
、
血
液
の
状
態
、
肝

機
能
、
腎
機
能
な
ど
を
あ
ら
わ

す
検
査
値
を
盛
り
込
ん
だ
。

薬

中
京
病
院
(
名
古
屋
市
南
区
三
条
)
は
、
院
外
処

方
築
に
検
査
値
の
表
示
を
始
め
た

。

愛
知
県
で
は
初

め
て
の
取
り
組
み。
外
来
患
者
を
対
象
に
、
院
外
処

方
筆
に
、
肝
臓
や
腎
臓
の
働
き
、
血
液
の
状
態
な
ど
の

指
標
と
な
る
日
項
目
の
検
査
値
を
表
示
し
て
い
る

。

薬
局
の
薬
剤
師
に
検
査
値
を
伝
-
号
{
Vこ
と
で
、
患
者

に
対
す
る
服
薬
指
導
に
役
立
て
て
も
ら
う
ほ
か
、
投

与
の
安
全
性
の
確
保
、
副
作
用
の
早
期
発
見
な
ど
に

も
つ
な
げ
る
。
(
竹
田
ゆ
り
こ
)

院
外
処
方
築
の
検
査
値
表
示
検
査
値
を
表
示
し
た
処
方
筆
の

は
、
中
京
病
院
が
H
薬
薬
連
携
H

サ
ン
プ
ル

、
を
進
め
る
な
か
で
、
地
元
の
南

区
薬
剤
師
会
か
ら
提
案
を
受

け
、
こ
と
し
5

月
泣
日
に
始
め

た
。

一
般
的
な
院
外
処
方
筆
よ

り
も
ひ
と
回
り
大
き
いA
4

サ

イ
ズ
の
紙
を
用
い
て
、
紙
の
右

っ
て
い
る
。
患
者
と
の
信
頼

関
係
が
な
く
な
っ
て
い
る
」

と
危
機
感
を
抱
く
。
交
流
会

を
通
じ
て
、
生
活
者
や
地
減

社
会
に
求
め
ら
れ
る
薬
剤
師 局

の
薬
剤
師
が
処
方
筆
に
基
づ

い
て
患
者
に
薬
を
渡
す
際
、
検

査
値
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
服

薬
指
導
の
質
を
高
め
る
ほ
か
、

投
与
の
安
全
性
も
高
め
る
。

患

者
自
身
も
検
査
値
の
増
減
を
把

渥
し
や
す
く
な
り
、
健
康
管
理

に
活
用
で
き
る
。
薬
の
副
作
用

の
早
期
発
見
な
ど
も
期
待
で
き

る
と
い
う
。

中
京
病
院
薬
剤
部
の
磯
谷
聡

部
長
は
、
「薬
楽
連
携
を
通
し

て
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
」

と
話
し
、
今
後
、
検
査
値
項
目

の
追
加
な
ど
取
り
組
み
の
幅
を

順
次
広
げ
て
い
き
た
い
考
え
。

中
部
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1

4
年
8

月
8

日

(
金
)

な
り
、
演
を
飲
み
忘
れ
た
際

の
対
応
や
飲
み
合
わ
せ
の
作

用
、
認
知
症
治
療
薬
の
副
作

用
な
ど
手
-
説
明
し
た
。
日
大

の
唐
彩
撃
さ
ん(
m
)は
「
処

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
数
(
約

5

万
店
)
よ
り
も
多
い
。
そ

の
コ
ン
ビ
ニ
が
調
剤
薬
局
を

併
設
し
た
店
舗
を
出
し
消
費

者
の
利
便
性
を
高
め
る
の
に
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調
剤
薬
局
の
薬
剤
師
が
調
剤
室
か
ら
出
て
、
患
者
か
ら
普
段
聞
く

こ
と
が
で
き
な
い
要
望
を
聞
く
活
動
が
始
ま
っ
た
。
浅
草
薬
剤
師
会

(
東
京・
台
東
)
が
患
者
団
体
な
ど
と
交
流
会
を
開
き
、
生
活
者
視

点
に
立
っ
た
薬剤
師
の
あ
り
方
を
採
る。
調
剤
薬
局
は
一
般
用
医
薬

品
(
大
衆
獲
)
の
ネ
ッ
ト
販
売
解
禁
な
ど
で
競
争
が
激
し
く
な
る
た

め
、
地
織
に
親
し
ま
れ
る
店
づ
く
り
が
生
き
残
り
の
健
を
握
る
。

浅
草
の
薬
局
・
薬
店

浅
草
薬
剤
師
会
は
東
京
都

台
東
区
浅
草
地
区
の
薬
局
・

薬
店
な
ど
で
精
成
す
る
。
こ

の
ほ
ど
所
属
す
る
薬
剤
師
や

実
習
中
の
薬
学
生
と
、
患
者

団
体
「N
P
O

法
人
患
者
ス

ピ
ー
カ
ー
パ
ン
ク
」
の
〆
ン パ

l

合
わ
せ
て
約
鈎
人
と
意

見
交
流
会
を
開
い
た
。
カ
フ

ェ
の
よ
う
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
雰
囲
気
の
な
か
、
参
加
者

が
薬
剤
師
に
対
す
る
日
ご
ろ

の
意
見
や
不
満
を
出
す
。
薬

剤
師
の
団
体
が
生
活
者
と
の

卜販売解禁で競争激化ネッ

地域住民と信頼関係築く
交
流
会
を
開
く
の
は
異
例
。

患
者
団
体
か
ら
は
「
他
の

患
者
の
前
で
症
状
や
薬
の
説

明
を
さ
れ
て
嫌
だ
っ
た
」
「
女

性
特
有
の
病
気
な
の
に
男
性

薬
剤
師
に
対
応
さ
れ
た
」
な

ど
厳
し
い
意
見
も
多
い
。
理

想
の
薬
剤
師
像
に
つ
い
て
の

議
論
で
は
「
裂
の
副
作
用
を

ど
う
伝
え
る
か
」
「
患
者
一

人
ひ
と
り
の
思
い
を
く
み
取

れ
る
よ
う
人
間
力
を
高
め

る
」
と
い
っ
た
声
も
あ
る
。

薬
剤
師
が
普
段
何
気
な
く

行
う
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
生

活
者
が
不
快
に
感
じ
る
ケ
ー

ス
は
多
い
。
浅
草
薬
剤
師
会

の
坂
口
良
弓
会
長
は
「
薬
局

で
は
薬
の
説
明
だ
け
で
終
わ を

模
索
す
る
。

在
宅
介
護
を{汀
つ
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
も
交
流
会
を
開

い
た
。
日
本
大
学
や
北
里
大

学
な
ど
か
ら
実
習
に
来
て
い

る
薬
学
生
た
ち
が
講
師
役
と

方
さ
れ
た
薬
を
出
す
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
が
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
」
と
話
す
。

調
剤
薬
局
の
数
は
約
5

万

5

千
店
あ
り
、
全
国
の
コ
ン 加

え
、
大
衆
薬
の
ネ
ッ
ト
販

売
解
禁
で
顧
客
争
海
戦
は
激

し
く
な
る
。
調
剤
薬
局
も
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
敏

感
に
対
応
し
た
経
営
が
必
要

と
な
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
ヘ
意
識
改
革

か
つ
て
薬
局
の
薬
剤
師
は
築
を
出
し
て
も
変
わ
ら
な
い

「町
の
税
学
者
」
と
も言わ
と
指
摘
さ
れ
る
。

れ
る
ほ
ど
地
域
の
健
康
相
談
背
景
に
は
1
9
9
0

年
代

窓
口
だ
っ
た
。
手
荒
れ
治
療
か
ら
本
格
化
し
た
調
剤
薬
局

ク
リ
ー
ム
「
ユ
ー
ス
キ
ン
」
に
対
す
る
様
々
な
診
療
報
酬

の
よ
う
に
生
活
者
の
相
談
か
の
加
算
制
度
が
あ
る
。
調
剤

ら
生
ま
れ
た
製
品
も
少
な
く
や
服
用
説
明
を
行
え
ば
収
益

な
い
。
し
か
し
現
在
は
処
方
が
あ
が
る
。
そ
の
た
め
診
療

築
無
し
で
は
気
軽
に
立
ち
寄
報
酬
の
点
数
稼
ぎ
に
走
り

れ
ず
、
ど
こ
の
薬
局
に
処
方
「
患
者
不
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

化
し
た
」
と
の
批
判
が
多
い
。

薬
剤
師
の
課
題
と
さ
れ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
飽

「頼
ら
れ
る
議
剤
師
に
な
る
に
は
」
を
テ
l

マ
に
患
者
団
体
と
機
愉
す
る
浅
草
藁
剤
師
会
の
叢
剤

師
た
ち
(
写
真
上
)と、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
劃
作
用
に
つ
い
て
説
明
す
る
護
学
生
ら

医
薬
品

薬
ネ
ッ
ト
販
売

ヨ
ド
パ
シ
開
始

店
舗
受
け
取
り
も
可
能

ヨ
ド
パ
シ
カ
メ
ラ
は
聞
社

の
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
「
ヨ

ド
パ
シ
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
」

で
一
般
用
医
薬
品
(
大
衆
薬
)

の
販
売
を
始
め
た
。
当
初
は

第
2

類
、
第3
類
な
ど
約2

8
0
0

品
目
を
扱
い
、
近
日

中
に
副
作
用
リ
ス
ク
が
高
い

と
さ
れ
る
第1
類
の
販
売
も

始
め
る
予
定
だ
。

力
の
向
上
も
他
の
サ
ー
ビ
ス

業
か
ら
み
れ
ば
当
然
の
改
善

策
と
み
え
る
。

今
後
は
在
宅
医
療
の
鉱
大

に
伴
い
、
薬
剤
師
の
活
腐
の

場
は
広
が
る
見
通
し
だ
。
し

か
し
、
果
た
す
べ
き
役
割
は

専
門
知
識
だ
け
で
は
な
い
。

生
活
者
の
視
点
に
立
っ
て
、

地
域
の
患
者
に
思
い
を
寄
せ

る
意
識
改
革
と
行
動
が
一
段

と
重
要
に
な
る
の
は
間
違
い

な
Lネ

ッ
ト
で
注
文
し
て
最
寄

り
の
店
舗
で
受
け
取
れ
る
よ

う
に
も
す
る
。
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
A
K
-
-
b
a
(
東
京
・

千
代
田
)
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
梅
田
(
大
阪
市
)
で
は
M

時
間
受
け
取
り
可
簡
だ
。
大

衆
薬
の
ネ
ッ
ト
通
販
は
イ
オ

ン
や
ピ
ッ
ク
カ
メ
ラ
も
6

月

に
第1
類
の
扱
い
を
始
め
て

い
る
。

日
経
流
通
新
聞
M
J
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
日
日
(
水
)
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ー
グ
レ
ン
症
候
群
ゃ
、
徐
々
に

腎
機
能
が
低
下
す
るI
g
A
腎

症
、
自
己
免
疫
性
肝
炎
な
ど
。

助
成
対
象
の
患
者
は
現
在
の

約
切
万
人
(
日
年
度
)
か
ら
約

1
5
0

万
人
(
何
年
度
)
に
広

が
る
。
一
方
で
、
自
己
負
担
が

定
作
業
を
始
め
る
。
何
年
夏
に
ゼ
ロ
だ
っ
た
重
症
患
者
に
も

は
本
格
的
に
新
し
い
支
援
制
度
所
得
に
応
じ
て
月
額
1
0
0

が
始
ま
る
見
通
し
だ
。

0

円
j
3

万
円
の
負
担
を
求

新
た
に
助
成
対
象
と
な
っ
た
め
る
。

の
は
、
臨
一
郎
病
の

一
種
の
シ
ェ
問
委
員
会
は
今
月
初
め
、
助

難
病
助
成
問
疾
患
決
ま
る

対
象
拡
大

難
病
患
者
へ
の
医
療
費
助
成

を
広
げ
る
難
病
医
療
法
が
2
0

1
5

年
1

月
に
控
付
さ
れる
の

を
前
に
、
厚
生
労
働
省
の
専
門

家
蚕
員
会
は
釘
日
、
助
成
対
象

今
秋
以
降
に
追
加
選
定

と
な
る
1
1
0

疾
患
を
決
め

た
。

同
省
は
、
助
成
対
象
を
現

行
の
凶
疾
患
か
ら
最
終
的
に
約

3
0
0

に
増
や
す
方
針
。
今
秋

以
降
に
残
り
の
対
象
疾
患
の
選

雛
病
医
療
法
に
基
づ
き
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
約

3
0
0

疾
患
の-
2っ
、
来
年1
月
か
ら
先
行
し
て
助
成
が
始
ま
る
1
1
0

疾
患
が
釘
自
決
ま
り
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
患
者
は
支
援
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
る
。
た
だ
、
対
象
外
の
疾
患
や
、
す
で
に
助
成

対
象
で
も
負
担
増
と
な
る
患
者
に
は
、
先
行
き
に
不
安
を
抱
く
人

も
い
る
。

-
3
創
負
担
か
ら
軽
減

「
長
年
の
悲
顕
で
し
た
。
感

無
量
で
す
」

新
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る

雛
病
が
決
ま
っ
た
東
京
都
内
の

専
門
家
委
員
会
会
場
。
傍
聡
席

で
見
守
っ
た
再
発
性
多
発
軟
骨

炎
の
患
者
、
和
久
井
秀
典
さ
ん

(鈎
)
は
笑
顔
で
語
っ
た
。

(
医
療
部
野
村
昌
玄
、
佐
々
木
栄
)

難
病
新
助
成

婚
や
す
一
方、
従
来
は
医
療
費

が
無
料
だ
っ
た
重
症
者
に
も
、

重
症
度
と
所
得
に
応
じ
て
一
定

の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
し

た
。

こ
れ
と
は
別
に
先
月
に
は
、

子
ど
も
の
難
病
の
助
成
対
象

に
、
新
た
に1
0
7

疾
患
を
加

え
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

再
発
性
多
発
軟
骨
炎
は
子
ど

も
の
難
病
、
大
人
の
難
病
の
双

方
に
新
た
に
認
め
ら
れ
た
た

め
、
優
樹
君
は
今
後
、
大
人
に

な
っ
て
も
助
成
が
受
け
ら
れ
る

負
担
増
に
不
安

成
対
象
の
候
補
と
し
て
示
さ
れ

た
1
1
3

疾
患
に
つ
い
て
検
討

を
開
始
。
マ
客
観
的
な
診
断
基

単
が
あ
る
マ
原
因
不
明
で
治
療

法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
マ
長

期
療
養
が
必
要|
ー
と
い
っ
た

条
件
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
薬
害

が
原
因
で
あ
る
ス
モ
ン
や
、
閏

復
後
は
慢
性
化
し
な
い
劇
症
肝

炎
、
重
症
急
性
臨
銘
り

d
疾
患

は
新
制
度
の
対
象
か
ら
外
し

た
。

こ
と
に
な
っ
た
。
貴
子
さ
ん
は

「医
療
費
の
負
担
を
減
ら
す
と

と
も
に
、
研
究
が
進
み
、
少
し

で
も
早
く
治
療
法
を
確
立
さ
せ

て
ほ
し
い
注
」
願
い
を
込
め
る
。

-
不
十
分
な
デ1
タ

今
回
の
選
定
作
業
で
候
補
に

選
ば
れ
た
の
は
、
現
行
制
度
で

既
に
助
成
対
象
と
な
っ
て
い
る

日
疾
患
や
、
そ
れ
に
近
い
神
経
、

自
己
免
疫
性
関
連
の
疾
患
が
多

く
を
占
め
た
。

厚
生
労
働
省
は
来
年
夏
ま
で

に
残
り
の
約2
0
0

疾
患
を
助

成
対
象
に
加
え
る
た
め
、
専
門

家
安
員
会
が
秋
以
降
も
選
定
を

進
め
る
。
今
後
の
対
象
と
な
る

ス
モ
ン
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

枠
組
み
で
引
き
続
き
医
療
費
を

助
成
す
る。
こ
れ
ま
で
の
難
病

対
策
で
は
、
医
療
費
の
助
成
対

象
に
な
る
疾
患
が
少
な
く
、
不

公
平
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月

m
B
(木
)

の
は
、
国
が
研
究
費
を
助
成
し

て
い
る
難
病
の
う
ち
、
今
回
入

ら
な
か
っ
た
約
2
5
0

疾
患
の

中
か
ら
選
ば
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
た
だ
、
患
者
数
や
診
断
基
準

な
ど
の
デ1
タ
が
十
分
に
そ
ろ

っ
て
い
な
い
疾
患
も
多
く
、
助

成
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
、
難

し
い
判
断
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

今
回
の
候
補
に
含
ま
れ
な
か

っ
た
「
ギ
ラ
ン
パ
レl
症
候
群
」

を
5

年
前
に
発
症
し
た
北
海
道

東
部
の
主
婦
(
倒
)
は「完
治
が

望
め
な
い
病
気
の
治
療
を
一
生

続
け
て
い
く
た
め
に
も
、
助
成

対
象
に
認
め
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
て
い
る
。
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鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
の
中

学
3

年
の
山
口
優
樹
君(
M
)も

再
発
性
多
発
軟
骨
炎
患
者
の
一

人
。
軟
骨
が
原
因
不
明
の
炎
症

を
起
こ
す
難
病
で
、
幼
い
頃
は

全
身
の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
、一

時
は
車
い
す
に
も
頼
っ
た
。

「
僕
、
ど
う
せ
死
ぬ
ん
で
し

ょ

」
と
つ
ぶ
や
く
優
樹
君
の言

葉
に
、
母
親
の
貴
子
さ
ん(日
)

は
胸
が
え
ぐ
ら
れ
る
思
い
だ
っ

た
。

優
樹
君
は
今
は
落
ち
着
い

て
い
る
が
、
体
の
む
く
み
や
綾

-新しい総病医書院賛助成の自己負銀
F 

痛
な
ど
は
残
る。
今
年
も
脱
水

症
状
で
6

回
倒
れ
た。

優
樹
君
が
住
む
自
治
体
で

は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
は

無
料
だ
が
、
卒
業
す
る
と
3

割

の
自
己
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま

う
。
貴
子
さ
ん
は
、
母
子
家
庭

で
家
計
が
苦
し
い
中
、今
後
の

医
療
費
を
ど
う
捻
出
し
よ
う
か

と
心
配
し
て
い
た。

5

月
に
成
立
し
た
難
病
医
療

法
で
は
、
助
成
対
象
の
疾
患
を

=
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=
=
=
=
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=
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=
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=
=
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=
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=
=
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=
=
=
=
一
一
一
=
-
z
z
-
z
一
川

筋症[>肥大型心筋症じ〉拘束型心筋
症じ〉再生不良性貧血[>自己免疫性
溶血性貧血じ〉発作性夜間ヘモグロ
ピン尿症じ〉特発性血小板減少性紫
斑病[>血栓性血小板減少性紫斑病
[>原発性免疫不全症候群仁> IgA
腎症仁〉多発性獲胞腎[>貨色靭帯骨
化症[>後縦靭格骨化症じ〉広範脊柱
管狭窄症仁〉特発性大腿骨頭壕死症
じ〉下重体性ADH分泌異常症[>下
重体性TSH分泌冗進症じ〉下重体
性PRL分泌冗進症じ〉下重体性A
CTH分泌元進症[>下垂体性ゴナ
ドトロピン分泌冗進症[>下重体性
成長ホルモン分泌先進症[>下重体
前業機能低下症[>家族性高コレス
テロール血症(ホモ接合体)[>甲状
腺ホルモン不応症じ〉先天性副腎皮
質酵素欠損症仁〉先天性副腎低形成
症[>アジソン病仁〉サルコイドーシ
ス[>特発性間質性肺炎[>腕動脈性
肺高血圧症仁〉肺静脈閉塞症/腕毛
細血管腫症[>慢性血栓塞栓性肺高
血圧症[>リンパ脈管筋腫症仁〉網膜
色素変性症仁〉パッド・キアリ症候
群[>特発性門脈圧冗進症じ〉原発性
胆汁性肝硬変じ〉原発性硬化性胆管
炎じ〉自己免疫性肝炎じ〉クローン病
じ〉潰癖性大腸炎[>好酸球性消化管
疾患[>慢性特発性偽性腸閉塞症[>
巨大勝脱短小結腸腸管蛾動不全症
[>腸管神経節細胞僅少症[>ルピン
シュタイン ・ テイピ症候群じ> CF
C症候群じ〉コステロ症候群仁〉チャ
ージ症候群仁〉クリオピリン関連周
期熱症候群[>全身型若年性特発性
関節炎[> TNF受容体関連周期性
症候群じ〉非典型溶血性尿毒症症候
群[>ブラウ症候群

医療費助成対象の1 10疾患

[>球脊髄性筋委縮症[>筋重要縮性
側索硬化症じ〉脊髄性筋萎縮症じ〉原
発性側索硬化症[>進行性核上位麻
郷[>パーキンソン病じ〉大脳皮質基
底桜変性症[>ハンチントン病じ〉有
線赤血球を伴う舞踏病[>シ ャルコ
ー・マリ ー ・トゥース病じ〉重症筋
無力症仁〉先天性筋無力症候群仁〉多
発性硬化症/視神経脊髄炎仁〉慢性
炎症性脱儲性多発神経炎/多巣性
運動ニューロパチ~[>封入体筋炎
じ〉クロウ ・ 深瀬症候群[>多系統望書
縮症じ〉脊髄小脳変性症 (多系統望書
鎗症を除く) [>ライソゾーム病じ〉
副腎白質ジストロフィー[>ミトコ
ンドリア病[>もやもや病[>プリオ
ン病じ〉亜急性硬化性会脳炎[>進行
性多巣性白質脳症仁>HTLV-l
関連脊髄症じ〉特発性基底核石灰化
症仁〉全身性アミロイドーシス[>ウ
ルリッヒ病[>逮位型ミオパチー[>
ペスレムミオパチ~[>自己貧食主主
抱性ミオパチー[>シュワルツ・ヤ
ンペル症候群[>神経線維腫症じ〉天
癌癒仁〉表皮水癌症じ〉臓胞性乾療仁〉
スティープンス・ ジョンソン症候
群じ〉中毎性表皮壊死症仁〉高安動脈
炎[>巨細胞性動脈炎[>結節性多発
動脈炎[>顕微鏡的多発血管炎仁〉多
発血管炎性肉芽腫症[>好酸球性多
発血管炎性肉芽腫症じ〉感性関節リ
ウマチじ〉パージャー病[>原発性抗
リン脂質抗体症候群[>全身性エリ
テマトーデス仁〉皮膚筋炎/多発性
筋炎仁〉全身性強皮症[>混合性結合
組織病仁〉シェーグレン症候群仁〉成
人スチル病仁〉再発性多発軟骨炎仁〉
ベーチェット病[>特発性鉱張型心

医
療
行
政

・

人
事

課題症状判定や就労支援

以
前
か
ら
助
成
対
象
だ
っ
た
患
者

に
は
、
負
担
増
へ
の
不
安
が
消
え
な

「重
症
度
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
の

か
心
配
し
て
いる
」
と
話
す
の
は
、

腸
に
重
い
炎
症
を
起
こ
す
ク
ロ
ー
ン

病
や
潰
痕
性
大
腸
炎
の
患
者
で
つ
く

る
I
B
D

(炎
症
性
腸
疾
患)ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
事
の
吉
川
裕
一
さん

(印
)だ
。
炎症
性
腸
疾
患の
患
者
は
、

疲
れ
や
す
さ
な
ど
デ
l

タ
に
出
な
い

症
状
が
社
会
生
活
の
支
障
に
な
る
こ

と
が
あ
る。
吉
川
さ
ん
は「客
観
デ

ー
タ
だ
け
で
軽
症
者
と
み
な
さ
れ
た

患
者
が
対
象
か
ら
外
れ
れ
ば
、
大
き

な
負
担
に
な
る
」
と
話
す

。

と
い
う
の
も
、
難
病
患
者
は
体
調

に
波
が
あ
り
定
職
に
就
け
な
い
人
が

珍
しく
な
い
。

罷
病
の一種
、
毒
性
エ
リ
テ

マト
i

デ
ス
を
患
う
滋
賀
県
の
女
性

(引
)は
「無
理
す
る
と
体
調
を
崩
す

の
で
仕
事
に
就
け
ず
、
2

人
暮
ら
し

の
母
の
年
金
に
頼
る
生
活

。

月
数
千

円
の
自
己
負
担
は
痛
い
」
と
揺
す。

神
経
難
病
の
多
発
性
硬
化
症
患
者
で

東
京
都
の
中
田
郷
子
さ
ん(引
)は

「負
担
を
求
め
る
な
ら
就
労
支
援
の

充
実
も
必
要」
と
指
摘
す
る。

応
分
の
自
己
負
担
を
求
め
つ
つ
、

支
媛
の
帽
を
広
げ
よ
う
と
い
う
新
制

度。
患
者
を
救う
に
は
、
個
々
の
実
情

に
合
っ
た
仕
組
み
に
育
て
る
こ
と
が

肝
心
だ。
(医
療
部
高
梨
ゆ
き
ま

読

宮冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
沼
田
{
木
)
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政
府
の
推
計
に
よ
る
と
、
高

齢
化
の
影
響
で
、
国
民
医
療
費

は
ロ
年
度
の
お
・1
兆
円
か
ら
、

お
年
度
に
は
日
兆
円
ま
で
矯
加

す
る
。
介
護
費
を
加
え
る
と
ロ

年
度
の
日
・5
兆
円
が
、
お
年
度

+
J
‘
J
b
h
u円
ヲ

雲
回
E

‘

d
d
J円
「

医
療
行
政
・
人
事

~卵
告。

都
道
府
県
に
数
値
目
標

政
府
は2
0
1
5

年
度
か
ら
、
患
者
が
医
療
機
関
で
ど
ん
な
治
療
を

受
け
た
の
か
が
わ
か
る
レ
セ
プ
ト
(
診
療
報
酬
明
細
書
)
圏
の
膨
大
な

デ
l

タ
を
活
用
し
、
新
た
な
医
療
費
抑
制
策
に
乗
り
出
す
。
デ
ー
タ
の

分
析
で
医
療
費
の
ム
ダ
を
あ
ぶ
り
出
し
、
都
道
府
県
ご
と
に
抑
制
の
目

様
値
を
設
定
す
る
方
針
だ
。
政
府
は
百
年
度
ま
で
に
、
医
療
・
介
護
貨

を
計5
兆
円
抑
制
す
る
方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
デ
ー
タ
活
用
も
抑
制
策

の
一
つ
と
な
る
。

レ
セ
プ
ト
π
億
件
分
析

に
は
m
M・8
兆
円
に
増
え
る
。

レ
セ
プ
ト
は
従
来
、
大
半
が

紙
に
手
書
き
さ
れ
て
い
た
が
、

政
府
は
全
国
の
医
療
機
関
に
対

し
、
何
年
度
末
ま
で
に
原
則
電

子
化
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

ヨ
レ
セ
プ
ト
1

人
の
患
者
に
つ
い
て1
か
月
間

E

で
行
っ
た
診
療
行
為
の
内
容
と
そ
の
値
段
を
表

す
保
険
点
数
を
記
載
し
た
も
の
で
、
入
院
と
外
来
に

分
け
て
作
成
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
病
名
、
診
療
開

始
目
、
診
療
実
回
数
、
画
像
診
断
、
投
薬
、
注
射
、
手
術

な
ど
を
記
織
す
る
。
医
療
機
関
は
診
療
報
酬
を
請
求

す
る
際
、
請
求
書
と
と
も
に
レ
セ
プ
ト
を
審
査
・
報

酬
支
払
機
関
に
提
出
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

。

た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
現

在
、
す
で
に
医
療
機
関
の
叫
・

6

%
で
電
子
化
さ
れ
て
お
り
、

円
億
5
6
0
0

万
件
に
上
る
医

療
「
ビ
ッ
グ
デl
タ
」
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
今
回
、1
人
当
た
り

の
医
療
費
が
最
も
高
い
高
知
県

と
最
も
安
い
千
葉
県
で
は
1

・

5

倍
以
上
の
差
が
あ
る
な
ど
、

都
道
府
県
ご
と
に
医
療
費
の
地

域
差
が
あ
る
こ
と
に
着
目
。
デ

ー
タ
を
分
析
す
れ
ば
、
地
域
差

を
生
み
出
す
原
因
や
ム
ダ
が
把

握
で
き
る
と
判
断
し
た
。

具
体
的
に
は
、
生
活
習
慣
病

な
ど
病
気
の
種
類
に
応
じ
て
都

道
府
県
ご
と
の
治
療
の
傾
向
を 比

較
し
、
投
薬
や
通
院
回
数
な

ど
が
多
す
ぎ
る
地
滋
に
は
削
減

を
促
す
。
一
般
的
に
人
口
に
対

し
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
多
す
ぎ

る
地
域
は
、
入
院
が
長
期
化
す

る
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
、
こ
う

し
た
因
果
関
係
が
デ1
タ
で
明

確
に
な
れ
ば
、
ベ
ッ
ド
数
の
削

減
を
求
め
る
。
政
府
の
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
本
部
の
下
に

設
置
さ
れ
た
専
門
調
査
会
が
今

年
度
中
に
デl
タ
を
分
析
し
、

都
道
府
県
に
お
年
度
ま
で
の
医

療
費
抑
制
に
関
す
る
数
値
目
標

を
設
定
さ
せ
る
方
針
だ
。

だ
が
、
薬
の
種
類
や
量
、
通

院
の
回
数
、
入
院
期
間
な
ど
を

決
め
る
権
限
が
あ
る
の
は
医
師

だ
け
で
、
「行
政
側
か
ら
減
ら

せ
と
は
言
え
な
い
」
の
が
実
情

だ
。
こ
の
た
め
、
行
政
が
運
営

に
関
与
し
や
す
い
都
道
府
県
立

の
病
院
な
ど
を
中
心
に
治
療
方

針
の
見
直
し
ゃ
べ
ッ
ド
の
削
減

な
ど
が
進
む
公
算
が
大
き
い
。

曇重r

回汎」

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
四
日
(
火
)
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病
院
減
で
も
医
療
費
増
髄

也
年
度
M
%

入
院
費
用
膨
ら
む
闘

病
院
の
数
は
減
っ
た
の
に
前
の
年
度
比
2

・

4
%
増
の
る
と
、
全
国
の
病
院
数
は
8

1

施
設
あ
た
り
の
医
療
費
が
初
兆60
1
9

億
円。
高
齢
6
7
3

施
設
で
、
前
の
年
度

伸
び
た
た
め
病
院
全
体
の
医
化
で
入
院
患
者
が
増
え
て
お
か
ら
0

・
5
%
減
っ
た。
ぉ

療
費
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
り
、
医
療
費
を
抑
え
る
追
加
も
に
経
営
の
厳
し
い
中
小
病

が
、
厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
対
策
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ

。

院
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

わ
か
っ
た。
2
0
1
2

年
度
厚
労
省
が
ま
と
め
た
ほ
年
る
。

半
面
、1
施
設
あ
た
り

に
病
院
へ
の
入
院
や
外
来
受
度
の「病
院
機
能
別
・
制
度
の
医
療
費
は
2

・
9
%
増
の

診
で
か
か
っ
た
医
療
費
は
、
別
医
療
費
等
の
状
況
」
に
よ
お
僚
7
5
0
0

万
円
と
大
き

こ
の
ほ
ど
、2
0
1
4

年

版
厚
生
労
働
臼
昏
が
公
表
さ

れ
た
。
今
年
の
メ
l

ン
テ
ー

マ
は
「健
康
長
寿
社
会
の
実

現
に
向
け
て」
。
日
本
は
す

で
に
長
寿
社
会
手
話
穴
現
し
て

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

は
「い
か
に
健
康
な
期
間
を

附 Sokuhou

と安全管理総集版 2014年 11 号

長
く
保
っ
か」
だ
と
い
う。

予
防
に
気
を
使
い
、
健
康
で

長
寿
で
あ
れ
ば
、
医
療
費
や

介
護
費
も
抑
え
ら
れ
る
と
の

考
え
だ
が
、
果
た
し
て
う
ま

く
い
く
の
だ
る
っ
か。

厚
労
省
の7
月
末
の
発
表

に
よ
る
と
、
山
川
年
の
日
本
の

健康長寿で医療費は減る?

平
均
寿
命
は
男
性
がω
・
引

歳
、
女
性
が
叫
山
・
引歳
。

女

性
は
世
界
で
も
鼠
長
寿。
こ

の
年
初
め
てω
歳
代
に
到
達

し
た
男
性
も
香
港
や
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
な
ど
と
共
に
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
入
る。
医
療
水
準

の
向
上
な
ど
に
合
わ
せ
寿
命

は
ど
ん
ど
ん
延
び
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
「健
康
上
の

問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

期
間
」
で
あ
る
健
康
寿
命
は

同
省
に
よ
る
と
、
男
性
初・

M
M歳
、
女
性η
・

ω
歳
(
共

に
叩
年
時
点
)
と
さ
れ
る
。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

は
男
性
でω
年
、
女
性
で
日

年
ほ
ど
あ
る
わ
け
だ
が
、
厚

生
労
働
白
密
は「こ
の
差
を

縮
め
て
い
く
こ
と
が
重
要」

と
指
摘
し
た。

白
書
は
「我
が
園
に
お
け

る
健
康
を
め
ぐ
る
施
策
の
変

予防の効果、実証なく
病院は施殴重量が漏っても
医'臣賞は泊加 兆円

9200 r 施殴数(左紬) 匡圃園地劃 ， 22

州文\つア，120 

2003年度

18 

く
伸
び
、
病
院
数
が
減
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
病
院
の
医 療

費
は
増
え
た
。

る
と
み
る
。
う
と
ベ
ッ
ド
の
効
率
運
用
や

病
院
で
か
か
る
医
療
費
の
厚
労
省
は
医
療
費
抑
制
の
新
た
な
治
療
の
導
入
な
ど
で

う
ち
、
4

分
の3
は
入
院
医
た
め
、
治
療
の
必
要
が
な
い
対
応
し
、
新
規
の
入
院
件
数

療
に
よ
る。
こ
の
入
院
の「単
の
に
自
宅
で
暮
ら
せ
な
い
と
や1
入
院
あ
た
り
の
医
療
費

価
」が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
い
っ
た
事
情
か
ら
長
期
入
院
は
そ
れ
ぞ
れ

1
%
増
え
て
い

1

施
設
あ
た
り
の
医
療
費
が
す
る「社
会
的
入
院」
を
減
る
。

急
速
な
高
齢
化
で
入
院

増
え
る
と
い
う
の
が
厚
労
省
ら
す
方
針
を
掲
げ
、
入
院
日
患
者
数
は
増
え
て
お
り
、
入

の
見
方
だ。

数
の
短
縮
を
促
し
て
き
た。

院
医
療
の
ム
ダ
を
省
く
取
り

ベ
ッ
ド
の
稼
働
率
は
平
均
ロ
年
度
の
平
均
入
院
回
数
組
み
が
引
き
続
き
課
題
と
な

8

割
で
横
ば
い
な
の
に
対
し
は2%
減
の
お
・
8

日
で
る

。

「手
術
や
検
査
な
ど
処
置
を
「
効
果
は
出
て
い
る
」
と
す

一

伴
う
入
院
が
増
え
て
い
る」
る
。

一

た
め
、
費
用
が
か
さ
ん
で
い
病
院
側
は
減
収
を
避
げ
よ一

16 
12 09 

ら
の
健
康
づ
く
り
な
ど
を
積
進
め
れ
ば
、
医
療
費
な
ど
は

極
的
に
進
め
る
と
い
う
。

減
る
と
思
い
た
い
と
こ
ろ
。

介
護
予
防
で
は
、
全
国
の
世
界
各
国
で
も
閉
じ
こ
と
を

自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
考
え
て
、
様
々
な
モ
デ
ル
事

じ
た
体
操
教
室
な
ど
様
々
な
業
や
実
証
研
究
が
実
施
さ
れ

取
り
組
み
が
し
や
す
い
環
境
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら

を
整
え
る。
現
役
向
け
に
は
、
の
結
果
を
見
る
と
、
健
康
状

生
活
習
慣
病
を
防ぐ
た
め
の
態
の
改
善
効
果
な
ど
は
確
か

健
診
や
健診
結
果
に
基
づ
い
め
ら
れ
る
も
の
の
、「医
療

た
指
導
を
強
化
し
、
禁
煙
対
費
節
減
効
果
は
ほ
と
ん
ど
確

策
も
推
進。
こ
れ
ら
の
施
策
恕
さ
れ
て
い
な
い
」
(
二
木

で
お
年
に
向
け
て5
兆
円
規
学
長
)
と
い
う。

模
の
医
療・
介
護
費
節
減
を
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

図
る
と
す
る。

て
は
例
外
的
に
余
命
延
長
と

医
療
費
や
介
護
費
は
年
間
短
期
的
な
医
療
貸
節
減
の
両

で
印
兆
円
近
く
も
使
わ
れ
て
方
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い

い
る。
5

兆
円
の
節
減
は
大
る
。

た
だ
、
禁
煙
に
よ
っ
て

き
な
効
果
だ。

と
こ
ろ
が
医
寿
命
が
延
び
る
分
で
余
計
に

療
制
度
に
詳
し
い
日
本
福
祉
医
療
費
を
使
う
。

そ
の
生
涯

大
の
二
木
立
学
長
は「板
拠
医
療
費
を
考
慮
す
る
と
、
短

が
ま
っ
た
く一
示さ
れ
て
い
な
期
的
な
医
療
費
削
減
効
果
は

い
主
観
的
な
目
標
、
願
望
に
相
殺
さ
れ
か
ね
な
い

。

そ
れ

す
ぎ
な
い」
と
指
摘
す
る。

ど
こ
ろ
か
、
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ

予
防
や
健
康
培
進
活
動
を
ム
を
実
施
し
た
方
が
生
涯
医

医
療
行
政
・
人
事

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
市
日
(
金
)

療
費
は
多
く
な
る
と
の
研
究

結
果
も
あ
る。

予
防
や
健
康
増
進
の
活
動

は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
幸

せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
も

必
要。
十
分
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。

し
か
し
、
そ

れ
で
医
療
費
や
介
議
貨
が
減

ら
せ
る
と
は
安
易
に
考
え
な

い
方
が
よ
さ
そ
う
だ

。

超
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

医
療
費
や
介
護
費
の
抑
制
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い。
た
だ
そ
の
手

法
に
つ
い
て
は
根
拠
が
あ
る

も
の
、
実
効
性
が
あ
る
も
の

を
十
分
な
説
明
と
合
意
の
う

え
で
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

(
編
集
委
員
山
口
総
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月

m
日
{
日
)
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次は高齢者医療費負担増

医
療
行
政
・
人
事

入
院
食
事
代
値
上
げ
や
紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診
し
た
時
の
自
己
負
担
増
な
ど
、
公
的
な
医
療
保
険

を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
見
直
し
論
議
が
進
む
。
そ
し
て
厚
生
労
働
省
が
次
に
視
野
に
入
れ
る
の
は
、
高
齢

者
の
自
己
負
担
引
き
上
げ
だ
。
高
齢
者
が
急
増
す
る
な
か
で
、
そ
の
医
療
費
絞
り
込
み
は
避
け
ら
れ
な
い
と

考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
年
内
に
も
議
論
を
始
め
る
。

上
限
優
遇
見
直
し
案
・
万
歳
も
2

割
想
定

E霊園:!:.:IMlf51Wi:iIII
6

月
下
旬
に
安
倍
内
閣
が
閣

議
決
定
し
た
経
済
尉
政
運
営
の

指
針
「
骨
太
の
方
針
」
。
こ
の

中
に
、
あ
る
一
文
が
さ
ら
り
と

盛
り
込
ま
れ
た
。
「
高
齢
者
の

患
者
負
担
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

(
支
払
い
)
能
力
に
応
じ
た
負

担
ε
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」

厚
労
省
は
医
療
保
険
の
給
付

削
減
策
に
つ
い
て
、
来
年
の
法

今後も商慣化が進み、医.賓が繍える

ー_.:;1肩車副三r副主宰Ii后量語"ーーー

改
正
を
見
据
え
た
議
論
を
本
格

佑
さ
せ
た
ば
か
り
。
た
だ
、
高

齢
者
に
限
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
な

い
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
わ
ざ

わ
ざ
高
齢
者
医
療
へ
の
切
り
込

み
を
盛
り
込
ん
だ
の
は
、
「
医

療
保
険
の
尉
政
が
も
た
な
い
」

(
厚
労
省
幹
部
)
と
い
う
危
機

感
が
あ
る
た
め
だ
。
高
齢
者
負

担
の
引
き
上
げ
は
不
可
避
と
み

-hu 
制
判

、a
貝の〆」

公
園畑令

占
厚計推度年お

て
、
布
石
を
打
っ
た
形
だ
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、20
1

1

年
度
に
犯
兆6
干
億
円
だ
っ

た
自
己
負
担
分
を
含
む
医
療
費

は
、
お
年
度
に
は
印
兆
円
を
超

す
。

す
で
に
半
分
以
上
を
占
め

る
高
齢
者
の
比
率
は
さ
ら
に
高

ま
り
そ
う
だ。

お
年
に
は
団
塊

の
世
代
が
百
歳
以
上
に
な
る
。

百
歳
以
上
の
医
療
費
は1
人
当

た
り
年
剖
万
円
。
前
歳
未
満
の

5

倍
超
に
達
す
る
。

厚
労
省
が
削
減
策
と
し
て
回

を
付
け
て
い
る
の
が
、
月
ご
と

の
支
払
い
に
上
限
額
を
殻
け
る

「
高
額
療
養
費
制
度
」
の
高
齢

者
向
け
優
遇
措
置
だ
。

医
療
費
の
自
己
負
担
は
通

常
、
所
得
や
年
齢
に
応
じ
て
1

1
3

鶴
だ
。
1
0
0

万
円
か
か

れ
ば
3

割
負
担
の
人
は
叩
万
円

と
な
る
計
算
だ
が
、
高
額
療
養

費
制
度
に
よ
っ
て
、
問
歳
未
満

の
一
般
的
な
収
入
の
人
は8
万

7
4
3
0

円
の
負
担
で
済
む
。

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
叩
歳

以
上
の
人
が
外
来
だ
け
受
診
し

た
場
合
に
さ
ら
に
優
遇
措
置
が

あ
る
。
年
収
約37
0

万
円
以

上
な
ら
、
い
く
ら
か
か
っ
て
も

月
4

万
4
4
0
0

円
。

一
般
的

な
収
入
な
ら1
万
2

千
円
、
低

所
得
者
は8
千
円
と
さ
ら
に
低

い
上
限
額
だ。

こ
の
制
度
の
た
め
の
給
付
額

は
年
間
約2
兆
円
(
叩
年
度
)
。

高
齢
者
の
増
加
で
叩
年
で2
倍

以
上
に
な
っ
た
。
外
来
受
診
数

政
治
的
ハ

た
だ
、
高
齢
者
に
負
担
を
求

め
る
の
は
政
治
的
な
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。
無
斜
だ
っ
た
老
人
医

療
費
に
、
定
率
の
負
担
を
求
め

る
い
ま
の
仕
組
み
を
導
入
す
る

の
に
は
約
初
年
か
か
っ
た
。
叩

，、
，
引
凶
歳
の
自
己
負
担
は
偲
年
度

か
ら
2

割
に
な
る
は
ず
だ
っ
た

が
、
今
春
ま
で1
割
に
据
え
置

く
特
例
指
置
が
続
い
た
。

与
党
の
厚
労
族
議
員
は
「
来

年
春
に
は
統
一
地
方
選
挙
も
あ

り
、
負
担
増
を
求
め
る
の
は
つ

ら
い
。

高
齢
者
狙
い
撃
ち
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
」
と
し
、
来
春

ま
で
議
論
を
本
格
佑
さ
せ
る
の

は
難
し
い
と
み
る
。

で
み
る
と
、
高
齢
者
は55
担

歳
の
4

・
5

倍
。
厚
労
省
は
こ

の
給
付
の
伸
び
を
抑
え
る
た

め
、
高
齢
者
優
遇
の
縮
小
を
視

野
に
入
れ
る。

さ
ら
に
布
歳
以
上
の
高
齢
者

約
1
4
0
0

万
人
(
四
年
度
)

の
自
己
負
担
を
、
い
ま
の
原
則

1

割
か
ら2
割
に
引
き
上
げ
る

こ
と
も
想
定
す
る
。

す
で
に
叩

S
H
歳
は
、4
月
以
降
に
河
歳

に
な
っ
た
人
か
ら2
割
に
上
げ

て
い
る
。

ー
ド
ル
高
く

厚
労
省
も
「
早
急
に
議
論
を

ま
と
め
る
の
は
困
難
」
(
幹

部
)
と
し
て
お
り
、
年
内
に
議

論
を
始
め
る
も
の
の
、
具
体
的

な
中
身
や
実
施
時
期
は
慎
重
に

見
極
め
て
い
く
考
え
だ
。

(
高
橋
健
次
郎
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月

2
日
(
土
)
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10割負担で通院受診も
介
護
老
人
保
健
施
設
(
老
健
)
に
入
所
し
て
い
た
夫
を
遠
方
の
病
院
に
通
院
さ
せ

よ
-
?
と
し
た
ら
、
老
健
か
ら
「
医
療
費
が
十
割
負
担
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う

声
が
本
紙
生
活
部
に
届
い
た。
医
療
法
人
が
運
営
し
て
い
る
老
健
は
、
専
門
的
な
治

療
や
検
査
を
除
い
て
、
そ
こ
に
い
る
医
師
が
診
療
を
す
る
の
が
基
本

。

た
だ
、
現
場
か

ら
は
「
実
際
に
は
老
健
の
医
師
に
は
で
き
な
い
内
容
も
あ
り
、
保
険
制
度
か
ら
漏
れ

る
こ
と
が
あ
る
」
と
問
題
視
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る

。

(
田
辺
利
奈
)

老
健
医
師
が
対
応
で
き
ぬ
診
療

愛
知
県
の
女
性
(
七
る
は
、
六

年
ほ
ど
前
か
ら
失
(
七
七
)
が
認
知

症
に
な
っ
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
自

宅
で
の
介
護
に
限
界
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

近
隣
の
高
齢

者
施
設
を
五
つ
ほ
ど
回
っ
て
検

討
し
、
五
月
か
ら
老
健
に
入
所

さ
せ
る
こ
と
に
し
た。

夫
は
五
年
前
に
が
ん
の
手
術

を
し
て
お
り
、
術
後
検
診
で
大

学
病
院
に
通
院
し
て
い
た
。

五

年
で
終
わ
る
は
ず
が
、
不
調
が

見
つ
か
り
、
通
院
が
延
び
た
。

こ
の
老
健
の
常
勤
医
師
は
、
整

形
外
科
医。

「
が
ん
の
術
後
検

診
は
お
願
い
で
き
な
い
」
と
女

性
は
話
す。
入
所
後
も
大
学
病

院
に
通
院
さ
せ
よ
『
?
と
し
た
と

こ
ろ
、
施
設
側
は
「
い
っ
た
ん

自
宅
に
帰
っ
て
一
泊
し
て
か
ら

で
な
い
と
、
医
療
保
険
が
使
え ず

十
割
負
担
に
な
る
」
と
説
明

し
た
と
い
う

。

通
常
の
自
己
負
担
率
に
す
る

に
は
、
い
っ
た
ん
退
所
手
続
き

を
し
、
通
院
後
に
あ
ら
た
め
て

入
所
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
言
わ
れ
た。
女
性
は
入
所

を
決
め
る
際
、
そ
の
よ
う
な
事

情
は
知
ら
な
か
っ
た。

「
連
れ

帰
っ
て
家
で
泊
ま
っ
て
、
家
か

ら
病
院
に
連
れ
て
行
く
の
は
と

て
も
大
変
」
と
訴
え
る

。

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

に
よ
る
と
、
老
健
で
は
介
護
保

険
か
ら
の
給
付
が
基
本
に
な
っ

て
い
る
。

老
健
設
置
の
基
準
の

中
に
、
医
師
や
看
護
師
の
人
数

も
あ
る
。

投
薬
や
血
液
検
査
な

ど
は
、
老
健
の
医
師
で
診
ら
れ

る
内
容
と
さ
れ
、
費
用
は
介
護

報
酬
の
中
に
含
ま
れ
る
。

エ
ッ
ク
ス
線
診
断
や
超
音
波

検
査
な
ど
高
度
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
医
療
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
仕
組
み
と
い
う。
厚
労
省

で
、
施
設
外
の
医
療
機
関
で
受

診
し
て
も
医
療
保
険
が
適
用
で

き
る
内
容
を
細
か
く
定
め
て
い

る
。

そ
れ
に
従
い
、
ど
ち
ら
で

給
付
す
る
か
を
老
健
の
医
師
が

判
断
す
る。

同
課
担
当
者
は
「
介
護
保
険

か
医
療
保
険
か
ど
ち
ら
か
で
賄

え
る
の
で
、
利
用
者
の
十
割
負

担
に
な
る
こ
と
は
な
い
は
ず
」

と
い
う
。

た
だ
、
あ
る
老
健
を
運
営
す

る
医
療
法
人
の
関
係
者
は
「
国

が
老
健
の
医
師
で
診
ら
れ
る
と

し
て
い
る
検
査
や
処
置
で
も
、

実
際
に
は
専
門
外
で
、
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る。

そ
う
い
う
場

合
、
老
健
も
し
く
は
利
用
者
の

十
割
負
担
で
、
施
設
外
の
医
療

機
関
で
受
診
し
て
い
る
の
が
現

状
」
と
話
す。
利
用
者
側
と
し

医
療
行
政

・

人
事 て

も
、
専
門
で
な
い
老
健
の
医

師
に
診
て
も
ら
う
こ
と
に
不
安

も
あ
る
。

こ
の
関
係
者
は
「医
療
保
険

適
用
の
範
囲
は
制
限
が
非
常
に

厳
し
い。
医
療
と
介
護
の
連
携

を
進
め
る
た
め
に
も
、
よ
り
広

適用厳しく医療保険、

介
護
老
人
保
健
施
設
要
介
護
高
齢
者
が
入

一
所
し
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

一
在
宅
復
帰
を
目
指
す
た
め
の
施
設。
介
護
保
険

一
の
枠
の
中
で利
用
で
き
る。

医
師
が
常
勤
し
、

一
簡
単
な
医
療
行
為
が
受
け
ら
れ
る。
そ
の
際
、

一
介
護
報
酬
の
中
か
ら
医
療
の
分
も
賄
わ
れ
る

。

| 医療保険と介護保険の給付調整のイメージ l 

自宅

介種老人
福祉施怒 、介護老ふ介置療餐型
(特別聾麗 保健施設医療施蹟
老人ホーム) 輔自由圃圃圃骨

医療保険で
給付

特定施霞
入居者
生活介護

手術'5ll射線治顕
急性指悪時の
医療事事

椅殊拡横董
(I!I] 超音誼倹董草ど)
簡単主主画像1$:断
(例工ッフス鰻E断~ど)

役轟・注射
検査(例血理屈草と}
処置(例創咽組理忽ど) . 

く
適
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
お
日
(
土
)

医学的
指導管理

※~生狩働省申央社会保険医療臨議会資料を基に作成
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月曜インタビ、ユー瑛味深米ん

園
子
ど
も
た
ち
に
が
ん
の
教
育
を

ひろ し

博さん小林札幌がんセミナ一理事長

公益財団法人の札幌がんセミナーは「札幌国際がんシンポジウムJ など国内外の第一

線のがん研究者や医療者が集う学術会議を30年以上も開いてきた。 そしてこの春、小中

学生にがんを教える 2種類のDVD教材を初めて作った。 なぜ今、子どもたちにがんを

教えるのか一。 理事長のふ執し店主しさんに聞いた。
(文・編集委員 砦法違、写真 -db貴菖産)

-
|

初
め
て
作
っ
た
教
材
は

ど
ん
な
内
容
な
の
で
し
ょ
う
。

「
メl
ン
教
材
の
運
よ
さ

ら
ば
ツ
ル
カ
メ
食
堂
店
(口

分
却
秒
)
は
、
静
止
画
に
よ
る

ア
ニ
メ
で
小6
の
女
の
子
が
主

人
公
。

彼
女
の
願
い
は
、
父
が

が
ん
の
原
因
と
な
る
た
ば
こ
を

吸
う
の
を
や
め
、
両
親
が
営
む

食
堂
皐
蓮
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
。

願
い
を
聞
き
入
れ

た
父
は
自
身
も
食
堂
皐
蓮
に

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
彼
女
は
自

ら
商
店
街
の
吸
い
殻
拾
い
を
始

め
ま
し
た
。

こ
の
姿
を
見
た
周

囲
の
大
人
が
亨Tど
も
に
だ
け

任
せ
て
お
い
て
い
い
の
か
』
と

心
を
動
か
さ
れ
、
商
店
街
を
禁

煙
に
す
る
物
語
で
す
。

補
助
教
材
の
『
が
ん
と
は
何

?
人
は
な
ぜ
が
ん
に
な
る
の

?
』
(ロ
分
日
秒)
は
、
が
ん

の
原
因
、
が
ん
細
胞
の
誕
生
か

ら
成
長
ま
で
、
日
本
人
に
多
い

が
ん
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
」

ー
ー
な
ぜ
今
、
子
ど
も
に
が

ん
を
教
え
る
の
で
し
ょp
?か。

「
国
民
の2
人
に
1

人
が
が

ん
に
な
る
時
代
で
す。
国
も
2

の患者減らすため DVDで啓発

意
見
・
社
説

札
幌
市
生
ま
れ。
北
大
医
学
部
を
率
業
し
、
が
ん
研
究
の
道
に
進
む

。

専
門
は
が

ん
病
理
学。
ω
年
に
北
大
医
学
部
癌(が
ん
)
研
究
施
設
教
授。
川
出
年
か
ら
札
幌
カ

ん
セ
ミ
ナ
ー
理
事
長
。

北
大
名
誉
教
授。
日
本
が
ん
予
防
掌
会
理
事
長
。

が
ん
患
者

や
家
族
の
面
接
相
談(無
料
、
要
予
約)
に
も
応
じ
て
い
る。
札
幌
市
存
在。
幻
歳
。

け
、
が
ん
予
防
に
も
っ
と
関
心

を
持
っ
て
ほ
し
い。
効
果
は
す

ぐ
に
は
表
れ
ま
せ
ん
が
『
急
が

ば
回
れ
』
で
す。
将
来
必
ず
役

に
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
」

|

|
教
材
の
狙
い
は
。

「が
ん
の
教
育
は
大
人
が
子

ど
も
ヘ
、
上
か
ら
下
へ
と
教
え

込
め
ば
い
い
と
は
思
い
ま
せ

ん
。

狙
い
は
、
子
ど
も
自
身
が

考
え
て
自
分
の
力
で
動
き
だ
す

こ
と
。

こ
う
し
た
姿
を
見
た
親

や
大
人
が
影
響
を
受
け
て
変
わ

り
、
地
域
を
変
え
る
こ
と
で
す

。

原
点
は
、
札
幌
が
ん
セ
ミ
ナ

ー
が
m
m年
か
ら
続
け
る
ス
リ
ラ

「
今
、
こ
のD
V
D
を
見
た

子
ど
も
ら
の
意
識
が
ど
う
変
わ

る
の
か
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
順
天
堂

大
医
学
部
の
働
由
貿

郡准
教
授

が
分
析
筆
す
。

作
っ
た
D
V

D
教
材
は
、
こ
の
調
査
結
果
も

添
え
て
、
年
内
に
は
希
望
す
る

全
車
や
全
国
の
学
校
に
無
料
で

配
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
メl
ン
教
材
は
た
ば

こ
を
題
材
に
し
ま
し
た
。

今
後

は
テ
l

マ
を
変
え
て
毎
年1
作

ず
つ
D
V
D
を
作
る
予
定
で

す
。

が
ん
教
育
の
普
及
に
は
教

師
や
教
盲
安
員
会
の
理
解
や
協 生

か
ら
『
校
内
で
た
ば
こ
を
吸

う
同
僚
が
い
ま
す
』
と
い
う
言

葉
を
聞
き
、
-
人
で
行
う
が
ん

教
育
の
限
界
を
感
じ
ま
し
た
。

で
も
今
は
国
も
本
腰
を
入
れ
る

な
ど
時
代
が
変
わ
り
ま
し
た
。

私
は
が
ん
の
研
究
者
で
す

。

『
今
ま
で
に
何
人
の
が
ん
患
者

を
助
け
た
か
』
と
考
え
る
と
、

外
科
医
の
よ
う
に
手
術
を
執
万

し
た
わ
け
で
な
く
、
が
ん
の
新

薬
を
見
つ
け
た
わ
け
で
も
な

い
。

だ
か
ら
『
一
人
も
救
え
な

か
っ
た
』
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。

研
究
生
活
で
果
た
せ
な
かっ

た
『
多
く
の
人
を
が
ん
か
ら
助

100 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。



年
前
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
に
新
た
に
宗
ん
の
教
置

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
文
部
科

学
省
も
本
年
度
か
ら
全
国
約
加

カ
所
で
、
授
業
な
ど
モ
デ
ル
事

業
に
乗
り
出
す
方
針
で
す
。

が
ん
は
、
平
か
」
も
に
と
っ
て

は
身
近
な
問
題
と
は
一
言
え
ま
せ

ん
。
で
も
、
子
ど
も
の
時
か
ら

が
ん
の
正
し
い
知
織
を
身
に
つ

将来
ン
カ
の
健
康
教
育
活
動
に
あ
り

ま
す
。
現
地
の
財
団
と
一
緒
に

小
中
高4
校
で
、
体
の
清
潔
を

保
つ
こ
と
か
ら
現
地
に
多
い
口

腔
が
ん
の
予
防
ま
で
、
健
康
の

大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
は
感
性
豊
か
で
純
真
で

す
。
健
康
教
育
を
続
け
た
結
果
、

学
校
に
来
る
子
が
増
え
、
地
繊

の
喫
煙
率
も
下
が
る
な
ど
予
想

以
上
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
で
き
た
こ
と
を

日
本
で
も
で
き
な
い
か
|
。
そ

う
考
え
た
わ
け
で
す
」

|

|
教
材
を
ど
う
活
用
し
、

普
及
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
向
け
に
作
っ
た2
種
類
の
D
V
D

教
材
。
右
が

「煙
よ
さ
ら
ば
ツ
ル
カ
メ
食
望
。
左
が「が
ん
と
は

何
?
人
は
な
ぜ
が
ん
に
な
る
の
?」
。
学
校
の
授
業
に

対
応
で
き
る
よ
う
に3
5
4

分
に
ま
と
め
た
短
縮
版
も
そ

れ
ぞ
れ
用
畠
思
し
た

県
、が
ん
教
育
推
進
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日
本
人
の
最
大
死
因
の
が
ん
に
つ
い
て
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
具
体
的
な
知
識
を
持
ち
、
将
来
の
予
防
に

つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
、
県
教
委
は
本
年
度
か
ら
、
学
校
現
場
で
の

「が
ん
教
育」
を
本
格
推
進
す
る
。

が
ん
に
関
す
る
学
校
で
の
授
業
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

。

今
後
、
医
師
や
患
者

ら
の
講
演
や
啓
発
教
材
の
作
成
な
ど
を
通
じ
、
が
ん
そ
の
も
の
に
関
す
る
知
識
や
検
診
の
重
要
性
、
命
の

大
切
さ
の
理
解
を
促
進
す
る

。

県
教
集
が
推
進
す
る
が一校
と
高
校
そ
れ
ぞ
れ7校

一授
業
で
使
用
す
る
教
材
を

一育
推
進
協
議
会」
(
蚕
員

ん
教
育
で
は
、
国
の「が

一ず
つ
を
モ
デ
ル
校
と
し
て一作
成
す
る。
一

長
・

永
井
秀
雄
県
立
中
央

ん
教
育
総
合
支
援
事
業」一指
定
し
、
医
師
や
患
者
ら一羽
田
に
は
医
師
や
教
員一病
院
長)
を
発
足
さ
せ
、

を
活
再
本
年
度
は
中
竺
に
よ
る
講
演
会
の
実
施
や

一ら
ロ
人
に
よ
る「が
ん
教

一が
ん
教
育
の
在
り
方
の
譜

力
が
不
可
欠
で
す。
北
海
道
か

ら
こ
の
享
ど
も
が
主
役
の
が

ん
教
置
を
広
げ
た
い
で
す
ね
」

|
|
最
高
俊
に
、
が
ん
の
教
育

に
か
け
る
思
い
を
。

「
『
が
ん
の
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
』
と
が
ん
研
究
者
に

話
す
と、

『
な
ぜ
』
と
首
を
か

し
げ
る
人
も
い
ま
す
。
で
も
、

将
来
の
が
ん
を
減
ら
す
に
は
子

ど
も
へ
の
教
育
が
大
切
だ
と
い

う
信
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

約
初
年
前
、
が
ん
の
授
業
で

出
向
い
た
道
内
の
中
学
校
の
先 け

た
い
』
と
い
う
夢
を
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
が
ん
の
教
育
で
少

し
で
も
実
現
し
た
い
、
整
言

返
し
た
い
と
思
っ
て
、
い
ま
活

動
し
て
い
ま
す
。
私
の
最
後
の

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

。

D
V
D
教
材
の
問
い
舎
わ
せ

は
、
札
幌
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
ヘ
フ

ァ
ク
ス

(
OI
l
-
2
2
2

・

1
5
2
6

)
か
、
メ
ー
ル(
M
g

-
Z@
菩
o
g
-
H
t円
・2
L
U
)で。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
7

月
引
日
(
月
)

論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

い
て
学
び
始
め
る
患
者
も

一ニ
ズ
ム
や
症
状
、
検
査
・

同
協
議
会
は十
旬以
ん
教
育一多
い
と
い
う。
一
診

監
刀
法
に
関
す
る
捜
業

の
成
果
や
、
捗
状
況
に
つ

一
ま
た
、
本
県
は
医
師
数

一は
行
わ
れ
て
こ
な
か
つ

い
て
も
評
価
、
検
証
す一が
少
な
い
な
ど
医
療
資
源

一た
。

る
。
一

が
乏
し
い
こ
と
か
ら

、

早
一
県
教
委
は「が
ん
は
身

県
保
健
予
防
課
に
よ
る

一い
段
階
で
の
予
防
啓
発
が

一近
な
病
気。
早
期
発
見
や

と
、
が
ん
は1
9
8
5

年
一重
要
と
し
て
、
県
は
日
年

一検
診
に
関
心
を
持
ち
、
正

か
ら
本
県
の
死
因
別
死
亡

一策
定
の
第3
次
県
総
合
が一し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
は

率
の
ト
ッ
プ
を
続
け
、
2

一ん
対
策
推
進
弘
則
一
副
で
、

「が
蚕
要。
が
ん
を
学
ぶ
こ
と

0
1
2

年
は
全
死
亡
者
数一ん
教
育
の
推
進」を
重
要
一
で
、
が
ん
患
者
に
対
す
る

の
幻
・
7

%
を
占
め
た。
一課
題
の
一
つ
に
位
置
付
け

一理
解
や
、
命
の
大
切
『
峯

一
方
で
、
調
査
で
は
「が
一た
。

王
り
知
っ
て
も
ら
え
る
」

ん
は
怖
い
病
気
だ」
と
9

一
た
だ
、
こ
れ
ま
で
学
校
一
(保
健
体
育
課)
と
期
待

劃
超
が
答
え
て
い
る
も
の
斎
場
で
の
が
ん
教
育
は
、

一し
た。

の
、
3

割
以
上
が「検
診

一保
健
体
育
で
の
生
活
習
慣

を
受
け
る
必
要
性
を
感
じ

一病
予
防
(喫
煙
防
止
を
合

な
い
」
と
回
答。
が
ん
に

一む
)
に
関
す
る
も
の
に
限

な
っ
て
か
ら
、
が
ん
に
つ一ら
れ
、
が
ん
の
発
生
メ
カ

意
見
・
社
説

(小
池
忠
臣)

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
幻
自
(
水
)
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医
療
ニ
ュ
ー
ス

国ヒアルロン酸体内に元々ある成
分で水分や弾力性を保つ作用があ

る。 この成分を使った製剤を皮下に注
入すると肌に張りが出てしわが目立た
な くなり、効果は数か月続くとされる。

歯
科
医
が「し
わ
取
り」急
増

歯
科
医
が
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
菌

注
射
に
よ
る
顔
の
し
わ
取
り
に

参
入
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。

普
通
は
美
容
医
療
だ
が
、

歯
科
診
療
の
延
長
で
口
周
り
の

し
わ
取
り
も
治
療
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
る
と
い
つ
も
の。
歯
科
医

過
剰
の
時
代
、
他
と
の
差
別
化

に
よ
る
生
き
残
り
策
の一環
と

い
う
が
、
厚
生
労
働
省
は
ご

般
的
な
歯
科
治
療
で
は
な
い」

と
困
惑
、
商
科
医
に
よ
る
し
わ

取
り
の
実
態
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
始
め
た
。

-
医
師
が
一
般
的

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
に
よ
る
し
わ

取
り
は
、
一
般
的
に
は
美
容
外

科
医
ら
医
師
が
手
が
け
る
。

保

険
の
利
か
な
い
自
由
診
療
で
、

医
師
が
海
外
の
製
剤
を
個
人
蛾

自
由
診
療
で
顔
に
注
射

厚
労
省
困
惑
「
慎
重
に
」

解剖学上の「口唇J

者
は
今
や5
0
0

人
近
く。
同

社
が
開
く
歯
科
医
向
け
美
容
治

療
セ
ミ
ナ
ー
も
、
毎
月
開
催
す

る
ほ
ど
希
望
者
が
多
い。

7

月
に
都
内
で
聞
か
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
に
は
、
歯
科
医5
人
が

参
加。
座
学
と
実
授
に
熱
心
に

取
り
組
ん
だ。
講
師
の
美
容
歯

科
医
、
清
水
洋
利
さ
ん
は「歯

科
治
療
の
延
長
上
の
選
沢
肢
と

し
て
希
望
者
に
行
う
な
ら
問
題

な
い
。

技
術
的
に
も
、
麻
酔
で

日
常
的
に
注
射
を
す
る
鋪
科
医

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
爆
に
よ
る
子
ど
も
の
甲
状
腺
へ
の
影
響

を
調
べ
て
い
る
福
島
県
の
検
査
で
、
受
診
し
た
約
加
万
人
の
う
ち

1
0
4

人
が

甲
状
腺
が
ん
や
そ
の
疑
い
と
判
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

。

県
は
「
被
爆
の

影
響
と
は
考
え
に
く
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
泊
自
に
公
表
さ
れ
る

。

め104人
査

入
す
る
な
ど
し
て
行
う
。

と
こ
ろ
が
、
輸
入
代
行
会
社

ウ
ェ
ル
ハl
ト

(東
京
都
千
代

田
区
)
に
よ
る
と
、
2
、

3

年

前
か
ら
歯
科
医
の
注
文
が
増
え

始
め
、
ゼ
ロ
だ
っ
た
輸
入
希
望

県
「
被
爆
の
影
響
考
え
に
く
い
」

に
は
向
い
て
い
る
」
と
話
す。

参
加
し
たω
代
の
男
性
歯
科

医
は
「入
れ
歯
を
イ
ン
プ
ラ
ン

ト

(人
工
歯
根)
に
し
て
上
唇

の
縦
じ
わ
が
残
り
、
気
に
す
る

人
が
い
る。
美
容
外
科
よ
り
気

軽
な
歯
科
で
治
療
で
き
れ
ば
喜

ば
れ
る
」
と
い
う
。-

過
当
帥
闘
争

厚
労
省
に
よ
る
と
、
医
療
施

設
で
働
く
歯
科
医
は20
1
2

年
時
点
で
全
国
に
約
問
万
人
お

無
症
状
の
子
ど
も
を
調
べ
た
環

境
省
の
甲
状
腺
検
査
で
は
、


人
が
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
約
3

千
人
に1
人
の
福
島
の
発
生
率

に
比
較
的
近
か
っ
た
。

だ
が
、

調
べ
た
人
数
が
少
な
く
、
税
学

的
な
根
拠
は
弱
い。

専
門
家
の
聞
で
は
、
福
島
の

F
内u

ハ
U

、
，
，&

-
《
リ

n
け。

。
ハ
吋J

.. 
E
.
E
.
E
.
E
.
E
.
E
削
例円

圃
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四
四
四
四
年

人

F
m

.
-
1
1
m

ゆ

万
0
8

パ
則
|

引
寸
引
川
広

り
、
人
口
問
万
人
当
た
り
の
数

は
利
年
前
の
倍
ほ
ど。
歯
科
診

療
所
は
約6
万
8
0
0
0

と
い

う
過
当
鱗
争
の
時
代
だ。

そ
も
そ
も
顔
の
し
わ
取
り

は
、
歯
科
の
診
療
領
域
な
の
か
。

関
係
者
が
相
根
拠
と
し
て
い
る
の

は
、
厚
労
省
の
専
門
家
会
識
が

1
9
9
6

年
、
歯
科
の
診
療
領

繊
の
一
つ
に「口
唇
」を
挙
げ
た

こ
と
。

解
剖
学
的
に
口
唇
と
は
、

唇
だ
け
で
な
く
口
周
り
全
体
を

指
す
た
め
、
鼻
の
下
や
ほ
う
れ

い
線
の
し
わ
取
り
も
治
療
対
象

-歯科医師数の推移
※厚生労働省調べ

す
る
意
見
が
多
い
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
で
子
ど
も
の
甲
状
腺
が

ん
が
増
え
た
の
は
事
故
後
約
4

年
目
以
降
で
あ
る
こ
と
や
、
甲

状
腺
が
ん
は
成
長
が
遅
い
た
め

だ
。

一
方
、
放
射
線
の
影
皿
曹
を

指
摘
す
る
研
究
者
も
い
る

。

今
回
の
結
果
で
は
、
福
島
県

12 

に
な
る
と
い
う
解
釈
だ
。

日
本

歯
科
医
師
会
も
違
法
行
為
に
は

当
た
ら
な
い
と
し
て
い
る。

-
眉
聞
や
目
尻
ま
で

た
だ
、
関
係
者
に
よ
る
と
、

眉
聞
や
目
尻
の
し
わ
取
り
に
ま

で
手
を
広
げ
て
い
る
歯
科
医
も

い
る
。

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
注
射

は
、
感
染
で
腫
れ
た
り
、
不
適

切
な
場
所
に
入
っ
て
不
自
然
に

盛
り
上
が
る
部
分
が
で
き
た
り

す
る
心
配
が
あ
る。

厚
労
省
は
「
し
わ
取
り
目
的

で
顔
に
注
射
す
る
の
は
広
く
認

知
さ
れ
た
歯
科
治
療
で
は
な

い
。

ケ
ー
ス
・
パ
イ・
ケ
l

ス

で
直
ち
に
違
法
と
は
言
え
な
い

が
、
患
者
が
、
こ
の
よ
う
な
し

わ
取
り
を
受
け
る
時
は
よ
く
説

明
を
聞
く
な
ど
、
慎
重
な
対
応

が
必
要
だ」
と
し
て
い
る
。

読

売
(
東
京
)・夕
刊

2
0
1
4

年
8

月
時
日
(
土
)

総
合
病
院
理
事
長
は
「
地
域
別

の
発
生
率
な
ど
を
厳
密
に
比
較

す
る
に
は
、
年
齢
構
成
な
ど
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指

摘
す
る。

近
く
検
討
委
員
会
の

甲
状
腺
部
会
で
、
結
果
を
詳
し

く
解
析
す
る
予
定
と
い
う
。

県
は
、
今
回
の
デ
ー
タ
を
将
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甲状腺がん疑い含
福島子ども30万人調

甲
状
腺
検
査
は
事
故
当
時
四

歳
以
下
だ
っ
た
県
民
を
対
象
に

実
施。
県
内
全
域
を
一
巡
し
た

今
年
6

月
初
日
現
在
の
結
果

(
暫
定
値
)
が
ま
と
め
ら
れ
た

。

甲
状
腺
が
ん
や
そ
の
疑
い
と

さ
れ
た
1
0
4

人
の
う
ち
、
が

ん
と
確
定
し
た
の
は
町
人
、
良

性
が
1

人
だ
っ
た。

1
0
4

人

の
事
故
当
時
の
平
均
年
齢
はH

・
8

歳
で
、
男
性
犯
人、
女
性

問
人。

腫
療
の
大
き
さ
は
約
5

S
4
ミ
リで
平
均
はミ
リ
。

疑
い
も
含
め
る
と
叩
万
人
当

た
り
叩
人
以
上
の
割
合
で
が
ん が

見
つ
か
っ
た
計
算
に
な
る
。

事
故
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

宮
城
県
な
ど
の
が
ん
登
録
で

は
、
団
代
後
半
の
甲
状
腺
が
ん

の
発
生
率
は
日
万
人
当
た
り
1

・
7

人
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
今

回
の
福
島
県
の
叩
人
以
上
は
か

な
り
高
い
が
、
無
症
状
の
人
を

網
羅
的
に
調
べ
て
が
ん
を
見
つ

け
て
お
り
、
症
状
が
あ
る
人
を

調
べ
た
が
ん
登
録
よ
り
発
生
率

は
高
く
な
る
た
め
、
単
純
に
比

較
で
き
な
い。

ま
た
、
青
森
、
山
梨
、
長
崎

の
3

県
で
計
約4
4
0
0

人
の

子
ど
も
側
人
にX
線
撮
影

1

.
-
E
E

且
，
、

E
l
-
-

司

J
'

持
品
群
原
爆
調
査
無
用
の
被
曝

広
島
、
長
崎
で
1
9
4
7

年
の
目
的
で
は
な
く
、
原
爆
の
放
門
責
任
者
を
務
め
た
ス
タ
フ
ォ

9

月
、
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
射
線
が
子
ど
も
の
成
長
に
及

l

ド
・
ウ
ォ
l

レ
ン
博
士
に
事

の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ル
1

リ
ツ
ぼ
す
影
響
を
調
べ
る
研
究
の
前
に
相
談

。

放
射
線
医
学
の
権

ク
教
授
(
解
剖
学
)
が
小
掌
生
予
備
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
威
で
あ
る
博
士
は
「
被
曝
線
量

ら
塑
十
人
を
対
象
に
関
節
の
ヱ
た

。

実
際
の
被
曝
線
量
は
不
明
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
」
と

H

お
墨

ツ

ク
ス
線
撮
影
を
し
て
い
た
こ
だ
が
、
被
爆
児
、
比
較
対
照
群
付
き

u
を
与
え
て
い
た。

と
が1
日
、
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
の
被
爆
し
て
い
な
い
子
を
巻
き
翌
年
、
調
査
は
原
爆
傷
害
調

1

・
研
究
評
費
耳(
N
A
S・
込
ん
だ
「無
用
の
被
曝
」
だ
っ
査
委
員
会
(A
B
C
C
)に
引

N
R
C
)や
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
た。

き
継
が
れ
、
規
模
を
拡
大
し
て

核
実
験
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
教
授
は
健
康
へ
の
悪
影
響
を
臼
年
ま
で
続
き
、
手
の
撮
影
が

文
書
で
判
明
し
た
。

懸
念
し
、
原
爆
を
開
発
し
た
「
マ
毎
年
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
は
、
治
療
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
で
医
学
部

A
B
C
C

の
上
部
機
関
と
し 子

ど
も
で
見
つ
か
っ
て
い
る
が

ん
は
被
曝
の
影
響
で
は
な
い
と

て
N
A
S
・

N
R
C
に
設
置

さ
れ
た
原
爆
傷
害
委
員
会(C

A
C
)
の
議
事
録
な
ど
に
よ
る

と
、
調
査
は
訂
年5
月
1

日
に

承
認
さ
れ
、
教
授
は
8

月
n
目
、

米
海
軍
機
で
グ
ア
ム
か
ら
東
京

に
到
着
。
連
合
国
軍
総
司
令
部

や
旧
厚
生
省
と
協
議
を
重
ね

た
。

医
療
ニ
ュ
ー
ス

そ
の
後
、
国
立
予
防
軍
エ
研
節
の
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
を
撮
影

究
所
の
医
師
やA
B
C
C
の
米
す
る
計
画
を
伝
え
、
有
害
な
ら

軍
医
ら
の
協
力
を
得
て
9

月
末
や
め
た
い
と
相
談
。

博
士
は
全

ま
で
呉
、
広
島
、
長
画
、
件
直
身
被
曝
の
可
能
性
を
否
定
し
、

保
を
回
り
、7
1
U
歳
の
計9

被
曝
線
量
も
「0
・
1

釣
(
約

5
7

人
を
対
象
に
身
長
、
体
重1戸
新
相
当
)
に
及
ば
な
い
」

を
測
り
、
骨
の
発
達
状
況
を
調
と
書
き
、
問
題
は
な
い
と
答
え

べ
る
た
め
、
病
院
な
ど
で
手
、
て
い
た

。

肘
、
肩
、
膝
、
足
の
エ
ッ
ク
ス
教
授
は
拙
年
秋
に
も
長
崎
で

線
写
真
を
撮
影
し
た
。

調
査。
臼
年
に
米
学
会
誌
に
論

呉
、
佐
世
保
の
子
ど
も
は
被
文
を
発
表
し
た

。

爆
児
と
比
べ
る
デ
l

タ
を
入
手

す
る
た
め
の
比
較
対
照
群
。

ほ

か
に
6

歳
児
犯
人
前
後
が
調
査

対
象
だ
っ
た。

教
授
は
調
査
前
、
ウ
ォ
l

レ

ン
博
士
に
書
簡
を
送
り
、
骨
格

の
発
達
を
追
跡
す
る
た
め
、
関

内
の
地
域
別
の
デl
タ
が
初
め

て
ま
と
め
ら
れ
た。

m
万
人
当

た
り
の
が
ん
の
発
生
率
を
み
る

と
、
原
発
か
ら
約m
J
以
上
離

れ
た
会
海
地
方
は
幻
・
7

人
。

原
発
周
辺
の
「
避
難
区
成
等
」

と
福
島
市
な
ど
の
「
中
通
り
」
、

い
わ
き
市
な
ど
の
「
浜
通
り
」

は
い
ず
れ
も
あ
人
前
後
だ
っ

た
。

県
は
、
会
海
地
方
は
精
密

検
査
が
終
わ
っ
て
い
な
い
人
が

多
い
た
め
、
今
後
、

が
ん
と
診

断
さ
れ
る
人
が
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
と
み
て
い
る。

福
島
県
の
県
民
健
康
調
査
検

討
委
員
会
座
長
の
昼
北
斗
・
墨 来

の
変
化
を
み
る
基
準
に
し
、

検
査
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
け

る
方
針
だ。
(
大
岩
ゆ
り
)

「
今
後
も
注
視
を
」

東
北
大
の
細
弁
務
夫
教
授

(
放
射
線
生
物
学
)
の
話
現

在
の
が
ん
は
精
度
の
高
い
検
査

で
調
べ
て
い
る
の
で
見
つ
か
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

被
曝

の
影
響
が
出
る
か
ど
う
か
は
今

後
、

注
意
深
く
み
て
い
く
必
要

が
あ
る。朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月

M
日
(
日)

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
2

日
(
土
)
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エ
ボ
ラ

患者2000人超西アフリカ

西
ア
フ
リ
カ
で
猛
威
を
ふ
る
う
エ
ボ
ラ

出
血
熱
。
疑
い
例
も
含
む
患
者
数
は

2

千

人
を
超
え
、
半
数
以
上
が
亡
く
な
っ
た
。

世
界
保
健
櫛
関(
W
H
O
)が
国
際
的
な

緊
急
事
態
を
宣
言
し
、
国
際
医
療
N
G
O

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
東
部
の
エ
ボ

ラ
出
血
熱
専
門
の
治
療
施
設
。

こ
こ
に
は
生
後
数
カ
月
の
赤
ち

ゃ
ん
か
らm
i
m
代
の
高
齢
者

ま
で
、
多
い
日
で
却
人
の
患
者

が
運
ば
れ
て
き
た
。
だ
が
、
承

認
さ
れ
た
治
療
薬
は
な
く
、
看

護
師
た
ち
は
解
熱
剤
や
点
滴
と

い
っ
た
対
症
療
法
し
か
で
き
な

い
。

「
治
り
ま
す
よ
」
と
言
っ

て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま

ま
、
発
症
後
、1
週
間
か
ら
凶

日
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、

な
か
に
は
入
院
後
数
時
間
で
死

に
至
っ
た
人
も
い
た
。

6

月
か
ら
約1
カ
月
、
国
境

な
き
医
師
団
の
一
員
と
し
て
従

事
し
た
看
護
師
の
吉
田
照
美
さ

ん
(
姐
)
は
回
目
、
朝
日
新
聞
の

取
材
に
対
し
て
現
地
の
状
視
を

語
っ
た
。

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
全
身
を

完
全
に
覆
う
防
護
服
や
マ
ス

ク
、
ゴ
l

グ
ル
な
ど
を
身
に
着

「
国
境
な
き
医
師
団
」
の
会
長
は
回
目
、

「
戦
争
」
と
訴
え
た
。

緊
張
が
高
ま
る
な

か
、
約
1

万
4

千
キ
ロ
離
れ
た
臼
本
で
も

「
万
が
ご
へ
の
備
え
が
始
ま
っ
た

。

け
て
患
者
と
接
す
る
。
緊
張
感

の
高
い
現
場
の
た
め
、
業
務
は

1

回
1

時
間
に
限
定。
患
者
の

急
増
に
医
療
従
事
者
の
数
が
追

い
つ
い
て
い
な
い。

医
療
従
事
者
た
ち
へ
の
感
染 も

深
刻
だ。

7

月
に
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
に
派

遣
さ
れ
た
畳
島
病
院
(
墓
京
都

板
橋
区
)
の
足
立
拓
也
医
長

(
叫
)
に
よ
る
と
、
活
動
し
た
病

院
で
は7
月
中
旬
時
点
で
必
人

海
外
の
話
題

富山化学工業
効果期待の薬

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
も
の
は

な
い
が
、
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
るh

も
の
の
一
つ
に
富
山
佑
学
工
業
(
本。

社
・

車
京
)
が
開
発
し
た
「
フ
ァ
ビl一
フ

ピ
ラ
ビ
ル
」
が
あ
る
。

f

今
年3
月
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン汁

ザ
の
治
療
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
たt

が
、
海
外
の
論
文
で
は
、
エ
ボ
ラ
ウ行

イ
ル
ス
に
感
染
さ
せ
た
マ
ウ
ス
に
投円

与
し
た
実
験
な
ど
で
、
ウ
イ
ル
ス
の

増
殖
を
抑
え
、
生
存
率
や
生
存
期
間

の
看
護
師
の
う
ちU
人
が
感
染

し
、5
人
が
死
亡
し
た。現
場
責

任
者
の
医
師
も
死
亡
し
、
ス
タ

ッ
フ
の
動
揺
や
土
気
の
低
下
に

も
つ
な
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

足
立
さ
ん
に
よ
る
と
、
今
回 の

流
行
で
感
染
し
た
医
療
従
事

者
は
1
0
0

人
以
上
に
の
ぼ
る

と
い
い
、
足
立
さ
ん
は
「
人
類

が
知
恵
を
絞
っ
て
対
策
に
あ
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴

え
る
。

ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る

関
空
は
監
視
強
化

病
院
も
協
議

外
務
省
は8
目
、
ギ
ニ
ア
な

ど
3

国
の
在
留
邦
人
約1
0
0

人
に
早
め
の
退
避
検
討
を
、
渡

航
者
に
は
渡
航
延
期
を
呼
び
か

7

た
。

日
本
で
感
染
が
広
が
る
可
能

性
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は

現
段
階
で
は
「
非
常
に
低
い
」

と
み
る
。

流
行
固
と
の
聞
に
直

行
便
が
な
く
往
来
が
少
な
い
う

え
、
空
気
感
染
は
し
な
い
た

め
、
治
療
に
当
た
っ
た
医
療
従 事

者
以
外
へ
の
感
染
は
考
え
に

く
い
か
ら
だ
。

た
だ
、
感
染
者
が
出
る
と
受

け
入
れ
先
と
な
る
感
染
症
指
定

医
療
機
関
(
特
定
、
第
1

種
)

は
全
国
にU
病
院
回
床
し
か
な

く
、
水
際
で
侵
入
を
防
ぐ
の
が

最
優
先
の
課
題
だ
。

「
西
ア
フ
リ
カ
に
渡
航
ま
た

は
居
住
さ
れ
て
い
た
方
は
、
検

疫
官
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
」
。
関
西
空
港
で
は
検
疫
所 が

9

日
か
ら
入
国
者
に
放
送
で

申
告
を
呼
び
か
け
始
め
た。
検

疫
官
は
入
国
者
の
表
情
や
、
発

熱
の
有
無
を
一
ホ
す
サ
l

モ
グ
ラ

フ
ィ
l

の
薗
面
に
自
を
凝
ら

す
。

エ
ボ
ラ
は
最
長3
週
間
の

潜
伏
期
聞
が
あ
り
、
感
染
後
、

症
状
が
出
な
い
う
ち
に
入
国
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
申
告

で
感
染
の
疑
い
が
あ
る
人
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
入
国
後

の
発
症
に
も
備
え
る
取
り
組

み
だ。

8

月
に
入
っ
て
申
告
が
あ
っ

た
の
は
数
人
。
体
混
測
定
と
問

診
を
し
、
潜
伏
期
間
内
に
発
熱

し
た
場
合
は
連
絡
す
る
よ
う
伝

え
た
と
い
う
。

関
西
の
大
学
に

通
う
男
子
学
生
(
四
)
は
西
ア
フ

リ
カ
の
ガl
ナ
で
2

週
間
、
教

育
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、
日

日
に
帰
国。

「
現
地
で
は
情
報

が
乏
し
く
状
視
が
分
か
ら
な
か

っ
た
」
と
話
し
た
。

が
向
上
し
た
と
す
る
報
告
が
あ
る
。

開
発
の
共
同
研
兜
者
の
白
木
公
康

・
富
山
大
教
授
(
ウ
イ
ル
ス
学
)
に

よ
る
と
、
従
来
の
イ
ン
フ
ル
治
療
薬

と
異
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
過
程

を
阻
止
す
る
こ
と
で
、
治
療
効
果
が

あ
る
と
い
う
。

ウ
イ
ル
ス
が
増
え
る
仕
組
み
は
、

種
を
ま
た
い
で
共
通
す
る
部
分
が
多

い
こ
と
か
ら
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
へ
の

効
果
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

(
野
中
良
祐
)

と
、
現
地
を
訪
れ
た
国
境
な
き

医
師
団
の
ジ
ョ
ア
ン
ヌ・
リ
ュ

l

会
長
は
白
目
、
「
戦
争
の
よ

う
」
と
語
り
、
感
染
の
抑
え
込

み
に
は
半
年
程
度
か
か
る
と
の

見
通
し
を
示
し
た

。

関
空
対
岸
に
あ
り
、
エ
ボ
ラ

の
患
者
が
出
た
揚
合
の
搬
送
先

と
な
る
「
り
ん
く
う
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
」
(
大
阪
府
泉
佐
野

市
)
で
は
日
目
、
医
師
や
看
護

師
が
検
疫
所
の
職
員
と
情
報
共

有
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪

れ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・

ジ
ャ
パ
ン
(
大
阪
市
)

は
、
産
業
医
と
入
園
者
に
対
す

る
対
策
に
つ
い
て
相
識
を
始
め

た
。
広
報
担
当
者
は
「
流
行
す

れ
ば
施
設
運
営
に
と
っ
て
大
き

な
リ
ス
ク
。
専
門
家
の
意
見
を

聞
き
、
対
応
を
決
め
た
い
」
と

話
し
た。
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エポラ出血織の患者敵・死者織の雄穆
2400 r(人 WHOまとめ

2∞0 1 
1600 

1200 

800 

4∞ 

022日 1 15 
-3月 J 14月 |

1 15 
1 8月

2 17 
17月 l

1 17 
16月 l

1 12 
15月l

ヱ
ポ
ラ
幽
風
"
が
鎗
生
し
て

い
る
酉
ア
フ
リ
カ
@
4
カ
圃

エボラ出血熱
エボラウイルスによる感染症で、感染して 2 ~

21日間で発熱や頭痛、のどの痛みが現れる。 下痢

や肝臓 ・ 腎臓機能の異常が生じ、末期には吐血や

下血をして死に至る。 1976年に旧ザイールなどで
見つかった。 エボラの名は初期の患者発生地場の

川の名称に由来する。 患者の血液や吐いたものな

どに触れることで感染する。 空気感染はせず、 症

状のない人からの感染もない。

今回は 3 月にギニアで患者が増え始め、 リ ベ リ
ア、シエラレオネ、 ナイジエリアに鉱大した。 西

アフリカでの流行は今回が初めてで、 WHOによ
ると15日時点で疑い例を含む患者数は2127人、う

ち死者は1145人。 WHOは 8 日、 「国際的に懸念

される公衆衛生の緊急事態J を宣言した。 人での
安全性や効果が確認されていない開発段階の薬や

ワクチンの投与を、緊急的に条件付きで認める方

針を示している。

患者数

• • • 1 29 79 
I I I 
28 78 311 
人人人

エ
ボ
ラ
早
期
診
断
北
大
が

西
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
大
窪
付

し
、
死
者
が1
千
人
を
超
え
た

エ
ボ
ラ
出
血
熱。
北
海
道
大
は

ア
フ
リ
カ
南
部
・
ザ
ン
ピ
ア
の

首
都
ル
サ
カ
に
置
い
た
拠
点

で
、
地
元
研
究
者
と
一
緒
に
、

感
染
の
疑
い
が
あ
る
患
者
を
繁

早
く
見
極
め
る
検
査
法
の
導
入

に
取
り

組
ん
で
い
る。

ザ
ン
ビ
ア
の
拠
点
は20
0

7

年
、
文
部
税
学
省
の
感
染
症

研
究
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
(
J
l
G
R
I

一一---A

役

拠点ある

ザンピアで検査

D
)
で
ザ
ン
ビ
ア
大
獣
医
学
部

に
世
値
さ
れ
た
。

さ
ら
に
和
学

技
術
振
興
機
構
情(JS
T

)
と

国
際
協
力
機
構(
J
I
C
A
)

の
支
援
を
得
て
、
北
大・人
獣

共
通
感
染
症
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
か
ら
3

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
、
野
生
動
物
が
何
の
病
原

体
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
探
し

当
て
た
り
、
病
原
体
の
感
染
の

広
が
り
方
を
分
析
し
た
り
す
る

研
究
を
進
め
て
い
る。

今
回
の
エ
ボ
ラ
出血
熱
の
患

者
の
発
生
は、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

や
リ
ベ
リ
ア
、
ギ
ニ
ア
な
ど
西

ア
フ
リ
カ
が
主
で、
ザ
ン
ビ
ア

周
辺
は
流
行
地
域
か
ら
は
外
れ

て
い
る
。

し
か
し
今
月8
日
に

世
界
保
健
機
関(
W
H
O
)が

「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
出
し
た

た
め
、

ザ
ン
ビ
ア
政
府
は
感
染

者
の
発
生
時
に
迅
速
な
診
断
と

患
者
の
隔
離
態
勢
を
整
え
る
こ

と
を
決
め
た。

疑
わ
し
い
患
者
が
ザ
ン
ビ
ア

園
内
で
見
つ
か
れ
ば
、
検
体
は

同
国
政
府
の
要
請
を
受
け
た
ザ

ン
ビ
ア
大
学
獣
医
学
部
に
持
ち

込
ま
れ
る
が
、
授
術
が
十
分
で

な
い
た
め
、
北
大
ザ
ン
ピ
ア
拠

海
外
の
話
題

点
が
全
面
協
力
し
、
実
質
的
に

検
査
を
担
っ
て
い
る
。

患
者
の血
液
か
ら
抽
出
し
た

遺
伝
子
を
増
や
し
、
ウ
イ
ル
ス

の
遺
伝
子
型
を
検
出
す
る
「
P

C
R
法
」
で
疑
い
例
を
よ
り
分

け
る
。

遺
伝
子
の
増
殖
が
早
く

進
む
検
査
法
の
活
用
も
検
討
中

だ
。

従
来
の
方
法
は35
4

時

間
か
か
る
が
、
新
し
い
方
法
だ

と
1

時
間
程
度
で
済
む
と
い

う
。

流
行
地
場
か
ら
ザ
ン
ピ
ア

に
帰
国
し
、
体
調
が
惑
い
人
の

検
体
を
調
べ
て
い
る
が
、

ま
だ

患
者
は
出
て
い
な
い
と
い
う
。

エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
治
療
法
は

確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

ウ
イ
ル

検疫ブースにあるサーモグラフィ ーのモニター。 37 .5
度以上の勲があると 、赤〈表示される=15日 、関西空港

日 (大阪) ・ 朝刊 | 加4年8月 17 日 ( 日 ) I ~ 

ス
を
長
く
研
究
し
、
動
物
実
験

で
治
療
法
も
探
っ
て
き
た
人
獣

共
通
感
染
症
リ
サー
チ
セ
ン
タ

ー
の
高
田
礼
人
教
授
は「今
回

の
大
舞
付
を
療
に
治
療
薬
の
研

兜
開
発
を
各
国
の
製
薬
会
社
が

進
め
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

高

田
教
授
は
汀
目
、
支
援
物
資
を

ザ
ン
ビ
ア
拠
点
に
届
け
る
た
め

日
本
を
発
つ
予
定
だ
。

(松
本
理
恵
子
、

熊
井
洋美
)
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佐賀大病院

昨酉
監昆ヨ

置寵3
EZ晋
毎詞

1

・

7

問
ン

ア
l

チ
状

佐
賀
大
附
属
病
院
は1
日
、

2
0
0
1

年
7

月
に
却
代
の
女

性
患
者
(
当
時
)
に
心
臓
手
術

を
行
っ
た
際
、
繕
合
に
使
っ
た

針
を
取
り
残
す
医
療
事
故
が
あ

っ
た
と
発
表
し
た
。

針
は
日
年

問
、
心
臓
に
残
さ
れ
た
ま
ま
だ

っ
た
が
今
年7
月
、
心
臓
の
再

手
術
に
合
わ
せ
て
取
り
出
し

た
。

健
康
被
害
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う。

病
院
側
は
手

術
時
に
針
の
数
を
誤
っ
て
確
認

し
た
可
能
性
が
高
い
と
し
て
、

会
見
で
謝
罪
し
た
。

病
院
に
よ
る
と
、
針
は
金
属

製
で
長
さ1
・

7
Hン
の
ア
ー

チ

状
。

心
臓
の
右
心
房
の
中
に
残

発
見
5

年
後
に
摘
出

さ
れ
て
い
た。

女
性
患
者
は
心

臓
の
大
動
脈
弁
を
生
体
弁
に
置

換
す
る
な
ど
の
手
術
を
受
け
、

縫
合
に
使
っ
た
針
を
確
認
す
る

際
、
数
を
誤
っ
た
と
み
ら
れ
、

術
後
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
な
ど

で
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

女
性
患
者
はω
年
叩
尺

別
の
心
臓
の
病
気
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
、
的
年
に
撮
影
し

て
い
た
心
臓
の
動
画
を
確
認

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
針
が
残
っ

て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た。

病
院
側
は
針
が
内
膜
で
固
定
さ

れ
て
お
り
、
容
体
が
悪
他
す
る

可
能
性
は
低
い
と
判
断
、
針
の

位
置
を
経
過
観
察
し
な
が
ら
再 手

術
に
合
わ
せ
て
取
り
出
し

た
。患

者
側
が
術
後
の
公
表
を
望

ん
だ
こ
と
か
ら
、
容
体
の
安
定

を
待
っ
て
会
見
を
聞
い
た
と
い

う
。

森
田
茂
樹
院
長
は「体
内

に
針
を
残
す
の
は
重
大
な
事
故

で
あ
り
、
患
者
に
精
神
的
、
身

体
的
苦
痛
を
与
え
、
県
民
の
信

頼
も
損
ね
た
こ
と
を
深
く
お
わ

び
す
る。
再
発
防
止
に
努
め
る」

と
話
し
た。

佐
賀

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
2

日

(
土
)

岡
崎
市
民
病
院
手
術
ミ
ス

市
、
賠
償
金
山
万
円
支
払
い
ヘ

岡
崎
市
民
病
院
は
二
十

日
、
手
術
ミ
ス
で
左
肩
を

動
か
す
神
経
に
障
害
を

月
、
岡
崎
市
民
病
院
皮
膚
手
術
は
当
時
九
年
目
の
医
師
に
相
談
し
て
い
れ
ば

科
で
首
の左
後
ろ
部
分
に
三十
代
男
性
医
師
(
一
三
危
険
を
認
識
す
る
こ
と
も

で
き
た
良
性
腫
療
の
こ
ぷ
年
三

月
末
で
依
願
退
職
)
で
き
た
は
ず
」
と
話
し

医
療
事
故

・

訴
訟

甲
州
市
の
診
療
所
で
7
月
、
5

ン
を
接
種
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

歳
の
兄
に
接
種
す
る
予
定
だ
っ
た
誤
つ
て
は
し
か
と
風
疹
の
混
合
ワ

は
し
か
と
風
疹
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
と
い
う
。
担

を
、3
歳
の
弟
に
接
種
す
る
ミ
ス
当
者
が
す
ぐ
ミ
ス
に
気
付
き
、
兄

が
あ
っ
た
こ
と
が
回
目
、
市
へ
の
に
は
予
定
通
り
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

取
材
で
分
か
っ
た
。
市
内
の
別
の
接
種
し
た
。

診
療
所
で
は
昨
年
9

月
、
期
限
切
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
は
し

れ
の
ワ
ク
チ
ン
を1
歳
6

カ
月
の
か
と
風
疹
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
予

女
児
に
接
種
し
て
い
た
こ
と
も
判
防
接
種
法
施
行
令
で
、
-
歳
の
間

明
。
い
ず
れ
も
健
康
被
害
は
確
認
と
小
学
校
入
学
前

1

年
間
の2
目

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
接
種
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

市
に
よ
る
と
、
ミ
ス
が
発
覚
し
れ
以
外
の
時
期
に
任
意
で
接
種
し

た
の
は
、
い
ず
れ
も
市
が
定
期
予
て
も
法
律
に
は
抵
触
せ
ず
、
「
健

防
接
種
を
委
託
し
て
い
る
診
療
康
被
害
の
恐
れ
は
ほ
ぼ
な
い
」
(
同

所
。
こ
の
う
ち1
カ
所
で
は7
月
省
)
と
い
う
。

7
日
、
5
歳
と
3

歳
の
兄
弟
が
訪
一
方
、
市
内
の
別
の
診
療
所
で

れ
た
際
、
弟
に
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
は
昨
年

9

月
、
期
限
が1
カ
月
過

甲州の診療所

兄
と
弟
間
違
え
/
期
限
切
れ
使
用

ワ
ク
チ
ン
接
種
ミ
ス
2

件

滴
。

そ
の
後
も
投
薬
さ
れ
、

2

月
2

日
に
呼
吸
不
全
や

全
身
に
赤
み
が
帯
び
る
な

ど
の
症
状
が
現
れ
て
、
死

大
垣
市
民
病
院
(
岡
市
は
昨
年
7

月
に
呼
吸
困
難
で
し
た
。

南
煩
町
)
は
お
目
、
今
年
で
入
院
。

抗
菌
薬
「ス
ル
病
院
は
「
死
因
は
肺
が

2

月
、
肺
が
ん
な
ど
を
患
パ
シ
リ
ン
」
の
点
滴
を
受
ん
の
可
能
性
が
高
い
が
、

っ
て
い
た
岡
市
内
の
女
性
け
た
と
こ
ろ
、
首
や
右
半
点
滴
に
よ
っ
て
呼
吸
不
全

医
療
ミ
ス

、

制
万
円
賠
償

大
垣
市
民
病
院女
性
患
者
が
死
亡

ぎ
た
3
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
、
百
日
ぜ
き
)
ワ
ク
チ
ン

を
1

歳
6

カ
月
の
女
児
に
接
種
し

た
。

市
職
員
が
ワ
ク
チ
ン
費
用
に

関
す
る
書
類
を
確
認
し
た
際
に
ミ

ス
に
気
付
い
た
。

市
は
問
題
発
覚
後
、
予
防
接
種

の
対
象
者
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
穫
期

限
の
確
認
を
徹
底
す
る
よ
う
市
内

の
医
療
機
関
に
文
曾
で
通
知
し

た
。

〈横
内
史
負〉

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
間
山
田
(
土
)
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与
え
た
と
し
て
、
首
の
良
(
直
径
約
四
侍
)
を
切
り
が
担
当
。
病
院
に
よ
る
「
手
術
の
際
は
担
当
医
一

性
腫
療
を
切
り
取
る
手
術
取
っ
た

。

術
後
、
左
肩
が
と
、
そ
の
医
師
は
、
腫
湯
人
で
判
断
せ
ず
、
複
数
の

を
受
け
た
市
内
の
六
十
う
ま
く
回
ら
ず
、
肩
を
す
の
周
囲
に
あ
る
神
経
を
傷
医
師
で
相
談
す
る
こ
と
を

代
男
性
に
領
害
賠
償
金
百
く
め
た
り
袖
に
腕
を
通
し
つ
け
る
可
能
性
を
考
慮
し
徹
底
し
、
再
発
防
止
を
図

十
五
万
円
を
支
払
う
と
た
り
す
る
動
作
に
支
障
が
て
お
ら
ず
、
上
司
で
あ
る
り
た
い
」
と
謝
罪
し
た

。

発
表
し
た。
市
は
関
連
議
あ
り
、
一
三
年
二
月
に
同
ベ
テ
ラ
ン
医
師
に
も
事
前
(帯
回
祥
尚)

案
を
九
月
一
日
開
会
の
市
病
院
整
形
外
科
で
再
診

。

に
相
談
し
て
い
な
か
っ

議
会
定
例
会
に
提
出
す
顔
筋
の
手
術
で
一
部
の
神
た

。

る
。

経
が
損
傷
し
た
た
め
と
診
市
民
病
院
の
浅
岡
峰
雄

男
性
は
二O
一
二
年
七
断
さ
れ
た。

副
院
長
は
「
事
前
に
他
の

胸
腔
に
点
滴
液
心

大
阪
市
立
大
付
属
病
院

(
大
阪
市
阿
倍
野
区
、
石

河
修
院
長
)
は
盟
国
、
入

院
患
者
の
心
臓
に
つ
な
が

る
血
管
に
カ
テ1
テ
ル
と

呼
ば
れ
る
細
い
管
を
入
れ

た
際
、
誤
っ
て
血
管
外
に

挿
入
し
た
た
め
、
患
者
が

心
停
止
し
て
低
酸
素
脳
症

と
な
る
商
事
故
が
あ
っ
た
と

発
表
し
た
。

病
院
に
よ
る
と
患
者
は

入
院
中
の
的
代
の
女
性
。

事
故
は7
月
幻
日
午
前9

時
ご
ろ
、
栄
差
補
給
の
た

中
日
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
釘
目
(
木
)

.LI:::. 
生
措
置
で
心
拍
が
再
開
し

た
が
、
低
限
索
脳
症
の
状

態
が
続
い
て
い
る
。

石
河
院
長
は
会
見
で

「
深
く
お
わ
び
し
ま
す
。

今
後
、
再
発
防
止
に
努
め

た
い
」
と
謝
罪
し
た
。

【斎
藤
広
子
、
松
井
聡】

毎

日

(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
8

月
沼
目
(
木
)

H

当
時
(部
)H
に
ア
レ
ル
身
に
赤
み
を
帯
び
る
症
状
が
悪
化
し
た
可
能
性
が
あ

ギ
l

が
起
こ
る
抗
菌
薬
を
が
出
た
た
め
、
こ
の
薬
を
る

。

最
後
の
時
聞
を
苦
し

誤
っ
て
点
滴
し
、
死
亡
さ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
疑
い
の
あ
め
て
し
ま
っ
た

」と
し
た
。

せ
る
医
療
ミ
ス
が
あ
っ
た
る
薬
剤
と
し
て
電
子
カ
ル
薬
の
処
方
時
に
電
子
カ
ル

と
発
表
し
た。
病
院
が
遺
テ
に
登
録
し
た
。

テ
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
注
意

族
に
謝
罪
し
、7
月
9

日
今
年
1

月
出
目
、
女
性
を
促
す
表
示
を
す
る
な

に
損
害
賠
償
金40
0

万
が
呼
吸
困
難
と
な
り
搬
送
ど
、
再
発
防
止
に
努
め
る

。

円
を
支
払
う
一
示
談
の
覚
書
さ
れ
た
際
、
医
師
が
電
子

を
交
わ
し
た。

カ
ル
テ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
情

病
院
に
よ
る
と
、
女
性
報
を
見
落
と
し
、
薬
を
点
岐
阜
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
お
日
(
火
)

患
者
に
薬
剤
重
複
投
与

県立中央病院

点
滴
と
内
服
、
同
じ
成
分

山
梨
県
立
中
央
病
院
で
7
月
下

旬
ご
ろ
、
看
護
師
が
患
者
一
人
に

同
じ
効
き
目
が
あ
る
薬
剤
を
重
複

し
て
投
与
し
て
い
た
こ
と
が
釘

目
、
病
院
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た

。

病
院
医
療
局
に
よ
る
と
、
看
護

師
は
医
師
か
ら
患
者
へ
の
投
薬
に

つ
い
て
、
点
滴
か
ら
内
服
薬
に
切

り
替
え
る
よ
う
指
示
を
受
け
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
点
滴
を
続
け
な

が
ら
内
服
薬
を
重
複
し
て
患
者
に

投
与
し
た
。
看
護
師
は
直
後
に
間

違
い
に
気
付
い
た
。
重
複
し
た
ケ

ー
ス
は
1

回
だ
け
だ
っ
た
と
い

う
。内

服
薬
は
点
滴
と
同
じ
成
分
の

薬
で
、
投
与
量
は
点
滴
と
合
わ
せ

医
療
事
故

・

訴
訟

て
も
常
用
量
を
下
回
っ
て
お
り
、

病
院
は
「
患
者
の
健
康
に
影
響
は

な
い
」
と
し
て
い
る
。

病
院
は7
月
か
ら
、
こ
の
内
服

薬
を
含
む
臼
品
目
の
薬
を
後
発
医

薬
品
(
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
)

に
変
更。
重
複
投
与
の
問
題
で
は
、

薬
の
名
称
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
看

護
師
が
間
違
い
に
気
付
か
な
か
っ

た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
病
院

は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
取
り

扱
う
際
は
十
分
に
確
認
す
る
よ
う

注
意
喚
起
し
た
。〈樋
川
義
樹〉

山
梨
日

日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
筏
日
(
木
)

大
阪
市
大
病
院
が
医
療
ミ
ス

め
に
首
か
ら
血
管
に
カ
テ6
時
ご
ろ
に
は
呼
吸
が
乱

ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
際
に
れ
始
め
、
酸
素
吸
入
で
対

起
き
た
。
加
代
の
医
師
2

応
し
た
。
さ
ら
に
別
の
医

人
が
挿
入
し
た
カ
テl
テ
師
が
1

時
間
後
に
診
察
し

ル
が
撞
官
出
て
点
滴
最
も
異
常
に
気
付
か
ず

液
が
胸
腔
に
た
ま
り
、
放
置
。
女
性
は
間
9

時
ご

女
性
は
乙
の
日
午
後
日
時
ろ
に
再
び
胸
痛
を
訴
え
た

過
ぎ
に
心
停
止
し
た
。
女
た
め
、
夜
間
当
直
の
別
の

性
は
現
在
治
療
を
受
け
て
医
師
が
心
電
図
を
使
っ
て

い
る
が
、
意
識
不
明
の
状
診
察
し
た
が
、
不
整
脈
な

態
だ
と
い
う
。
女
性
は
午
ど
は
な
く
経
過
観
察
に
と

前
日
時
過
ぎ
に
胸
の
違
和
ど
め
た
。
女
性
は
午
後
日

感
を
訴
え
た
が
、
別
の
医
時
ご
ろ
容
体
が
感
化
し
、

師
は
心
電
図
な
ど
か
ろ
奥
血
液
と
C
T
の
検
査
な
ど

常
は
な
い
と
判
断
。
午
後
で
事
故
が
分
か
っ
た
。
蘇
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患
者
が
予
期
せ
ず
に
死
亡
し
た
医
療
事
故
で
、
原
因
を
分
析
し
て
再
発
防
止
に
役
立
て
る
医
療

故
調
査
制
度
が
来
年
秋
か
ら
動
き
出
す

。

事
故
が
起
き
た
場
合
は
第三者
機
関
に
届
け
出
る
が
、

厳
初
に
調
査
す
る
の
は
医
療
機
関
自
身
だ

。

こ
れ
ま
で
の
内
部
調
査
は
「事
故
隠
し」
や
個
人
に

責
任
転
嫁
す
る
事
例
も
あ
り
、
厚
生
労
働
省
は
調
査
の
指
針
作
り
を
進
め
て
い
る

。

遺
族
ら
は
「過

去
の
教
訓
を
生
か
し
て
透
明
性
の
高
い
調
査
態
勢
を
つ
く

っ

て
ほ
し
い」
と
求
め
て
い
る。

「医
療
事
故
で
亡
く
な
る
人

は
年
間4
万
人
と
い
う
試
算
が

あ
る
」
。
2

日
、
東
京
医
大
病

院
(東
京
・

新
宿
)
で
開
か
れ

た
「医
療
安
全
醤
い
の
日」の

講
演
で
、
名
古
屋
大
医
学
部
の

長
尾
能
雅
教
授
は
医
師
や
看
護

師
な
ど
病
院
職
員
を
前
に
語
り

掛
け
た。
「
日
本
人
の
死
因
で

は
、
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管

疾
患
、
肺
炎
に
次ぐ
5

位
に
相

当
す
る
可
能
性
が
あ
る」と
続

け
、
「医
療
に
は
万
単
位
の
リ

ス
ク
が
あ
る」
と
強
制
し
た。

同
病
院
で
は2
0
0
4

年
、

同
じ
医
師
が
執
万
し
た
心
臓
手

術
で
患
者
の
死
亡
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
が
内
部
告
発
で
発

覚
。

遺
族
ら
の
証
拠
保
全
か
ら

4

日
後
、
内
部
調
査
の
結
果
と

し
て
「合
併
症
な
ど
が
原
因
」

と
事
故
を
否
定
。

だ
が
第
三
者

の
専
門
家
に
よ
る
調
査
委
員
会

は
「未
熟
な
医
師
に
熊
手
術
を

さ
せ
て
い
た」
「
患
者
の
安
全

よ
り
医
師
の
訓
練
を
重
視
し
た

医
療
事
故」
と
覆
し
、
内
部
調

査
の
限
界
を
露
呈
し
た
。

医療事故調査
ぐえるか

断
だ
け
で
は
な
い
客
観
性
と
公

平
性
が
不
可
欠」
と
教
訓
を
生

か
す
こ
と
をg
E。

昭
和
大
藤
が
丘
病
院
(
横
浜

市
)
で
ω
年
に
副
憐
極
痕
の
腹

股
(ふ
く
く
う
)
鋭
手
術
後
に

亡
く
な
っ
た
女
性(当
時
鈎
)

の
ケl
ス
も
教
訓
の1
つ
だ。

病
院
側
は
「医
療ミ
ス
で
は
な

い
」
と
し
て
い
た
が
、
堂
ム
E
N
V

手
術
の
動
画
を
鑑
定
し
た
結

果
、
脂
肪
と
間
違
え
て
勝
臓
(
す

い
ぞ
う
)
の
一
部
を
切
除
し
た

合
、
原
因
を
分
析
し
て
再
発
を

防
止
す
る
た
め
の
調
査
が
全
医

療
機
関
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た。
医
療
機
関
は
第

三
者
機
関
「医
療
事
故
調
査・

支
援
セ
ン
ター
」
に
結
果
を
報

告
す
る
仕
組
み。
厚
生
労
働
省

は
7

月
に
研
究
班
を
設
置
、
調

査
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
を
す こ

と
が
判
明
、
謝
罪
し
た
。

同
病
院
の
内
部
調
査
に
は
東

京
医
大
病
院
と
同
様
、
事
故
に

関
わ
る
診
療
税
部
長
が
関
わ
っ

て
い
た
。

医
療
問
題
弁
護
団
代

表
の
鈴
木
利
広
弁
議
士
は「事

故
に
関
与
し
た
診
療
糾
の
関
係

者
は
当
事
者
に
極
め
て
近
く
、

調
査
対
象
に
も
な
る
。

公
正
性

確
保
の
た
め
調
査
委
員
に
す
べ

医
療
安
全

毎
年
8

月
に
開
催
し
て
い
る
東
京
医
大
病
院
の

「医
療
安
全
容
い
の
白
」
の
講
演
(2
日

)

透
明
性
ど
う
確
保

「
教
訓
生
か
し
て
」

女
児
が
心
臓
手
術
後
に
死
亡
し

た
事
故
も
内
部
調
査
が
覆
さ
れ

た
。

人
工
心
肺
装
置
の
回
転
数

を
上
げ
た
こ
と
が
原
因
と
し
、

担
当
医
は
笹
視
庁
に
業
務
上
過

失
致
死
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
学
会
の
検
証
で

装
置
の
不
具
合
が
判
明
。

判
決

で
は
担
当
医
の
過
失
は
否
定
さ

れ
て
無
罪
が
確
定
し
た
。

な
る
湯
合
は
併
記
す
べ
き
だ
」

と
訴
え
る。

同
病
院
で
は
今
年2
月
、
子

供
に
は
原
則
禁
止
の
鎮
静
剤

「プ
ロ
ポ
フ
ォー
ル
」
を
投
与

さ
れ
た
男
児
(当
時
2
)
が
死

亡
す
る
事
故
が
起
き
た
が
、
投

与
の
事
実
を
遺
族
に
伝
え
ず
に

院
内
で
解
句
そ
の
後
に
内
部

調
査
を
始
め
た
た
め
、
遺
族
は

新
た
な
医
療
事
故
の
調
査
制

度
は
、
結
果
を
厚
生
労
働
省
な

ど
に
通
知
し
な
い
た
め
、
仮
に

医
師
の
過
失
が
重
大
と
判
断
さ

れ
て
も
医
師
免
許
の
取
り
消
し

ゃ
停
止
な
ど
行
政
処
分
に
は
直

結
し
な
い。
「事
故
を
起
こ
し
た

当
取
者
が
調
査
に
協
力
せ
ず
、

原
因
分
析
が
で
き
な
い」
と
い

う
声
が
上
が
っ
た
た
め
だ
。

医
師
免
許
を
与
え
る
厚生労

働
相
は
免
許
の
取
り
消
し
ゃ
停

止
な
ど
の
処
分
も
可
能
だ
が
調

査
権
限
が
弱
く
、
診
療
報
酬
の

不
正
請
求
や
刑
事
裁
判
で
確
定

し
た
湯
合
な
ど
事
実
が
明
確
な

ケ
l

ス
に
限
ら
れ
て
い
る
。

再発防止ヘ問われる姿勢

こ
う
し
た
中
、
民
事
訴
訟
の

判
決
を
基
に
処
分
し
た
初
の
事

例
が
1
9
8
0

年
に
発
覚
し
た

富
士
見
産
婦
人
税
病
院
事
件

だ
。

民
事
訴
訟
で「健
康
な
女
性

の
子
宮
や
卵
巣
を
摘
出
し
た
」

と
組
織
的
な
不
法
行
為
を
認
定

さ
れ
、2
0
0
4

年
に
最
高
裁

で
確
定
、
厚
労
省
は
元
院
長
の

免
許
を
取
り
消
し
た
。

だ
が
表

面
化
か
ら
約
お
年
要
し
た
。

事
故
調
査
で
技
量
不
足
な
ど

問
題
が
判
明
し
た
場
合
、
ど
う

対
応
す
る
の
か。
新
し
い
制
度

で
は
再
発
防
止
の
た
め
に
医
療

界
の
姿
勢
が
間
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。
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-
第
三
者
機
関
へ
の
朗
報
告
義

務
6

月
に
関
連
法
が
成
立

し
、
来
年ω
月
か
ら
治
療
中
の

患
者
が
予
期
せ
ず
死
亡
し
た
湯

医療事故調運用指針

す
め
て
い
る。

東
京
医
大
病
院

の
事
故
で
母
親
(
当
時
四
叩
)
を

亡
く
し
た
川
田
綾
子
さ
ん
(
必
)

は
「調
査
は
医
療
機
関
側
の
判

き
で
は
な
い」
と
主
張
す
る。

-
「誠
意
あ
る
対
応
不
可
欠
」

東
京
女
子
医
大
病
院
(
東
京

・
新
宿
)
で
凶
年
に
小
学
生
の こ

の
医
師
は
「内
部
調
査
報

告
書
の
誤
り
を
主
張
し
た
が
、

反
映
さ
れ
な
か
っ
た。
当
事
者

の
意
見
が
内
部
調
査
結
果
と
異 不

信
感
を
募
ら
せ
て
い
る

。

ω
年
に
診
断
ミ
ス
で
長
男

(
当
時5
)
を
亡
く
し
た
登
田

郁
子
さ
ん
(
必
)
は
、
病
院
が

院
内
調
査
の
限
界

今
春
以
降
、
東
京
女
子
医
大
病
院
や
千
葉

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
主
要
な
病
院
の

医
療
事
故
が
相
次
ぎ
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

折
し
も
先
月
、
来
年
ス
タ
ー
ト
す
る
医
療
事

故
調
査
制
度
の
具
体
的
な
運
用
方
法
を
示
す

指
針
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
前
例
の
教
訓
を

生
か
し
た
指
針
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

医療部
高梨ゆき子

-
乏
し
い
自
浄
機
能

東
京
女
子
医
大
病
院
の
事
故

は
、
人
工
呼
吸
中
の
小
児
に
使

用
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
鎮
静
剤

を
子
ど
も
が
投
与
さ
れ
、
死
亡

し
た
と
い
-
つ
も
の
。
千
葉
県
が

ん
セ
ン
タ
ー
の
方
は
、20
0

8

年
以
降
、
消
化
器
外
科
の
腹

臨
鏡
手
術
後
に
患
者
の
死
亡
が

相
次
い
だ
と
い
う
事
例
だ
。
そ

れ
ぞ
れ
内
容
は
異
な
る
が
、
た

ど
っ
た
経
過
に
は
注
目
す
べ
き

共
通
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
組
織
の
対
応
を
問

題
視
し
た
内
部
の
関
係
者
に
よ

り
、
事
態
の
詳
細
が
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ

と
だ
。
院
内
調
査
が
行
わ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
信
頼
性
が
疑

問
視
さ
れ
、
外
部
委
員
を
交
え

た
再
調
査
に
至
っ
て
い
る
点
も

共
通
し
て
い
る
。

こ
の
経
過
か
ら
う
か
が
え
る

の
は
、
組
織
の
自
発
性
と
自
浄

教
訓
に

み組仕の査調飯事療医
• 

機
能
の
乏
し
さ
だ
ろ
う
。
大
学

病
院
や
県
立
病
院
で
さ
え
こ
う

し
た
状
況
に
あ
る
の
を
見
る

と
、
他
で
も
起
こ
り
う
る
と
い

う
警
ぼ
容
易
に
拭
え
な
い
。

「
過
去
に
も
、
似
た
経
過
を

た
ど
っ
た
事
例
は
少
な
く
な

い
」
0

医
療
事
故
の
遺
族
ら
で

つ
く
る
「
患
者
の
視
点
で
医
療

安
全
を
考
え
る
連
絡
協
議
会
」

の
永
井
裕
之
代
表
は
そ
う
話

す
。例

え
ば
、
川
例
年
に
起
き
た
東

京
医
大
病
院
の
事
例
が
そ
う

だ
。
技
術
の
未
熟
な
医
師
に
よ

る
心
臓
手
術
で
患
者
の
死
亡
が 相

次
い
だ
。
報
道
で
事
態
が
表

面
化
し
た
後
、
外
部
の
専
門
家

に
よ
る
調
査
で
問
題
が
あ
ぶ
り

出
さ
れ
た
。

こ
れ
を
教
訓
に
、
同
病
院
は

毎
年8
月
、
医
療
安
全
を
テ
ー

マ
に
記
念
の
講
演
会
を
聞
い
て

き
た
。
今
月2
日
に
も
開
か
れ
、

坪
井
良
治
院
長
が
、
研
修
の
充

実
、
カ
ル
テ
や
手
術
映
像
の
開

示
な
ど
の
取
り
組
み
を
説
明

し
、
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

し
か
し
社
会
を
見
渡
せ
ば
、

川
年
後
の
今
も
、
医
療
事
故
を

巡
り
、
自
発
性
や
自
浄
機
能
に

疑
問
符
が
付
く
事
態
は
繰
り
返

医
療
安
全

さ
れ
る
調
査
の
た
め
に
最
初
か

ら
誠
意
あ
る
対
応
が
必
要
。

事

実
を
共
有
し
、
遺
族
の
思
い
や

疑
問
点
を
丁
寧
に
聞
き
取
っ
て

さ
れ
て
い
る
。

-
来
年
間
山
月
開
始

医
療
事
故
調
査
制
度
の
創
設

を
盛
り
込
ん
だ
地
域
医
療
・
介

護
確
保
法
が
今
年
6

月
に
成
立

し
、
来
年
間
月
の
制
度
ス
タ
ー

ト
が
決
ま
っ
た
。
制
度
は
、
予

期
し
な
い
死
亡
例
が
あ
っ
た
場

合
、
医
療
機
関
に
第
三
者
機
関

「
医
療
事
故
調
査・
支
援
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
届
け
出
を
義
務
づ

け
た
。
そ
の
上
で
医
療
機
関
は

院
内
調
査
を
し
、
セ
ン
タ
ー
と

遺
族
に
報
告
す
る
。
不
服
が
あ

れ
ば
、
遺
族
は
セ
ン
タ
ー
に
再

調
査
を
依
頼
で
き
る
。

つ
ま
り
制
度
の
概
要
を
見
る

と
、
医
療
機
闘
が
自
発
的
に
、

適
切
な
届
け
出
や
調
査
を
す
る

こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
千
葉
県
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
問
年
、
歯
科
医
の
無
資

格
麻
酔
が
横
行
し
て
い
た
事
実

を
内
部
告
発
し
た
志
村
福
子
医

師
は
「
問
題
が
あ
っ
て
も
十
分

な
対
応
を
し
な
い
病
院
も
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

当
時
、
消
化
器
外
科
で
術
後

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
4

年
8

月
引
日
(
木
)

聞
も
な
い
再
手
術
や
死
亡
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
も
訴
え
た
が

放
置
さ
れ
た
と
い
う
志
村
医

師
。
今
、
そ
の
問
題
が
表
面
化

し
、
「
病
院
が
調
査
を
し
な
い

場
合
で
も
、
患
者
遺
族
か
ら
第

三
者
機
関
に
申
し
入
れ
が
で
き

る
よ
う
に
し
な
い
と
、
公
正
で

は
な
い
と
思
う
」
と
話
す
。

制
度
導
入
を
前
に
、
織
者
の

研
究
班
が
先
月
か
ら
、
届
げ
出

や
調
査
の
手
順
、
方
法
な
ど
の

具
体
的
な
あ
り
方
を
示
す
指
針

に
つ
い
て
、
非
公
開
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。
結
論
は
年
度
内

に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
厚
生
労
働
省
が
運
用
指
針

を
完
成
さ
せ
る
予
定
だ
。

信
頼
さ
れ
る
制
度
に
す
る
に

は
、
た
と
え
対
応
に
問
題
の
あ

る
医
療
機
闘
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
公
正
で
客
観
的
な
調
査
の

道
が
開
か
れ
る
指
針
づ
く
り
が

欠
か
せ
な
い
。

読

士
冗
(
東
京
)
・
朝
刊
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子
供
の
ア
ト
ピ
l

性
皮
膚
炎

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
ど
う
使
う
?

皮
膚
に
か
ゆ
み
と
皮
膚
炎
が
繰
り
返
し
起
こ
る
ア
ト
ピ

l

性
皮
膚
炎
の
治
療
で

は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
塗
り
薬
カ
標
準
的
に
処
方
さ
れ
る

。

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
炎
症

を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
一
方
、
急
に
使
用
を
や
め
る
と
症
状
が
悪
化
す
る
な
ど
使
い

方
の
難
し
さ
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ア
ト
ピl
性
皮
虜
炎
の
ヱ
供
を
持
つ
親
た
ち
に

も
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
使
用
に
抵
抗
感
を
持
つ
人
が
い
る

。

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
の
か
。

(
間
関
鮒
)

「ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
使
う

と
か
ゆ
み
が
治
ま
っ
た
り
す

る
け
ど
、
強
い
薬
な
の
で
心

塵
副
作
用
で
皮
膚
が
薄

く
な
る
と
聞
い
た。
本
当
は

ど
う
な
の
か
」。
刊
日
、
札

幌
で
発
足
し
た
ア
ト
ピ
l

性

皮
膚
炎
の
子
供
を
持
つ
母
親

の
交
流
グ
ル
ー
プ「ア
ト
ピ

っ
こ
サ
ー
ク
ル
」
の
初
の
交

流
会
に
は
母
親
た
ち
9

人
が

集
ま
り
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に

つ
い
て
こ
ん
な
感
想
を
も
ら

し
た
。

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た

札
盟
巾
の
主
婦
、
震
季

子
さ
ん
(幻
)
は2
歳
の
長
男

が
律
葎3
カ
月
で
ア
ト
ピl

性
皮
縄
炎
を
発
症
。

ス
テ
ロ

イ
ド
剤
を
処
方
さ
れ
、
一
時

は
効
果
が
あ
っ
た
が
そ
の
後 は

顕
著
に
は
改
善
し
な
か
っ

た
。

医
師
か
ら
次
々
に
強
い

薬
を
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
不
安 を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

今

は
症
状
が
ひ
ど
い
時
に
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
を
使
う
が
、
そ
の

ほ
か
は
か
ゆ
み
止
め
の
漢
方

「アトピっこサークル」初の交
流会に集まった母親と子供たち

対処法など情報交換

医
薬
品
・
技
術
の
安
全

言語iiiiiiiiii開 引駐在;
同時刻時間苧屋宅建図園 g i 芸包蓄広雲警
宍誌弓警をち3522花園院 号 ; 32522?

科 i
i た事いト使みら

て ; z 。 空友干ぞ悲安
L j 十 雲請書注予言
f j 号 室害要書 2 下
2 j 3F娯53
5ヨ ! 1 つ食とアがゆ
沢 !

仁 6 0 し換ろる回

望 ;qEiZ諮
り竺 3 ん 。 にす台ぷ会

ヲ;;議 55??
; g 暮毒芸 RZ

札幌の母親グループ

宮沢仁院長

ウ
ス
ダ
ス
ト
、
細
菌
、
汗
、

食
物
、
心
理
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
要
因
が
加
わ
り
、
か
く
こ

と
で
症
状
が
悪
化
し
ま
す
。

多
く
は
小
学
校
に
上
が
る

ま
で
に
環
境
に
適
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
治
ま
る
例
が

多
い
の
で
す
が
、
治
り
に
く

い
子
も
い
ま
す。

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
、
症
状

の
度
合
い
に
よっ
て
薬
の
強

さ
を
選
び
、
ま
ず
し
っ
か
り

炎
症
を
抑
え
、
徐
々
に
弱
い

も
の
に
切
り
替
え
て
ゆ
き
ま

す
。

炎
症
の
起
き
た
部
位
や

状
態
に
舎
わ
せ
て
塗
る置
や

頻
度
、
期
間
、
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
な
ど
を
適
切
に
行
う
こ
と

で
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
か

ゆ
み
と
炎
症
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す。

た
だ
し
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

で
も
な
か
な
か
改
善
し
な
い

ケ
l

ス
や
、
何
も
し
な
い
で

治
る
ケl
ス
も
あ
り
ま
す。

ま
た
、
急
に
や
め
る
と
、
抑
え

ら
れ
て
い
た
肌
の
奥
宗
良

く
な
っ
て
か
ゆ
み
が
強
く
出

る
こ
と
が
あ
り
、
逆
に
よ
り

強
い
薬
が
必
要
に
なっ
て
し

ま
い
ま
す。
そ
の
ほ
か
、
炎
症

が
ひ
ど
く
な
り
感
染
を
起
こ

し
た
り
、
回
復
は
し
ま
す
が
、

皮
庸
が
薄
く
な
り
菌
に
対
す

る
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
た
り
す

る
副
作
用
も
あ
り
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
対
す
る

不
安
や
疑
問
を
訴
え
る
声
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
メ

リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
よ

く
理
解
し
た
上
で
使
用
す
る

か
ど
う
か
削
断
す
る
こ
と
が

大
切
で
す。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
沼
田
(
水
)

110 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております.



一E宇
ス

n

Q

「
ス
テ
ロ
イ
ド
が
入
っ
て
い

な
い
漢
方
ク
リ
ー
ム
」。

こ
ん

な
う
た
い
文
句
を
信
じ
、
ア
ト

ピ
1

性
皮
膚
炎
の
塗
り
薬
を
使

っ
た
全
国
の
患
者
が
症
状
の
懇

伯
を
訴
え
、
今
夏
に
も
集
団
提

訴
す
る。
処
方
し
た
の
は
横
浜

市
の
個
人
病
院。
な
ぜ
被
害
は

広
が
っ
た
の
か。

使
用
や
め
て

「
前
よ
り
悪
化
」

ki SOkuhou 

と安全管理総集版 2014年 11 号

「
私
の
顔
を
返
せ
」「土
下

座
し
ろ
」。

横
浜
市
内
で
医
院

側
が4
月
に
聞
い
た
説
明
会。

9
0
0

人
が
詰
め
か
け
、
怒
号

が
響
い
た。
高
校2
年
の
男
子

生
徒
は
「使
う
の
を
や
め
た
ら

症
状
が
以
前
よ
り
悪
佑
し
、
顔

に
風
が
あ
た
る
だ
け
で
激
痛
が

走
る
」
と
訴
え
た
。

問
題
の
塗
り
薬
は
横
浜
市
都

筑
区
の
山
口
医
院
(
山
口
了
三

院
長
)
が
約
凶
年
前
か
ら
「
漢

方
ク
リ
ー
ム
」
と
し
て
、

ア
ト

ピ
l

の
患
者
ら
に1
個
(5
匂
)

4

千
円
で
処
方
し
て
い
た。

だ

が
昨
秋
、
横
浜
市
に
「
効
き
す

ぎ
る
」
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ス
テ
ロ
イ
ド
混
入
が
発
覚
。

国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

5

段
階
あ
る
ス
テ
ロ
イ
ド
の
効

果
の
強
さ
で
、
最
も
強
い
成
分

が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

ス
テ
ロ
イ
ド
は
効
果
が
あ
る

半
面
、
使
用
方
法
に
よ
っ
て
は

皮
膚
が
萎
縮
し
て
薄
く
な
る
な

ど
の
副
作
用
が
あ
り、
被
害
者

の
多
く
は
「
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使

い
た
く
な
い
」
と
い
う
患
者
た

ち
だ
っ
た
と
い
う。

震
い
ア
ト
ピl
症
状
が
あ
る

長
男
(
4)を
持
つ
車
京
都
新
宿

区
の
主
婦
(
叩
)
も
そ
の
一
人

。

「
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
っ
て
い
な

い
病
院
を
探
し
回り
、
山
口
医

院
に
た
どり
つ
い
た。

症
状
が

と
た
ん
に
改
善
し『す
ご
い』

と
思
っ
た
」。
だ
が
使
用
を
や

め
て
か
ら
は
、
一
気
に
症
状
が

ぶ
り

返
し
た。

口
コ
ミ
か
ら

評
判
が
全
国
に

「
漢
方
」
の
名
称
も
人
気
に

拍
車
を
か
け
た。

神
奈
川
県
横

なぜ被害拡大ド「漢方クリーム」にステロイ

須
賀
市
の
主
婦
(
但
)
は
「
中
国

か
ら
漢
方
を
直
接
待
っ
て
き
て

い
る
と
言
わ
れ
、
飛
び
つ
い
て

し
ま
っ
た
」
と
話
す
。

ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込
み
ゃ
口

コ
ミ
で
も
評
判
は
全
国
に
広
ま

っ
た。

「
何
を
や
っ
て
も
ダ
メ

で
、

や
っ
と
息
子
に
合
う
お
薬

に
出
会
い
ま
し
た
」
。

昨
年3

月
、
女
性
タ
レ
ン
ト
が
こ
の
ク

リ
ー
ム
に
つ
い
て
ブ
ロ
グ
に曾

き
込
む
と
、

「
病
院
を
教
え

て
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
相
次

い
だ。

被
害
弁
護
団
は
「
こ
の

タ
レ
ン
ト
も
被
害
者
。

発
覚
前

に
友
人
に
医
院
を
勧
め
て
し
ま

い
、

気
に
病
ん
で
い
る
患
者
も

多
い
」
と
指
摘
す
る

。

山
口
医
院
は
臼
年
だ
け
で
も

1
6
0
0

人
に
ク
リ
ー
ム
を
処

方
。

患
者
は
関
東
、
東
海
、

九

州
に
も
及
ぶ。

「
秘
伝
の
薬
」

工
場
実
在
せ
ず

山
口
院
長
や
代
理
人
の
説
明

に
よ
る
と
、

ク
リ
ー
ム
を
作
っ

た
の
は
、
山
口
院
長
が
約
却
年

前
に
知
り
合
っ
た
と
い
う
中
国

人
女
性
の
蘇
川
博
氏
(臼
)。

「
西
太
后
が
使
っ
て
い
た
秘
伝

の
塗
り
薬
」
の
調
合
法
を
元
に

中
国
の
工
場
で
製
造
し
て
い
る

医
薬
品
・
技
術
の
安
全

と
話
し
て
い
た
と
い
う
。

日
本

の
医
師
免
許
を
持
た
な
い
蘇
氏

は
、
医
院
で
は
「
漢
方
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
と
し
て
診
療
に
立
ち

会
い
、
年
間
給
与
約
2
8
0
0

万
円
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

問
題
発
覚
後
、
医
院
側
の
調

査
で
、
中
国
の
工
場
は
実
在
せ

ず
、
ク
リ
ー
ム
に
漢
方
成
分
も

入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判

明
。

医
院
側
は
「意
図
的
に
ス

テ
ロ
イ
ド
を
混
入
さ
せ
た
可
能

性
が
高
い
」
と
し
て
詐
欺
容
疑

で
蘇
氏
を
告
訴
す
る
方
針
だ

。

一
方
、
蘇
氏
の
代
理
人
に
よ

る
と
、
蘇
氏
は
「
混
入
は
全
く

認
識
し
て
い
な
か
っ
た」と
説

明
。

4

月
の
説
明
会
に
は
出
席

せ
ず
、
現
在
は
中
国
で
病
気
療

養
を
し
て
い
る
と
い
う。

神
奈
川
県
位
置
は
4

月
、

虚
偽

の
広
告
を
し
た
と
し
て
不
正
競

争
防
止
法
違
反
容
疑
で
山
口
医

院
に
家
宅
捜
索
に
入
り
、
カ
ル

テ
な
ど
を
姻
押
収
、
調
べ
を
進
め

て
い
る
。
(

竹
野
卑
蚕
)

1
 

1
 

1
 

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
4

年
6

月
5

日
(
木
)
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災
害
ナ

広
島
市
の
土
砂
災
害
の
避
難
所
に
、
担
時
間

態
勢
で
被
災
者
を
看
護
す
る
「
災
害
支
媛
ナ
l

ス
」
H

園
H

が
常
駐
し
て
い
る
。
避
難
生
活
は

羽
目
で7
日
自
に
な
り
、

体
の
不
調
を
訴
え
る

人
た
ち
が
増
え
始
め
て
い
る
。

羽
田
現
在
、
日
の
避
難
所
に

約
1
5
0
0

人
が
身
を
寄
せ
て

い
る
。

こ
の
う
ち
最
も
多
い6

0
0

人
が
避
難
す
る
安
佐
南
区

の
市
立
梅
林
小
学
校
に
、
お
白

か
ら
災
害
支
援
ナ
!
ス2
人
が

交
代
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
。

「
お
し
つ
こ
が
茶
色
い
ん
で

す
」
。

お
日
午
前、
教
室
の
前

に
い
た
叩
歳
代
の
女
性
が
、

2

人
1

組
で
巡
回
し
て
い
る
ナl

ス
を
呼
び
止
め
た。
看
護
師
の

寺
田
英
子
さ
ん(臼
)
は
立
ち
止

ま
っ
て
「
体
の
水
分
が
足
ら
な

く
な
る
と
茶
色
く
な
る
の
。

意

の現場

識
し
て
水
分
を
取
っ
て
下
さ
い

ね
」
と
助
言
し
た。
女
性
は

「
但
時
間
い
て
く
れ
る
こ
と
は

心
強
い
で
す
」
と
感
謝
す
る
。

災
害
支
援
ナl
ス
は
、
1
9

9
5

年
の
阪
神
大
震
災
後
に
日

本
看
護
協
会
が
つ
く
っ
た
資
格

だ
。

被
災
者
と
の
援
し
方
や
災

害
時
の
行
動
な
ど
を
研
修
で
身

に
つ
け
て
い
る。

広
島
総
合
病
院
の
寺
田
さ
ん

と
野
田
明
美
さ
ん
(
日
)は
発
生

4

日
目
の
お
日
か
ら、
保
健
室

で
寝
袋
に
く
る
ま
り
な
が
ら
、

教
室
や
体
育
館
を
回
っ
て
健
康

広
島
市
北
部
の
土
砂
災
害
で

救
命
活
動
を
行
っ
た
災
害
派
遣

医
療
チ
l
ム
「
町叫
h
h
h
圏
」

の
統
括
責
任
者
を
務
め
た
、
国

立
病
院
機
構
情
東
広
島
医
療
セ
ン

タ
ー

(広
島
県
東
広
島
市)
の

許
医
師
に
よ
る
と
、
広
島
県

か
ら
D
M
A
T
に
出
動
要
請
が

あ
っ
た
の
は
、
羽
田
午
前
7

時

過
ぎ。
岡
山
時
頃
に
県
内
各
地

の
医
療
機
聞
か
ら
、
ー
チ1
ム

4

j

5

人
ず
つ
の
計日
チ
l

ム
ス避難所でケア24時間

災
害
に
備
え
る

、

ザコ

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る。

足
を
さ
ず
る
男
性
か
ら
「
年

老
い
た
母
を
抱
え
て
逃
げ
る
途

中
に
足
を
け
が
し
た
」
と
言
わ

れ
れ
ば
、
「
あ
と
で
保
健
室
に

き
て
下
さ
い
ね
」
と
優
し
く
声

を
か
け
、

心
臓
に
持
病
が
あ
る

女
性
か
ら
「
血
圧
を
測
っ

て
下

さ
い
」
と
頼
ま
れ
る
と、
「
気

に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

か
」
と
聴
診
鰭
を
あ
て
る
。

夜
中
に
不
調
を
訴
え
る
人
も

い
る
。

2

腕
で
5

人
ほ
ど
が
保

健
室
に
来
た
。

あ
る
と
き
、

災
害
支
媛
ナl
ス

部
年
の
阪
神
大
震
災
後
に
日

本
看
護
協
会
が
つ
く
っ
た
制

度
。

被
災
者
と
の
援
し
方
や
災

害
時
の
行
動
方
法
、
応
急
処
置

な
ど
を
当
主
研
修
を
受
け
、
臨

埋
も
れ
、
被
災
家
屋
ま
で
近
づ

く
の
も
困
難
」
と
連
絡
が
入
っ

た
。

現
地
で
足
に
軽
い
け
が
を

し
た
1

人
を
手
当
て
し
、
ヘ
リ

で
搬
送
す
る
に
と
ど
ま
っ
た。

D
M
A
T
の
活
動
は
、
大
地

も
そ
ば
Uこ

「
お
し
つ
こ
が
出
ず
、
腰
も
痛

い
」
と
い
う
お
年
寄
り
が
朝
5

時
ご
ろ
に
保
健
室
に
来
た
。

腎

臓
の
病
気
の
恐
れ
が
あ
り
、
病

院
で
の
処
置
が
必
要
と
判
断
。

救
急
車
で
搬
送
し
た
。

発
生
当
初
は
足
を
負
傷
し
た

被
災
者
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
泥
だ
ら
け
の
道
で
長
靴
を

履
き
続
け
、
足
を
痛
め
る
人
が

多
く
な
っ
た
。

担
臼
か
ら
は

「
胃
の
調
子
が
悪
い
」
「
頭
が

痛
い
」
と
不
調
を
訴
え
る
人
が

増
え
て
い
る。

「
ば
ん
そ
う
こ

床
経
験5
年
以
上
と
い
う
条
件

を
ク
リ
ア
す
る
と
受
録
で
き

る
。

日
本
看
護
協
会
に
よ
る
と
全

国
で
7
3
8
9

人
、
広
島
県
で

は
2
1
9

人
の
看
護
師
が
登
録

し
て
い
る

。

期
的
な
医
療
や
福
祉
の
ケ
ア
が

必
要
だ
」
と
も
述
べ
た
。

死
因
は
窒
息
が
最
多

広
島
県
瞥
はお
目
、
広
島
市

う
が
ほ
し
い
」
と
や
っ
て
き

て
、

雑
談
を
し
て
帰
る
人
も
。

寺
田
さ
ん
は
「
寂
し
い
思
い
を

し
て
い
る
人
も
多
い」と
話
す。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

約
2

カ
月
後、
寺
田
さ
ん
は
福

島
県
郡
山
市
の
避
難
所
に
派
遣

さ
れ
た。

ス
ト
レ
ス
、
孤
独
な

ど
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

「不
安
な
の
に
『つ
ら
く
な
い

よ
』
と
周
囲
に
言
う
人
も
多

い
。

避
難
が
長
引
け
ば
不
安
は

体
調
に
表
れ
て
く
る」
と
被
災

者
の
今
後
を
案
じ
て
い
る
。

(緒
方
雄
大
)

朝

日

(
福
岡
)
・
夕
刊

2
0
1
4

年
8

月
お
日
(
火
)

に
よ
る
死
者団
人
の
死
因
を
発

表
し
た
。
最
も
多
か
っ
た
の
が
、

土
砂
に
埋
ま
る
な
ど
し
て
呼
吸

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
窒
息
でお
人
だ
っ
た
。

次
い

で
脳
挫
傷
が同
人
。

こ
の
ほ
か

112 



kl Sokuh山

と安全管理総集版 20 1 4 年 1 1 号

災害医療苦悩
|広島土砂災害|福井大医師ら導入助言

判
官
静
医
師
(
判
)
が
羽
田
、

読
売
新
聞
の
取
材
に
応
じ
た
。

土
砂
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
の

多
く
は
被
災
直
後
に
亡
く
な

っ
た
と
み
ら
れ
、
救
出
を
待

つ
人
を
応
急
処
置
す
るD
M
A

T
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
機

会
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。

が
派
遣
さ
れ
た
。
許
医
師
は
広

島
市
安
佐
南
区
の
消
防
署
内
か

ら
指
婦
を
執
っ
た
。

午
前
川
時
お
分
に
は
、
愚
初

の
チ
1

ム
が
、
最
も
被
害
が
深

刻
と
み
ら
れ
た
安
佐
南
区
の
八

木
地
区
に
向
か
っ
た
。
だ
が
間

も
な
く
ご
面
、
大
量
の
土
砂
に

医
師
「大
量
土
砂

、

近
づ
け
ず
」

震
で
家
匡
の
下
に
生
存
者
が
取

り
残
さ
れ
る
と
い
っ
た
ケ
l

ス

を
想
定
し
て
い
る。

「
地
震
な

ら
、
家
屋
の
隙
聞
に
入
り
込
ん

で
で
も
助
け
よ
う
と
思
う
が
、

土
石
流
で
は
対
応
で
き
な
い
。

こ
こ
ま
で
違
う
の
か
と
痛
感
し

た
」
と
話
す
。
「
土
砂
災
害
は

現
場
と
避
難
所
が
近
く
、
住
民

の
不
安
は
強
い
。
時
聞
が
た
つ

に
つ
れ
、
心
身
の
調
子
を
崩
す

人
が
揃
唱
え
る
恐
れ
が
あ
り
、
長

部
地
域
医
療
推
進
講
座
の
山
村
修
や
筋
力
が
落
ち
る
の
が
要
因
と
い

講
師
に
よ
る
と
、
床
に
た
ま
っ
た
ほ
う

。

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

こ
り
を
吸
い
込
む
な
ど
し
て
、
避
難
に
つ
な
が
る
血
栓
(
血
の
塊

)
も

者
が
か
ぜ
や
ぜ
ん
そ
く
に
か
か
る
で
き
や
す
く
な
る

。

ケ
ー

ス
が
多
い。

2
0
1
1

年
の
東
段
ボ
ー
ル
製
の
簡
易
ベ
ッ

ド
は

日
本
大
震
災
の
際
、
山
村
勝
師
ら
が
曹
、
前
田
内

ン

あ
り
、
ほ
こ
り
を
吸

宮
城
県
石
巻
市
内
の
避
難
所
で
調
い
込
み
に
く
い
他
、
高
齢
者
で
も

査
し
た
患
者
の
う
ち
、
約

3

分
の1

立
っ
た
り
座
っ
ち
し
や
す
い
。

窄
真
実
に
か
か
っ
て
い
た。
「
生
活
機
能
の
低
下
は
急
激
に
起

ま
た
、
大
震
災
時
に
避
難
所
で
こ
る

。

災
害
が
起
き
て
か
ら
1

週

過
ご
し
た
高
齢
者
の
約
6

割
に
歩
間
以
内
に
簡
易
ベ
ッ
ド
を
導
入
す

行
困
難
な
ど
の
生
活
機
能
低
下
が
る
こ
と
が
重
要
」
と
山
村
講
師

。

生
活
機
能
低
下
防
ぐ

多
数
の
死
者・
行
方
不
明
者

を
出
し
た
広
島
市
の
土
砂
災
害

で
、
岡
市
安
佐
南
区
の
避
難
所

に
幻
自
ま
で
に
、
福
井
大
医
学
部

の
医
師
ら
の
助
言
で
計
4
0
0

個
の
段
ボ
ー
ル
製
の
簡
易
ベ
ッ

ド
が
導
入
さ
れ
た
。

医
師
は「避

難
者
の
病
気
や
生
活
機
能
低
下

の
予
防
に
つ
な
が
る
」
と
期
待

し
て
い
る。

(
西
脇
和
宏
)

病
気
、

災
筈
時
の
避
難
所
で
は
、
住
民
が

床
に
直
接
シl
ト
な
ど
を
敷
い
て

雑
魚
寝
状
態
の
生
活
を
強
い
ら
れ

る
。

避
難
生
活
に
よ
る
健
康
へ
の
影

容
を
研
究
し
て
い
る
福
井
大
医
学

起
き
て
い
た
こ
と
が
、
国
立
長
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
調
査

で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

狭
い
ス
ペ

ー

ス
で
雑
魚
寝
す
る
た
め
、
体
を

動
か
す
機
会
が
減
り
、
心
筋
機
能

幻
自
に
段
ボー
ル
メー
カ
ー
や
他

の
研
究
者
と
と
も
に
広
島
市
安
佐

南
区
な
ど
の
避
難
所
を
回
り
、
行

政
側
に
導
入
を
働
者
』
掛
け
た

。

当
初
は
「
(現
地
で)
簡
易
ペ

北
部
の
豪
雨
に
伴
う
土
砂
災
害

国 DMAT D同aster M凶
cal Assistance Teamの

略。専門研修を積んだ医師や看
護師らが 5 人前後のチームを構
成し、被災地ヘ急行して救急治
療や徹送を行う。閣が2005年に
組織化。今年 3 月末までに8327
人が研修を受けた。

溺
死
、
肺
挫
傷
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

脳
挫
傷
だ
っ
た旧
人
の

う
ち
防
人
は
、
最
大
規
穫
の
土

石
流
に
聾
わ
れ
た
広
島
市
安
佐

南
区
の
八
木
地
区
で
死
亡
し
て

お
り
、

土
砂
な
ど
に
巻
き
込
ま

れ
て
頭
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た

と
み
ら
れ
る。

読

売
(
東
京
)・
朝
刊

2
0

1
4

年
8

月

お
日
(
火
)

段
ボ
ー
ル
製
簡易ベ
ッ
ド

筋
交
い
を
入
れ
て
補
強
し
た
段
ボ

ー

ル
箱M
個
を
並
べ、
そ
の
上に
段
ボー
ル
の
シl
ト

手
厳せ
る

仕
組
み
。
-
人
で
も
約
叩
分
で
組
み
立
て
ら
れ
る
。
帽
約
卯
旬
、

要
約
2
0
0

旬
、
費
約
見
ン
で
、
大
人
1

人
が
ゆ
っ
ち
と

横
た
わ
れ
る
。
東
日
本
大
要
霊
」
っ
か
け
に
考
零
れ
た
。

ッ

ド
の
存
在
や
利
点
が
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た」
が
、
避
難
者
に
実

際
に
使
っ
て
も
ら
い
、
必
要
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
導
入
が
決
ま
っ

た
。

広
島
県
と
大
阪
府
の
メ
ー

カ

ー
が
専
用
キ
ッ
ト

を
供
給
し
、
部
、

幻
の
両
日
、
同
区
の
佐
東
公
民
館

に
搬
入
さ
れ
た

。

本
県
で
は
、
あ
わ
ら
市
や
大
野

市
な
ど
が
メー
カ
ー

と
優
先
提
供

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

全
国
的

に
は
大
阪
府
や
横
浜
市
と
い
っ
た

大
都
市
で
も
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

山
村
講
師
は「避
難
者1
人

災
害
に
備
え
る

当
た
り
の
ス
ペー
ス
は
(ベ
ッ
ド

の
有
無
で)
ほ
ぽ
変
わ
ら
ず
、
場

所
は
取
ら
な
い。
自
治
体
に
と
っ

て
は
備
蓄
の
負
担
が
な
い
」
と
利

点
を
強
調
す
る。
「
特
に
高齢
者

に
は
効
果
が
大
き
い
。

災
害
関
連

の
病
気
や
避
難
所
で
亡
く
な
る
人

を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
簡

易
ベ
ッ
ド
を
積
極
的
に
導
入
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

福
井
新
聞
・

朝
刊

2

0
1
4

年
8

月

濁
日

(木
)
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負
傷
度
判
断

トリアージ 1
大
災
害
で
た
く
さ
ん
の
負
傷
者

が
出
た
際
、
治
療
の
優
先
順
位
を

決
め
る
卜
リ
アl
ジ
H

園
H

を
地

獄
の
住
民
が
担
お
う
と
す
る
取
り

組
み
が
広
ま
っ
て
い
る
。
本
来
は

医
師
や
看
護
師
ら
の
役
割
だ
が
、

南
海
ト
ラ
フ
級
の
巨
大
地
震
で

は
、
医
療
関
係
者
の
対
応
に
限
界

が
出
て
く
る
。
現
場
で
は
住
民
が

負
傷
者
の
搬
送
な
ど
で
ト
リ
ア
l

ジ
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

図トリアージ
フランス語の「選男山が由来で、治療や救

急搬送の優先順位を 4 段階で判断する。 現場
では医師や救急隊員らが、赤(緊急治療)、
黄(準緊急治療)、緑(軽傷)、黒(死亡)のタ
グを負傷者らの右手首につける。
日本では1995年 1 月の阪神大震災をきっか

けに注目された。被災地の病院に負傷者らが
殺到し、平時なら救えた多くの命が失われた。
国による南海トラフ巨大地震の被害想定で

は、死者は全国で最大32万 3 千人、負傷者は
同62万 3 千人。 医師や看護師の数には限りが
あり、救急隊員が駆けつけられない現場も多
発するおそれがある。

災害時、医師に先駆け

住
民
が

医
師
や
看
護
師
ら
で
つ
く
る

静
岡
市
のN
P
O

「
災
害
・
医

療
・
町
づ
く
り
」
は
6

月
泊

目
、
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ

ー
ら
を
対
象
に
「
市
民
ト
リ
ア

l

ジ
」
の
講
習
会
を
聞
い
た
。

「
自
力
で
歩
げ
ま
す
か
」

「
呼
吸
は
で
き
ま
す
か
」
。
約

叩
人
の
参
加
者
は
2

人
1

組

で
、
聞
き
取
り
役
と
負
傷
者
役

に
分
か
れ
て
ト
リ
アl
ジ
を
模

擬
体
験
。
講
師
役
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
最
短
約
却

講
璽
冨
で
は
、
負
傷
者
役
の
住
民
か

ら
聞
き
取
っ
た
う
え
で、

け
が
の
程

度
を
示
す
色
付
き
タ
ク
を
掲
げ
た

H

6
月
鈎
目
、
静
岡
市
駿
河
区

災
害
に
備
え
る

ノJ"'L

イ又

秒
で
「
緊
急
治
療
」
「
軽
傷
」

な
ど
、
負
傷
の
程
度
ご
と
に
色

分
け
さ
れ
た
タ
グ
を
選
ん
だ
。

住
民
参
加
の
ト
リ
アl
ジ
を

考
え
つ
い
た
の
は
、
同N
P
O

の
副
理
事
長
を
務
め
る
医
師
の

大
村
純
さ
ん
(
但
)
。
「
(
震
災

な
ど
で
)
町
内
で
け
が
人
が
出

た
時
に
、
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
の
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
い
う
。

大
村
さ
ん
ら
は
、
住
民
が
け

が
人
ら
を
選
別
し
や
す
い
よ
う

に
、
チ
ャ
ー
ト
式
の
質
問
表
を

つ
く
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
紹
介。
静
岡
市
内
で
は
、
町

内
会
を
中
心
に
講
習
会
を
重
ね

て
い
る
。

大
村
さ
ん
は
住
民
に
ト
リ
ア

l

ジ
に
参
加
し
て
も
ら
う
利
点

に
つ
い
て
、
①
災
害
時
の
医
師

の
判
断
へ
の
理
解
や
共
感
が
得

や
す
く
な
る
②
先
に
住
民
に
け

が
人
を
見
極
め
て
も
ら
う
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
医
師
が
重
傷

者
ら
の
治
療
に
専
念
し
や
す
く

な
る
ー
ー
の2
点
を
あ
げ
る
。

三
重
県
熊
野
市
、
紀
宝
町
、

御
浜
町
の
医
師
で
つ
く
る
紀
南

ラッシュ症候群見極めをク

長
時
間
圧
迫
、
突
然
死
も

N
P
O

「
災
害
・
医
療
・
町
づ
く
り
」
が
住
民

に
ト
リ
ア
l

ジ
を
教
え
る
際
に
、
最
も
強
調
す
る

の
が
、
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
に
多
発
し
た
ク
ラ

ッ
シ
ュ
症
候
群
の
見
極
め
だ
。

倒
壊
し
た
建
物
の
が
れ
き
な
ど
に
挟
ま
れ
、
手

足
な
ど
が
長
富
圧
迫
さ
れ
る
と
、
筋
肉
が
芳

し
、
有
毒
物
質
が
血
液
中
に
出
る
。
救
出
さ
れ
て

血
液
の
循
環
が
戻
る
と
、
有
毒
物
質
が
全
身
に
運

ば
れ
、
不
整
脈
や
腎
不
全
を
引
き
起
こ
し
、
突
然

死
に
至
る
。

防
ぐ
に
は
血
液
透
析
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
設

備
の
整
っ
た
病
院
へ
早
く
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

同
N
P
O

は
講
習
会
な
ど
で
、
「
墜
や
柱
に

手
足
を2
時
間
以
上
挟
ま
れ
て
い
な
い
か
、
マ
ヒ

が
な
い
か
」
を
必
ず
尋
ね
、
該
当
す
る
場
合
は
緊

急
治
療
を
示
す
赤
色
の
タ
グ
を
つ
け
る
よ
う
指
導

す
る
。

医
師
会
は2
0
0
8

年
か
ら
、

住
民
に
ト
リ
アl
ジ
の
方
法
を

教
え
て
い
る。
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
起
き
れ
ば
、
3

市
町

の
沿
俸
に
は
最
大
で2
M
の
湾

波
が
抑
し
寄
せ
る
。
約
加
カ
所

あ
る
地
域
の
診
療
所
の
半
分
が

水
没
す
る
と
い
う。

災
害
時
に
は
、
高
台
の
小
中

学
校
な
ど
に
救
護
所
を
設
け

て
、
医
師
が
駆
け
つ
け
る
計
画

だ
が
、
医
師
不
在
の
救
護
所
が

出
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ

う
し
た
場
所
で
は
、
ど
の
負
傷 者

を
優
先
し
て
総
合
病
院
な
ど

に
運
ぶ
か
住
民
が
判
断
せ
ざ
る

を
え
ず
、
ト
リ
アl
ジ
の
知
識

は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
。

紀
南
医
師
会
で
災
害
医
療
を

担
当
す
る
寺
本
泰
さ
ん
(
臼
)
は

「
今
後
、
地
域
の
高
校
生
ら
若

い
人
に
も
教
え
て
い
き
た
い
」

と
話
す。
(
宋

光
祐
)

朝
日
(
名
古
屋
)・
朝
刊

2
0
1
4

年
B

月
3

日
(
日
)
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よる被災者心のケア市民に
震災後に脚光各地で研修実施

災害時の被災者への心のケアは、東日本大震災で重要性が再確認された。一方、担い手不

足や、戦略的な手法の未盤備など、問題も明らかになった。大震災の反省を生かし、世界保健

機関 (WHO)が推奨する市民が実践できる心のケアrPFAJが、圏内でも広がり始めた。

7

月
羽
田
、
千
葉
市
の
欝
張
勤
労

市
民
プ
ラ
ザ
で
聞
か
れ
た
研
修
会

に
、
千
葉
県
職
員
ら
お
人
が
集
ま
っ

た
。
大
震
災
発
生
時
の
避
難
所
を
想

定
し
た
被
災
者
に
寄
り
添
う
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
、
実
践
や
講
義
で
約

6

時
間
学
ん
だ
。
主
催
し
た
千
葉
県
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
酒
井
裕
美

さ
ん
は
「
ケ
ア
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
充
実
し
て
い
て
、
身
に
つ
き
ゃ

す
い
と
感
じ
た
。
被
災
者
へ
の
支
援

は
大
き
な
テl
マ
で
あ
り
、
日
ご
ろ

の
心
構
え
も
学
べ
た
」
と
話
し
た
。

-
軽
1

中
程
度
に
対
応

参
加
者
が
研
修
会
で
学
ん
だ
の

は
、
可
m
y〉
(
℃
∞
てo
v
o
-
o
m
H
O

色

E
a

寸
E
R

心
理
的
応
急
処
置
)

と
呼
ば
れ
る
心
の
ケ
ア
だ
。
W
H
O

が
2
0
1
1

年
8

月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
り
、
欧
米
や
ア
フ
リ
カ
な
ど

に
広
が
っ
て
い
る
。

PFA 

B 精神保健医療に関する専門知識を持たな
い人でも、自然災害など危機的な出来事に

遭った被災者に対し、心理的な支援だけでなく社
会的な支援も実施できるガイドライン。 WHOは
2009年、深刻な精神的苦痛を感じている被災者に

PFAが有効との結論を出した。圏内では東日本

大震災後、国立精神 ・ 神経医療研究センターが監

訳し、 12年 9 月に日本語版を作成した。

W
H
O
な
ど
に
よ
る
と
、
大
規
模

災
害
が
起
き
る
と
、
医
師
に
よ
る
専

門
的
な
治
療
が
必
要
な
深
刻
な
精
神

疾
患
よ
り
も
、
専
門
知
識
カ
な
く
て

も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
、
軽
度
の
う
つ

病
や
不
安
障
害
と
い
っ
た
軽
度
ら
中

程
度
の
精
神
疾
患
が
増
え
る
と
さ
れ

参加者は被災者役とサポート役

に分かれ、実儀形式でPFAを

学んだ=千葉市内で

る
。
と
の
レ
ベ
ル
の
精
神
疾
患
は
、

発
生
後
す
ぐ
に
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を

す
れ
ば
、
比
較
的
早
期
に
回
復
す
る

と
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
少
し
の
知
織
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も

取
り
組
め
る
サ
ポ
ー
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
ま
と
め
た
の
がP
F
A
だ
。

国
立
精
神・
神
経
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、
圏
内
で
も
現
在
ま

で
に
、
消
防
団
員
や自
衛
隊
、
一
般

市
民
ち
約1
0
0
0

人
が
研
修
を
受

け
た
と
い
う
。
受
講
者
に
は
修
了
証

が
贈
ら
れ
、
災
害
時
な
ど
に
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
が
期
待
さ

れ
る
。
研
修
を
実
施
で
き
る
指
導
者

も
印
人
に
達
し
て
い
る
。

東
臼
本
大
震
災
後
に
、
福
島
県
が

実
施
し
た
県
民
健
康
調
査
で
、
震
災

か
ら
l

年
後
の
ロ
年
度
の
精
神
的
な

要
支
援
者
は
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の

羽
・
5

品
切
に
上
っ
た
。
県
は
電
話
や

文
書
に
よ
る
支
援
を
実
施
し
た
が
、

「
面
会
で
の
ケ
ア
の
充
実
が
必
要
で
、

そ
も
そ
もP
F
A

が
あ
れ
ば
塑
口
を

減
ら
せ
た
」
(
国
立
精
神
・
神
経
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
)
と
の
指
摘
も
あ

る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
親
の
精
神
不

安
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
、
問

題
行
動
を
示
す
子
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も

課
題
だ
。
国
は
震
災
後
に
精
神
医
療

支
援
に
取
り
組
む
「
災
害
派
遣
精
神

医
療
チ1
ム
(
D
P
A
T
)」の
獲

備
を
進
め
る
が
、
市
民
ら
に
よ
る
支

災
害
に
備
え
る

援
体
制
の
充
実
も
必
要
だ
。

P
F
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
研
修

を
受
け
た
市
民
ろ
が
、
被
災
者
ち
の

一
一l
ズ
を
見
な
が
ら
支
援
す
る
心
構

え
と
活
動
例
を
示
し
て
い
る
。
専
門

的
な
医
療
ケ
ア
が
必
要
と
判
断
を
す

れ
ば
、
地
域
の
精
神
科
医
な
ど
に
つ

な
ぐ
。
日
本
田
躍
は
国
立
精
神
・

神

経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
「
災
害

時
こ
と
ろ
の
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
ホ
l

ム
ぺ
l

ジ

(
Y
3
u
-
ミ
∞
包

m
包
'
}
S
W
O
B
-
ロ
の
ロ

0
・m
o
」
更

者
y
o
y
t
邑
)
で
読
め
る
。

-
学
校
教
育
に
も

金
吉
晴・
災
害
時
と
と
ろ
の
情
報

支
援
セ
ン
タ
ー
長
は
「
P
F
A
の
特

徴
は
、
相
手
に
話
す
こ
と
を
強
い
な

い
と
と
。
話
さ
せ
る
と
と
が
、
か
え

っ
て
椙
手
を
傷
つ
け
る
場
合
が
あ

る
」
と
解
説
す
る
。
そ
の
上
て
「
東
日

本
大
震
災
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
手
法
で
被
災

地
に
入
り
、
支
援
し
た
こ
と
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
た
面
も
あ
る
。
今
後
は

P
F
A
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
る

な
ど
、
広
く
普
及
す
る
乙
と
が
望
ま

れ
る
」
と
話
す
。【渡
辺
諒
、
写
真
も】

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0

1

4

年
8

月
引
日
(
木
)
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災
害
に
備
え
る

災
停
電
産
う
災
害カ
起
三

更
巨
人
工
呼
吸
器を
使
思9

る
在
宅
の
難
病
患
者
を
救
お
う

と
、

山
形
県
は
お
目
、
自
家
発

電
機
の
あ
る
病
院
ヘ
タ
ク
シ
ー

で
患
者
を
華
子
る
全
国
初
の

支
握
協
定
を
締
結
し
た
と
発
表

い
の
ち
と

地
域
を

守
る

タ
ク
シ
ー
移
送

し
た。
患
者
家
族
と
タ
ク
シ
ー

会
社
が
あ
ら
か
じ
め
を
莞
、

移
送
方
法
な
ど
に
関
す
る
契

約
を
結
び
、
一
定
規
槙
以
上
の

災
害
発
生
時
は
依
頼
連
絡
が
無

く
と
も
患
者
宅
に
駆
け
付
け

る
。

こ
の
守
護
協
定
は
県
、
患
者

団
体
の
県
難
病
等
団
体
連
絡
協

融
会
、
専
門
医
に
よ
る
県
難
病

医
療
等
連
絡
協
議
会
、
県
ハ
イ

山
形
県
な
ど

ヤ
l

協
会、

県
ハ
イ
ヤ
ー・
タ
る

。

ク
シ
l

協
会
の5
者
で
幻
日
に
患
者
家
族
は
、
恵
前
に
協
会

締
結し
た
。

加
盟
の
タ
ク
シ
ー
会
社
百
社
か

災
害
時
に
篭
話
が
通
じ
る
状
ら
1

社
を
選
ひ
、
移
送
先
の
病

態
な
ら
、
患
者
家
族
の
依
頼
を
院
を
記
し
た
契
約
・
を
取
り
交

受
け
タ
ク
シ
ー
が
患
者
宅
に
向
わ
す

。

セ
ダ
ン
型
か
ワ
ゴ
ン
型

か
い、
自
家
発
電
機
の
あ
る
慢
か

、

ス
ト
レ
ッ
チ
ャl
付
き
か

詰
病
院
に
菅
直
す
る。
審

な
ど
車
両
も
細
か
く
規
定
し
て

電
を
伴
う
震
度5弱
以
上
の
地
お
く。

鍵
②
3

時
間
以
上
続
く
停
電
|
移
送
先
は
患
者
家
族
の
希
望

の
安
居
自
動
的
に
駆
け
付
け
も
踏
ま
え
、
国
立
病
院
機
構
山

形
病
院
(山
形
市
)
な
ど
、

県

内
回
カ
所
の
慢
性
期
病
院
か
ら

決
定
す
る。
東
日
本
大
票
火
時
、

急
性
期
病
院
は
軍
症
者
の
対
応

で
手
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
教
訓
か

ら
、
比
較
的
災
害
苅
応
に
追
わ

れ
な
い
慢
性
期
病
院
を
選
ん

だ
。料

金
は
、
宮
藤
に
種
子
れ

ば
時
間
と
距
離
に
応
じ
て
支
払

う
。

タ
ク
シ
ー
が
駆
け
付
け
る

前
に
、
患
者
が
別
の
車
両
で
移

動
し
た
場
合
は
課
金
さ
れ
な

t
hv
 県

に
よ
る
と
、
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症
(A
L
S
)
な
ど
の

難
病
で
、
人
工
呼
吸
器
を
使
う

在
宅
患
者
は
県
内
に
位
人
(3

月
末
現
在)
。
人
工
岬
吸
器
は

全
国
初
の
協
定
締
結

停
電
後
も
し
ば
ら
く
バ
ッ
テ

リ

ー
の
電
気
で
動
く
が
、
平
均
で

6

時
間
程
麿
レ
か
持
た
な
い
と

い
う
。

t
E型
書
京
子
知
事
は
記
者
会

見
で
「人
工
呼
吸
器
を
使
う
難

病
患
者
に
と
っ
て
電
気
は
生
命

綿
。

災
害
時
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
に
な
れ
ば
い
い
」
と
語

っ
た。

県
難
病
医
療
等
連
絡
協

会
長
の
加
藤
丈
夫
・

山
形
大
医

学
部
主
荏
教
授
ま
「
山
形
発
の

取
り
組
み
が
他
県
に
も
広
が

り
、
い
ず
れ
は
喧
騒
と
山
形
な

ど
隣
県
の
相
互
支
援
に
発
展
さ

せ
た
い」
と
話
し
て
い
る
。

河
北
新

報
・朝
刊

2
0
1
4

年
8

月
お
日
(
火)
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2014年

8/16 -8/22 
{目付硲日本時刷〉

16日 ・イスラム国支煙、 制裁対象にイラクなどでの勢力
(土) 砿大を防ぐため、国連安保週が決議を探状

Uターンピーク お盆を故郷で過ごした人たちで交
通峨関が混雑。 高速道路上りで55九の渋滞も

17日 1 ' I闘で5人死亡 16-17日に近歯車、北町よどを襲つ
(日)I た局所的叢雨で 5人死亡

・シリアで日本人拘束の情報 イスラム過激派組織
「イスラム園J による尋問の俊子がネット上に

・ 福島 ・ 川内村東部、 叩月に避雛指示解除へ 原発事
故で 2例目。住民には反対の声も

18日 ・ 辺野古で掘削鯛査始まる 米軍普天間飛府揚の移設
(月) 計画を進める防衛省が海底ボーリング調査に着手

198 1 ・ 「まんだらけJ 玩具万引き容疑者逮捕店が防犯カ
{火)I メラに映った男の画像公開を予告し、議論に

・福島第一原発、 坑道遮断に追加策 氷の盛だけで汚
制くの流れ遮断できず。 セメント注入を検討

20日 ・広島市で土砂災害 北部で集中京雨による土砂災害
(水) が発生。夜までに県箸が発表した死者は39人

f ・ 貿易赤字が25カ月連続 7 月までで過去燈長を更
新。 日本企業の「輸出頼み」からの転換も背景に

21 日S ・ 「昭和天皇実録」が完成宮内庁カ124年 5 カ月に及
(木) ・ ぷ編集作業を終え、天皇、皇后両陛下に献上

・ タイ暫定首相にプラユッ卜司令官 クーデター後に
できた国民立法議会で選出される

22日 ・福島県、 中間貯蔵容隠へ福島第一原発事故の汚豊島
(金) 土を保管する施般の建設計画を受け入れる方向

・ ロシア、日本人の入国制限 ウクライナ危犠を巡る
対ロ制裁に報復、入国禁止の日本人リスト短示

|朝 日(東京) ・ 夕刊|加4年間 23 日(土) I 

2014年

8/23 -8/29 
〈日付は回本局間》

23日 ・ 辺野古で反対集会米軍普天間飛行場の神縄県名護
(士) 市辺野古移設に抗議。 主催者発表で約36∞人容加

, J 1 で人種差別行為か横浜マの観客が外国人選手
にパナナを振った疑いで、クラブカ1入場禁止処分

24日 ・ 礼文島土砂崩れ2人死亡北海道の私文島で記録的
(日) 大雨。 土砂崩れで鈎代の母と5併tの娘が犠牲に

・ 総井稼頭央が日米通算25∞安打 オリ ックス戦で逮
成。 10人目で、日消通算しての到遣は 3人目

25日 l ・ 大阪桐蔭が夏の甲子園優勝 三重を 4-3の逆転で
(月) I 下す。 全国制覇は 2 年ぷり 4 度目

・ 全国学力関査の結果発表都道府県別成績で全国平
均と下位層の差が縮まり、 「底上げ」 が進んだ

26日 ・ 日本海津波、 園が初想定 16道府県の173市町村が
(火} 対象。 愚大は北海道せたな町の23 . 4鼠

, r原発事散が原因で自殺J 判決福島地畿が認定。
東省に約49∞万円の賠償を命じる

・ 民法改正消費者保護などの観点を腐り込み鰻終案
で大筋合意。 契約ルールを約1初年ぶりに見直し

27日 ・ ガザ、 畏期停戦が実現イスラエルとパレスチナが
(水) 戦闘を停止。ガザ市民の犠牲者は 2平人を超した

, STAP細胞は再現できず理化学研究所が検証実
験の中間報告。 実験は来年 3月まで継続

28日 ・ 「ロシア.がウクライナ侵入」 ウクライナのポロ
(木} シェンコ大統領が緊急声明。ロシア側は否定

29日 t ・国連人種差別撤廃委、へイトスピーチ「対処をJ
{金) I 法律で規制するよう勧告した。 日本政府は慎重

・水俣病救済策、 対愈は3万2千人環境績が発表。
未認定患者の一時金支給は申精の 7 割l弱

|朝 日 (東京)・夕刊 I 2014年8月 30日(土) I 

2014年

8/2 -8/8 
《日付凶日本時間}

2 日 ・東電路償巡り詐欺容疑で逮捕 久間元防衛相が代表
(土) のNPO元幹部らが1200JJ円詐取か

3 日 ' .雨で55万人に避雛勧告台風12号の影響で四国な
(日) どで豪雨。 徳島では男性古町 11に流され亡くなった

・中国・雲南省で地震、死者多数 マグニチュ } ドは
6.5。民家など 1万 3千棟が倒捜した

4 日 ・児童膚待は7万3千件厚生労働省が公表。前年度
(月) より約 7千件増え、 23年連続で過去愚多を更新

R ・囲碁名人戦、 河野臨九段が初の挑戦権 前名人の山
下敬苔丸，段を破り、井山裕太名人に挑戦へ

5 日 ・ 理研の笹井芳樹氏が自殺 STAP細胞論文の著者
(火) の一人で、小保方附子氏を指導していた

・ス卜ーカー厳罰化へ醤察庁の有餓者会議カ1提言。
L 1 NE (ライン)なども規制対象に

6 日 ・広島原爆の臼 広島市で平和記念式典が開かれ
(水) た。 被爆からω年。 不戦と非事実への醤い新たに

・都議会が政務活動貨を公開 都議73人が新年会2183
件に政活費計1担5万円を使ったと明らかに

7 日 . ・処理汚染水、 海へ放出計画福島第一原発の地下水
(木) 1 を今秋にも。 地元説明で反発が相次ぐ

・ 旧ポル・ポ 卜政指幹部2人に終身!fIJ 1併0年代にカ
ンボジアで起きた大虐殺の特別法廷由矧j決

I ' ロシアが欧米の食料品を 1 輔入鎮止に ウクライ
ナ危機をめぐる制裁措置への報復。 日本は除外

8日 ・血薬混じ入被告に3年6カ月の判決 アタリフーズの
(金) I 元契約社員。 会社側は 1 億円の賠償求め鍵訴

明 ・ 米軍、 イラク過激組織「イスラム届」を空爆本格
的軍事政司直は2011年の撤退後、初めて

|朝 日 (東京) ・ 夕刊 I 2014年8月 9 日(土)

2014年

8/9 -8/15 
〈目付は臼率時間}

9 日 ・畏崎原爆の日 長崎市長が平和宣言で、集団的自衛
(土) 権の行使容認に「懸念が生まれているJ と指摘

・日鴎外相会絞 ミャンマーで、約叩カ月ぶりに会
談。 外務省局長級協議を継続することで一致

10日 T ・台風11母上陸、四国などに被害徳島県では那賀川
(目) I が氾濫(はんらん)し、住宅や学校ゆ寝水被害

・日朝外相会談 李襟塘外相とミャンマーで会談。面
会しての具体的なやりとりは約10年ぶり

11 日 ・夏の甲子園開幕 第96回高校野重量選手権大会始ま
(月) . る。 台風のため史上初めて開幕が 2 日順延された

・ プロ野球交流戦が来季から18賦合に 24鉱合から削
減。 セ・リーグの提案をパ ・ リーグ.tJl受げ入れた

12日 ・エポラ出血勲、死者が千人を突破世界保健繍関が
(火) 開発段階の治峨薬の投与を認めると発表

・政府専用機盛綱、全日空に政府は次の政府専用畿
の聾備蚤託先を日本航空から全日空に変えた

13日 ・ 4-6月期のGDP速報実質で年率6.8%減とな
{水) り、増税の影響で2011年以来の下げ幅

・北方領土で軍事演習 ロシア軍が国後、択漣両島を
含めた地域で、千刈よL上が診加する演習を開始

・ピラミッド型吉場奈良県明日香村の都塚古績が石
を階段状に積んだ方墳と発表。蘇我稲田の墓税も

14日 ・辺野古移般へブイ殴置米軍普天間飛行場の移叡に
{木) 向け、防衛省が海底調査の準備を開始

15日 ・イラクのマリキ首相が癖憲準国一致内閣の発足に
{金) 向け、アバディ次期首相を支えると明言した

・長期金利0.5%創れ 1 年 4 カ月ぷり。 世界経済の
先行き不安と大規僕金融緩和制背景に

| 朝 日 (東京)・夕刊 I 2014年8月 16 日(土) I 

自民はlè事掲裁期間に準じています。
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日本の歴史がスタートしました。
読み比べシリーズ
本誌「切抜き速報シリーズ」の別冊版。 切抜き速報シリーズと連動し、

テーマ別に編集。 朝日産経日経・毎日・読売の中央紙に加え、北海道

から沖縄までのブロック紙地方紙85紙より、「今」注目を集める話題を

タイムリーにまとめて発行します。 切抜き速報とあわせることで、より深

く読み比べできます。

+切揖巷番電車⑨
11 ぶ の '瞬間 食合合同両 記'11総集

SE 
japancsc Newspapcrs Special Edition 
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-記事掲載期間/20 1 2ハ 0ハ 2~20 1 3/ 1 0/15 

・A4半IJ 1 52頁 2.500円(本体2.315内+税)

・20 1 3年 11 月発刊

年齢や病態に沿った栄養指導、食事介助の取り組み

や、口腔ケアや胃ろうなど、食を過して健康を支えるた

めの記事を集めました。

児童福祉、家庭養護の記事を収録しました。月干IJ

切抜き速報 『教育版j から子どもの貧困も収録

し、児童虐待の背景をつかむ乙とができる 1 冊l

併せて概みたいt 医療・福祉関係の醗み比ベシリーズ

緩和ケア記事 ・A4判 120頁 2. 1∞円は体1.944円哨)
・E事掲破防問/2∞5/1Cν10-2013川/19
誠子月刊切値き速傾『医線と安全管理総集版j別問

東日本大贋斑医療関連記事
.A4!/lJ 72頁 1.650円(本体1 ，528伺+税}
.12事111雌期間/2011 /3/25-201217々4
湯舟刊切鍍き速絹『医績と安全管翠総集版J~IJ "I

子どもの虐待① (2010引 1 月尭刊)

・記事掲髄期間/2009/9/24-2010/ 10/24

子どもの虐待② (2011 写 11 月発刊}

・記穆掲載期間 1988/4/18-2011/10/2 

4守電想3温・ 併せて読みたいl

--r子どもの虐待』シリーズ

児童虐待防止月間である 11 月に、需主李

完刊しています.

※すべてA4判 152頁 2 .500円

(窓体;2.315円+税〉

子どもの虐待③ (2012削 1 月発刊)

・記事掲載期間/2001 パ /6-20 12/10/ 16

0お申込は弊社HPで!!0単冊販売/随時発行

大晦日/元日読み比べシリーズ
朝日産経日経毎日読売の5大紙と全国のブロック紙地方紙、専門紙から大晦日元日を中心に

社説論説と新聞コラムを総集o 1 1 年を締めくくり、新年の流れを掴むJ ことができます.

.毎年 1 月 10 日にスピード発送 l

.臨時E防…大晦自…年元日
fI日間 新聞コラム鶴み比べ

器圃

各地域の気候風土、文化などが鮮やかに配さ
れているのが特徴.美しくまとまった文章は、表
現力文章力の向上にも役立ちます.

・2013'事大晦日晶2014年元日版
.A4!/lJ 64頁 2.000円 {念体 1 .852肉+船

・2014'1' 1 月 10日発刊
機月 ~J 切篠き速縄 rft育阪J ~J冊
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『新聞コラム餓み比べj

*新聞社トップクラスのコラムニス卜による着眼点在楽しむ

*地域性豊かな年来年始の情景を楽しむ

*起承転結など文章構造の妙を楽しむ

この 1 年に対する各社の主張や見方の違いな
どを読み比べ l 新たな展望と幅広い視点在身
につけることができます.

・2013年大晦日晶2014年元日版

.A4判 160買 3.000同体体2.77B阿+掛
・2014年 1 月 10日発刊
来月刊切!i~遮縄『徹宵版j別冊
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『社鋭・箇脱臨み比べ1

* 1大晦日H元日」に各紙が選ぷ局面に対する展望や、

主張の違いを読み比べる

*全国紙・地方紙等の視点、の違いを読み比べる

「棚コラム醜み比べJ 52恕氏)

バックナンバー販売中!! 2012年大略目晶2013年元日版

「社観・蝋鵬み比べJ3・2q2E即
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